
備 考

令和5年4月届出予定

令和5年4月届出予定

令和5年4月届出予定

合 計
31 26 0 9 66 11 －

（31） （26） （0） （9） （66） （11） （－）

（6） （8） （0） （1） （15） (1) （45）

計
6 8 0 1 15 1 －

（6） （8） （0） （1） （15） (1) （－）

既
設

分

芸術工学教育センター
6 8 0 1 15 1 45

計
25 18 0 8 51 10 －

（25） （18） （0） （8） （51） （10） （－）

メディア芸術学科
5 5 0 5 15 3 92

（5） （5） （0） （5） （15） (3) （92）

ビジュアルデザイン学科
6 4 0 2 12 3 89

（6） （4） （0） （2） （12） (3) （89）

生産・工芸デザイン学科
6 7 0 1 14 3 94

（6） （7） （0） （1） （14） (3) （94）

1 79

（8） （2） （0） （0） （10） (1) （79）

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新

設

分

人 人 人 人 人 人 人

建築・環境デザイン学科
8 2 0 0 10

124　単位

ビジュアルデザイン学科 79科目 38科目 28科目 145科目 124　単位

101科目 32科目 20科目 153科目

メディア芸術学科 83科目 71科目 17科目 171科目

同一設置者内における
変更状況

（定員の移行，
名称の変更等）

芸術工学部
　建築・環境デザイン学科（100）（令和5年4月届出）
　生産・工芸デザイン学科（100）（令和5年4月届出）
　ビジュアルデザイン学科（100）（令和5年4月届出）
　メディア芸術学科　　　（100）（令和5年4月届出）

　環境デザイン学科(廃止）　　　　　　　　  　（△70）
　プロダクト・インテリアデザイン学科(廃止）　（△70）

ファッションデザイン学科(廃止） （△50）
ビジュアルデザイン学科(廃止） （△80）
まんが表現学科(廃止） （△45）
映像表現学科(廃止） （△45）
アート・クラフト学科(廃止） （△40）

※令和6年4月学生募集停止

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

計 100 400

124　単位

生産・工芸デザイン学科 82科目 48科目 30科目 160科目 124　単位

実験・実習 計

建築・環境デザイン学科

兵庫県神戸市西区学園
西町8丁目1番地1号

生産・工芸デザイン学科 4 100 -

編入学
定　員

収容
定員

新
設
学
部
等
の
概
要

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

大 学 の 目 的
人間生活にかかわる関係諸学を総合的にとらえ展開する「芸術工学」の教育・研究
を通じて、広い教養、専門的知識、能力、技術とコミュニケーション力を備えた人
材を養成することで、社会に貢献することを目的とする。

生産・工芸デザイン学科は、大学卒業生としての基礎的な教養と、コミュニケー
ション能力を身につけ、プロダクトデザイン、ファッション・テキスタイル、クラ
フトにおける専門性と幅広い知見、技術及び表現力を修得し、専門性を活かした上
で分野融合力及び社会で活動し貢献できる実践力を有する者の養成を目的とする。

フ リ ガ ナ コウベゲイジュツコウカダイガク

大 学 の 名 称 神戸芸術工科大学  (Kobe Design University)

大 学 本 部 の 位 置 　兵庫県神戸市西区学園西町8丁目1番地1号

新設学部等の目的

400 学士
(芸術工学)

令和6年4月
第1年次

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

計 画 の 区 分 　学部の学科の設置

フ リ ガ ナ 　ガッコウホウジン　タニオカガクエン

設 置 者 　学校法人　谷岡学園

芸術工学部 年 人 年次
人

人

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

－基本計画書－1－



大学全体

専任教員研究室

新設学部等の名称 室　　　数

建築・環境デザイン学科 25 室

生産・工芸デザイン学科 29 室

ビジュアルデザイン学科 27 室

メディア芸術学科 30 室

芸術工学教育センター 6 室

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料、補助金、運用財産により得る収入等をもって充当する。

学生１人当り
納付金

第６年次

教員１人当り研究費等 400千円 400千円 400千円 400千円 - -

-

－ －

設 備 購 入 費 18,694千円 18,378千円 18,378千円 18,378千円 18,378千円 - -

図 書 購 入 費 6,390千円 6,390千円

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,811.09㎡ テニスコート3面 －

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

共 同 研 究 費 等 20,000千円 20,000千円 20,000千円 20,000千円 -

第６年次

1,800千円

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

芸術工学部
 138,972〔19,560〕  864〔177〕　 0〔　0　〕　 14,243 7,217

計

〔うち外国書〕

2,030.97㎡ 199 148,000

（135,028〔19,136〕） （864〔177〕） （0〔　0　〕）

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

（209）

 138,972〔19,560〕  864〔177〕　 0〔　0　〕　 14,243 7,217

（13,995） （7,217）（135,028〔19,136〕）

〔うち外国書〕
標本

点

209

合 計 114,138.73㎡ 0㎡ 0㎡ 114,138.73㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

23　室 34　室 88　室
8　室 0　室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

0㎡ 2,137.46㎡

30,010.43㎡ 0㎡ 0㎡ 30,010.43㎡

（30,010.43㎡） （　　　0㎡） （　　　0㎡） （30,010.43㎡）

101,751.27㎡

運 動 場 用 地 10,250㎡ 0㎡ 0㎡ 10,250㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 101,751.27㎡ 0㎡ 0㎡

小 計 112,001.27㎡ 0㎡ 0㎡ 112,001.27㎡

そ の 他 2,137.46㎡ 0㎡

（7） （8）

計
51 31 82

（51） （31） （82）

そ の 他 の 職 員
0 3 3

（0） （3） （3）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
48       人 17       人 65       人

（48）

図 書 館 専 門 職 員
2 4 6

（2） （4） （6）

（17） （67）

技 術 職 員
1 7 8

（1）

電子ジャーナル

大学全体

1,600千円 1,600千円 1,600千円 -

学科単位での特
定不能のため、
大学全体の数
（大学院を除
く）

（13,995） （7,217） （209）

209

（864〔177〕） （0 〔 0　〕）

-

6,390千円 6,390千円 6,390千円

－基本計画書－2－



平成27年度より
学生募集停止

平成27年度より
学生募集停止

平成27年度より
学生募集停止

平成30年度より
学生募集停止

附属施設の概要
該当なし

1.06 平成30年度　公共学科 4 250 － 1,000 学士(経営学)

公共学部 1.06

　公共経営学科 4 － － － 学士(経営学) － 平成17年度

　商学科 4 150 － 600 学士(商学) 1.23 平成12年度

1.19

　経営学科 4 400 － 1,600 学士(経営学) 1.17

総合経営学部

平成12年度

　経済学科 4 300 － 1,200 学士(経済学) 1.17 平成12年度

経済学部 1.17

0.34

　地域経済政策専攻
　（博士前期課程）

2 10 － 20
修士(地域政
策学）

0.40

年 人 年次
人

人 倍

大 学 の 名 称 大阪商業大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

　クラフト・美術学科 4 － － －
学士
(芸術工学）

－ 平成27年度

　映像表現学科 4 － － －
学士
(芸術工学）

－ 平成27年度

　まんが表現学科 4 － － －
学士
(芸術工学）

　映像表現学科 4 45 － 180
学士
(芸術工学）

1.51 平成27年度

　まんが表現学科 4 45 － 180
学士
(芸術工学）

平成27年度

　ビジュアルデザイン
　学科

4 80 － 320
学士
(芸術工学）

1.09 平成27年度

　ファッションデザイン
　学科

4 50 － 200
学士
(芸術工学）

年 人 年次
人

人 倍

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 神戸芸術工科大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

1.59 平成27年度

先端芸術学部

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

1.05

兵庫県神戸市西区
学園西町8丁目1番
地1号

平成9年度

1.26 平成27年度

－ 平成27年度

0.50 平成7年度

学士
(芸術工学）

1.01 平成27年度

1.31

博士
(芸術工学）

修士
(芸術工学）

－

地域政策学研究科

芸術工学部

芸術工学研究科

大阪府東大阪市御
厨栄町4丁目1番10
号

　環境デザイン学科 4 70 － 280

　芸術工学専攻
　（博士後期課程)

3 6 － 18

　アート・クラフト学科 4 40 － 160
学士
(芸術工学）

1.20 平成27年度

54
　総合ｱｰﾄ＆ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻
　（修士課程）

2 27 －

　プロダクト・インテリ
　アデザイン学科

4 70 － 280
学士
(芸術工学）

0.83 平成27年度

0.62

　地域経済政策専攻
　（博士後期課程）

3 3 － 9
博士(地域政
策学）

0.44 平成11年度

　経営革新専攻
　（修士課程）

2 10 － 20 修士(経営学） 0.25 平成20年度

－基本計画書－3－



令和5（2023）年度 入学
定員

編入学
定員

収容
定員 令和6（2024）年度 入学

定員
編入学
定員

収容
定員

　変更の事由

神戸芸術工科大学 神戸芸術工科大学

芸術工学部 芸術工学部

　環境デザイン学科 70 - 280 0 - 0 令和6年4月学生募集停止

　プロダクト・インテリアデザイン学科 70 - 280 0 - 0 令和6年4月学生募集停止

　ファッションデザイン学科 50 - 200 0 - 0 令和6年4月学生募集停止

　ビジュアルデザイン学科 80 - 320 0 - 0 令和6年4月学生募集停止

　まんが表現学科 45 - 180 0 - 0 令和6年4月学生募集停止

　映像表現学科 45 - 180 0 - 0 令和6年4月学生募集停止

　アート・クラフト学科 40 - 160 → 0 - 0 令和6年4月学生募集停止

　建築・環境デザイン学科 100 - 400 学部の学科の設置(届出）

　生産・工芸デザイン学科 100 - 400 学部の学科の設置(届出）

　ビジュアルデザイン学科 100 - 400 学部の学科の設置(届出）

　メディア芸術学科 100 - 400 学部の学科の設置(届出）

400 1,600 400 1,600

神戸芸術工科大学大学院 神戸芸術工科大学大学院

芸術工学研究科　 芸術工学研究科　

　芸術工学専攻（博士後期課程) 6 - 18 　芸術工学専攻（博士後期課程) 6 - 18

　総合アート＆デザイン専攻（修士課程） 27 - 54 　総合アート＆デザイン専攻（修士課程） 27 - 54

33 72 33 72

大阪商業大学 大阪商業大学

経済学部 → 経済学部 

　経済学科 300 - 1,200 　経済学科 300 - 1,200

総合経営学部 総合経営学部 

　経営学科 400 - 1,600 　経営学科 400 - 1,600

　商学科 150 - 600 　商学科 150 - 600

公共学部 公共学部

　公共学科 250 - 1,000 　公共学科 250 - 1,000

1,100 4,400 1,100 4,400

大阪商業大学大学院 大阪商業大学大学院

地域政策学研究科 地域政策学研究科

　地域経済政策専攻（博士前期課程） 10 - 20 → 　地域経済政策専攻（博士前期課程） 10 - 20

　地域経済政策専攻（博士後期課程） 3 - 9 　地域経済政策専攻（博士後期課程） 3 - 9

　経営革新専攻（修士） 10 - 20 　経営革新専攻（修士） 10 - 20

23 49 23 49

学校法人谷岡学園　神戸芸術工科大学　設置認可等に関わる組織の移行表

－基本計画書－4－



別記様式第２号・別添１

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

助教
以上

うち
教授

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

助教
以上

うち
教授

建築・環境デザイン
学科

8 5 環境デザイン学科 8 5

退職 3 3
プロダクト・インテ
リアデザイン学科

1 1

ファッションデザイ
ン学科

1 1

芸術工学教育セン
ター

1 1

計 11 8 計 11 8

建築・環境デザイン
学科

1 1
プロダクト・インテ
リアデザイン学科

5 2

生産・工芸デザイン
学科

5 2
ファッションデザイ
ン学科

3 1

芸術工学教育セン
ター

1 0 映像表現学科 2 1

退職 2 2
アート・クラフト学
科

4 2

計 9 5 計 14 6

建築・環境デザイン
学科

1 1
ビジュアルデザイン
学科

8 5

生産・工芸デザイン
学科

3 1
芸術工学教育セン
ター

1 1

退職 3 2 新規採用 3 0

計 7 4 計 12 6

ビジュアルデザイン
学科

8 5 まんが表現学科 7 3

退職 2 1 映像表現学科 7 2

新規採用 1 0

計 10 6 計 15 5

メディア芸術学科 7 3
芸術工学教育セン
ター

9 6

芸術工学教育セン
ター

1 0
プロダクト・インテ
リアデザイン学科

1 0

退職 1 1 まんが表現学科 1 0

アート・クラフト学
科

3 0

計 9 4 新規採用 1 0

生産・工芸デザイン
学科

2 1 計 15 6

メディア芸術学科 7 2

退職 3 3

計 10 5

生産・工芸デザイン
学科

4 2

芸術工学教育セン
ター

3 0

退職 2 2

計 9 4

建築・環境デザイン
学科

1 1

ビジュアルデザイン
学科

1 1

芸術工学教育セン
ター

9 6

退職 2 2

計 13 10

－

芸術工学教育セ
ンター

－

芸術工学部
ファッションデ
ザイン学科(廃
止）

学士
（芸術工学）

美術関係
工学関係

芸術工学部
ビジュアルデザ
イン学科

芸術工学教育セ
ンター

芸術工学部
ビジュアルデザ
イン学科(廃止）

学士
（芸術工学）

美術関係
工学関係

芸術工学部
映像表現学科(廃
止）

学士
（芸術工学）

美術関係
工学関係

芸術工学部
アート・クラフ
ト学科(廃止）

学士
（芸術工学）

美術関係
工学関係

芸術工学部
メディア芸術学
科

学士
（芸術工学）

芸術工学部
まんが表現学科
(廃止）

学士
（芸術工学）

美術関係
工学関係

芸術工学部
プロダクト・イ
ンテリアデザイ
ン学科(廃止）

芸術工学部
建築・環境デザ
イン学科

学士
（芸術工学）

学士
（芸術工学）

美術関係
工学関係

芸術工学部
生産・工芸デザ
イン学科

学士
（芸術工学）

芸術工学部
環境デザイン学
科(廃止）

学士
（芸術工学）

美術関係
工学関係

美術関係
工学関係

美術関係
工学関係

美術関係
工学関係

美術関係
工学関係

設 置 の 前 後 に お け る 学 位 等 及 び 専 任 教 員 の 所 属 の 状 況

届 出 時 に お け る 状 況
新 設 学 部 等 の 学 年 進 行
終 了 時 に お け る 状 況

学部等の名称
授与する学位等

異 動 先
専任教員

学部等の名称
授与する学位等

異 動 元
専任教員

学士
（芸術工学）

－基本計画書－5－



別記様式第２号・別添２

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

開設又は
変更時期

改 編 内 容 等
学 位 又 は
学 科 の 分 野

手続きの区分

芸術工学部環境デザイン学科　設置

芸術工学部工業デザイン学科　設置

芸術工学部視覚情報デザイン学科　設置

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

平成5年4月 芸術工学部工業デザイン学科のカリキュラム変更 工学関係、美術関係

芸術工学部視覚情報デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部工業デザイン学科のカリキュラム変更

平成7年４月 芸術工学部工業デザイン学科のカリキュラム変更 工学関係、美術関係 学則変更

芸術工学部工業デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部視覚情報デザイン学科のカリキュラム変更

平成10年４月 芸術工学部工業デザイン学科のカリキュラム変更 工学関係、美術関係 学則変更

平成11年４月 芸術工学部工業デザイン学科のカリキュラム変更 工学関係、美術関係 学則変更

芸術工学部工業デザイン学科の定員変更 ― 学則変更

芸術工学部工業デザイン学科のカリキュラム変更 工学関係、美術関係 学則変更

平成13年４月 芸術工学部工業デザイン学科のカリキュラム変更 工学関係、美術関係 学則変更

芸術工学部プロダクトデザイン学科　設置　

芸術工学部ファッションデザイン学科　設置

芸術工学部工業デザイン学科の学生募集停止 ― 学生募集停止（学科）

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部プロダクトデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

平成15年４月 芸術工学部視覚情報デザイン学科のカリキュラム変更 工学関係、美術関係 学則変更

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部 → デザイン学部

　環境デザイン学科 → 環境・建築デザイン学科

　視覚情報デザイン学科 → ビジュアルデザイン学科

先端芸術学部メディア表現学科　設置

先端芸術学部造形表現学科　設置

デザイン学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部プロダクトデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部環境・建築デザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部プロダクトデザイン学科のカリキュラム変更

先端芸術学部メディア表現学科のカリキュラム変更
平成19年4月 工学関係、美術関係 学則変更

平成16年４月 工学関係、美術関係 学則変更

平成17年4月 工学関係、美術関係 名称変更（学部）

平成18年4月

工学関係、美術関係 設置届出（学部）

工学関係、美術関係 学則変更

平成9年４月 工学関係、美術関係 学則変更

平成12年４月

平成14年4月

工学関係、美術関係 設置届出（学科）

工学関係、美術関係 学則変更

平成6年4月 工学関係、美術関係 学則変更

基 礎 と な る 学 部 等 の 改 編 状 況

平成元年4月 工学関係、美術関係 設置認可（学部）

学則変更

－基本計画書－6－



開設又は
変更時期

改 編 内 容 等
学 位 又 は
学 科 の 分 野

手続きの区分

デザイン学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部環境・建築デザイン学科のカリキュラム変更

先端芸術学部メディア表現学科のカリキュラム変更

先端芸術学部メディア表現学科の定員変更

先端芸術学部造形表現学科の定員変更

平成21年3月 芸術工学部工業デザイン学科　廃止 ― 廃止届出（学科）

デザイン学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

先端芸術学部メディア表現学科のカリキュラム変更

先端芸術学部メディア表現学科の定員変更

先端芸術学部造形表現学科の定員変更

先端芸術学部まんが表現学科　設置

先端芸術学部映像表現学科　設置

先端芸術学部クラフト・美術学科　設置

先端芸術学部メディア表現学科、造形表現学科の学生募集停止 ― 学生募集停止（学科）

デザイン学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更 工学関係、美術関係 学則変更

デザイン学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部環境・建築デザイン学科のカリキュラム変更

先端芸術学部まんが表現学科のカリキュラム変更

先端芸術学部映像表現学科のカリキュラム変更

先端芸術学部クラフト・美術学科のカリキュラム変更

デザイン学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部環境・建築デザイン学科のカリキュラム変更

先端芸術学部まんが表現学科のカリキュラム変更

先端芸術学部映像表現学科のカリキュラム変更

デザイン学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部プロダクトデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部環境・建築デザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

デザイン学部環境・建築デザイン学科のカリキュラム変更

先端芸術学部まんが表現学科のカリキュラム変更

先端芸術学部映像表現学科のカリキュラム変更

先端芸術学部クラフト・美術学科のカリキュラム変更

平成27年3月 先端芸術学部メディア表現学科、造形表現学科　廃止 ― 廃止届出（学科）

平成26年4月 工学関係、美術関係 学則変更

平成24年4月 工学関係、美術関係 学則変更

平成25年4月 工学関係、美術関係 学則変更

平成22年4月

工学関係、美術関係 設置届出（学科）

平成23年4月 工学関係、美術関係 学則変更

平成20年4月

工学関係、美術関係 学則変更

― 学則変更

平成21年4月

工学関係、美術関係 学則変更

― 学則変更

－基本計画書－7－



開設又は
変更時期

改 編 内 容 等
学 位 又 は
学 科 の 分 野

手続きの区分

芸術工学部環境デザイン学科　設置

芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科　設置

芸術工学部ファッションデザイン学科　設置

芸術工学部ビジュアルデザイン学科　設置

芸術工学部まんが表現学科　設置

芸術工学部映像表現学科　設置

芸術工学部アート・クラフト学科　設置

デザイン学部環境・建築デザイン学科、プロダクトデザイン学科、
ファッションデザイン学科、ビジュアルデザイン学科の学生募集
停止

― 学生募集停止（学科）

先端芸術学部まんが表現学科、映像表現学科、クラフト・美術
学科の学生募集停止

― 学生募集停止（学科）

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部まんが表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部映像表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部アート・クラフト学科のカリキュラム変更

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部まんが表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部映像表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部アート・クラフト学科のカリキュラム変更

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部まんが表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部映像表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部アート・クラフト学科のカリキュラム変更

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部まんが表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部映像表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部アート・クラフト学科のカリキュラム変更

平成30年4月 工学関係、美術関係 学則変更

平成31年4月 工学関係、美術関係 学則変更

平成28年4月 工学関係、美術関係 学則変更

平成29年4月 工学関係、美術関係 学則変更

平成27年4月

工学関係、美術関係 設置届出（学部）

－基本計画書－8－



開設又は
変更時期

改 編 内 容 等
学 位 又 は
学 科 の 分 野

手続きの区分

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部まんが表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部映像表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部アート・クラフト学科のカリキュラム変更

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部まんが表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部映像表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部アート・クラフト学科のカリキュラム変更

令和4年3月
デザイン学部環境・建築デザイン学科、プロダクトデザイン学科、
ファッションデザイン学科、ビジュアルデザイン学科の廃止

― 廃止届出（学部）

芸術工学部環境デザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ファッションデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部ビジュアルデザイン学科のカリキュラム変更

芸術工学部まんが表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部映像表現学科のカリキュラム変更

芸術工学部アート・クラフト学科のカリキュラム変更

芸術工学部建築・環境デザイン学科　設置

芸術工学部生産・工芸デザイン学科　設置

芸術工学部ビジュアルデザイン学科  設置

芸術工学部メディア芸術学科　設置

芸術工学部環境デザイン学科、プロダクト・インテリアデザイン学
科、ファッションデザイン学科、ビジュアルデザイン学科、まんが表
現学科、映像表現学科、アート・クラフト学科の学生募集停止

― 学生募集停止（学科）

令和4年4月 工学関係、美術関係 学則変更

令和6年4月

工学関係、美術関係 設置届出（学科）

令和2年4月 工学関係、美術関係 学則変更

令和3年4月 工学関係、美術関係 学則変更

－基本計画書－9－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

スタディスキルズ 1 前 1 〇 兼 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式

日本語表現Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 4

日本語表現Ⅱ 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 4

文章表現法A 2･3･4 後 2 〇 兼 1

文章表現法B 2･3･4 後 2 〇 兼 2

日本史 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

世界史 1･2･3･4 前 2 〇 兼 1

心理学 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

デザイン史 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

日本美術史 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

西洋美術史 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

美学 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

人文地理学 1･2･3･4 前 2 〇 兼 1

文化人類学 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

法学（日本国憲法を含む） 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

知的財産権入門 2･3･4 後 2 〇 兼 1

現代社会論 2･3･4 後 2 〇 兼 1

マーケティング論 2･3･4 後 2 〇 兼 1

教育心理学 1･2･3･4 前 2 〇 兼 1

生涯学習概論 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

博物館展示論 3･4 後 2 〇 兼 1

東アジア文化入門 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

文学・言語学 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

経済・政治 1･2･3･4 前 2 〇 兼 1

教育学 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

数学入門A 1･2･3･4 前 2 〇 兼 1

数学入門B 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

物理学入門 1･2･3･4 前 2 〇 兼 1

科学と技術 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

かたちの科学 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

数理とかたち 1･2･3･4 前 2 〇 1

健康科学 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

スポーツ実技A（体育） 1･2･3･4 前･後 1 〇 兼 2

スポーツ実技B（ダンス） 1･2･3･4 前 1 〇 兼 1

情報とネットワーク 2･3･4 前 2 〇 1 兼 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式・共同（一部）

博物館情報・メディア論 3･4 前 2 〇 1 兼 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式

基礎英語Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 6

基礎英語Ⅱ 1･2･3･4 後 2 〇 兼 6

英語コミュニケーションA 2･3･4 前･後 2 〇 兼 3

英語コミュニケーションB 2･3･4 前･後 2 〇 兼 3

表現のための英語A 2･3･4 前･後 2 〇 兼 3

表現のための英語B 2･3･4 前･後 2 〇 兼 2

現代英語 2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

フランス語Ⅰ 2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

フランス語Ⅱ 2･3･4 後 2 〇 兼 1

ドイツ語Ⅰ 2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

ドイツ語Ⅱ 2･3･4 後 2 〇 兼 1

中国語Ⅰ 2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

中国語Ⅱ 2･3･4 後 2 〇 兼 1

韓国語Ⅰ 2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

韓国語Ⅱ 2･3･4 後 2 〇 兼 1

日本語初級Ⅰ 1･2･3･4 前 1 〇 兼 2

日本語初級Ⅱ 1･2･3･4 後 1 〇 兼 1

日本語中級Ⅰ 1･2･3･4 前 1 〇 兼 1

日本語中級Ⅱ 1･2･3･4 前 1 〇 兼 1

基
礎
教
育
科
目

学
修
基
礎

人
文
・
社
会

自
然
・
情
報

外
国
語

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－基本計画書－10－
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修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

キャリアデザインA 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

キャリアデザインB 2･3･4 後 2 〇 兼 1

キャリアデザインC 3･4 前 2 〇 兼 2

ビジネス数学（SPI対策） 2･3･4 後 2 〇 兼 1

ビジネスコンピュータ 1･2･3･4 前 1 〇 兼 1

インターンシップA 1･2･3･4 1 〇

インターンシップB 1･2･3･4 1 〇

小計（62科目） － 4 110 0 1 0 0 0 0 兼 45

芸術工学概論-P 1･2･3･4 前 2 〇 1 1 兼 10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式

色とかたち-P 1･2･3･4 前 2 〇 兼 1

現代デザイン論-P 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

現代音楽-P 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

作品の見方-P 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

人間工学-P 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

空間・情報グラフィックス入門-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

現代アート論-P 2･3･4 後 2 〇 兼 1

映像コンテンツ論-P 1･2･3･4 前 2 〇 兼 1

映像技術入門-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

アート・マネジメント-P 1･2･3･4 後 2 〇 兼 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式・共同（一部）

身体表現論-P 1･2･3･4 後 2 〇 兼 1

都市環境グラフィックス・アート概論-P 2･3･4 後 2 〇 兼 1

デッサン基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 4

絵画基礎実習A-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 2

絵画基礎実習B-P 1･2･3･4 前 2 〇 兼 1

彫刻基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

工芸基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

スケッチ・素描・イメージ-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 2 共同

図学・製図基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 3

ドローイング-P 1･2･3･4 前･後 4 〇 兼 2 共同

基礎表現演習A-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式・共同（一部）

基礎表現演習B-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式・共同（一部）

文字とイメージA-P 1･2･3･4 前 2 〇 兼 1

文字とイメージB-P 2･3･4 後 2 〇 兼 1

グレートフィルムズ-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

メディア表現ワークショップ-P 2･3･4 後 4 〇 兼 1

写真基礎実習-P 2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

コンピュータ基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2 〇 兼 7

コンピュータデザイン演習A-P 2･3･4 前･後 4 〇 兼 1

コンピュータデザイン演習B-P 2･3･4 後 4 〇 兼 1

プログラミング基礎実習-P 2･3･4 前･後 2 〇 兼 1

ジェネレーティブアート演習-P 2･3･4 前･後 4 〇 1

ビジュアルプログラミング演習-P 3･4 前 4 〇 兼 1

Webプログラミング演習-P 3･4 前･後 4 〇 1

Pythonプログラミング演習-P 3･4 後 4 〇 1

アート＆デザインプロジェクトA-P 1･2･3･4 通 4 〇 兼 1

アート＆デザインプロジェクトB-P 2･3･4 通 4 〇 兼 1

アート＆デザインプロジェクトC-P 2･3･4 通 4 〇 兼 1

総合プロジェクトA-P 1･2･3･4 4 〇

総合プロジェクトB-P 1･2･3･4 4 〇

－ 8 100 0 2 1 0 0 0 兼 34

生産・工芸デザイン概論 1 前 2 〇 5 7 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式

生産・工芸デザイン基礎実習A 1 前 3 〇 3 4 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式・共同（一部）

生産・工芸デザイン基礎実習B 1 後 3 〇 4 4 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式・共同（一部）

生産・工芸デザインの現場 3 前 2 〇 5 7 1 共同

－ 10 0 0 5 7 0 1 0

専
門
教
育
科
目

必
修

小計（4科目） －

基
礎
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア

－

専
門
教
育
科
目

芸
術
工
学
基
礎

小計（41科目） －
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教 育 課 程 等 の 概 要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

プロダクトデザイン実習Ⅰ 2 前 3 〇 2 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式・共同（一部）

ファッション・テキスタイル実習Ⅰ 2 前 3 〇 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式（一部）

クラフト実習Ⅰ 2 前 3 〇 2 1 1

プロダクトデザイン実習Ⅱ 2 後 3 〇 2 4

ファッション・テキスタイル実習Ⅱ 2 後 3 〇 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式（一部）

クラフト実習Ⅱ 2 後 3 〇 2 1 1 兼 4

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ 3 前 3 〇 2 4 兼 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式・共同（一部）

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅰ 3 前 3 〇 1 2 兼 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式（一部）

クラフト応用実習Ⅰ 3 前 3 〇 2 1 1 兼 4

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ 3 後 3 〇 2 4 兼 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式（一部）

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅱ 3 後 3 〇 1 2

クラフト応用実習Ⅱ 3 後 3 〇 2 1 1 兼 4

－ 0 36 0 5 7 0 1 0 兼 7

学科入門セミナー 1 前 1 〇 5 6 1 共同

ユニバーサルデザイン 1 前 2 〇 兼 1

素材・材料論 1 前 2 〇 1 兼 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式

身体とデザイン 2 前 2 〇 1 兼 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式

プレゼンテーション基礎 1 前 4 〇 1 兼 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式

自然とデザイン 1 後 2 〇 1

生活機器デザイン 2 前 2 〇 1

イメージ構想法 2 後 2 〇 1

デジタルファブリケーション 2 前 2 〇 1

基礎撮影演習（モノ） 2 前 2 〇 兼 1

プレゼンテーション応用 2 前 4 〇 兼 1

3Dモデリング基礎 2 前 4 〇 1

製図法演習 2 前 2 〇 1

ドレーピング 2 後 2 〇 1

テキスタイル基礎 2 後 2 〇 1

ガラス表現 3 後 2 〇 1

器表現 3 後 2 〇 1

ジュエリー表現 3 後 2 〇 1

フィギュア表現 3 後 2 〇 1

フィギュア応用表現 3 前 4 〇 兼 1

ファッションマーケティング 2 前 2 〇 兼 1

インダストリアルデザイン 2 後 2 〇 1

デジタルプレゼンテーション 2 後 2 〇 兼 1

アダプティブインタフェース演習 2 後 2 〇 1

3Dモデリング応用 2 後 4 〇 兼 1

家具・インテリア製図 2 前 4 〇 兼 1

ファッション企画演習 3 前 2 〇 兼 1

パターンメーキング 2 前 2 〇 1

テキスタイルプリントデザイン 2 前 2 〇 兼 1

吹きガラス表現 2 後 4 〇 兼 1

陶表現 2 後 4 〇 兼 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式

宝飾表現 3 前 4 〇 兼 1

デザインブランディング論 3 前 2 〇 兼 1

基礎撮影演習（ファッション） 3 前 2 〇 兼 1

展示デザイン 3 前 2 〇 1

ファッション・デジタルクリエーション 3 後 2 〇 1

ニットデザイン 3 前 2 〇 兼 1

デザインプロモーション演習 3 前 2 〇 兼 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2 〇 5 7 1 共同

ファッション空間演出 4 後 2 〇 1

－ 0 97 0 5 7 0 1 0 兼 20

卒業研究 4 通 10 〇 5 7 1

－ 10 0 0 5 7 0 1 0

－ 32 343 0 6 7 0 1 0 兼 96

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

基礎教育科目（学修基礎）4単位以上、（人文・社会）4単位以上、（自然・情報）4単位以上、（外
国語）6単位以上、（キャリア）4単位以上、基礎教育科目で計32単位、専門教育科目（芸術工学基
礎）14単位、（必修）10単位、（選択必修）12単位、（選択）38単位、（卒業研究）10単位、専門
教育科目で計84単位、自由科目8単位の合計124単位を修得することを卒業要件とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（160科目） －

学位又は称号 学士（芸術工学） 学位又は学科の分野 工学関係・美術関係

小計（40科目） －
卒

業

研

究 小計（1科目） －

選
択

専
門
教
育
科
目

専

門

教

育

科

目

選

択

選
択
必
修

小計（12科目） －
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考

スタディスキルズ

授業の目的・目標：
大学生活に適応するあり方、4年間を通して大学で必要な最低限の学習スキル、著作権や法律などの基本的
知識や態度を獲得する。
（1）建学の精神、本学のあゆみと特徴について理解する。
（2）学生生活の心得、学習の技術、安全・健康管理の基本を学ぶ。
（3）コミュニケーションの技術、文献の探し方、知的財産権の基本、情報リテラシーの基本を身につけ
る。
（4）キャリアデザインの考え方を身につける。
授業の概要：
大学新入生が大学生活に適応するあり方、大学で必要な最低限の学習スキル、著作権や法律など、主として
大学入学次に必要となる基本的内容を取り上げ、大学生として、芸術工学をこれから学習しはじめようとす
る本学学生に対して、大学教育の最初に身につけておくべき社会的な知識・スキルを解説する。

オムニバス方
式

日本語表現Ⅰ

授業の目的・目標：
（1）書き言葉と話し言葉の違いを把握し、適切に使い分けられる。
（2）文章を作成する際に、論理的構成に配慮する習慣を身につける。
（3）文章でものごとを客観的に説明できる。
（4）立場を明確にし、異なる視点を取り入れ自らの意見を述べることができる。
（5）待遇表現の基本的ルールを理解し使用できる。
授業の概要：
基本的な日本語の文章表現のルールを学び、日本語の文章力を高める。日本語で表現するための基本として
日本語の書き言葉の特徴を把握し、論理的に書く技法の初歩を身につける。身近なテーマから少しずつト
レーニングや実践の段階を経て、大学の学びに必要な文章表現力をつけ、読む人に伝わりやすい文章を書け
るようになることを目指す。なお、この授業は日本語表現Ⅱおよび文章表現法の基礎となるものである。

日本語表現Ⅱ

授業の目的・目標：
（1）テーマについて様々な視点から考え、共有できる。
（2）レポートの構造を把握し、文章が作成できる。
（3）資料を読み、要点を抽出することができる。
（4）資料を適切に引用し、事実と意見を書き分けられる。
（5）信頼性のある資料を探し、参考文献リストを作成できる。
授業の概要：
大学生としてふさわしい教養と社会で活躍するために必要な日本語での文章作成の基本を学ぶための授業で
ある。基本的な日本語の文章表現のルールを実際に応用しながら、まとまりのある論理的な文章が書けるよ
う、構成を意識し、読み手に伝わる文章が作成できるようになることが求められる。

文章表現法A

授業の目的・目標：
（1）自らを客観的に見つめ、経験を整理し、文章で表現することができる。
（2）無駄を省いた簡潔な文章で表現できる。
（3）社会に視野を広げ自身との接点を意識した客観的な文章が書ける。
授業の概要：
日本語表現Ⅰ・Ⅱで学んだアカデミック・ライティングの基礎を生かしつつ、大学生としてふさわしい教養
と、社会で活躍するために必要な日本語の実践的な技術を身につけるため、多様なコミュニケーションの場
に対応できる力の修得を目指す。これまでに書いてきた長文のレポートとは異なり、300字、あるいは800字
から1000字程度で簡潔に自己をパフォーマンスできる文章作成の演習を行う。そのための読解資料を配布す
るが、各自で関心に添った資料を収集し準備することも求める。グループワークも取り入れる。

文章表現法B

授業の目的・目標：
（1）文章を読み、要点を抽出しまとめることができる。
（2）テーマについて情報を収集し、発表のための構想を組み立てることができる。
（3）聞き手を意識した手法で、口頭で的確に表現することができる。
授業の概要：
大学生としてふさわしい教養と社会で活躍するために必要な日本語の実践的な技術の習得を目指す。日本語
表現Ⅰ・Ⅱで学んだことを踏まえ、読解や口頭表現を含めた言語活動の訓練を行う。具体的な活動として、
文章や映像資料から必要な情報を取り出し内容を整理する。またグループワークを通して聞き手にわかりや
すく伝える活動を重ね、テーマごとに口頭発表を行う。

人
文
・
社
会

日本史

授業の目的・目標：
（1）日本の対外関係史について基礎的知識が習得できる。
（2）現代に根ざす諸問題を歴史的に理解できる。
授業の概要：
古代から現代までの日本の歴史について、国際関係を中心に概説的に講義する。たとえ海に囲まれた島国で
あっても、いつの時代でも外部と一切関わることなしに日本は成り立たない。国際関係を基軸に講義するこ
とで日本のあゆみを知り、現代社会につながる諸問題について理解を深めていく。

科目
区分

基
礎
教
育
科
目

学
修
基
礎
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

世界史

授業の目的・目標：
（1）現代とは異質な社会や文化のありようを通じて、他者理解のための多角的な視点が身につく。
（2）近代世界の成り立ちと今日的な諸問題の経緯について、歴史的に説明できる。
授業の概要：
今日の世界情勢はますます混迷を深めており、グローバル化が進むなか日本社会の先行きも容易に見通せな
い。このような世界を生きていくうえで、教養としての歴史は重要である。いまとは異なる過去の社会のし
くみと成り立ちを知ることは、わたしたちが生きている世界の問題を理解するだけでなく、時代の変化に適
応できる思考力を養うことにつながる。
授業前半（第2～6回）：近代以前のさまざまな時代・地域における文化や社会、それらの交流を概観する。
授業後半（第7～14回）：近代世界の成り立ちとその変遷、国際社会と日本の関わりについて講義を行い、
現在わたしたちが直面する諸問題についての理解を深める。

心理学

授業の目的・目標：
 (1)心理学の基本理論、用語が理解でき、簡単に説明できること。
（2）認知、認識、発達、学習、言語などの主要な心理学テーマの仕組みが理解できること。
（3）心理学と芸術とが関係する心理学的な基本問題や基本理念について理解できること。
授業の概要：
近年、哲学から出発した心理学は脳神経科学領域へと進展し、その科学的な分析対象は「観察可能な行動」
から「脳活動」へ拡大した。これにより明らかとなった芸術や美の背景にある心の働きのより詳細かつ多様
な要因について科学的に理解することで、芸術活動の人間にとっての意味を心理学的側面から考える力を修
得する。

デザイン史

授業の目的・目標：
（1）近代を中心にデザイン史への興味が深まり、その文化的価値が理解できる。
（2）歴史的な美術や工芸をも含めた広い意味でのデザイン、近代デザイン、そして現代デザインの研究の
基本が理解できる。
（3）以上の認識を踏まえ、国内外のデザインや美術関係者はもちろん、諸芸術やものづくりの人々とも意
見を交わせる基本的な知識や理念を身につけることをめざす。
授業の概要：
ペヴスナーの『近代デザインの先駆者たち：モリスからグロピウスまで』を導入部とし、授業前半でバウハ
ウスに至る近代デザインの基礎知識を、新知見も加え、確認する。後半では、ヨーロッパからアメリカや日
本にも拡大し、異なる文化や、アートとテクノロジーとの関係についても考察を進める。近代デザインや近
代建築は20世紀後半に終わったという見方と、広い意味でまだ続くという見方があるが、その理解を「ポス
トモダニズム」「脱構築主義」等の把握で深める。最後に「ミュージアム・デザイン」をテーマに、世界各
地のミュージアムを比較する。それはミュージアムとそこに展示される美術・デザイン作品のあり方を考え
るためで、授業終了後もデザインの歴史や現代デザインへの興味を高め、理解を深められるよう計画してい
る。

日本美術史

授業の目的・目標：
（目的）
（1）各時代を象徴する日本美術及び美術に関連する歴史事象を理解する。
（2）日本美術作品を多面的に鑑賞する能力が身につく。
（目標）
（1）日本美術の多彩な表現と様式を説明できる。
（2）各時代の代表的な日本美術を比較・考察し、論じることができる。
授業の概要：
各時代の重要な美術作品、時代背景、日本の伝統工芸、アジアの美術・工芸を含む関連領域の文化、社会的
な出来事等に関する基本的知識を理解する。海外の美術、科学技術、美術学校や美術館などの美術をめぐる
諸制度、トピックを視野に収め、美術を深く鑑賞する能力を習得する。日本の美術の流れをその社会と文化
的な背景を考慮に入れて概観する。縄文・弥生時代から明治、大正、昭和、平成と続く近現代の日本美術ま
でを視野に収める。関連する日本の様々な伝統美術、西洋及びアジアの美術・工芸、芸術文化との相互交
流、海外の多彩な文化の刺激を摂取しつつ、独自の美術表現を生み出してきた日本美術の特質を概説する。

西洋美術史

授業の目的・目標：
（目的）
美術やデザインの制作・教育に携わる上で必要となる西洋美術史の基礎的知識を身につけるために、キリス
ト教西欧を中心とする美術の歴史を「近代化」、「世俗化」という視点から概観できるようになる。
（目標）
（1）様々な時代の作品に触れ、西洋美術史の流れを把握することで、大学生としてふさわしい教養と、社
会で活躍するために必要な美術の基本的知識が身につく。
（2）作品にはそれらが属する時代・社会・文化・思想が深く関わっていることが理解できる。
（3）美術の変化がわたしたちの感性や価値観の変化をも反映していることに気づく。
授業の概要：
主としてキリスト教西欧の美術をあつかう。そのルーツとしての古代ギリシャ・ローマの美術に始まり、ル
ネサンス期以降進行してゆく「近代化」・「世俗化」の流れを、自然科学の発達や宗教改革、市民革命や産
業革命といった文化的・社会的変化と関連づけて概観する。写真誕生以後は絵画の変容を中心に、芸術につ
いての様々な考え方が生まれ、現代の美術へと向かう道筋をたどる。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

美学

授業の目的・目標：
（目的）
造形芸術を中心に、美と芸術について歴史的、理論的に積極的に考察を進める。
（目標）
（1）世界の造形芸術教育の歴史と現在を理解することで造形や芸術全体への興味を高め、文化的相違や、
その違いを超えた共通性をともに理解できるようになる。
（2）世界的レベルでの美学的研究の可能性と美的創造能力をともに高めることが可能になる。
授業の概要：
狭義のデザインは造形芸術のひとつで、広義のデザインは絵画・彫刻・建築等の造形芸術全体またはそれ以
上の創造行為を意味しており、さまざまな造形概念を確認しながら講義を始める。造形芸術の基礎となった
ディセーニョ（デッサン）はデザインと重なる。16世紀のイタリアで始まった造形芸術教育の世界各地での
展開を、解説する。ジャポニスムと構成主義、装飾芸術と脱構築主義といった、一見異質なイズム同士のあ
る意味で意外な重要な関係を探りながら、現代の造形芸術教育までを、世界各国の諸都市についても解説す
る。

人文地理学

授業の目的・目標：
（目的）
人文地理学がこれまで蓄積してきた方法や特有の視点を学ぶことで、身近な場所・空間に対する、成り立ち
を理解できるようになる。
（目標）
（1）人文地理学の基本的な視点・方法を理解し、多様な現象を地理学的にとらえる発想力が養われる。
（2）地域の魅力や課題、そしてグローバル化などへの関心が高まる。
授業の概要：
集落や都市、交通、人口、経済、政治などは、ある一定の地域のなかで 複雑な相互関係のなかで成立し、
さらに他の地域と時間的空間的連関をもつ。地理学の下位分野としての人文地理学は、空間を単位としてそ
の中のさまざまな人文的要素の関係を扱う総合的な学問であり、建築や工業デザインなどとも密接につなが
る。日本および海外の具体的な地域の事例を挙げながら、生活空間を包括的にとらえる考え方、視点につい
て学び、デザインへの展開の可能性にも言及する。

文化人類学

授業の目的・目標：
（目的）
デザインやアートの理解や創作に有用な、異文化についての知識や各種の文化理論を修得できるようにな
る。
（目標）
（1）文化人類学の基本的な視座である文化相対主義を説明することができる。
（2）機能主義、構造主義、象徴論、境界論など、各種文化理論を説明することができる。
（3）それらの理論を使い、自分の身近にある様々な文化事象を分析することができる。
授業の概要：
世界各地の文化、特に信仰（世界宗教から各地の伝統的な民間信仰、神話や民話、呪術的儀礼など）を事例
にとりながら、文化人類学の視点、および分析のための諸理論を解説する。
授業にあたっては、私自身のニューギニア調査など遠い異文化の事例と、ポップカルチャーなど学生に身近
な自文化の事例を、同等に取り上げ、同じ理論で分析していくことで、それらが地続きの事象であることを
示したい。

法学（日本国憲法
を含む）

授業の目的・目標：
（目的）
（1）私たちは一人の人間として社会で生活をしている。その中には法律に関係することは意外と多い。私
たちは国家や社会の構成員として一定のルールを定めて生活している。この授業を学ぶ事で、日常生活でお
こる社会問題を社会現象として捉えたり、またその法律・憲法問題を法・憲法現象として捉えたりできるよ
うになる。
（2）具体的な社会現象を法学的・憲法学的に解決する方法を修得できるようになる。
（目標）
一人ひとりの個人が持っている「平和な社会で自由で豊かで幸せに暮らしたい」という要望を憲法学的に実
現する方法を論じることができるようになる。
授業の概要：
憲法学の学習を通じて、日常生活と法の関わりに対する憲法の基本原理について理解する。さらに具体的な
法現象・憲法現象を挙げて法学的・憲法学的に解決する方法を学ぶ。併せて人権問題、統治機構についての
基本的理解と問題解決方法を学ぶ。

知的財産権入門

授業の目的・目標：
（1）「知的財産」をどのように保護し、そして「知的財産権」をどのように活用すれば、企業の市場競争
力や事業継続性に寄与するのかを理解できる。
（2）社会活動を営む中で必ず直面する「知的財産権」諸問題に関する感度を高め、「気付く力」および
「対処する力（専門家等に相談）」を修得できる。
授業の概要：
技術、ブランド、デザイン、コンテンツなどの「知的財産」を保護するための法制度（知的財産法）につい
て、その意義および「実社会」での機能（役割）を説明しつつ、「知的財産権」の活用がなぜ必要なのかを
講義する。
特に、アートとデザインの世界に身を置く者が創作活動を行う上で密接に関係する意匠権（デザイン保護）
および著作権（コンテンツ保護）の取得要件や活用方法を講義する｡
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

現代社会論

授業の目的・目標：
（1）現代社会の成り立ちについて考えるための基礎が学べる。
（2）実例を踏まえながら社会科学の考え方や基礎概念を身につけることで、自分の日常生活と社会との接
点を自分なりに考え、現代社会についての理解が深まる。
授業の概要：
この授業の重点は単に知識を積み重ねるより、むしろ社会科学の考え方を身につけることにある。「近
代」、「国家」、「資本主義」と「イデオロギー」という四つの概念に焦点を合わせ、それらの概念をツー
ルにして、毎日のニュース、恋愛や人間関係、メディア表現、文化産業、広告分析、キャラクターと物語、
SNSなど、身近な現実について考察する。

マーケティング論

授業の目的・目標：
（目的）
マーケティング論に関する基本的な概念、背景、定義について自分の言葉で説明ができる。
（目標）
（1）マーケティングに関する分析において、適切な理論を取捨選択し、適用することができる。
（2）その分析を踏まえて、有効なマーケティング戦略を策定し、論じることができる。
授業の概要：
マーケティングとは、市場の創造を行い、価値を生み続けることで競争優位を構築するための重要な企業活
動である。 本科目は2部構成から成り、様々なマーケティングの考え方を学ぶ。
そしてマーケティングの4P(Product, Price, Place, Promotion)に基づいたマーケティング戦略に必要な知
識の土台を作ることを狙いとする。
第1部（1～5回）は、マーケティング論の概要や分析フレームワークの基礎を扱う。 第2部（6～15回）で
は、マーケティングの4Pに基づいた具体的なマーケティング戦略の基礎概略を扱う。

教育心理学

授業の目的・目標：
（1）子どもの学びや発達に関する基本的な心理学の理論を学び、それらを用いて学校現場における子ども
の学習や生活、行動を心理学的観点から理解できるようになる。
（2）教師としての資質を高め、教育・指導の在り方を心理学的な知見を取り入れて自分なりに考えていけ
るようになる。
授業の概要：
基本的な心理学的理論・発達理論・教授学習過程に関わる理論を幅広く紹介し、学校現場における児童・生
徒に対する理解、指導、かかわり、クラス運営にどのように活用できるか検討する。また、学校現場で生じ
る様々な心理的問題を取り上げ、その対処法について共に考えていく。

生涯学習概論

授業の目的・目標：
（1）生涯学習の意義とその内容・方法を理解し、それらの基礎になった日本及び諸外国の生涯学習の発展
と特質について説明できる。
（2）生涯学習と家庭教育、学校教育、社会教育との関係、及び高齢者が中心の日本の生涯学習の現状との
関係を理解し、基礎的な説明ができる。
授業の概要：
博物館・図書館は、社会教育施設の一つであり、その運営や活動の基本には生涯学習の視点が欠かせない。
生涯学習の考え方とその歴史、家庭教育や学校教育、博物館以外で行われる社会教育の特質や基礎について
紹介するとともに、博物館・図書館が生涯学習の体系の中で果たす役割について論じる。なお、グループ
ワークにより授業を進めるので、各自、積極的にグループでの討議、作業に参加すること。
また、社会教育施設のフィールドワークを各自行った結果をまとめ、順番にプレゼンテーションを行う。

博物館展示論

授業の目的・目標：
（1）博物館における展示に関する理論、展示の理念と歴史、博物館展示の諸形態、展示方策や方法に関す
る基本的知識及び技術を習得し、博物館の展示機能に関する基礎的な能力を身につける。
（2）博物館資料の公開と展示は、博物館による自己評価や外部評価の対象となり、展示解説やカタログ、
各種の教育プログラム等と一体的に構成されていることが理解できるようになる。
授業の概要：
博物館における展示の意義と理念、人々と資料をつなぐコミュニケーション・プラットフォームとして、あ
るいは博物館の調査研究成果の発表の場として価値づけられる展示活動の理論、展示の企画方法とその評
価、展示の歴史と課題について論じる。また博物館の展示の現場の形態と特性を、常設展示、企画展示など
の場面ごとに取り上げ、展示と一体となった解説、ワークショップ、アウトリーチ等の教育プログラム、移
動美術館等の館外展示活動、作品の相互貸し出しなどの博物館の広域的な連携活動の意義についても論じ
る。

東アジア文化入門

授業の目的・目標：
他国の文化を知ることは、グローバル化と多様化が進むこれからの社会に必要な国際的コミュニケーション
能力をつけるだけでなく、自国の文化に対する理解を深めることにもつながる。
授業の概要：
日本と地理的・歴史的に近い関係にある韓国を中心に、日中韓の東アジア地域の伝統から現代に至るまでの
文化と芸術、生活様式について比較・理解する。さらに、同じ東文化圏である北朝鮮の芸術とデザインにつ
いても、社会と関連づけて考察するなど、東アジア地域の社会と文化を理解するための基礎知識を身に付け
る。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

文学・言語学

授業の目的・目標：
（1）詩や物語など「文学」に現れる言語表現について、いくつかの言語学的な特徴を理解することができ
る。
（2）普段何気なく用いている「ことば」を客観的に捉え、学問的に追究しようとする言語学についての入
門的な知識を得ることができる。
授業の概要：
日本語や日本文学を中心に、「ことば」によって表現される言語芸術である「文学」を、「言語学」的な視
点から読み解く。また、具体的な作品を取り上げながら、創り手（詩人や作家）が、「ことば」のどのよう
な働きや特徴から創作のインスピレーションを得ているかを考える。

経済・政治

授業の目的・目標：
（1）講義の流れに沿って、絵画・文学・音楽・映画等、様々なジャンルの偉大な芸術作品の背景に存する
政治思想や前衛性が解析できるようになる。
（2）個々の学生が、作品創作において自己の思想が明確に表現できるようになる。
授業の概要：
芸術家・クリエイターの「創造者の見地」から、芸術的創造行為の論理的基盤を支える様々な政治・経済思
想を、「ピュシス（自然）とノモス（法）」「イデオロギーと自由」「規範と革命」「市場価値と創造的労
働」等をキーワードにして、様々な角度から解説する。
また、民主主義・資本主義に則る西側諸国の現実的問題を、「一個人の政治力」「完全市場の欺瞞」等の切
り口から分析し、全体主義・社会主義におもねる東側諸国の諸問題を「支配と従属の欲望」「労働価値説の
欺瞞」等の観点から明らかにする。
さらに、自由主義圏を支配するネオ・リベラリズムを、ポスト・モダニズムに立脚して批判的に克服した後
に、全世界的視野に立って、歴史を超越する「政治活動として」の「美的革命の可能性」を探求する。

教育学

授業の目的・目標：
（1）教育の基礎的理論（場所的、時間的な縦横軸上の教育現象や教育問題や問題の構造）を理解でき、そ
れらを理論的に説明できる。
（2）現代社会における様々な教育現象（教師、子ども、学校、家庭、社会）の基本的問題についてそれら
の構造を理解し、言説により説明できる。
授業の概要：
社会には教育現象が溢れている。この授業では、教育学とはどのような学問であるかを紹介する。ひろく人
間形成作用にまで及ぶ無意図的作用から、意図的、文化的、制度的教育についても触れる。

数学入門A

授業の目的・目標：
（目的）
数学を幅広く知り、数学の基礎的な素養、数学的思考法が修得できる。
（目標）（優先順位は、高い順に（1）＞…＞（4）である）
（1）数学的思考法を真に有機的に理解・修得し、簡単な場合に応用出来るようになる。
（2）数学的思考法を通して、物事を柔軟に思考出来る礎を培う。
（3）数学的思考法を実際の多くの場面で応用出来る事に興味を持ち、視野が広まる。
（4）真面目に出席・受講し、講義時間の課題に積極的態度で取り組む。
授業の概要：
数学、ひいては他の分野の基礎を形成する為、数学の基礎を講義する。ここでの数学の基礎とは、単なる数
学の基礎知識の事ではなく、1．物事の数学的な見方、2．数学的思考法、3．数学活用法と応用法、と定義
する。
本講義は、数学知識の修得に留まらず、上の1〜3に重点を置き、これらの修得を第一目的とする本質的かつ
根源的な「数学入門」講義である。
目的遂行を効果的になす為、整数論、代数、幾何、和算(江戸時代の日本独自の数学)等の広範な数学分野に
関連する多種多様な「数理パズル」を題材にして講義する。

数学入門B

授業の目的・目標：
（目的）
（1）初等整数論を修得できる。
（2）様々な数学分野に興味を持ち、かつ、現代人の必須一般常識である数学に興味を持つ。
（目標）（優先順位は、高い順に（1）＞…＞（4）である）
（1）初等整数論を真に有機的に理解・修得し、簡単な場合に応用出来るようになる。
（2）初等整数論を媒介にして、物事を柔軟に思考する事が出来、問題を解決出来る礎を培う。
（3）初等整数論が実際の多くの場面で適用出来る事に興味を持ち、様々な数学分野への視野が広まる。
（4）真面目に出席・受講し、講義時間の課題に積極的態度で取り組む。
授業の概要：
現代、諸分野（芸術分野もその例外ではない）において、初等整数論は必須基礎知識であるという観点に立
脚し、初等整数論、及びその有益性を講義する。
講義方針は、初等整数論の有益性（日常生活では勿論、芸術分野においてさえも実際に役立つ事）を常に念
頭に置き、初等整数論の理解の容易化と定着化を図る事を旨とする。
従って、数多くの応用例の提示やいくつかの数理パズルの有効利用等を通して、講義の理解度を高めると共
に十分な演習時間の確保に努める。
約数、倍数、素数の復習に始まり、ユークリッドの互除法、1次不定方程式、素因数分解の一意性、1次合同
式、オイラーの関数、RSA暗号の概要までの初等整数論について学ぶ。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

物理学入門

授業の目的・目標：
（目的）
（1）万有引力の法則に関連するいくつかのトピックスを学び、科学が教える自然の背後に潜む根本原理を
理解することで、科学の基礎学力が身につく。
（2）自然科学的なものの考え方を学習することで、論理的な思考能力が身につく。
（目標）
（1） 万有引力の法則がどのようにして発見され、それがどういった法則で、またそれによってどのような
自然現象が説明できるかを論じることができる。
（2） 様々な事柄を論理的に考えることができるようになる。
授業の概要：
一見複雑で多様に見える様々な自然現象を、物理学的観点から明快に理解し、更にその講義を通して自然科
学的な方法論・哲学を学ぶことを目的とする。この講義では特に万有引力とニュートン力学に焦点を当て、
天体の運動に関する理解を通して知りえた単純で深遠な原理を紹介する。

科学と技術

授業の目的・目標：
（目的）
（1）自然科学がどのように発展してきたのかを学ぶことによって、科学とはどういった学問かをより深く
理解することができるようになる。
（2）その学習を通して物事を論理的に考察する技術が身につく。
（目標）
（1）科学技術が発展する様子を、世界地図を用いて視覚的に説明できる。併せて世界史の大きな流れを捉
えることができる。
（2）人類がどのような経緯で元素といった概念にたどり着いたのかを論じることができる。
（3）様々な事柄を論理的に考えることができるようになる。
授業の概要：
科学技術の発達と地理的世界観の発展には密接な関係があることに着目し、講義の前半で世界地図の移り変
わりを概観し、科学の発展や中世における停滞を視覚的に把握する。後半部分ではそれらの世界観を踏まえ
て、特に物質観に焦点を当てて科学がどのようにして発展してきたのかを学習する。

かたちの科学

授業の目的・目標：
（目的）
（1）自然を形成する様々な形の背後にいくつかの普遍的な法則があることが認識できる。
（2）そのような形の形成過程や構造を深く理解することで、より高度なデザイン表現ができるようにな
る。
（目標）
（1）デザイン表現において黄金比の概念を応用できるようになる。
（2）ジェネレーティブアートの基本的な考え方を説明できるようになる。
授業の概要：
一見複雑で多様に見える様々な自然現象を、物理学的観点から明快に理解し、更にその講義を通して自然科
学的な方法論・哲学を学ぶことを目的とする。この講義では特に、自然界の中にみられる不思議な形をいく
つか取り上げ、それらの形成メカニズムを自然科学的な観点から捉え、明確に理解することをめざす。

数理とかたち

授業の目的・目標：
（1）プログラミングの基礎的な文法を理解し、思い浮かべたアイデアを実装できる能力を養う。
（2）デジタル画像が関わる分野を志向する学生が、将来的に各自の専門性を確立するための直接的な足掛
かりが構築できる。
授業の概要：
プログラミングによるイメージ設計は将来的にプロシージャルなCG表現やジェネレーティブアートなどに取
り組む際の基盤技術となる。そこで本科目では数と図形の関係を理解し、造形を数字で発想できるようなデ
ジタルイメージの設計法についてJavaScriptを用いて主に演習形式で学習する。

健康科学

授業の目的・目標：
（目的）
新しい生活様式における健康について考え、生涯にわたり健康管理ができるようになる。
（目標）
（1）生活環境の変化と健康・身体についての関連性を指摘できる。
（2）定期的な運動が持つ効果の知識を深め、健康の保持増進に役立てることができる。
（3）健康寿命の延伸に必要な知識を理解し、健康の自己管理に応用できる。
授業の概要：
生活環境が変化する現代において、運動不足や加齢に伴う生活機能低下を防ぐ対策が重要課題となり、健康
寿命を延伸するために、日常生活でいかに健康管理を行うかについての関心が高まっている。本講義では、
疾病構造の変化と身体活動・運動不足の関連性、身体運動のメカニズム、および健康度の一つの尺度となる
体力・日常動作について理解を深めると同時に、運動が生活習慣病予防・介護予防に役立つ科学的根拠につ
いて学ぶ。さらに、生涯にわたる健康管理の進め方と実際についても理解を深める。

スポーツ実技A
（体育）

授業の目的・目標：
（1）積極的にスポーツに取り組み、自身のからだを理解することができる。
（2）実践するスポーツ、レクリエーションスポーツの基本が習得できる。
（3）学生同士が協力しあい、主体的にスポーツを展開できる
授業の概要：
球技を中心としたレクリエーションスポーツ（バレーボール、バスケットボール、サッカー、バドミント
ン、卓球、トレーニング等）を通じ、自身の体力維持、向上を目指す。また心身の健全な発育、発達に対す
る気づきを高め、生涯における運動実践の重要性や自信の体力を把握する。さらにチーム単位で行う練習や
ルールの取り決めなどを経て、他者とのつながりを築くためのコミュニケーション能力、協調性といった社
会的教養も学ぶ。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

スポーツ実技B
（ダンス）

授業の目的・目標：
（1）音楽を聴き、リズムにのって心と体をコントロールし、数種類のダンスを踊れるようになる。
（2）踊る事の楽しさ、難しさ、開放感、達成感等を理解し、物事に取り組む姿勢、自己の感覚と客観的実
体との差異やそれらの修正作業をを身につける。
授業の概要：
ビートニック音楽に合わせて踊る事で得た躍動感・高揚感・リズム感は、他のスポーツ・音楽・リズム・メ
ロディ等にアプローチする時に大きな影響を与える。それは、アフリカ民族独特の高度なリズムパターン
と、重心移動やオン・オフバランスを伴なった動きの連係作業を経験する事により、東洋人に馴染みの薄い
新たな運動パターンや情緒感を体得できるからである。授業においては、基本動作やリズム取りから始め
て、各ジャンルの特徴ある振り付けを踊る事でそれを体験してもらう。また、生理学、解剖学等を利用した
効率のよい、科学的なアプローチをするストレッチにも触れてもらう。

情報とネットワー
ク

授業の目的・目標：
（目的）
（1）現代社会において、ネットワークや情報の活用は不可欠であるが、デザインやアートも含めて情報を
自覚的に発信するための方法や考え方について理解することで、そのような状況を批判的に捉え直し、行動
できるようになる。
（2）脳によって生み出される感情について学ぶことで、ネットワークの本質が理解できる。
（目標）
（1） アナログな人間とデジタルな情報との関係を論じることができる。
（2） デジタル処理の基本原理を理解できる。
（3） 有効なネットワーク利用について論じることができる。
（4） ヒトの脳が、一種のネットワークであり、特に感情がどのようにして生まれるのかを論じることがで
きる。
（5） 感情には様々な種類があり、それらを分類できると共にそれぞれ脳の別の箇所で構成されていること
を示すことができる。
（6） ネットワークとは何かを本質的な意味で述べることができる。
授業の概要：
日常生活においてネットワークを通じて相互に関連しあった情報が、われわれの行動や価値観に大きな影響
を与えるようになって久しい。こうした状況において、ネットワークと情報の可能性、問題点についての十
分な理解が、これからの時代を生き抜くうえで不可欠なものとなっている。従来の情報理論を踏まえ、情報
リテラシーの観点から、さまざまな事例をもとに学習する。一方で、ネットワークの特殊な例として脳を考
え、特に感情がどのようにして生まれるのかをネットワークの観点から論じる。

（20 大内 克哉・1 金子 照之/1回）イントロダクション
（20 大内 克哉/7回）ネットワークの特殊な例として脳を考え、特に感情がどのようにして生まれるのかを
ネットワークの観点から論じる。
（1 金子 照之/7回）従来の情報理論を踏まえ、情報リテラシーの観点から、さまざまな事例をもとに解説
する。

オムニバス方
式・共同（一
部）

博物館情報・メ
ディア論

授業の目的・目標：
（1）博物館における情報の運用の基本的技術や電子メディアの仕組み、知的財産権の知識を幅広く理解
し、情報を扱う基本的態度を自覚することが可能となる。
（2）学芸員としてのメディア・リテラシーの基礎知識が身につく。
授業の概要：
博物館における情報・メディアの意義を理解し、博物館情報の収集・蓄積・活用の方策、博物館情報の取り
扱い及び評価基準、情報メディアと博物館の諸活動との関係に関する基礎的な知識と能力を身につけて、メ
ディアとしての博物館の使命と存在意義を社会の中で果たしていくことに必要な基盤となる知識と視座を獲
得することをねらいとする。
博物館における情報・メディアの意義と理念、博物館が関わる多彩な情報やメディアに関する基本理論を論
じる。博物館活動や博物館資料の情報化、インターネットやアーカイブなどを活用した博物館情報の発信と
提供、交流の場の創成に関わる基礎的な知識、新たなメディア経験等と博物館活動との関係、博物館に関係
する知的財産権の保護と処理について、具体例をあげながらこれらの博物館の情報機能の役割について考え
る。

（22 岡本　弘毅/9回）博物館における情報・メディアの定義・意義について、博物館と知的財産権につい
て
（1 金子 照之/2回）インターネットと博物館、ＩＣＴ（情報通信技術）社会と博物館、図書館、大学等の
学校との連携
（31　吉田　雅則/2回）博物館情報の管理・運用と情報公開と交流の場の創成、新たなメディア経験の導入
と博物館
（38　谷口　文保/2回）博物館資料のドキュメンテーションとデータベース、博物館アーカイブズの意義と
歴史

オムニバス方
式

外
国
語

基礎英語Ⅰ

授業の目的・目標：
(1) 英語で情報を input するための基礎力を鍛え、失敗を恐れず output する姿勢を身につける。
(2) 海外事情や文化についての理解を深める。
授業の概要：
英語による基本的なコミュニケーションに必要な語彙、文法知識を確認し、listening, speaking,
reading, writing の4技能の向上を目指す。まず教材の英文を声に出して読む／学生同士で会話練習するこ
とで英語のリズムを体に覚え込ませる。読み物の部分では、基礎英文法を確認しつつ文意を的確に把握する
練習をすると共に、本文聞き取りや音読を反復練習する。教材についての感想・意見を英語で話したり書い
たりする練習も行っていく。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

基礎英語Ⅱ

授業の目的・目標：
(1) 英語で情報を input するための基礎力を鍛え、失敗を恐れず output する姿勢を身につける。
(2) 海外事情や文化についても理解を深める。
授業の概要：
基礎英語Ⅰを履修した学生を対象としたクラスである。英語による基本的なコミュニケーションに必要な語
彙、文法知識を確認し、listening, speaking, reading, writing の4技能の向上を目指す。まず教材の英
文を声に出して読む／学生同士で会話練習することで英語のリズムを体に覚え込ませる。読み物の部分で
は、基礎英文法を確認しつつ文意を的確に把握する練習をすると共に、本文聞き取りや音読を反復練習す
る。教材についての感想・意見を英語で話したり書いたりする練習も行っていく。

英語コミュニケー
ションA

授業の目的・目標：
（1）英語の慣用句・会話独特の言い回し等を含めた語彙力・表現力を身につける。
（2）学んだ表現を意識せずに使えるようになることを通じて、英語による発話・応答能力を高める。
（3）異文化への関心・理解を高め、積極的に接することができるようになる。
授業の概要
日常生活で頻出する場面・事例をもとにしたタスク・ロールプレイ等を繰り返し行うことで、必要な表現が
使えるようになると共に、積極的に異文化に接することができるようになる。

英語コミュニケー
ションB

授業の目的・目標：
(1) 英語の慣用句・会話独特の言い回し等を含めた語彙力・表現力を身につける。
(2) 学んだ表現を意識せずに使えるようになることを通じて、英語によるコミュニケーション運用能力を高
める。
(3) 異文化への関心・理解を高め、積極的に接することができるようになる。
授業の概要：
自身の興味等に基づいたトピックについて行うプレゼンテーション等を繰り返し行うことで、必要な表現が
使えるようになると共に、積極的に異文化に接することができるようになる。

表現のための英語
A

授業の目的・目標：
(1) 英語の慣用表現等の独特な言い回し等を含めた語彙力・表現力を身につける。
(2) 学んだ語彙・表現を使って、自らの作品を紹介できるようになる。
授業の概要：
映画・ドラマ等の映像・文学・音楽等、英語により発信されているさまざまな場面を題材に、アート＆デザ
インの世界でどのように英語表現されているかを学ぶことで、日常生活で頻出する場面における応用的な表
現力を身につける。

表現のための英語
B

授業の目的・目標：
(1) 英語の慣用表現等の独特な言い回し等を含めた語彙力・表現力を身につける。
(2) 学んだ語彙・表現を使って、自らの作品を紹介できるようになる。
授業の概要：
アーティストやクリエイティブ系のメディア等が、さまざまな媒体を通じて英語で発信している素材を題材
に、アート＆デザインの世界でどのように英語表現されているかを学ぶことで、日常生活で頻出する場面に
おける応用的な表現力を身につける。

現代英語

授業の目的・目標：
(1) 時事的な話題に関連する語彙や表現・文法事項を学習し、英語によるコミュニケーション力の向上を図
る。
(2) 常に国内外のニュースに目を配る習慣を身につけ、問題意識を持って自らの創作活動に取り入れていく
ことができるようになる。
授業の概要：
アート＆デザインに関する内容を含む時事的な話題を採り上げた記事を読む／映像を視聴すること等を通じ
て、作品制作や表現活動について英語で見聞きし語るための「引き出し」を増やすことを目指す。

フランス語Ⅰ

授業の目的・目標：
(1) 基本的なコミュニケーションに必要な、実用的なフランス語運用能力を習得する。
(2) フランスおよびフランス語圏の文化や価値観を自身の専門分野と関連付けて多角的に学ぶことにより、
異文化への適応力や教養を身につける。
授業の概要：
フランス語を初めて学習する学生を対象としたクラスである。フランス語の音声・文字に親しみ、積極的に
語彙を増やし、フランス語の文の基本構造を理解することで、自分で文を組み立てられるようにする。聞き
取り練習で相手の話を聞きとる能力を身につけると共に、間違いを恐れず積極的に話すことができるよう練
習する。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

フランス語Ⅱ

授業の目的・目標：
(1) 基本的なコミュニケーションに必要な、実用的なフランス語運用能力を習得する。
(2) フランスおよびフランス語圏の文化や価値観を自身の専門分野と関連付けて多角的に学ぶことにより、
異文化への適応力や教養を身につける。
授業の概要：
フランス語Ⅰを履修した学生を対象としたクラスである。フランス語の音声・文字に親しみ、積極的に語彙
を増やし、フランス語の文の基本構造を理解することで、自分で文を組み立てられるようにする。聞き取り
練習で相手の話を聞きとる能力を身につけると共に、間違いを恐れず積極的に話すことができるよう発展的
な練習をする。

ドイツ語Ⅰ

授業の目的・目標：
(1) ドイツ語の語感を養い、同時に挨拶等の簡単な表現を身につける。
(2) 簡単なドイツ語文を作成できるようになる。
(3) 自己紹介をドイツ語でできるようになる。
授業の概要：
ドイツ語を初めて学習する学生を対象としたクラスである。ドイツ語におけるアルファベットの発音と読み
方を学び、文章を読んでいきながら動詞の人称変化や冠詞の格変化といった基礎的な文法内容を確認してい
く。これに加えてドイツ語圏の日常や文化にも触れていく。

ドイツ語Ⅱ

授業の目的・目標：
(1) ドイツ語の語感をさらに磨く。
(2) より多くの日常生活に必要な表現を身につける。
(3) 会話上のより多様な初歩的表現を用いて身の回りの出来事を表現することができるようになる。
授業の概要：
ドイツ語Ⅰを履修した学生を対象としたクラスである。前置詞や助動詞といった文法を確認し、助動詞等を
用いる際の文の構造を知る。これに加えてドイツ語圏の日常や文化にも触れていく。

中国語Ⅰ

授業の目的・目標：
（1）中国語の発音の基礎となるピンインを学び、読みや発音ができる。
（2）学習した基礎的な文法事項を用いて簡単な短文を作ったり、簡単な挨拶ができる。
（3）中国語圏の文化に親しみ、異文化適応力や教養を身につける。
授業の概要：
中国語を初めて学習する学生を対象としたクラスである。中国語の発音の基礎となるピンインの発音練習か
ら始める。ピンインとは中国語の読みを表すもので日本語の振り仮名に相当するものである。中国語を学習
する上で非常に重要であり、ピンインをマスターすることで、中国語を読んだり、正確で美しい発音ができ
るようになる。この授業では、ピンインをしっかり学んだうえで、段階的に文法事項の学習を進める。基礎
的な文法事項や会話表現を学び、簡単な文や挨拶ができるようになることを目指す。また、中国語の学習を
通じて、中国圏の社会や文化への理解を深め、楽しみながら異文化適応力や教養を身につけたい。

中国語Ⅱ

授業の目的・目標：
（1）中国語の発音の基礎となるピンインをマスターし、読みや発音ができる。
（2）学習した基礎的な文法事項を用いて、簡単な自己紹介ができる。
（3）中国語圏の文化に親しみ、異文化適応力や教養を身につける。
授業の概要：
「中国語Ⅰ」で学んだピンインを復習し、正確に読める練習を重ねる。さらに新しい文法や表現を学び、学
んだ文法・表現を用いて簡単な文を読み書きできるようになることを目指す。授業の終わりには簡単な自己
紹介を中国語でできることが目標である。中国語の学習を通じて、中国圏の社会や文化への理解を深め、楽
しみながら異文化適応力や教養を身につけたい。

韓国語Ⅰ

授業の目的・目標：
（1）ハングル文字の仕組みを理解し、読み・書きができるようになる。
（2）基本的な文法事項や会話表現を学び、簡単な短文を書いたり、簡単な挨拶および日常会話ができるよ
うになる。
（3）韓国の文化に親しみ、異文化適応力や教養を身につける。
授業の概要：
韓国語（ハングル）の文字であるハングル文字の仕組みを理解しながら、単語と文の読み・書きや聞き取り
の練習をしながら学習する。さらに基本的な文法事項を学びながら、挨拶や自己紹介など基礎的な会話表現
を学習し、簡単な作文と日常会話ができるようになることを目指す。また、韓国語の学習を通してさまざま
な韓国の社会や生活文化などへの理解を深め、楽しみながら異文化適応力や教養を身につける。

韓国語Ⅱ

授業の目的・目標：
（1）韓国語のさまざまな文法事項・表現を学ぶ。
（2）学習した文法・表現を用いて、簡単な作文や日常会話ができるようになる。
（3）韓国の文化に親しみ、異文化適応力や教養を身につける。
授業の概要：
「韓国語Ⅰ」で学んだ基本的な文法事項の復習と応用に加え、新しい文法や表現を学び、さらなる表現力を
身につける。相手や場面による表現の使い分けなどにも関心を向け、理解できるようになることを学習目標
とする。また、韓国語の学習を通してさまざまな韓国の社会や生活文化などへの理解を深め、楽しみながら
異文化適応力や教養を身につける。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

日本語初級Ⅰ

授業の目的・目標：
（1）自分の背景や身の回りの状況、直接的必要性のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。
（2）買い物や大学生活など直接的関係がある領域でよく使われる表現が理解できる。
（3）基本的なアカデミックな日本語表現について理解できる。
授業の概要：
文法・語彙・漢字を学び、日本での日常生活および大学生活がスムーズに行えるようになるための基礎日本
語力を養う。また、日々の生活において生じる出来事に対処するための聞き取り能力や語彙力・読解力を鍛
える。さらに、自分自身について話す、身の回りの出来事について説明する、自分の考えや意見を述べるな
どができるようになることを目指す。
授業では、日本語のＮ1～Ｎ2レベルの文法・語彙・読解・希望に応じて漢字の練習を行う。学生の希望に
よって、日本語能力試験等の対策も実施する。

日本語初級Ⅱ

授業の目的・目標：
（1）日常生活や大学生活で出会う身近な話題について、標準的な話し方であれば主要点を理解し、たいて
いの事態に対処することができる。
（2）身近で個人的にも関心のある話題や経験、出来事、夢、希望について、その理由とともに意見を述べ
たり説明したりすることができる。
（3）与えられたテーマについて自ら調べ、発表をしたり、クラスメートの発表を聞いて質問したりするこ
とができる。
授業の概要：
日本で日常生活を送るためのコミュニケーション能力と、大学教育を受けるために必要な日本語能力を養
う。「日本語初級Ⅰ」で学んだ学習項目を踏まえて、さらに新しい文法・語彙・漢字を学び、実際の場面で
正しい日本語が使えるようになることを目指す。授業ではＮ1レベルの語彙・文法が自由に使えるような練
習、読解練習、日本語能力試験等の対策も実施する。

日本語中級Ⅰ

授業の目的・目標：
（1）日本社会に関する文章や自分の専門分野の議論など、抽象的かつ具体的な話題の複雑なテクストの主
要な内容を理解できる。
（2）広汎な範囲の話題について、明確で詳細なテクストをつくることができ、さまざまな選択肢について
長所や短所を示しながら自分の意見や感想をまとめることができる。
（3）お互いに緊張しないで日本語母語話者と自然なやり取りができる。
授業の概要：
日本での生活、大学生活での勉強、将来の仕事に実際に役立つより高いレベルの日本語能力の習得を目指
す。アカデミック・ジャパニーズでは、日本語で書かれた文章を理解し、それに対して自分がどのように考
えかを日本語で伝える力が求められる。そのため、この授業では、新聞・雑誌等、日本社会に関する文章を
読み、意味を理解し、新しい文法・語彙等を学んだ上で、内容に対しての自分の意見や感想をまとめる力を
つける。
学生の希望によって、日本語能力試験等の対策も実施する。

日本語中級Ⅱ

授業の目的・目標：
（1）いろいろな種類のテキストの基本的内容を理解することができ、それらを説明することができる。
（2）話しことばや書きことばから得た情報をまとめ、根拠も論点も一貫した方法で再構成し、自らの視点
を示すことができる。
（3）ビジネス場面で使われる基本的な日本語表現を理解し、使うことができる。
授業の概要：
日本語中級Ⅰに続き、日本での生活、大学生活での勉強、将来の仕事に実際に役立つより高いレベルの日本
語能力の習得を目指す。授業では、日本語の生教材の読解練習、内容について自分の意見をまとめる練習に
加え、新聞・雑誌等、日本社会に関する文章を読み、内容に対しての自分の意見や感想を述べるなどの学習
を行う。また、ビジネス日本語も並行して学び、場面・立場による言葉づかいの違いを理解した上で、ビジ
ネス場面で使われる日本語の基本を学ぶ。
学生の希望によって、日本語能力試験等の対策も実施する。

キャリアデザイン
A

授業の目的・目標：
（1）大学生活の4年間の見通しを踏まえ、自らの希望や能力を自己分析し進路やキャリアイメージの確立を
図る。
（2）職業種別毎の特徴や各業界の現状と職業的ニーズやいくつかの職業別に必要とされる能力・技能・態
度などを理解する。
（3）自らが志向するキャリアや進路に基づいた自己PR方法の確立ができる。
授業の概要：
大学4年間において職業意識や職業選択に対する考え方を早期に身につけることができるよう、現代社会の
職業事情や社会情勢、そして学生のキャリアへ意識を覚醒させるための諸テーマや諸問題を取り上げる。具
体的には、キャリアデザインとは何か、人生観・職業観、自己分析、自己PRの方法論、就職・創作・進学に
共通する力等を展開する。

キャリアデザイン
B

授業の目的・目標：
（1）企業,自営業種の特徴や仕事のニーズを理解する。
（2）働くことの意義、業種・業界の特徴を知る。
（3）主として企業組織や企業集団における働き方のあり方の基本について理解できる。
（4）仕事をしていくうえでの必要なマナー、伝える力を身につける。
授業の概要：
社会や企業、様々な仕事を見る力を解説するとともに、自分の特性をどのようにいかすことができるのかと
いうことを、具体的にイメージさせる。さらに、表現する力を身に付けさせ、自ら行動する道筋を作ること
ができるよう、様々な問いかけ、課題を課す。卒業生が語る仕事と社会、仕事を社会に役立てる意識などを
展開する。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

キャリアデザイン
C

授業の目的・目標：
（1）就職活動の最新情報の基本を理解する。
（2）ポートフォリオの準備、エントリーに至るまでの準備、エントリーの仕方を理解する。
（3）募集先のニーズを正しく分析することができ、自己分析に基づいたエントリー資料の作成ができる。
（4）書類選考の仕組み、筆記試験、個人面談や集団面談への基本的内容、最終面談で求められる能力や態
度についてそれぞれ理解できる。
授業の概要：
就職活動の流れを学習し、応募書類や筆記試験、面接試験について解説する。この授業の担当者は、人事部
での実務経験のある教員であるので、より実践的な観点からキャリアプランや就職活動に対しての解説、指
導する。

ビジネス数学
（SPI対策）

授業の目的・目標：
（1）将来の進路を考える際のキャリア選択で求められる選考試験の基本的内容について理解する。
（2）数多く存在する就職試験のうち、主として数理理解に基づく試験の構造と基本的内容を理解する。
授業の概要：
多くの企業が採用試験として取り入れているSPIの「非言語分野(数学)」を集中的に取り上げ、問題演習な
ども取り入れ解説していく。非言語分野は高等学校までに学んだ算数や数学の考え方が基本となる。この講
義では対策(攻略法の解説)と実践(テスト)を繰り返して行う事で、SPI他どのような形式の問題にも対応で
きる力を養成する。

ビジネスコン
ピュータ

授業の目的・目標：
（1）Microsoft office(Word・Excel他)の基本操作の習得。
（2）（1）で習得した知識・技術を活用して、レポートやビジネス文書、表計算書類など、基本的な書類作
成ができる。
（3）いくつかの実際的場面、具体的場面を想定した文章作成、表計算表の作成の演習課題を行い、それら
の課題を基本的に達成することができる。。
授業の概要：
学生・社会人として必ず必要となるMicrosoft office(Word・Excel他)の基礎的知識を解説する。具体的な
事例を用いて表計算や文書作成などについて理解できるよう、企業などで求められる基本的な資料作成がで
きる技術を解説する。

インターンシップ
A

授業の目的・目標：
（1）業界内の現状や仕組みの基本を理解する。
（2）5日間以上かつ30時間以上にわたるインターンシップに参加し、特定の業種や個人事業主の現場の運営
や活動に積極的に取り組み、運営や活動で求められる基本的な内容を理解及び実践できる。
（3）（1）のインターンシップにおいて、これまで大学で学んだ知識、技術、考え方などをどこまで活用で
きたか自ら吟味を加え、受け入れ先の指導・指示について理解と考察を深めることができる。
授業の概要：
企業や産業団体、個人経営者など多彩な業界において公募のあったインターンシップ企画に対し、本学学生
が、5日間以上かつ30時間以上にわたってインターンシップ生として参加し、業界内の現状や仕組み、専門
的知識および技術などを学修するものである。

インターンシップ
B

授業の目的・目標：
（1）業界内の現状や仕組みの基本を理解する。
（2）5日間以上かつ30時間以上にわたるインターンシップに参加し、特定の業種や個人事業主の現場の運営
や活動に積極的に取り組み、運営や活動で求められる基本的な内容を理解及び実践できる。
（3）（2）のインターンシップにおいて、これまで大学で学んだ知識、技術、考え方などをどこまで活用で
きたか自ら吟味を加え、受け入れ先の指導・指示について理解と考察を深めることができる。
授業の概要：
企業や産業団体、個人経営者など多彩な業界において公募のあったインターンシップ企画に対し、本学学生
が、5日間以上かつ30時間以上にわたってインターンシップ生として参加し、業界内の現状や仕組み、専門
的知識および技術などを学修するものである。
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

芸術工学概論-P

授業の目的・目標：
（1）芸術工学の概要を理解し、その幅広い領域について認識を深めることができる。
授業の概要：
芸術工学の基礎として、科学技術と芸術文化を融合させ各専門の学科で実践されている最新の表現の理論と
その表現を支える技術の役割を考究する。芸術工学の学術活動は、人間に最もふさわしい生活環境を創造す
ることにある。講義では、人間をとりまく小さなスケールから大きなスケールまでを扱い、幅広い領域につ
いて学ぶ。 情報と経済のグローバル化。地球温暖化による自然生態の変化。災害や開発、紛争などによる
環境破壊、少子高齢化や経済の急激な変動と低迷等、現代社会が抱える各種の課題に対して、創造的に挑戦
していく芸術工学の役割はますます重要になっている。 芸術工学には、具体的な表現活動を通して、時代
が要請する先端技術と芸術文化を融合させる柔軟性と適応力を持つ創造的人材が求められ、豊かな未来社会
を作る役割があることを学習する。

（38 谷口　文保/4回）　イントロダクション、芸術工学について解説する。
（27 長濵 伸貴/1回）　まちづくり・ランドスケープについて解説する。
（41 畑 友洋/1回）　建築・リノベーションについて解説する。
（24 瀬能 徹/1回）　商空間・インテリアについて解説する。
（12 蛭田 直/1回）　プロダクトデザインについて解説する。
（6 森岡 希世子/1回）　クラフトについて解説する。
（17 荒木 優子/1回）　グラフィック・コミュニケーションデザインについて解説する。
（19 榮元 正博/1回）　Web・デジタルデザインについて解説する。
（26 寺門 孝之/1回）　エディトリアルデザイン・イラストレーションについて解説する。
（42 山本 忠宏/1回）　まんが・コミックイラストについて解説する。
（44 武田 峻彦/1回）　映画・映像・アニメについて解説する。
（28 日髙 晋作/1回）　CG・ゲームについて解説する。

オムニバス方
式

色とかたち-P

授業の目的・目標：
モノづくりにおける科学的分析や表現構築の力を身につける。
授業の概要：
視覚的な美しさや躍動感も、色やかたちの知覚と認知という基本的で複雑な仕組みの延長線上にある。この
授業では、自然や文化にみられる様々な色やかたちに対する人間の知覚・認知の特性を理解することで、モ
ノ作りの中でも、「モノ」と「見る側の人間」の間にある情報のやりとりを科学的に分析する力を身につ
け、的確で効果的な表現を構築する力を修得する。

現代デザイン論-P

授業の目的・目標：
現代デザインの造形的な仕組みや方法を理解することができる。
授業の概要：
情報化社会における新しいデザイン、環境負荷や多様性を考慮したデザインを歴史の中に位置づけ、デザイ
ンをおこなっていく上で役に立つ事象に対するとらえ方、考え方、あるいはそこにある造形的な仕組みとそ
の背景を読み取り、これをデザインとして展開していくための方法を学ぶ。授業では複数の担当教員がそれ
ぞれの観点からテーマを取り上げることで、現代デザインが直面する多角的で複合的な事象を理解する。

現代音楽-P

授業の目的・目標：
現代音楽の歴史や表現を学び、理解を深めることができる。
授業の概要：
1890年代から1970年代までのブラック・ミュージックの歴史的発展の経緯を、その起源である「ブルース」
から、「ジャズ」および「ソウル」を経由して、「ロック」まで、原典音源や生演奏映像を通して体験的に
学習する。並行して、奴隷制・人種差別などの社会問題や、音楽構造・即興理論・グルーヴ・歌詞などの微
細な表現のポイントについても、総覧的に学ぶ。また、適宜、使用されている個々の楽器について、その構
造と形態の変遷過程を学習する。

作品の見方-P

授業の目的・目標：
（1）アートやデザインの幅広い作品鑑賞を通して、受講生各自が自分にとって重要な作品や作家を見つけ
ることができる。
（2）さらにその内容を振り返ることで、自己の造形的感性について認識を深めることができる。
授業の概要：
各自が図書館で借りた図録や画集の図版や写真を多数閲覧してその中で感動した作品をスケッチし、基本
データを記録する。そのようにして収集された成果は、各自の感動の記録となる。授業の最後に、自分に
とって最も重要と考える作品や作家を選定し、その作品の模写とレポートを作成する。

人間工学-P

授業の目的・目標：
人間工学の概要を理解し、その成果や意義について理解を深めることができる。
授業の概要：
技術の人間化を目指す芸術工学にとって、人間工学は重要な分野である。人間工学的デザイン（エルゴデザ
イン）とは、人間の特性に基づいて道具、機械、環境などをデザインすることである。生活のいたるところ
に、人間工学的な配慮がされたデザインが見られる（生活用品、道具、家電、情報機器、自動車、電車、住
環境など）。色々なひと（高齢者、子供、男性、女性、世界の人たち）が快適な生活をするために人間工学
を活かしたデザインを学ぶ。人間ともの、機械、生活環境との関係を人間の基本的な機能と特性に沿って、
形態、生理および心理学の面から総合的に考察する。人間工学的デザインには商品の具体性が不可欠である
ことから、授業は実践的内容となる。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

空間・情報グラ
フィックス入門-P

授業の目的・目標：
都市の空間・情報グラフィックスの概要を学び、その可能性と課題について理解を深めることができる。
授業の概要：
都市の公共空間を構成する様々なグラフィックの中で、特に情報の表示・伝達に関わるサイン類（商業用・
公共用）を対象にする。それらは都市の機能や景観に影響を与えるものとして重要な役割を担っている。そ
の種類や役割などの概念的整理からはじめ、その制作にかかわる基本要素の造形原理やデザインプロセスに
ついての知識を習得する。そして多様な実例を通じて都市の空間・情報グラフィックの現状を考察すること
で、その可能性と課題について考える。

現代アート論-P

授業の目的・目標：
現代アートの背景や歴史を学び、その作家や作品について理解を深めることができる。
授業の概要：
現代アートの作品には多種多様なものがあり、中にはなぜこれがアートなのかと思うものもある。アートの
起源から現代の美術へと至る作家や作品の今日的意味とコンセプト（概念・発想）について理解できる。
アートにも長い歴史があり、その流れを知ることも重要であるので、源流から、特に近代以降の美術を中心
に、実際の作家や作品を取り上げ、その意味することなどを解説する。授業の一部ではアクティブラーニン
グも行う。

映像コンテンツ論
-P

授業の目的・目標：
作品の「主題」を効果的に映像コンテンツ化する方法を理解し、様々なメディアの作品創作に活用できるよ
うになる。
授業の概要：
作品の「主題」を、効果的に映像コンテンツ化する方法論を学習し、様々なメディアの作品創作に活用でき
るようにする。映画制作における、脚本・演出・撮影・照明・美術・編集・音楽・製作等のあらゆる分野に
わたり、それぞれの創作方法・技術について、一定度の理解力を養うことを目標とする。世界的巨匠と呼ば
れる映画監督達が、作品の根幹をなす「主題」を、如何にビジュアル化して映画を創造してきたのか。各回
授業で彼らの作品を映写して、その様々な表現手法を、創造者の見地から微細に解説し、映像コンテンツ化
の具体的技術と実践理論を教授する。授業の前半で映画を鑑賞し、後半に作品の表現手法・創作技術・背景
哲学等について、解説を行う。

映像技術入門-P

授業の目的・目標：
映像表現、特に映画製作における様々な技術・手法の基本事項を理解し、自己作品の創作に活用できるよう
になる。
授業の概要：
映像表現、特に映画製作における様々な技術・手法の基本事項を理解し、自己作品の創作に活用できるよう
にする。映画のプリプロダクション、プロダクション、ポストプロダクションの基本作業内容を解説し、
様々な映像創作技術の基礎と用語について説明する。必要に応じて、技術見本や優れた表現の映像を映写
し、機材使用法や各種技術の具体的な解説を行う。

アート・マネジメ
ント-P

授業の目的・目標：
アート・マネジメントの基礎的知識を習得し、芸術と社会をつなぐプロジェクトを企画提案できるようにな
る。
授業の概要：
アート・マネジメントの用語や概要を説明する。多様な事例を紹介し、その特徴や意義を講義する。講義で
得た知識を基に、受講生は芸術と社会をつなぐアートやデザインのプロジェクトを企画提案する。企画提案
はグループワークまたは個人で行い、最後の授業でプレゼンテーションを実施する。全員がそれぞれ企画書
を作成し、提出する。
（38谷口　文保/6回）
アート・マネジメントの概要、美術館、アートNPO等の活動を解説する。教育、福祉、コミュニティとアー
トプロジェクトの関係について解説する。
（36 さくま はな/6回）
国内外のアートやアートプロジェクト、デザインプロジェクトについて解説する。アートとその社会的関与
について解説する。
（38谷口　文保･36 さくま はな/3回）芸術と社会をつなぐプロジェクトの企画とそのプレゼンテーション
を指導する。

オムニバス方
式・共同（一
部）

身体表現論-P

授業の目的・目標：
人間の身体表現の根幹を担う、演技理論、演出理論、身体論哲学の基本事項を理解し、自己作品の創作に活
用できるようになる。
授業の概要：
人間の身体表現の根幹を担う、演技理論、演出理論、身体論哲学の基本事項を理解し、自己作品の創作に活
用できるようにする。芸術創造における身体の意義を確認し、美的価値と創造行為の重要性を理解した後
に、アンドレイ・タルコフスキーの演出理論、および、コンスタンティン・スタニスラフスキーの演技理論
を学習する。また、これらと並行して、ジル・ドゥルーズの映画理論や、フリードリヒ・ニーチェとアン
リ・ベルクソンの身体論哲学も学習する。各回、必要に応じて、映画作品に於ける、優れた演技・演出部分
を映写して説明する。
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

都市環境グラ
フィックス・アー
ト概論-P

授業の目的・目標：
（1）都市環境グラフィック・アートの類型や制作手法を理解し、その概念が説明できるようになる。
（2）都市環境グラフィック・アートのこれからの課題と可能性について理解を深めることができる。
授業の概要：
我々が生活を営んでいる都市を中心に、その空間を彩る視覚的イメージとしてのグラフィックとアートを対
象にして、概念や歴史、対象範囲、種類などの整理を行い、その歴史性と多様性を理解する。また具体的な
事例を挙げながら制作手法と作品事例を考察することで、都市空間のグラフィックとアートが環境と社会に
与える影響と役割について理解する。そして都市空間のグラフィックとアートにおける課題を確認し、その
解決策や今後の可能性についても、社会性と地域性に関連づけて考える。

デッサン基礎実習
-P

授業の目的・目標：
デッサンの基本的技術である観察力、構成力、描画力等を身につける。
授業の概要：
絵画や立体表現等の基礎となる観察力、構成力、描画力等を身につけるため、構図や正確な形、立体感・質
感等について理解し、自己作品の創作に活用できるようにする。具体的には、石膏デッサン、人体デッサン
とクロッキー、静物と建物（風景）等を対象とした課題（水彩画を含む）に対応する、多様なデッサンに基
本的に対応できる技術を身につける。

絵画基礎実習A-P

授業の目的・目標：
素描の素材と方法を理解し、多様な表現に展開するための基礎的技術を習得することができる。
授業の概要：
造形的な芸術表現の基礎として素描を取り上げ、主に人物表現を通して、その素材と方法に基づく多様な表
現への理解と習得をめざす。

絵画基礎実習B-P

授業の目的・目標：
透明水彩絵具とアクリル絵具の特性を学び、それを生かして想像やイメージを展開し、表現できるようにな
る。
授業の概要：
画材として透明水彩絵具とアクリル絵具を使用する。絵具の特性を生かし対象を観察して描くことにより導
き出される色彩の豊かさを体験するとともに想像を膨らませて独自のイメージを展開する方法を学ぶ。

彫刻基礎実習-P

授業の目的・目標：
実践を通して彫刻の素材や技法を理解し、立体表現の基礎的技術を身につける。
授業の概要：
素材は立体物の造形でよく使用され汎用性が高くどこでも手に入れやすい粘土やスタイロフォームを用い
る。モチーフには、身の回りにあり手に入れやすい植物や日用品などの中から造形的に美しい形や量感を持
つものを選び、実際に写実的な作品を制作することによって立体的な彫刻表現を学習する。またレリーフに
ついては石膏による型取りなどを通して、その特色、用途、役割などの理解を深める。

工芸基礎実習-P

授業の目的・目標：
工芸で使う様々な素材や加工方法、道具の使用方法等について学び、工芸の基礎的技術を身につける。
授業の概要：
工芸で使う様々な素材（木・鉄・土・布、等）に触れてその特性を知り、作品を制作する中でそれらの素材
の加工方法や、道具の安全で正しい使用方法等について学ぶ。

スケッチ・素描・
イメージ-P

授業の目的・目標：
（1）様々なメディアにおける表現の基礎トレーニングとして、スケッチ、クロッキー、デッサン、着彩の
課題を通してモノを⾒る⽬を養うと共に観察により得た情報を伝える技術を学ぶ。
（2）また、イメージの課題では個々の感性を引き出しながら作品に展開していく力を身につける。
授業の概要：
多様な主題のスケッチ・素描を実践し、作品制作の基礎となる観察力と描写力と同時に、個々の表現を模索
しながらイメージを的確に伝える技術が身につく。
（全員/15回）多様な主題のスケッチ・素描を指導し、受講生個々の感性を引き出し、作品に展開していく
方法を解説する。

共同
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

図学・製図基礎実
習-P

授業の目的・目標：
「正投影図法・斜投影図法・軸測投影図法」「透視図法」の原理を理解し、その作図方法を修得できる。
授業の概要：
図法とは三次元立体を二次元平面上で表現するためのものである。そこには、人間が言葉を通じて物事を理
解し意志を伝えるように、空間と形態を認知し伝達するための共通手段がある。授業では、代表的な製図
法、「正投影図法・斜投影図法・軸測投影図法」「透視図法」の原理を学び作図方法を修得する。これらは
工業・建築製図のみならず、正確な画面構図などのドローイングにも有用である。また課題では立体物を平
面に読解するだけではなく、2次元から空間を生成する方法論も実践する。

ドローイング-P

授業の目的・目標：
（1）描画制作を中心に様々な素材に触れ、手を動かす中で見えてくる独自の視点や新たな発見に気づき、
それを作品として完成させる力をつける。
（2）また、自由制作（共同）では、ディスカッションを通して意見することの重要性や、お互いの理解を
深め、協力しながら作品制作する力を身につける。
授業の概要：
「作品を制作する」為にはどこから始めるのか？という制作の導入部分を考えることが目的である。様々な
素材に触れ実際手を動かし作業していく中で見えてくるものを丁寧に観察し、独自の視点や新たな発見に気
づき追及することで、作品として完成させる力をつける。また、自由制作（共同）ではディスカッションを
通して意見することの重要性やお互いの理解を深めることを学び、協力しながら作品制作を行う。
（全員/15回）描画制作を通して、受講生それぞれの独自の視点や新たな発見に気づかせ、それを作品とし
て完成させる方法を解説する。自由制作（共同）では、ディスカッションを通して、相互理解や協力の重要
性を解説する。

共同

基礎表現演習A-P

授業の目的・目標：
幾何学的構成やそれを応用したデザインについて理解を深め、その表現技法を身につける。
授業の概要：
幾何学に関する幅広い知識を紹介し、実践的な技法、技術を習得する演習を実施する。デッサンや幾何学的
造形等の芸術分野、デザインにおける発想法や工学的技術、建築やプロダクトなどのデザイン分野などに関
連する授業を展開する。空間デザインの基本を「プロポーション（黄金比・白銀比）」「パターン」「シン
メトリー」を中心にしてグループワークショップを通して徹底的に学ぶ。後半はそれらの要素のデザインへ
の応用、知覚とのインターフェイスを考えながら空間デザインを立案、グループで制作する。「幾何学的な
構成」に基づいた世界共通のデザイン思考を身につける訓練を行う。

（36 さくま はな/4回）第1部として「幾何学的造形」について解説し、作品制作を指導する。
（34 高 台泳/4回）第2部として「構成とデザイン」について解説し、作品制作を指導する。
（40 中山 玲佳/4回）第3部として「空間とデザイン」について解説し、作品制作を指導する。
（36 さくま はな・34 高 台泳/1回）第1部の講評会および第2部の展開を説明する。
（34 高 台泳・40 中山 玲佳/1回）第2部の講評会および第3部の展開を説明する。
（36 さくま はな･34 高 台泳･40 中山 玲佳/1回）第3部の講評会を行い、授業全体をまとめる。

オムニバス方
式・共同（一
部）

基礎表現演習B-P

授業の目的・目標：
デザインサイエンスについて理解を深め、その表現技法を身につける。
授業の概要：
近代デザインから発展した「デザインサイエンス」について学び、いろいろな素材、新しい装置などを使っ
たグループ制作を行う。形の科学・ゼロ次元から四次元の高次元幾何学・生体工学・自然のデザインなどを
学び、それに基づいたプランニングからグループ制作までを行うことによって、「形と空間」の関係を探求
する。

（38谷口　文保/4回）第1部として「形の科学」について解説し、作品制作を指導する。
（34 高 台泳/4回）第2部として「自然のデザイン」について解説し、作品制作を指導する。
（40 中山 玲佳/4回）第3部として「形と空間」について解説し、作品制作を指導する。
（38谷口　文保/1回）第1部の講評会および第2部の展開を説明する。
（34 高 台泳・40 中山 玲佳/1回）第2部の講評会および第3部の展開を説明する。
（38谷口　文保･34 高 台泳･40 中山 玲佳/1回）第3部の講評会を行い、授業全体をまとめる。

オムニバス方
式・共同（一
部）

文字とイメージA-
P

授業の目的・目標：
（1）文字の基本知識を習得し、その造形性を生かした実習制作を行い、文字による基礎的な構成力を身に
つける。
（2）文字の基本となる形や用語、文字の構造、形状の原理を理解できる。
（3）文字の形からの発想を身につける。文字の造形を活用したイメージ表現を習得する。
（4）文字がデザインに与える効果や影響について理解を深めることができる。
授業の概要：
文字はデザインの質や内容に影響を及ぼす重要な要素の一つである。文字の役割は記録・伝達とイメージ表
現の、大きくふたつに分けられる。特に後者の場合、文字はモノとして捉えられ、その視覚的効果がより注
目される。そしてグラフィック・映像・平面・立体など、あらゆるデザインの素材として重宝される。この
ことは文字の特性を理解し、活用すると、デザインの表現の幅が広がることを意味する。そこで授業では講
義を通じて文字の基本知識を習得し、その造形性を生かした実習制作を行い、文字による基礎的な構成力を
身につける。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

文字とイメージB-
P

授業の目的・目標：
（1）書体の歴史・制作背景など、書体の時代性や代表的な書体の種類と特徴を理解することができる。
（2）デザインにおける書体の役割と意味を理解し、目的に応じて書体の選択・提案を行うことができるよ
うになる。
（3）書体の制作プロセスを習得し、個性を生かしてオリジナル書体を制作する力を身につける。
授業の概要：
文字の形には、視覚的なコミュニケーションを円滑に行うための様々な工夫が加えられている。文字の形状
を表す書体には長い歴史と共に様々な種類があり、書体の選び方や扱い方次第でデザインにも少なからず影
響を及ぼす。授業では講義を通じて書体の歴史に踏み込んでその形状の成り立ちと種類、特徴など、文字の
時代性を理解する。そして実習課題を通じて書体の観察と活用、制作を行い、文字が作られるプロセスの理
解と、文字による表現力の向上を目指す。

グレートフィルム
ズ-P

授業の目的・目標：
映画作品について議論し、表現する能力やコミュニケーション能力を身につける。
授業の概要：
映画作品の主題や表現に対して独自の解釈を行い、それを的確に口頭で発表する能力、さらに、相手の意見
をよく理解し、それに対して意見を述べることができるコミュニケーション能力を身につける。共通の土台
である映画作品を通じて、自分の意見を説明し、対話・議論をおこない、作品に対する理解を深め、最終的
には、誰もが納得できる論証を行う、この一連のステップを身につけることが本授業の目標である。
「映像の世紀」と呼ばれる二十世紀に、最も世界を席巻したメディアは「映画」であった。今や、百年を超
える歴史の中で生み出されたおびただしい数の映画が存在している。それらは膨大な世界遺産であり、芸術
であり、技術であり、娯楽である。本講義では、幾多の映画作品の中でも特にマイルストーンと見做される
傑作について、じっくりと議論を行い、クリエイターとしての表現力を養う。

メディア表現ワー
クショップ-P

授業の目的・目標：
（1）プレゼンテーションの重要性を認識し、デジタルメディアを用いてプレゼン資料を効果的に制作する
ノウハウ及び情報リテラシーを学び、学生が自ら効果的でわかりやすいプレゼンテーションを、デジタル技
術を用いて行えるようになることを目的とする。
（2）パソコン、タブレット端末、スマートフォンなどのデジタルメディアにおいて広く使用されている映
像編集ソフトや情報の発信・共有における効果やリテラシーについて理解する。
授業の概要：
デザイン学習においては、モノを「つくる」だけでなく、他人に説明し、記録することも重要な要素であ
る。近年においては、パソコンをはじめ、タブレット端末やスマートフォンなど、私たちの身の回りには、
デジタルメディアを用いたプレゼンテーションが多数出回っている。自分のアイデアや制作物を、言葉で表
現するだけではなく、絵や図表、映像、音声など様々なヴィジュアル・サウンドコンテンツを用いて表現す
る。

写真基礎実習-P

授業の目的・目標：
（1）カメラの使用法や基礎技術を理解・修得することで自身が持つイメージへと近づける撮影を行えるよ
うになる。
（2）各課題を実習することでカメラの基本的な使用方法とその効果を理解し、自らのイメージに合った撮
影ができるようにカメラを使いこなす撮影基礎技術を修得する。
（3）デジタルカメラを使用し、各回授業や時間外の課題に取り組み、講評を受ける事でカメラの使用方法
と効果を理解し、自身のイメージに合った撮影ができるようになる。
授業の概要：
デジタルカメラの発信により、容易に撮影・編集が出来るようになった現在、均一的なイメージが多くなっ
ている。デジタルカメラを使用し、各回授業時や時間外の課題に取り組み、講評を受ける事でカメラの使用
方法と効果を理解し、自身のイメージに合った撮影が出来るようになる。

コンピュータ基礎
実習-P

授業の目的・目標：
（1）コンピュータ機器の基本操作を習得する。
（2）デザインとアートの制作で中心的なソフトであるAdobePhotoshopとAdobeIllustratorの使い方を習得
する。
（3）ポートフォリオやプレゼンデータなどが制作できるようになる。
（4）図形の描画や画像データの補正等を学ぶ。
（5）実習課題を通してデータ作成のルールと知識を身に付ける。
（6）デザインやアートに用いるための標準的なデータを制作できる能力を身につける。
授業の概要：
デザインやアートの分野における業務で中心的なソフトであるAdobePhotoshopとAdobeIllustratorを、実践
的な作業を通してデータの作成ルールと知識を身に付け、どこでも受け渡し可能な標準のデータが作れるよ
うになることを目標とし、コンピュータによる情報処理の基本を学習する。なお、この授業では自己表現の
ための作品を作るのではなく、芸術工学分野のデザイン成果物として求められたものを作れるようになるこ
とに重点を置いて進める。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

コンピュータデザ
イン演習A-P

授業の目的・目標：
（1）情報機器の基本的な操作をAdobeIllustratorとAdobePhotoshopを通して繰り返し復習し、身につけ
る。
（2）図形・マーク・ピクトグラムといった、コンピュータを使用した絵画表現の制作に取り組む。
（3）Illustratorでのレイアウトデザインの基礎を習得する。
（4）Photoshopでレイアウトに必要な基本的な画像知識を身につける。
（5）画像と図形をデジタルで制作・編集することにより、コンピュータを用いた絵画表現ができる。
（6）クリエイティブ職に必要な「ポートフォリオ」の制作、及び、印刷・入稿に対応できるデータを作成
できる。
授業の概要：
「コンピュータ基礎実習」で習得した内容をさらに実践的なものに発展させ、一般的な印刷入稿用の「完全
データ」を作成できる技術を習得することが目標である。データ作成にはルールや形式があり、作成方法を
理解した上で、自分の作品に反映させられるようになる事が求められる。具体的な課題に取り組み、課題を
通してレイアウトデザインへの理解を深めたのち、オリジナルの課題に取り組む。課題を制作したのち、ブ
ラッシュアップを行うことで、より完成度の高いデザイン技術の修得を目指す。

コンピュータデザ
イン演習B-P

授業の目的・目標：
（1）情報機器の基本的な操作をAdobeIllustratorとAdobePhotoshopを通して繰り返し復習し、身につけ
る。
（2）図形・マーク・ピクトグラム・パターンといった、コンピュータを使用した絵画表現の制作に取り組
む。 
（3）Illustratorでのレイアウトデザインの基礎を習得する。
（4）Photoshopでレイアウトに必要な基本的な画像知識を身につける。
（5）画像と図形をデジタルで制作・編集することにより、コンピュータを用いた絵画表現ができる。
（6）クリエイティブ職に必要な「ポートフォリオ」の制作、及び、印刷・入稿に対応できるデータを作成
できる。
授業の概要：
「コンピュータ基礎実習」で習得した内容をさらに実践的なものに発展させ、一般的な印刷入稿用の「完全
データ」を作成できる技術を習得することが目標である。データ作成にはルールや形式があり、作成方法を
理解した上で、自分の作品に反映させられるようになる事が求められる。具体的な課題に取り組み理解を深
めたのち、調査・考察をし、オリジナルの課題に取り組む。

プログラミング基
礎実習-P

授業の目的・目標：
（1）インタラクティブデザインやメディアアートの制作で用いられるProcessingの使い方を習得し、プロ
グラミングによる作品制作ができるようになる。
（2）processingの使い方が分かるようになる。
（3）オリジナルのメディアアート作品を作ることができる。
（4）プログラムの基本的な構造が説明できる。
（5）論理的な思考が身に付く
授業の概要：
近年、デザイナーやアーティストにとってプログラミング技術は必要不可欠なものとなっている。
その全ての言語の基礎であるC言語の基本を習得した上で、デザイナーやアーティストの新しいツールであ
るProcessingを学習し、様々な動画作成の手法を学ぶ。そしてこの言語を通してプログラミング技術を用い
た作品制作を行う。

ジェネレーティブ
アート演習-P

授業の目的・目標：
（1）アルゴリズム的に生成・合成・構築されるジェネレーティブアートの基礎を身につける。
（2）単純な数式から生まれる複雑な形を描画するためのプログラム技術を習得し、新たなアルゴリズムを
考案して、独自パターンの描画を目指す。
（3）アルゴリズム的な手法による造形ができるようになる。
授業の概要：
CG（コンピュータグラフィックス）は具象的な描画だけではなく、抽象的な描画にも使える。数式によって
生成される膨大な量のデータを可視化するジェネレーティブアートの基礎について学んでいく。短いプログ
ラムによる数理的CGの描画を通して、情報の可視化技術についての理論、アルゴリズムとプログラミング、
感性的なデザイン要素に関する理解を深める。

ビジュアルプログ
ラミング演習-P

授業の目的・目標：
（1）openFrameworksを学習することで、様々な動画作成の手法を学ぶ。
（2）openFrameworksを通してプログラミング技術を用いた作品制作を行う。
（3）openFrameworksの使い方を習得し、インタラクティブな作品制作ができるようになる。
（4）オリジナルのメディアアート作品を作ることができる。
（5）プログラムの基本的な構造が説明できる。
（6）論理的な思考が身につく。
授業の概要：
近年、プログラミング技術は、デザイナーやアーティストにとって必要不可欠なものとなっている。ソフト
ウェアフレームワークとして特にCG表現を主対象としたメディアアートの制作環境において事実上の標準と
なっているopenFrameworksを学習することで、様々な動画作成の手法を学ぶ。そしてこの言語を通してプロ
グラミング技術を用いた作品制作を行う。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

Webプログラミン
グ演習-P

授業の目的・目標：
（1）ウェブの三大基礎技術を使った動的表現に関する基礎技術を身につける。
（2）ウェブ上での動的表現ができる。
（3）CSS5による装飾方法が解る。
（4）JavaScriptによるプログラミングの基礎が解る。
授業の概要：
ウェブの三大基礎技術（HTML5、CSS3、JavaScript）によるホームページの動的表現について理解する。
3つの課題を通じて、映画でもなく、アニメでもなく、CGでもない、ウェブならではの動的表現、ユーザー
インターフェースを考慮した表現を学んでいく。jQueryなどのライブラリも活用する。

Pythonプログラミ
ング演習-P

授業の目的・目標：
（1）Pythonの基礎を修得する。動画を使ったコンテンツ表現技術を修得する。
（2）Pythonの基礎を知る。
（3）映像を使った動的表現ができる。
授業の概要：
前半はPythonの概要、データ型、関数、メソッドなどの基礎を学び、プロシージャルなCGを描画していく。
後半はビデオスクラッチの制作を主とし、計画の立案から新たな表現の追加まで、動的表現技法の更なる可
能性を探る。

アート＆デザイン
プロジェクトA-P

授業の目的・目標：
学科を超えたテーマを展開、実施する実践力と、教員や異なる専門分野の学生と共同で活動するためのコ
ミュニケーション能力を習得する。
授業の概要：
デザイン・アートのプロである教員が本学独自の融合教育に対する取り組みに基づき、学科を横断する内容
のテーマを提案する。ワークショップやグループワークといった実践的な授業をとおして、デザイン・アー
トに対する自らの可能性や意識を発見し、専門的な学習につなげる。また、学科や学年の垣根を越えて様々
な人たちと交流することにより、それぞれの異なる能力をひとつのプロジェクトに対して有効に活かすこと
を体験的に学ぶ。
さまざまなデザイン分野を横断しながら、地域づくり・ものづくり・ひとづくりのプロジェクトを企画・実
践する。

アート＆デザイン
プロジェクトB-P

授業の目的・目標：
学科を超えたテーマを展開、実施する実践力と、教員や異なる専門分野の学生と共同で活動するためのコ
ミュニケーション能力を習得する。
授業の概要：
デザイン・アートのプロである教員が本学独自の融合教育に対する取り組みに基づき、学科を横断する内容
のテーマを提案する。ワークショップやグループワークといった実践的な授業をとおして、デザイン・アー
トに対する自らの可能性や意識を発見し、専門的な学習につなげる。また、学科や学年の垣根を越えて様々
な人たちと交流することにより、それぞれの異なる能力をひとつのプロジェクトに対して有効に活かすこと
を体験的に学ぶ。
地域社会と連携し、芸術創造と地域活性化を目的にアートプロジェクトやワークショップを企画し、実践す
る。

アート＆デザイン
プロジェクトC-P

授業の目的・目標：
学科を超えたテーマを展開、実施する実践力と、教員や異なる専門分野の学生と共同で活動するためのコ
ミュニケーション能力を習得する。
授業の概要：
デザイン・アートのプロである教員が本学独自の融合教育に対する取り組みに基づき、学科を横断する内容
のテーマを提案する。ワークショップやグループワークといった実践的な授業をとおして、デザイン・アー
トに対する自らの可能性や意識を発見し、専門的な学習につなげる。また、学科や学年の垣根を越えて様々
な人たちと交流することにより、それぞれの異なる能力をひとつのプロジェクトに対して有効に活かすこと
を体験的に学ぶ。
アートと社会の関係性に着目し、現代アートやコミュニティアートの事例調査とディスカッションを通じて
アートへの理解を深める。さらに、自分たちを取り巻く環境からテーマをみつけ、アートプロジェクトや
ワークショップを企画し、実践する。

総合プロジェクト
A-P

授業の目的・目標：
総合的なプロジェクトの実践力、協同作業等の技術、コミュニケーション能力を習得し、専門的で高度な知
見と広い視野を身につける。
授業の概要：
社会の現場でさまざまなプロジェクトを展開・運用する実践力、協同作業等の技術、コミュニケーション能
力を習得する。
主に産官学連携などの大学の枠組みを超えた“プロジェクト”の実践を通じて、デザインやアートに対する
自らの可能性や意識を発見し、専門的で高度な知見と広い視野を身につけようとするものである。各プロ
ジェクト毎に集中的な取り組みを行う。

芸
術
工
学
基
礎

専
門
教
育
科
目
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

芸
術
工
学
基
礎

総合プロジェクト
B-P

授業の目的・目標：
総合的なプロジェクトの実践力、協同作業等の技術、コミュニケーション能力を習得し、専門的で高度な知
見と広い視野を身につける。
授業の概要：
社会の現場でさまざまなプロジェクトを展開・運用する実践力、協同作業等の技術、コミュニケーション能
力を習得する。
主に産官学連携などの大学の枠組みを超えた“プロジェクト”の実践を通じて、デザインやアートに対する
自らの可能性や意識を発見し、専門的で高度な知見と広い視野を身につけようとするものである。各プロ
ジェクト毎に集中的な取り組みを行う。

生産・工芸デザイ
ン概論

授業の目的、目標、概要：
デザインという創造的な学習には、これまでの知識習得とは異なる学びが必要である。本講義は、「生産・
工芸デザイン」に取り組むための知識習得に加え、「生産・工芸デザイン」とは何か、また、多岐にわたる
専門領域における、歴史や方法、技法、現在の最新事例を学科の教員から学ぶことを目的とする導入科目で
ある。広範囲におよぶ生活デザイン領域から、各自の適性や志望に応じた方向性を見出し、今後の修学およ
びコース選択に必要となる知識を得る。

1：ガイダンス／生産・工芸デザインとは（2 笹﨑 綾野）
2：ヒューマンファクター（5 向井 昌幸）
3：陶磁（6 森岡 希世子）
4：ファッションデザイン(7 金沢 香恵）
5：木工（13 安森 弘昌）
6：ガラス工芸（3 友定 聖雄）
7：デジタルファッション（9 権 裕美）
8：インダストリアルデザイン（4 見明 暢）
9：金属造形・ジュエリー（11 田口 史樹）
10：テキスタイルアート（2 笹﨑 綾野）
11：インタラクションデザイン（8 金箱 淳一）
12：フィギュア（14 三島 一能）
13：家具とインテリアエレメント（10 田頭 章徳）
14：デジタルファブリケーション（12 蛭田 直）
15：まとめ／ファッションデザイン・服飾史（2 笹﨑 綾野）

オムニバス方
式

生産・工芸デザイ
ン基礎実習A

授業の目的、目標、概要：
「生産・工芸デザイン」の素材特性に関する導入科目と位置付ける。デザイナー・クリエイター・アーティ
ストに求められる創造力を育むため、まずオムニバス形式にて、「プロダクトデザイン」「ファッション・
テキスタイル」「クラフト」分野に関わる素材・材料に触れる。主に、「プロダクトデザイン」では工作材
料の加工体験、「ファッション・テキスタイル」では布の特性把握、「クラフト」では素材の特性把握につ
いて実習する。

（5 向井 昌幸/5回)プロダクトデザイン
（13 安森 弘昌/5回)プロダクトデザイン
（10 田頭 章徳/5回)プロダクトデザイン
（7 金沢 香恵/全15回)ファッション・テキスタイル
（3 友定 聖雄/全15回)クラフト・ガラス
（6 森岡 希世子/全15回)クラフト・陶磁
（11 田口 史樹/全15回)クラフト・ジュエリー
（14 三島 一能/全15回)クラフト・フィギュア

オムニバス方
式・共同（一
部）

生産・工芸デザイ
ン基礎実習B

授業の目的、目標、概要：
「生産・工芸デザイン」の造形に関する導入科目と位置付ける。デザイナー・クリエイター・アーティスト
に求められる創造力・構成力を育むため、オムニバス形式にて、「プロダクトデザイン」「ファッション・
テキスタイル」「クラフト」分野に関わる基礎技法に触れる。主に、「プロダクトデザイン」では切削によ
る立体造形、「ファッション・テキスタイル」では布を用いた立体造形、「クラフト」では造形基礎技法に
ついて実習する。

（4 見明 暢/5回)プロダクトデザイン
（8 金箱 淳一/5回)プロダクトデザイン
（12 蛭田 直/5回)プロダクトデザイン
（2 笹崎 綾野/1,2,6,7,11,12回)ファッション・テキスタイル
（9 権 裕美/3,4,5,8,9,10,13,14,15回)ファッション・テキスタイル
（3 友定 聖雄/全15回)クラフト・ガラス
（6 森岡 希世子/全15回)クラフト・陶磁
（11 田口 史樹/全15回)クラフト・ジュエリー
（14 三島 一能/全15回)クラフト・フィギュア

オムニバス方
式・共同（一
部）

必
修

専
門
教
育
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

必
修

生産・工芸デザイ
ンの現場

授業の目的、目標、概要：
本講義では、生産・工芸デザイン学科の「プロダクトデザイン」「ファッション・テキスタイル」「クラフ
ト」分野のスペシャリストによる講義を実施する。各分野の専門家から、商品開発や情報発信の方法、クリ
エイティブな活動内容など旬な情報を得ることで、デザインおよび職業に対する見聞を深め、職業意識を高
めることを目的とする。

共同

プロダクトデザイ
ン実習Ⅰ

授業の目的、目標、概要：
生産・工芸デザイン実習A・Bの入門的な学びから、プロダクトデザインの専門に係わる基礎知識と基礎技術
を、デザイン製図、木工、生産を主軸に、実際に自己の想定した構造、意匠などを実現できるように学びを
進める。具体的には基礎形態を平面に表すデザイン製図、工作機械および各種工具の安全な操作方法と加工
について身につける。併せて、各領域の基礎となる方法、手法、技法について学習し、共通の基礎となる描
写力、造形力、構成力、想像力、観察力、構想力についてもにつける。
また、制作の場となる工房のマナーを学び、工房での安全の必要性・重要性についても十分理解する。
1年次の入門的学びに加えて、基礎知識と基礎技法の実践を加えることで、生産デザインの学びを深める準
備を整える。

（5 向井 昌幸/7.5回）ヒューマンファクター
（13 安森 弘昌/7.5回）木工
（4 見明 暢/7.5回）インダストリアルデザイン
（8 金箱 淳一/7.5回）インタラクションデザイン
（10 田頭 章徳/7.5回）家具とインテリアエレメント
（12 蛭田 直/7.5回）デジタルファブリケーション

オムニバス方
式・共同（一
部）

ファッション・テ
キスタイル実習Ⅰ

授業の目的、目標、概要：
ファッション・テキスタイルデザインの基礎的な知識や技術をベースにデザインの発想力、応用力を養うこ
とを目的とする。デザイン発想からアイデア展開、デザイン構築、実制作まで一貫した応用デザインプロセ
スを実践的に学ぶ。多様な制作技法を活用しオリジナリティ－溢れる創造的作品力を高め計画性ある課題制
作を実施する。現代の多様なマーケットの中での専門性を意識し、リサーチから収集した情報に基づいた企
画、提案を取り入れた制作からプレゼンテーションまで実践的な課題に取り組む。

（7 金沢 香恵/全15回）構想・デザイン画、テキスタイルデザイン
（2 笹﨑 綾野/8回）衣服設計・体型補正
（9 権 裕美/13回）衣服設計・デジタルファッション

オムニバス方
式（一部）

クラフト実習Ⅰ

授業の目的、目標、概要：
初歩と基礎技術を繰り返し行うことで技術の習得試行し、新たな表現を模索する事を目的とする。ガラス・
陶磁器・ジュエリー・木工・フィギュアでの各素材において基礎技術の応用を作品制作を通じて学び、自身
の表現の方向性とそれに伴う技法を見いだす。また、より専門的な知識を習得すべく、各素材の工学的特
性、特殊加工素材などの演習を行い、工業的にも芸術的にも応用できる技術を学ぶことを目標とする。

（3 友定 聖雄/全15回)ガラス
（6 森岡 希世子/全15回)陶磁
（11 田口 史樹/全15回)ジュエリー
（14 三島 一能/全15回)フィギュア

プロダクトデザイ
ン実習Ⅱ

授業の目的、目標、概要：
プロダクトデザイン実習Ⅰで身につけた、基礎知識と基礎技法を基に、生産デザインにおける領域の学びを
木工・インテリア、インダストリアルデザインを中心に、それぞれのデザインプロセスについて、実際に自
己の想定した構造、意匠などを実現できるように学ぶ。3年次以降の専門性に特化した実習のための基本技
能の習得を目的とし、コースが必要とする専門性の課題に取り組む。受講者はデザインワーク、デザインプ
ロセスに必要な調査からアイデア展開へと至る発想方法と、モデルの制作ノウハウを学び、それら一連のプ
ロセスとして実践できる能力を専門の基礎として身につける。「美しい立体形状を平面で検討し、立体で表
現できるようになること」「空間のデザインをするための手順の基礎を理解すること」「用途に即した形状
を、試作を通して具現化できるになること」の3点を中心に実践的に課題に臨み、基礎のまとめを行い、専
門性の高い3年次への準備とする。

（5 向井 昌幸/全15回）ヒューマンファクター
（13 安森 弘昌/全15回）木工
（4 見明 暢/全15回）インダストリアルデザイン
（8 金箱 淳一/全15回）インタラクションデザイン
（10 田頭 章徳/全15回）家具とインテリアエレメント
（12 蛭田 直/全15回）デジタルファブリケーション

選
択
必
修

専
門
教
育
科
目
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授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

ファッション・テ
キスタイル実習Ⅱ

授業の目的、目標、概要：
ファッション・テキスタイル産業において、消費者に求められる商品を提案するためには、人を取り巻く環
境、生活（ライフスタイル）を把握、分析することが求められる。本実習では、「ユーザーや目的に応じた
デザイン」をテーマとし、リサーチ・デザイン・設計の工程で衣服・テキスタイル制作を行う。ここでは、
ファッションとテキスタイルの技法を基に、各テーマに応じたデザイン提案と制作を行う。さらに、プレゼ
ンテーションを通じて自身のデザイン思考を他者に伝えることを学ぶ。

（2 笹﨑 綾野/全15回）衣服設計・体型補正
（7 金沢 香恵/9回）構想・デザイン画
（9 権 裕美/10回）衣服設計・デジタルファッション

オムニバス方
式（一部）

クラフト実習Ⅱ

授業の目的、目標、概要：
基礎的な技術の習得を土台とし、技術の応用を実践的な課題で習得することを目的とする。ガラス・陶磁
器・ジュエリー・木工・フィギュアでの各素材において技術の応用を、各自の表現の方向性に沿った作品制
作を通じて学ぶ。また、各素材において工学的特性、特殊加工素材などの知識を元に独自の表現方法を模索
し、より専門性の高い造形作品制作を目標とする。

（3 友定 聖雄/全15回)ガラス
（6 森岡 希世子/全15回)陶磁
（11 田口 史樹/全15回)ジュエリー
（14 三島 一能/全15回)フィギュア

プロダクトデザイ
ン応用実習Ⅰ

授業の目的、目標、概要：
2年次までに習得してきたデザイン技法を土台に、前半では、生活シーンに利便性や快適性をもたらすため
のデザイン課題に対し、その解決のためのコンセプトの立案・アイデア展開・簡易モデルによる検証・コン
セプトモデル制作・プレゼンテーションまでのデザイン手法を実践し、アイデアを具体的に表現することを
通じて、一連のデザインプロセスの考え方と表現方法、要点を学ぶ。また、プロダクトデザインの専門性を
学ぶ実習として、一連のデザインプロセスに沿ったデザイン制作を円滑に進める作業の進行方法を習得す
る。後半では、コンセプトやアイデアの構想の幅を拡げ提案力を高める課題に取り組む。非日常や、特定の
性質を持った使用者や場面を想定した課題を通して、様々な対象に向けたデザイン提案ができる能力を身に
つける。また、木工技法や、デジタルファブリケーションツールを用いた表現や試作など、デザイン表現の
精度を高める技法を学ぶ。

（5 向井 昌幸/全15回）ヒューマンファクター
（13 安森 弘昌/全15回）木工
（4 見明 暢/全15回）インダストリアルデザイン
（8 金箱 淳一/全15回）インタラクションデザイン
（10 田頭 章徳/全15回）家具とインテリアエレメント
（12 蛭田 直/全15回）デジタルファブリケーション
（62 藤林　祥浩/10回）カーデザイン 組織連携：ダイハツ
（61 藤木 武史/7.5回）ユニバーサルデザイン　組織連携：コクヨ

オムニバス方
式（一部）

ファッション・テ
キスタイル応用実
習Ⅰ

授業の目的、目標、概要：
現社会経済動向、産業技術、地域特性、現代の生活様式や産業構造を踏まえて、市場の動向を把握・分析し
実践的なビジネスモデルを構築するための理論と方法論を学び、ブランディング提案力を養う。グループ
ワークによる調査、問題提起、問題解決の提示、コンセプト設定、デザイン、趣旨を伝えるプロモーション
までの一連のプロセスを辿り共創、協働のコミュニケーションへの理解を図る。テーマ設定にコンセプトに
基づき市場を視野に入れた製品企画、制作を行い、独自の発想力、企画・提案力、応用力の向上を図る。実
展示出展を想定としたプレゼンテーションに重点を置き提案型の実践的な課題に取り組む。
　
（9 権 裕美/10回）衣服設計・デジタルファッション
（2 笹﨑 綾野/全15回）衣服設計・体型補正
（7 金沢 香恵/8回）構想・デザイン画

オムニバス方
式（一部）

クラフト応用実習
Ⅰ

授業の目的、目標、概要：
基礎・応用の技術と知識を、繰り返しの習作によって上達と蓄積を目的とする。各素材・技法の中から、自
身に合った材料と技法を選定し、それに伴った独自の課題・コンセプト設定を明確にする。また各素材にお
いて工学的特性、特殊加工素材の基本的でもあり代表的な技術理論について、歴史的な背景も含め、理解を
深める。表現と技術の両面よりなる作品の完成度の向上を目標とする。

（3 友定 聖雄/全15回)ガラス
（6 森岡 希世子/全15回)陶磁
（11 田口 史樹/全15回)ジュエリー
（14 三島 一能/全15回)フィギュア

選
択
必
修

専
門
教
育
科
目
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授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

プロダクトデザイ
ン応用実習Ⅱ

授業の目的、目標、概要：
プロダクトデザイン応用実習Ⅰで習得した専門的な知識や技術を基に、提示されたデザイン対象に対して受
講生の各自が具体的なデザイン課題を明確化し、解決のためのデザイン提案に取り組むことを通じて専門性
の更なる深まりを目指す。
教員からの課題の提示は、具体的なデザイン対象を設定せず、受講生の各自が解決すべき問題を抽出しデザ
イン課題を導く内容とし、デザイン作業を自主的に推進することを通じてデザイン思考力と計画性の一層の
向上に取り組む。
4年次の卒業研究に向けて、これまでの演習で習得してきたデザイン思考・デザインプロセス・表現および
制作技法・プレゼンテーション技法の総仕上げと位置づけ、自身の専門能力を総合的に発揮する。あわせ
て、分野横断的視点や、他分野のデザイン技法や思考法などを積極的に取り込み、独自の視点で作品作りに
取り組み、インタラクションのある試作モデル、具体的な機構、精度の高い木工作品、コストや社会実装を
想定したシステムについての考察など、提案の具体性を高める。

（5 向井 昌幸/全15回）ヒューマンファクター
（13 安森 弘昌/全15回）木工
（4 見明 暢/全15回）インダストリアルデザイン
（8 金箱 淳一/全15回）インタラクションデザイン
（10 田頭 章徳/全15回）家具とインテリアエレメント
（12 蛭田 直/全15回）デジタルファブリケーション
（62 藤林　祥浩/10回）カーデザイン 組織連携：ダイハツ
（61 藤木 武史/7.5回）ユニバーサルデザイン　組織連携：コクヨ

オムニバス方
式（一部）

ファッション・テ
キスタイル応用実
習Ⅱ

授業の目的、目標、概要：
ファッション・テキスタイル分野では、アパレルデザインや機能デザイン、コスチュームデザインやカル
チャーデザイン、生活デザインやテキスタイルアートなど、目的や用途に応じてデザインやアートに向けた
様々なアプローチが可能である。本実習では、「企画・テーマ設定」「イメージ・技法」「デザイン・設
計」「制作」の工程で作品制作を行い、各々に合ったデザイン手法を見極める。さらに、卒業研究への準備
として、ポートフォーリオ作成や作品発表に重点を置く。

（2 笹﨑 綾野/全15回）テキスタイルデザイン、衣服設計・体型補正
（7 金沢 香恵/全15回）構想・デザイン画
（9 権 裕美/全15回）衣服設計・デジタルファッション

クラフト応用実習
Ⅱ

授業の目的、目標、概要：
これまでに習得した基礎・応用技術や習作により得てきた経験・考察を生かし、より高度で完成度の高い作
品制作を目的とする。まず、様々な発表や表現の場面を想定し、独自の研究課題・コンセプトを再構築す
る。素材、表現方法において既成概念にとらわれない自らの自由な発想をもとに制作を行い、造形と素材の
可能性を探求する。さらに今後の制作活動や卒業研究の方向性を見出し、自己のスタイルを確立することを
目標とする。

（3 友定 聖雄/全15回)ガラス
（6 森岡 希世子/全15回)陶磁
（11 田口 史樹/全15回)ジュエリー
（14 三島 一能/全15回)フィギュア

学科入門セミナー

授業の目的、目標、概要：
大学や大学生活に慣れ、生産・工芸デザイン学科での学びに触れることを目的とする。デザインやアートの
アプローチやプレゼンテーションの方法について教員と共に考え、生活デザインに関わるテーマに基づいた
グループワークを計画・実行する。

共同

ユニバーサルデザ
イン

授業の目的、目標、概要：
社会の高齢化が急速に進む中、誰もが参加できる社会の構築が求められている。年齢や性別、能力の多寡、
人種や文化の違いに関わらず誰もが利用できるように最初からデザインするというユニバーサルデザインの
考え方は、多くの企業が取組んでおり、まちづくりや社会づくりなどのコト・モノのデザインにおいても、
その考え方が当たり前のこととなりつつある。ユニバーサルデザインを理解することはプロダクトデザイン
やインテリアデザイン、ファッションデザインをはじめ、生活全般のデザインの基本となる。ユニバーサル
デザインの考え方を正しく理解し、デザイン活動をはじめとした、今後の取組に活かせるように、その概念
と実践について学び習得する。

選
択
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

素材・材料論

授業の目的、目標、概要：
生産・工芸デザイン「プロダクトデザイン」「ファッション・テキスタイル」「クラフト」分野におけるク
リエーションには、素材の基礎知識が不可欠である。本講義では、金属・木材・樹脂・繊維・糸および布
（織布・編布など）・ガラス・陶芸の性質や特性などの基礎知識を身につけ、様々な特殊加工や新素材につ
いても学ぶ。さらに、素材の機能とデザインとの関係性を見極めるため、風合いや科学的特性について観
察・考察し、実践で活かせる知識を身につける。

(4 見明 暢/4回）「プロダクトデザイン」に関する素材について講義する。
(48柿原　文子/7回）「ファッション・テキスタイル」および「プロダクトデザイン（テキスタイル）」に
関する素材について講義する。
(54 杉本　ひとみ/4回）「クラフト」に関する素材について講義する。

オムニバス方
式

身体とデザイン

授業の目的、目標、概要：
デザインは、私たちの生活と密接に関わるものであり、快適なライフスタイルを送るための一助となるもの
である。人々が快適に過ごすためのデザインを設計するためには、身体の概念・形状・生理的要因・動作と
生活デザインの関係性を理解することが必要である。本講義では、身体とデザインの関係性について、文
化・生理・工学・社会的側面から捉えて講義し、個人およびグループワークを取り入れながら実施する。さ
らに、人間工学および感性工学の見地から、デザイン作業への導入を促す。

(2 笹﨑 綾野/7回）
第1回は、身体の文化的側面について講義し、身体とデザインについて考えるきっかけを与える（導入）。
第10回～第15回は、身体と衣服の関係性について、生理機能から、身体形状・動作と衣服設計の関係性、高
齢者・障害者など既成概念にあてはまらないケースの衣服の有り方について講義する。
(51 小森 絵美/8回）
人間の基本的な機能と特性に基づいて、形態、生理および心理データを計測し、人間工学および感性工学の
見地からデザイン作業への導入を促す。

オムニバス方
式

プレゼンテーショ
ン基礎

授業の目的、目標、概要：
生産・工芸デザイン分野において必要となる「情報伝達」を主目的とするグラフィックデザインの演習。文
字組みの方法、組版による伝わり方の違いやホワイトスペースのコントロールなど、文字や画像など平面上
に展開する様々なグラフィック要素の編集能力と空間構成力を高める。情報伝達を高め、かつ視覚的な美し
さを備えた表現手法の習得に取り組む。グラフィックソフトをもちいて、名刺の作成など複数の課題に取り
組み、手書きのラフスケッチから、カンプ制作、レイアウトの工程を経て作品を完成させる工程を実践的に
身につける。

(65 松本 朋子/12回）作品のプレゼンテーションに必要な基礎の習得を担当する。具体的には、デジタル
ツールの使い方と、ポートフォリオの制作に必要となるDTPの基本知識を担当する。
(12 蛭田 直/3回）最終課題の構想・制作・仕上げ・講評を行う。

オムニバス方
式

自然とデザイン

授業の目的、目標、概要：
デザインは自然環境と密接に関わっており、自然について興味関心を持ち知識を広げることでデザインの能
力は飛躍的に向上する。自然環境とそこから多大な影響を受けている人間の感覚や生活文化、生活様式など
とデザインの関わりを、事例を交えて紹介する。あわせて、デザインと深く関わってくる環境問題、エコや
サステナブルについて、一般論と異なる視点から論じ、諸問題に対してクリエイターとして持つべき姿勢の
あり方について考察する。

生活機器デザイン

授業の目的、目標、概要：
ヒューマンファクターを「物事の共通理解を導くために人が様々に培ってきた考え方と表現の仕方」と位置
付け、伝えるために編み出されてきた数々の表現方法と考え方の工夫、そしてそれらのデザインへの応用に
ついての解説に力点を置く。人間主導なもの作りのための、特にアイデア展開の思考方法と、スタイリング
やユーザーエクスペリエンスの表現に欠かせない要素として「ヒューマンファクター」を取り上げ、事例の
紹介を交えつつ様々な角度から解説していく。

イメージ構想法

授業の目的、目標、概要：
視覚的記憶や無意識的記憶に関わるイメージを発端にデザイン構想の思考プロセスとしてのイメージ構想の
必要性について理解を深める。デザインアイデアを考え形にする経緯には、無意識的に浮かぶイメージを意
識下で検討しながら具現化するプロセスを有用としながら、それが意識であったか無意識であったかを検討
する機会は少ない。改めて検討することによって発想として認知できるアイデアの可能性を広げるための知
識を修得する。
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授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

デジタルファブリ
ケーション

授業の目的、目標、概要：
デジタルファブリケーションは、デジタルデータをもとに創造物を制作する技術のことで、機器の発展によ
り生産をともなうプロダクトデザインには欠かすことができない要素となっている。本授業では、3Dスキャ
ナーなどもちいることにより、個人の身体データ、環境の形状データ等をデジタルデータとして取込、3D
CADなどによりデータを加工、設計を行う。最後に加工、設計したデータをを3Dプリンターやレーザーカッ
ターなどのデジタル工作機械で加工造形する。デジタルファブリケーションの一連のデザインプロセスとし
て、入力、加工、出力を学び、次世代のデザイン手法に繋げることができる素養を学ぶ。

基礎撮影演習（モ
ノ）

授業の目的、目標、概要：
デザインを進めるにあたり、イメージやアイデア等を視覚化し、伝達する必要がある。そのために必要とな
る写真を中心とした2次元グラフィックスのためのデータ作成手法の基礎を学ぶ。はじめに、写真撮影の基
本となる1眼レフカメラの操作方法を習得し、次に、デジタルイメージのレタッチの基礎を学ぶ。その後、
イメージやアイデア、撮影対象に応じた撮影ライティングを学び、最後に撮影したデジタルデータの編集方
法と最適化の方法を学び、プレゼンテーションが行える知識と技術を身につける。

プレゼンテーショ
ン応用

授業の目的、目標、概要：
情報を伝達するためのグラフィックデザインを、プレゼンテーションパネルなどの制作課題を通じて考え学
ぶ。文字組みの方法、組版による伝わり方の違いやホワイトスペースのコントロールなど、情報伝達に必要
なグラフィックデザインの要素の扱い方についてより深い知識と手法の習得に取組んでいく。編集用ソフト
ウェアについて編集技術のさらなる習熟を目指し、プレゼンテーションパネルと作品集の実制作を課題に、
カンプ制作とレイアウトに加えてカバーデザインや製本にも取り組む。グラフィック表現力を総合的に高
め、プレゼンテーション能力の向上と編集技術の習熟を目指す。

３Dモデリング基
礎

授業の目的、目標、概要：
現在の生産デザインのおける製品および作品に必須となるスキルである3DCADによるモデリングおよびレン
ダリング技術について習得する。すでに取得しているCADの基礎を土台に、より高度な造形を実現するため
のモデリング方法を中心に学ぶ。スケッチ描画、押出、回転、スイープによる立体化の習熟と、サーフェス
による自在なモデリング技術および、レンダリング操作について体得する。あわせて、3Dデータを実在化す
るためのデータ形式や取り扱い、出力装置についても学習する。

製図法演習

授業の目的、目標、概要：
15回の前半では、プロダクトやインテリアデザイン分野における製図の基本的事項について解説し、履修生
は作図を通して基本的知識として蓄積する。後半では、三面図を読み取って立体をイメージする演習、およ
び、立体図をもとに三面図を作成する演習を行う。この授業を受けることで、製図の基本的事項が理解で
き、図面の読み取りができるようになる。また、作図法の習得により、図面によって情報を伝達するスキル
や、また作図を思考の手段として利用するスキルが身につく。 

ドレーピング

授業の目的、目標、概要：
ドレーピングは衣服設計法の一つであり、身体模型であるボディに直接布を沿わせ、立体的に衣服を造形す
る手法である。本演習では、ドレーピング法を用い、基本アイテム「タイトスカート」「フレアースカー
ト」「ワンピース」の設計から「応用課題」の設計までを行う。特に「応用課題」では、左右非対称モデ
ル、ドレープやルーシング技法を用いる装飾的なモデル、人体形状や動作に適したモデルなどドレーピング
法が活かせる課題を提示し、人体形状・素材・デザインの関係性を理解する。

テキスタイル基礎

授業の目的、目標、概要：
テキスタイルデザインの表現において、色彩を用いた染色技法と繊維の種類についての知識は必須である。
本演習では、テキスタイル作品制作に活用可能な染色についての基礎技法を学ぶ。染料や繊維素材、道具の
使用方法についての基礎知識を学び、浸染・防染を軸に技法を実践する。作品制作と発表をすることで、自
らのテキスタイル表現に応用できることを目的とする。
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授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

ガラス表現

授業の目的、目標、概要：
様々なガラス加工技法をその歴史的事例の紹介や素材研究と機器の使用を通し学ぶ。キルンワークにおける
焼成データーの作り方の習得と焼成サンプルの制作やコールドワークにおける研磨技術の習得など、表現の
ための技法を理解し、応用することを目的とし、独創的で個性的な作品作りを目指す。そして、自らの技法
を選択し、実際の作品制作に繋げ、最終的には提出作品の講評会を実施し、表現の可能性と問題点などを考
察する。

器表現

授業の目的、目標、概要：
陶芸分野での装飾技法に関する理論と技法を学ぶ。また、様々な焼成技術により釉薬・絵具の科学的な変化
を演習を通じて経験し、知識を広げることで作品に応用できる能力を身に付ける。まず器制作における表現
とは何かを参考作品やスライドレクチャー等で学ぶ。次に陶磁器制作における装飾技法の種類を考察し、陶
磁器装飾における可能性を探る。その後装飾技法の基本である、釉薬の調合・焼成実験を行いその実験結果
から導き出した、独自の釉薬調合試験を行う。さらに釉薬掛け・下絵付け・上絵付の基礎技法を習得し、自
己の表現方法の可能性を広げる。

ジュエリー表現

授業の目的、目標、概要：
ジュエリーの表現には様々な技法や表現手段を有している。中でも素材を扱う上でデザインから成形の後に
作品を身体と繋ぐ金具は重要とされる。ジュエリーの様々なアイテムに使用する既製の金具の利用・応用と
共に、一から自作する金具の仕組みや制作方法を金属の特性を踏まえ習得する。

フィギュア表現

授業の目的、目標、概要：
フィギュアはキャラクターを模った人形を意味する呼称として認識されがちであるが、本来は「図形や図
案」を意味し、転じてそこから起こされた「立体物」を表す言葉である。この授業では既存のフィギュアに
対する固定観念にとらわれない素材、材料、とそれぞれの造形プロセスを模索し、立体物を制作しながら
フィギュアに対する独自の捉え方を考察し、自身の作品に応用できる表現方法を導き出すことを目的とす
る。

フィギュア応用表
現

授業の目的、目標、概要：
本演習では、フィギュアの模型塗装について、色の三要素である色相、明度、彩度から補色をはじめとする
色の対比、色彩についての基本となる知識を学習する。その上で、三原色と色相環に基づく絵具や塗料の混
色の仕組みを理解し、プライマーやサーフェィサーによる下地塗装から、ドライブラシやグラデーション塗
装などによる影や立体感の表現、メタリック塗装による金属の質感表現、またアイペイントに至るまで、
フィギュアや模型制作の最終工程で必要となる塗装について学習する。

ファッションマー
ケティング

授業の目的、目標、概要：
ファッションマーケティングとは、顧客のニーズに応えるファッションを提供するための市場調査、製造、
販売、宣伝などのプロセスを指す。本講義では、社会状況や市場動向を踏まえた市場調査、ライフスタイル
やライフステージを踏まえた顧客の要望と心理、販促、プロモーションに関する知識を修得する。さらに、
接客マナー・商品コーディネートの方法、魅力的な売り場演出や販促、販売計画の立案方法を知り、ビジネ
スの現場での対応力を身につける。

インダストリアル
デザイン

授業の目的、目標、概要：
インダストリアルデザインには商品の具体性が不可欠であることから、実践的な内容が求められる。自身の
インダストリアルデザイナーとしての実務経験をもとに、企業の製品／開発において必要な各段階において
それらがどのような手法手順を踏んで行われているのかを解説する。また、プロダクトデザインを実践する
ためのデザインプロセスを理解し、説明できる能力を身につけることができるよう、デザインの現場からの
視点は特に大切にした指導を行う。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

デジタルプレゼン
テーション

授業の目的、目標、概要：
デザイン学習においては、モノを「つくる」だけでなく、他人に説明し、記録することも重要な要素であ
る。自分のアイデアや制作物を、言葉で表現するだけではなく、絵や図表、映像、音声などのさまざまな
ヴィジュアル・サウンドコンテンツを用いて表現する方が効果的である。近年においては、パソコンをはじ
め、タブレット端末やスマートフォンなど、私たちの身の回りには、デジタルメディアを用いたプレゼン
テーションツールが多数出回っている。デジタルファブリケーションでは、学生がパソコン、タブレット端
末、スマートフォンなどのデジタルメディアにおいて広く使用されている映像編集ソフトやレイアウトソフ
トなどを用いて、プレゼンテーションに必要かつ効果的なデジタルコンテンツの制作テクニックを身につけ
るとともに、情報の発信・共有における効果やリテラシーについて理解する。

アダプティブイン
タフェース演習

授業の目的、目標、概要：
人間の身体や動作にアダプト（適合）するインタフェースの検討には、制作したプロトタイプを他者が体験
し、さらに改良を重ねるといったデザインの反復が求められる。本授業では「テクノロジーによるエンター
テイメントの拡張」をテーマにインタフェースのデザインを試行し、納得感のある体験の設計を目指す。人
が喜びを感じる事象について、「あそび」をキーワードにインタラクションの設計技法（ハードウェア,ソ
フトウェア）を含めた学習を行う。ゲームのプログラミングと、ゲームを操作するコントローラーのデザイ
ンと3Dプリンタによる造形を行い、身体性を伴うオリジナルゲームの制作を行う。制作の中でプロトタイピ
ングを繰り返し、制作物のクオリティを高める方法を身につける。

3Dモデリング応用

授業の目的、目標、概要：
これまで身につけた3DCADのモデリングおよびレンダリング技術をより習熟させる。モデリングにおいて
は、発展的造形の方法に加えて、最新の機能やプラグインによる手法やコンピュテーショナル、パラメト
リックな手法を学習する。レンダリングについては、より高度な環境設定などを含む洗練されたグラフィッ
クとしての出力、伝達するための図面化について学び実践する。自身で考案した造形を3DCADを通じて、設
計、モデリング、レンダリング、実在化、プレゼンテーションできる能力を実現する。

家具・インテリア
製図

授業の目的、目標、概要：
家具はプロダクトであると同時にインテリアの一部であり、インテリア空間の設計で使用されるCADソフト
「VectorWorks」を必要とするケースも多々ある。本授業ではVectorworksの操作方法を学び、その機能を用
いた実践的な家具図面、空間図面の基礎を身につける。設計における基本知識、CADの概念、ツールやコマ
ンドの理解を深める。作成した図面、モデリング図を元に、プレゼンテーション資料を作成する。

ファッション企画
演習

授業の目的、目標、概要：
近年、社会状況やライフスタイルの変化に伴い、消費者の嗜好が多様化し、ファッション業界においても新
しい価値観や思考の変化に対応した商品企画・提案が求められている。本演習では、地域性や時代性、生活
習慣に関わるライフシーンを再考し、マーケティングからセールスプロモーションに至るまで、トータルに
提案できる商品企画について学ぶ。さらに、実務で通用する手法を身につけるため、企画した内容を企画書
にまとめる方法を習得する。ファッションデザインが抱える問題を見出し、課題解決できる実践的方法を身
につける。

パターンメーキン
グ

授業の目的、目標、概要：
本演習では、衣服の機能性、身体およびその動きを人間工学として捉え、衣服の機能性、身体、衣服構造に
基づいた専門知識の理解を深めると共に衣服設計法を修得する。ファッションデザインにおける平面と立体
の関係性を理論的に理解し、基礎技法を身につけ、デザインバリエーション展開による応用技法へ発展させ
る。実践的なデザイン構築に取り組み、素材・デザイン・設計の関係性を踏まえ、機能性に基づいたプロト
タイプ検証を行う。創造力を伴う衣服設計を目指し、デザイン応用力と造形表現力を養う。

テキスタイルプリ
ントデザイン

授業の目的、目標、概要：
テキスタイルデザインにおけるプリントは、市場の商品構成において大きな役割を果たしている。本演習で
は、基本的な柄のデザイン、テキスタイルパターンへの展開の方法を修得する。パソコンソフトを用いた
データ作成、コンセプトボードの作成、プリント試作、プレゼンテーションまでを実践的に行うことで、将
来デザイナーとしてテキスタイルプリントの企画を担える人材を育てることを目的とする。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

吹きガラス表現

授業の目的、目標、概要：
テーマに沿って、基礎的な器の制作からより高度な技法を学び、自由なデザイン表現ができる技術を習得す
る。また、キルンワーク、サンドブラスト、研磨などの技法と組み合わせる事で、より造形的な作品制作を
目指す。

陶表現

授業の目的、目標、概要：
手練り、鋳込み技法を習得しながら、発想力、表現力を身につけるとともに、潜在的な自分の興味や趣味趣
向、能力を自ら見つけ出し、表現に結びつける　授業第1回から第7回までは手びねり技法、第8回から第14
回までは鋳込み技法を習得をする。第15回は講評会を行う。陶による自己表現の可能性を探るため、アイ
ディアの発展を促すよう発表と意見交換を繰り返し、より良い制作の過程を見つけ、完成度を上げる。

（54 杉本 ひとみ/8回）手びねり技法
（45 井掛 紗百合/8回）鋳込み技法

オムニバス方
式

宝飾表現

授業の目的、目標、概要：
金属表現におけるジュエリー表現の中でも宝石や貴金属を使用する表現は普遍的で主流であり、多くの手法
と高度な技術や知識が必要である。宝石の種類、グレード、カット、特性や扱い方など基本的な知識から石
をセッティングする技法（石留め）の種類とそれを固定する構造の理論を学び、デザイナーや職人として実
践的に必要な知識と加工法を習得すると共にジュエリー作家としての造形力を身につける。

デザインブラン
ディング論

授業の目的、目標、概要：
総合的なブランド経営感覚を高めるための講義を行いディスカッションを交えながらデザインにおけるブラ
ンディングの専門知識の修得を目的とする。ブランドとしての思想を言語化し、社会ニーズとマッチングさ
せ、アイデンティティの確立とコンセプト化をはかる基本スキルを学ぶ。基本スキルを軸に、消費者との良
好な関係性づくりができる応用スキルを修得しデザインブランディング構想に取り組む。

基礎撮影演習
（ファッション）

授業の目的、目標、概要：
ファッションデザイン分野では、視覚的表現として写真撮影の技法が用いられている。高度な画像効果を表
現するために、デジタルカメラを使って、光量やレンズの絞り方、被写体と背景の距離など、画像設計の基
礎的知識と技術を修得する。さらに、スタジオや屋外のおける人物投影の技法、人物の表情や雰囲気を引き
立てた写真技法等、デジタルカメラの基本的な使用方法と画像効果を理解し、撮影投影技術を修得する。

展示デザイン

授業の目的、目標、概要：
家具や展示空間をデザインする上で、利用者の視点で考えることは必要不可欠である。本授業では、家具・
展示什器やインテリアエレメントについて、用途や使用場所および機能、使用者に応じたサイズ・形状など
の設計要件や身体スケールに関する基礎的な知識と感覚を、講義と実寸モデルを用いた体験学習によって習
得する。合わせて、展示構成やキャプション、サインなど視覚的な要素の効果を学習し、利用者に適切に作
用する効果的な展示空間をデザインするための考え方を身につける。

ファッション・デ
ジタルクリエー
ション

授業の目的、目標、概要：
アナログのデザイン手法を基に、デジタルのデザイン思考、応用力、実践力を修得する。デジタルによるデ
ザイン発想からデジタルプロセスによる総合的なデザイン能力を養う。デジタルの多様な用途と特性を理解
し知識を深め、目的に応じたプロセスによるデザイン構築から展開に至るまで、デザイン力の向上を図る。
ファッションアイテムの他、ソフトプロダクトデザインまで多様なデザインへの知見を拡げることを目指
す。
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別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の概要

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

ニットデザイン

授業の目的、目標、概要：
編物は、軽く伸縮性に富み、衣服製作の材料として可能性が高い素材である。本演習では、手動機からコン
ピューター制御横編み機を用い、ニットデザインの基礎から応用までを学ぶ事を目的とする。編物の基本的
な構造と素材としての特徴を解説し、手動機を用いた組織編みについて学習する。さらに、無縫製編み機を
用いて帽子、手袋、ストール等をデザイン制作し、コンピューター制御横編機の操作方法を習得する。

デザインプロモー
ション演習

授業の目的、目標、概要：
デザインのプロモーションを考えるにあたって、現代の社会の動向や状況に深い関心を持ち、クロスメディ
アによるプロモーションの理解やメディアカルチャーなどに興味を持つことが重要となる。社会に発信する
プロモーションとしてコンテンツを考えその発信方法に準じた効果を検討しながらセルフプロデュースを通
じて自分の興味や得意を見出す。デザインと表現に必要とされるプロモーション法を考察しながら演習を通
じて修得する。

生産・工芸デザイ
ンプロジェクト

授業の目的、目標、概要：
生産・工芸デザイン学科は、「プロダクトデザイン」「ファッション・テキスタイル」「クラフト」の3分
野を融合した学科である。本演習は、各コースの専門性を高めつつ、コース間の融合を図り、新たな分野形
成の可能性を探る実践形式のプロジェクト科目である。プロジェクトは、社会課題や今後求められる課題か
らテーマを設定し、プロジェクト内でグループを組み実施する。プロジェクトの成果は、展示やプレゼン形
式の発表で公表する。 共同

ファッション空間
演出

授業の目的、目標、概要：
ファッションショーとは、新しいファッションの提案やその販売促進のために催されるイベントである。
ショー形式には、ステージショーやフロアーショーがあり、近年は映像を活用したプロモーションビデオや
アバターによるデジタルファッションプレゼンテーションも見られるようになった。本演習では、ファッ
ションショーの中でもステージショーやフロアーショーについて学び、イメージやデザインの意図を効果的
に伝える空間演出法と実践的スキルを修得する。テーマ設定、構成と演出、音響・照明・映像の演出技術、
スケジュール管理などについて学び、実施を想定したファッションショーを提案する。

卒
業
研
究

卒業研究

授業の目的、目標、概要：
卒業研究では、「プロダクトデザイン」「ファッション・テキスタイル」「クラフト」の各専門および融合
分野を基に、各自が設定したテーマで4年間の集大成として研究を実施する。研究形式には、作品を制作す
る「卒業制作」あるいは論文を執筆する「卒業論文」があり、そのどちらかを選択する。研究はゼミ形式で
進め、ゼミ担当教員および全教員の助言を受けることができる。発表方法には、作品展示およびファッショ
ンプレゼンテーションがあり、「卒展」の場で一般に公開する。
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神戸芸術工科大学　校舎・運動場等の配置図

校舎面積　32,550 ㎡

校地面積 ： 114,138.73㎡

屋外運動場敷地：10,250㎡

建築・環境デザイン学科

生産・工芸デザイン学科

ビジュアルデザイン学科

メディア芸術学科

テニスコート

　　　学　科　共　有

学生会館
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教務課

保健待合室
26㎡

カウンセリングルーム

キャリアセンター室
　　133.4㎡

応接室
9.3㎡
応接室
9.3㎡

7㎡

各棟フロア図
（共用部分なし）
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420.41㎡

入試センター
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ミーティングルーム・倉庫
ミーティングルーム

応接室

53㎡
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688㎡

B108
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411.94㎡

ホール
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ギャラリー
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E105

E106

E104

E103
E102 E101

多目的室
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141㎡
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特任教授室

・
事務室

教職指導室

特任教授室
非常勤講師室

博物館学芸員課程室
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インタラクションデザイン教育研究所

ミーティング
ルーム

ラボラトリー

アジアンデザイン
研究所

アジアンデザイン
研究所長室

芸術工学研究所

インタラクション
デザイン研究所

インタラクション
デザイン研究所

２３㎡

５７㎡ ７０㎡ １２５㎡

４５㎡４５㎡４５㎡

２３㎡２３㎡

３４㎡
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17㎡

51㎡
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54㎡
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8㎡

15㎡

22㎡
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16㎡
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35㎡
30㎡

52㎡

35㎡

38㎡

階段室
18㎡

8㎡8㎡

2㎡

9㎡

2㎡

9㎡

17㎡

20㎡ 20㎡

20㎡

20㎡

20㎡

20㎡

20㎡

20㎡

20㎡
20㎡

20㎡

20㎡

67㎡

20㎡

20㎡

27㎡
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ロッカー室
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研究室
13㎡

準備室

研究室
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・

倉庫

研究室・会議室

講義室 撮影スタジオ

ゼミ室
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70㎡

84㎡
92㎡

85㎡ 85㎡
6㎡
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74㎡

68㎡

54㎡
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22㎡
40㎡
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助手室
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・

8

8101
8102
8103
8103
8103
8103
8104

漫画スタジオ

編集室

ミーティングルーム

8105
8106
8107
8108
8109
8110
8111
8112

8113
8114
8115
8116
8117

デジタル写真スタジオ
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8201
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8203
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8210
8211
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8214
8215
8216
8217
8218
8219
8219
8219
8219
8219
8219
8219
8219
8219
8220

8221
8222
8223
8224
8225

314.58

非常勤講師室

コンピュータルーム
講義室
スタジオ
スタジオ

研究室

研究室
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研究室
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倉庫

モデリングスタジオ
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研究室
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スタジオ

附室

9404 木工実習室
9403

準備室
9406

9405
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○神戸芸術工科大学学則

制  定 平成元年4月1日 

最近改正 令和 6年4月1日 

目次

第1章 総則 

第1節 目的、点検及び評価（第1条・第1条の2） 

第2節 組織（第2条～第3条） 

第3節 職員組織（第4条） 

第4節 運営協議会、教授会及び委員会（第5条～第6条の3） 

第5節 学年、学期及び休業日（第7条～第9条） 

第2章 学部通則 

第1節 修業年限及び在学年限（第10条・第11条） 

第2節 入学、退学、休学、転科、転学、留学、復学、除籍及び復籍（第12条～第27条） 

第3節 教育課程、履修方法、取得免許、資格等（第28条～第38条） 

第4節 卒業及び学士の学位授与（第39条・第40条） 

第5節 賞罰（第41条・第42条） 

第6節 寄宿舎及び厚生施設（第43条～第45条） 

第7節 委託生、研究生、科目等履修生及び外国人留学生（第46条～第50条） 

第8節 検定料、入学金及び学費（第51条～第54条） 

第9節 特別の課程及び公開講座（第55条・第56条） 

第10節 その他（第57条） 

附則

第1章 総則 

第1節 目的、点検及び評価 

第1条 神戸芸術工科大学（以下「本学」という。）は、人間生活にかかわる関係諸学を総合

的にとらえ展開する「芸術工学」の教育・研究を通じて、広い教養、専門的知識、能力、

技術とコミュニケーション力を備えた人材を養成することで、社会に貢献することを目的

とする。

第1条の2 本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会使命を達成するため、

教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行う。

2 前項の点検及び評価に関することは、別に定める。 

第2節 組織 

第2条 本学に、芸術工学部及び大学院を置く。 

－学則－1－



2 芸術工学部に次の学科を置く。 

建築・環境デザイン学科

生産・工芸デザイン学科

ビジュアルデザイン学科

メディア芸術学科

3 前項の学科の収容定員は、次のとおりとする。 

建築・環境デザイン学科 入学定員 100名 収容定員400名 

生産・工芸デザイン学科 入学定員 100名 収容定員400名 

ビジュアルデザイン学科 入学定員 100名 収容定員400名 

メディア芸術学科 入学定員 100名 収容定員400名

4 大学院に芸術工学研究科を置き、修士課程及び博士後期課程とする。

5 研究科に、次の専攻を置く。

芸術工学専攻

総合アート＆デザイン専攻

6 前項の専攻の収容人員は、次のとおりとする。

芸術工学専攻

入学定員 6名 収容定員 18名（博士後期課程） 

総合アート＆デザイン専攻

入学定員 27名 収容定員 54名（修士課程） 

7 大学院学則は、別に定める。

第2条の2 本学に、芸術工学教育センターを置く。 

第2条の3 学部、学科の目的 

芸術工学部

人間生活にかかわる関係諸学を総合的にとらえ展開する「芸術工学」の教育・研究を

通じて、広い教養、専門的知識、能力、技術とコミュニケーション力を備え、よりよい

社会の実現に寄与できる能力を有する者の養成を目的とする。

その目的を達成するため、専門分野として、建築・環境デザイン、生産・工芸デザイ

ン、ビジュアルデザイン、メディア芸術をおく。

建築・環境デザイン学科

大学卒業生としての基礎的な教養と、都市からインテリアまでの多様な空間スケール

を対象とする建築・環境デザインに関する専門性、幅広い視野と知識に基づく実践的総

合力と自分の考え方を表現する力を修得し、柔軟な思考力と構想力を養い、社会で活動

するために必要な教養とコミュニケーション力及び実践力を有する者の養成を目的とす
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る。

生産・工芸デザイン学科

大学卒業生としての基礎的な教養と、コミュニケーション力を身につけ、プロダクト

デザイン、ファッション・テキスタイル、クラフトにおける専門性と幅広い知見、技術

及び表現力を修得し、専門性を活かした上で分野融合力及び社会で活動し貢献できる実

践力を有する者の養成を目的とする。

ビジュアルデザイン学科

大学卒業生としての基礎的な教養と、グラフィック・コミュニケーションデザイン、

WEB・デジタルデザイン、エディトリアルデザイン・イラストレーションに関する専門

的な知見とビジュアルコミュニケーションの多様な表現力を修得し、社会活動や芸術表

現領域に創造的な貢献ができる実践力及びコミュニケーション力を有する者の養成を目

的とする。

メディア芸術学科

大学卒業生としての基礎的な教養と、コミュニケーション力を身につけ、「まんが・

コミックイラスト」「映画・映像・アニメーション」「CG・ゲーム」などの各メディア

芸術分野における専門性と幅広い知見、技術及び表現力を修得し、社会で活動し貢献で

きる能力を有する者の養成を目的とする。

第3条 本学に、情報図書館及び芸術工学研究所を置く。 

2 情報図書館に関する規程は、別に定める。 

3 芸術工学研究所に関する規程は、別に定める。 

第3節 職員組織 

第4条 本学に、次の職員を置く。 

学長 教授 准教授 助教

実習助手 事務職員

2 本学に、必要に応じ副学長及び学部長を置くことができる。

3 学長は、学務を統括し、所属職員を統督する。

4 副学長は、学長の学務の統括運営を補佐する。

5 学部長は、学長を補佐し、その命を受けて本学の教学運営業務を遂行し、学部内の業務を

処理するとともに、学部内に所属する教員を指揮監督する。

第4節 運営協議会、教授会及び委員会 

第5条 本学に教授会を置き、学長、専任の教授をもって組織する。 

2 学長が必要と認めるときは、専任の准教授、助教を加えることができる。

第6条 教授会は、学長が定めるところにより、次の事項を審議し、学長に意見を述べるもの
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とする。

(1) 学生の入学及び卒業に関する事項

(2) 教育課程に関する事項

(3) 学位の授与に関する事項

(4) 学長が必要とし、諮問する事項

2 教授会は、次の事項について、学長に意見を述べることができる。 

(1) 学生の休学、転学、留学、退学、除籍及び復籍に関する事項

(2) 学部、学科の組織編成に関する事項

(3) その他教学部門における重要な事項

3 第1項に定める審議事項については、教授会の意見を聴いて学長が決定する。 

4 教授会に関する規程は、別に定める。

第6条の2 本学に学長の諮問機関として運営協議会を置く。 

2 運営協議会は、学長、副学長、学部長、芸術工学教育センター長、学科主任、研究科長、

専攻主任、事務局長及び事務局次長をもって組織し、本学の重要な事項を協議する。

3 学長が必要と認めるときは、館長、室長、所長、委員長及び課（室）長を加えることがで

きる。

4 運営協議会に関する規程は、別に定める。

第6条の3 本学に運営協議会の下部組織として、各種委員会を置くことができる。 

2 各種委員会に関する規程は、別に定める。

第5節 学年、学期及び休業日 

第7条 学年は、4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。 

第8条 学年を次の2学期に分ける。 

前期 4月1日から9月30日まで 

後期 10月1日から翌年3月31日まで 

2 必要がある場合は、学長は、前項の学期の期間を変更することができる。 

第9条 休業日は、次のとおりとする。ただし、休業日であっても授業をし、又は試験を実施

することがある。

(1) 日曜日

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に定める休日

(3) 学校法人谷岡学園創立記念日（2月15日）

(4) 春期休業

(5) 夏期休業

(6) 冬期休業
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2 前項第4号から第6号の休業の期間に関しては、別に定める。 

3 必要がある場合は、学長は、前項の休業日を臨時に変更することができる。 

4 第1項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

第2章 学部通則 

第1節 修業年限及び在学年限 

第10条 学部の修業年限は、4年とする。 

第11条 学生は、8年を超えて在学することができない。ただし、第17条第1項及び第17条の

2第1項の規定により入学した者は、第17条第2項及び第17条の2第2項により、定められた

在学すべき年数の2倍に相当する年数を超えて在学することができない。 

第2節 入学、退学、休学、転科、転学、留学、復学、除籍及び復籍 

第12条 入学、転科、編入学及び転入学の時期は、学年の始めとする。ただし、再入学につ

いては、学期の始めとすることができる。

第13条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

(3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定した者

(4) 文部科学大臣の指定した者

(5) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第1号）により文部科学大臣

の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第2条の規定による廃止前の

大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣の行う大学入学

資格検定に合格した者を含む）。

(6) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有する者として認定した在外教育施設

の当該課程を修了した者

(7) その他本大学において、相当の年齢に達し高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者

第14条 本学への入学を志願する者は、入学願書に所定の入学検定料及び別に定める書類を

添えて願い出なければならない。

第15条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。

第16条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、保証人連

署の在学誓書、その他の書類を提出するとともに、入学金を納付しなければならない。

2 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

第17条 次の各号の一に該当する者で、本学に編入学を志願する者があるときは、欠員があ
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る場合に限り、第15条にかかわらず選考のうえ、教授会の意見を聴いて、学長が相当年次

に編入学を許可する。

(1) 大学を卒業した者

(2) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者

(3) 専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者

（ただし、学校教育法（昭和22年法律第26号）第90条に規定する大学入学資格を有する

者に限る。）

(4) その他本学において、前各号の者と同等以上の学力があると認めた者

(5) 前各号に掲げる者のほか、法令で定める者

2 前項の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の取り扱い並び

に在学すべき年数については、教授会の意見を聴いて、学長が決定する。

3 編入学に関する規程は、別に定める。

第17条の2 4年制大学又は短期大学に1年以上在学し、退学した者又は現に在学する大学の学

長又は学部長の転学の承認を得た者で、かつ30単位以上を修得している者が、本学に転入

学を志願するときは、欠員がある場合に限り、第15条にかかわらず選考のうえ、教授会の

意見を聴いて、学長が相当年次に転入学を許可する。

2 前項の規程により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の取り扱い並び

に在学すべき年数については、教授会の意見を聴いて、学長が決定する。

3 転入学に関する規程は、別に定める。

第18条 保証人は、独立の生計を営み、保証人としての責務を確実に果たし得る者でなけれ

ばならない。

2 保証人が死亡したとき、又はその資格を失ったときは、新たに保証人を定めて、直ちに届

け出なければならない。

第19条 学生又は保証人が住所・氏名を変更したときは、直ちに届け出なければならない。 

第20条 疾病その他の理由で3か月以上就学できない者は、保証人連署の届出書に理由を証明

する書類を添えて提出し、学長の許可を得て休学することができる。

2 前項のほか、修学することが適当でないと認められる者については、学長は、休学を命ず

ることができる。

3 休学期間は、1年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、次項に定める期間を限

度として休学期間の延長を認めることができる。

4 休学期間は、通算して4年を超えることができない。 

5 休学期間は、第11条の在学期間には算入しない。 

第21条 休学期間中にその理由が消滅した場合は、教授会の意見を聴いて、学長が復学を許
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可する。

第22条 学生が他の学部又は学科に転学部、転学科又は転専攻を願い出たときは、教授会の

意見を聴いて、学長が相当年次に転学部、転学科又は転専攻を許可する。

2 転学部、転学科及び転専攻に関する規程は、別に定める。 

第23条 他の大学への入学又は転学を志願しようとする者は、学長の許可を受けなければな

らない。

第24条 外国の大学で学修することを志願する者は、学長の許可を得て留学することができ

る。

2 前項の手続については、別に定める。 

第25条 学生が退学するには、その理由を明らかにし、保証人連署の届出書を提出して、学

長の許可を受けなければならない。

第26条 次の各号の一に該当する者は、学長が除籍する。

(1) 疾病その他の理由で、成業の見込みがないと認められた者

(2) 学費納付を怠り督促を受けた後、指定した期日を経ても納入しない者

(3) 第11条に定める在学年限を超えた者

(4) 第20条第3項に定める休学期間を超えて、なお修学できない者

(5) 長期間にわたり行方不明の者

第27条 第25条により退学した者が再入学を願い出たときは、選考の上、教授会の意見を聴

いて、学長が許可する。

2 前条第2号で除籍された者が復籍しようとするときは、保証人連署の届出書を提出して、

学長の許可を受けなければならない。

第3節 教育課程、履修方法、取得免許、資格等 

第28条 各学部学科の授業科目を分けて、基礎教育科目、専門教育科目とする。なお、教授

会の決定により年度によって、開講しない授業科目がある。

第29条 授業科目、単位数及び開設年次は、別表第1のとおりとする。 

第30条 授業科目の単位計算方法は、45時間の学修を必要とする内容をもって1単位とするこ

とを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等

を考慮して、次に掲げる基準により計算するものとする。

(1) 講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲での授業をもって1単位とす

る。

(2) 実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲での授業をもって1単

位とする。

(3) 卒業研究、総合プロジェクト及びアート＆デザインプロジェクトについては、学修の
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成果を評価して所定の単位を授与する。

2 前項に定める授業は、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場

所で履修させることができる。

第31条 各学部学科の授業科目について、別表第1に定めるところにより、所定の単位を修得

しなければならない。

2 前項の規定により修得すべき単位数のうち、前条第2項の授業の方法により修得する単位

数は60単位を超えないものとする。 

第32条 単位の認定は、筆記試験又はその他の方法によって行う。

2 試験は、学期末又は学年末に行う。ただし、授業科目によっては臨時に行うことがある。 

第33条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。

第34条 授業科目の試験の成績は、S・A・B・C・D・Eの6段階をもって表示し、S・A・

B・Cを合格とする。 

第35条 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含

む。）との協議に基づき、学生に当該他大学等の授業科目を履修させることができる。

2 前項の規定により履修した授業科目について修得した単位については、学長が教授会の意

見を聴いて、30単位を限度として卒業の要件となる単位として認めることができる。 

3 単位認定に関する規程は別に定める。

第36条 教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科におけ

る学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、

単位を与えることができる。

2 前項の規定により与えることのできる単位数については、学長が教授会の意見を聴いて、

前条第2項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を限度として

卒業の要件となる単位として認めることができる。

3 単位認定に関する規程は別に定める。

第37条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学等において履修した授

業科目について修得した単位（科目等履修により修得した単位を含む。）を、本学におい

て修得したものと認定することができる。

2 前項の規定により修得したものと認定することができる単位については、編入学及び転入

学の場合を除き、30単位を限度とし、第35条第1項及び前条第1項により修得したものとみ

なす単位数と合わせて60単位を限度として卒業の要件となる単位として認めることができ

る。

3 編入学、転入学及び単位認定に関する規程は別に定める。

第37条の2 教育職員免許状を得ようとする者は、第31条に規定する卒業の要件を充足し、か
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つ、教育職員免許法（昭和24年法律第147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和29年文

部省令第26号）に定める単位を修得しなければならない。 

2 前項に関する授業科目、単位数及び開設年次は、別表第1のとおりとする。 

3 本学において取得できる教育職員免許状は、次のとおりである。 
学部・学科 免許状の種類及び免許教科

芸術工学部

建築・環境デザイン学科

高等学校教諭第一種免許状 工業

芸術工学部

生産・工芸デザイン学科

中学校教諭一種免許状 美術

高等学校教諭一種免許状 美術

高等学校教諭一種免許状 工芸

芸術工学部

ビジュアルデザイン学科

中学校教諭一種免許状 美術

高等学校教諭一種免許状 美術

芸術工学部

メディア芸術学科

中学校教諭一種免許状 美術

高等学校教諭一種免許状 美術

4 教育職員免許状取得に関する規程は、別に定める。 

第38条 博物館学芸員の資格を取得しようとする者は、博物館法（昭和26年法律第285号）

及び同法施行規則（昭和30年文部省令第24号）に基づき、本学で定める授業科目及び単位

を修得しなければならない。

2 前項に関する授業科目及びその単位数は、別表第2のとおりとする。 

3 博物館学芸員課程の履修に関する規程は、別に定める。 

第4節 卒業及び学士の学位授与 

第39条 本学に4年（第17条第1項により入学した者については、同条第2項により定められ

た在学すべき年数、第17条の2第1項により入学した者については、同条第2項により定めら

れた在学すべき年数）以上在学し、第31条に定める授業科目及び単位数を取得した者につ

いては、教授会の意見を聴いて、学長が卒業を認定する。

第40条 前条の卒業者には、学士（芸術工学）の学位を授与する。

第5節 賞罰 

第41条 学生として表彰に値する行為があった者は、教授会の意見を聴いて、学長が表彰す

ることがある。

第42条 本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為があったときは、学長は

教授会の意見を聴いて、これを懲戒する。

2 懲戒は、訓告、停学及び退学とする。 

3 退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められた者
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(2) 正当な理由がなくて出席が常でない者

(3) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

4 懲戒に関する規程は、別に定める。 

第6節 寄宿舎及び厚生施設 

第43条 本学に、学生の福利厚生のため、寄宿舎を設けることができる。

第44条 本学に、学生及び教職員の保健管理又は診療業務を行うため、保健室及び相談室を

設け、別に定めるところによりその業務を行う。

第45条 本学に食堂を設け、学生及び教職員の福利に供する。

第7節 委託生、研究生、科目等履修生及び外国人留学生 

第46条 公共団体又はその他の機関からの委託に基づき、特定の専門事項について研究する

ことを志願する者があるときは、学部の教育研究に支障のない限り、選考の上、委託生と

して入学を許可することがある。

2 委託生に関する規程は、別に定める。

第47条 本学において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、

学部の教育研究に支障のない限り、選考の上、研究生として入学を許可することがある。

2 研究生に関する規程は、別に定める。

第48条 本学において、一つ又は複数の授業科目の履修を志願する者があるときは、学生の

修学を妨げない限り、選考の上、科目等履修生として入学を許可することがある。

2 科目等履修生に関する規程は、別に定める。

第49条 他の大学等の学生で、本学において授業科目を履修することを志願する者があると

きは、当該他大学等との協議に基づき、科目等履修生として入学を許可することがある。

第50条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する

者があるときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することがある。

2 外国人留学生に関する規程は、別に定める。

第8節 検定料、入学金及び学費 

第51条 検定料、入学金、学費の額は、別表第3のとおりとする。 

第52条 学費は、毎年これを前期及び後期に分けて、次の期日までに納付しなければならな

い。ただし、新入学生の入学時における学費は、別に定める期日までに納付しなければな

らない。

前期 4月27日 

後期 10月27日 

第53条 納入した検定料、入学金、学費は還付しない。ただし、定められた期日までに入学

辞退を申し出た場合には、既納の学費を還付することがある。
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2 前項の入学辞退の方法については、別に定める。

第54条 留学期間中の学費は、別に定める。 

2 休学期間中の学費は徴収しない。ただし、休学期間中は、在籍料を納入しなければならな

い。

3 停学期間中の学費は、免除しない。

第9節 特別の課程及び公開講座 

第55条 本学の学生以外の者を対象とした特別の課程を編成し、これを修了した者に対し、

修了の事実を証する証明書を交付することができる。

2 特別の課程の編成に関することは、別に定める。

第56条 本学は、学生及び社会人、一般市民の教養を高め、文化の向上に資するため、公開

講座を開設することがある。

第10節 その他 

第57条 この学則の改廃は、教授会の意見を聴いて学長が承認し、理事会が行う。 

附 則

この学則は、平成元年4月1日から施行する。 

附 則

この学則は、平成2年4月1日から施行する。 

附 則

1 この学則は、平成3年4月1日から施行する。ただし、第2条第3項の規定にかかわらず、平

成3年度から平成11年度までの間の入学定員は、次のとおりとする。 

環境デザイン学科 入学定員 80名 

工業デザイン学科 入学定員 120名 

視覚情報デザイン学科 入学定員 80名 

2 入学金及び学費については、平成3年度入学生より適用する。ただし、平成2年度以前の入

学生の学費については、なお従前の規定による。

附 則

この学則は、平成4年4月1日から施行する。 

附 則

1 この学則は、平成5年4月1日から施行する。 

2 平成4年度以前に入学した学生については第29条を除き、なお従前の規定による。ただ

し、施設設備費、実験実習費から教育充実費への種別変更及び設置科目としての基礎分野

科目の「美術史Ⅰ」「美術史Ⅱ」（従前の人文分野科目とする。）、「総合Ⅰ」「総合

Ⅱ」（従前の社会分野科目とする。）、「科学史」（従前の自然分野科目とする。）、
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「広告広報論演習」（従前の専門共通科目とする。）、環境デザイン学科目の「特別講

義」工業デザイン学科目の「インテリア概論」「表示製図法演習」「プロダクト学外演

習」「アパレル学外演習」「デザインサーベイ」視覚情報デザイン学科目「電気・電子実

習」「光学」「画像メディア・材料論」「ビジュアルデザイン演習」「映像デザイン演

習」「CGデザイン演習」「スペースデザイン演習」「音響デザイン実習」は、平成4年度

以前に入学した学生についても適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成6年4月1日から施行する。 

2 平成5年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

しての環境デザイン学科目「特別講義Ⅰ」「特別講義Ⅱ」「特別講義Ⅲ」「特別講義

Ⅳ」、工業デザイン学科目の「ファッションマーケティング論Ⅱ」は、平成5年度以前に入

学した学生についても適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成7年4月1日から施行する。 

2 入学金及び学費については、平成7年度入学生より適用する。 

3 平成6年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

しての基礎分野科目の「生活調査論」（従前の社会分野科目又は文化科目とする。）「行

動学Ⅲ」「行動学Ⅳ」（従前の社会分野科目又は自然科目とする。）「科学史B」（従前の

自然分野科目又は自然科目とする。）「ドイツ語Ⅲ」（従前の外国語科目とする。）「フ

ランス語Ⅲ」（従前の外国語科目とする。）「日本語Ⅰ」「日本語Ⅱ」（従前の外国語科

目とする。）工業デザイン学科目の「インテリア設備計画」「インテリア施工」「カラー

デザイン」は、平成6年度以前に入学した学生についても適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成8年4月1日から施行する。 

2 平成7年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

しての基礎分野科目の「芸術工学概論B」（従前の文化科目とする。）「科学史C」「数学

思想史」（従前の自然分野又は自然科目とする。）は、平成7年度以前に入学した学生につ

いても適用する。また、基礎分野科目の「生物学」（従前の自然分野又は自然科目とす

る。）は、平成6年度以前に入学した学生についても適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成9年4月1日から施行する。 

2 平成8年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、第35条に定

める単位認定、第37条に定める博物館学芸員課程及び設置科目としての基礎分野科目の
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「社会心理学」（従前の社会分野又は文化科目とする。）「統計学」「応用数学」（従前

の自然分野又は自然科目とする。）「色彩論Ⅱ」（従前の専門共通科目又は自然科目とす

る。）「英語XA」「英語XB」（従前の外国語科目とする。）工業デザイン学科目の「イ

ンテリア計画演習」「服装心理学」視覚情報デザイン学科目の「視覚情報デザイン特別講

義Ⅰ」「視覚情報デザイン特別講義Ⅱ」「視覚情報デザイン特別講義Ⅲ」「視覚情報デザ

イン特別講義Ⅳ」は、平成8年度以前に入学した学生についても適用する。

附 則

1 この学則は、平成10年4月1日から施行する。 

2 平成9年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

しての基礎分野科目の「現代物理」「グラフ理論Ⅰ」「グラフ理論Ⅱ」（従前の自然分野

又は自然科目とする。）「デザイン史Ⅲ」（従前の人文分野又は文化科目とする。）工業

デザイン学科目の「カラーデザイン」「テキスタイルCAD」は、平成9年度以前に入学した

学生についても適用する。

附 則

1 この学則は、平成11年4月1日から施行する。 

2 入学金及び学費については、平成11年度入学生から適用する。 

3 平成10年度以前に入学した学生については第25条及び第51条を除き、なお従前の規定に

よる。ただし、設置科目としての基礎分野科目の「社会調査論」（従前の社会分野又は文

化科目）「中国語ⅠA」「中国語ⅠB」「中国語ⅡA」「中国語ⅡB」（従前の外国語科

目）「コンピュータ演習D」「コンピュータ演習E」（従前の専門共通科目又はデザイン基

礎）工業デザイン学科目の「生活デザイン基礎」「CGプレゼンテーション演習」「インテ

リア設備と製図演習」「調査統計演習」「インダストリアルデザイン表現法実習Ⅰ」「イ

ンダストリアルデザイン表現法実習Ⅱ」「生活デザイン表現法実習Ⅰ」「生活デザイン表

現法実習Ⅱ」「インテリア製図Ⅰ」「インテリア製図Ⅱ」は、平成10年度以前に入学した

学生についても適用する。また、平成9年度及び平成10年度入学生の従前の設置科目として

の「学科間プロジェクト」を必修科目から選択科目に変更し、それにより履修単位数表の

科目区分「自由」の単位数をそれぞれ2単位追加する。 

附 則

1 この学則は、平成12年4月1日から施行する。 

2 平成11年度以前に入学した学生については、第6条及び第22条を除き、なお従前の規定に

よる。ただし、設置科目としての基礎分野科目の「総合デザイン基礎Ⅲ」（従前の専門共

通科目又はデザイン基礎）「インタラクションデザイン論」（従前の専門共通科目又はデ

ザイン基礎）工業デザイン学科目の「店舗デザイン」「パターンメイキング演習」は、平
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成11年度以前に入学した学生についても適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成13年4月1日から施行する。 

2 平成12年度以前に入学した学生については、なお従前の規程による。ただし、設置科目と

しての基礎分野科目の「英語コミュニケーション中級A」「英語コミュニケーション中級

B」工業デザイン学科目の「インタフェース・デザイン論」「ファッションコミュニケーシ

ョン」「ファッションイラストレーション演習」「アパレルソーイング演習」は、平成12

年度以前に入学した学生にも適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成14年4月1日から施行する。 

2 平成13年度以前に入学した学生については、なお従前の規程による。ただし、設置科目と

しての基礎分野科目の「文学理論」「文化特別ゼミナール」（従前の文化区分科目）「自

然特別ゼミナール」（従前の自然区分科目）「外国語特別ゼミナール」（従前の外国語区

分科目）「デザイン基礎特別ゼミナール」「コンピュータ基礎特別ゼミナール」（従前の

デザイン基礎区分科目）、環境デザイン学科の「建築デザイン演習A」「建築デザイン演習

B」「建築デザイン演習C」「都市・地域デザイン演習A」「都市・地域デザイン演習B」

「ランドスケープデザイン演習」、プロダクトデザイン学科の「ユニバーサルデザイン

論」「ITソフトウェア設計論」「ITシステム設計論」（従前の工業デザイン学科プロダク

トデザインコース科目）、ファッションデザイン学科の「デジタルデザイン表現法」「フ

ァッション情報分析」「ファッション情報計画演習A」「ファッション情報計画演習B」

（従前の工業デザイン学科ファッションデザインコース科目）は、平成13年度以前に入学

した学生にも適用する。 

3 工業デザイン学科は、平成14年4月の学生募集を停止し、当該学科に在学生が在学しなく

なるのを待って廃止する。 

附 則 

この学則は、平成14年9月30日から施行する。 

附 則 

1 この学則は、平成15年4月1日から施行する。 

2 平成14年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、第24条及び

設置科目としての視覚情報デザイン学科の「構成計画」「グラフィック造形Ⅰ」「グラフ

ィック造形Ⅱ」は、平成14年度以前に入学した学生にも適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成16年4月1日から施行する。 
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2 平成15年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

しての基礎分野科目の「グレートフィルムズ」「アンダーワールド心理学」、環境デザイ

ン学科の「建築・アート・文化」、ファッションデザイン学科の「パターンメイキング応

用演習」は、平成15年度以前に入学した学生にも適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成17年4月1日から施行する。 

2 平成16年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、教職課程の

科目及び設置科目としての基礎分野科目の「映画入門」「法学（日本国憲法含む）」（従

前の文化区分科目）「体育実技」「物理学の楽しみ方」「カオスと複雑系」「アトムと光

の科学」「形の科学」「力学とデザイン」（従前の自然区分科目）「現代美術論」（従前

のデザイン基礎区分科目）、自由科目の「総合プロジェクトA」「総合プロジェクトB」

「総合プロジェクトC」「総合プロジェクトD」は、平成16年度以前に入学した学生にも適

用する。 

附 則 

1 この学則は、平成18年4月1日から施行する。 

2 平成17年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、第8条第2項

及び設置科目としての基礎分野科目の「西洋美術史」「近代日本美術史」「デザインと著

作権」「キャリアデザイン」（従前の文化区分科目）「ダンスワークショップ」「音楽理

論」（従前の自然区分科目）「芸術工学文化論」「芸術工学特別講義A」「芸術工学特別講

義B」「芸術工学特別講義C」（従前のデザイン基礎区分科目）「ハングル初級Ⅰ」「ハン

グル初級Ⅱ」「ハングル中級Ⅰ」「ハングル中級Ⅱ」（従前の外国語区分科目）、ビジュ

アルデザイン学科の「情報デザイン論」「編集・表現論」「広告デザイン論」「イラスト

レーション史」「絵本論」「印刷史」「印刷体験実習」「デジタル表現Ⅱ」「DTP基礎」

「ウェブデザイン基礎」「イラストレーション基礎技法」「タイポグラフィⅠ」「タイポ

グラフィⅡ」「編集発想法演習」「情報編集法演習Ⅰ」「情報編集法演習Ⅱ」「ビジュア

ルフレッシュマンセミナー」「ビジュアルデザイン学外演習」、ファッションデザイン学

科の「テキスタイル素材と色彩」「ドレーピング」「ファッション空間演出」「ファッシ

ョンデザイン」「ファッション企画・情報」「ファッションデザイン実習C」「ファッショ

ンデザイン応用」「ファッション企画・情報応用」「テキスタイルデザイン応用」「ファ

ッションフレッシュマンセミナー」「ファッションデザイン特別講義A」「ファッションデ

ザイン特別講義B」「ファッションデザイン特別講義C」「ファッションデザイン特別講義

D」、プロダクトデザイン学科の「インダストリアルデザイン基礎」「プロダクト製図」、

環境・建築デザイン学科の「環境・建築フレッシュマンセミナー」は平成17年度以前に入
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学した学生にも適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成19年4月1日から施行する。 

2 平成18年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、第22条及び

設置科目としてのメディア表現学科の「作画技術演習Ⅰ」「作画技術演習Ⅱ」、プロダク

トデザイン学科の「フィッティング・デザイン」「産学プロジェクト」は平成18年度以前

に入学した学生にも適用する。 

附 則 

この学則は、平成19年9月27日から施行し、平成19年9月25日から適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成20年4月1日から施行する。 

2 平成19年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、第20条及び

設置科目としての基礎分野科目の「デザイン文献学」「キャリアデザインⅠ」「キャリア

デザインⅡ」「インターンシップA」「インターンシップB」「インターンシップC」「イ

ンターンシップD」、先端芸術学部メディア表現学科の「アニメーション原論」「ストーリ

ーまんが演出論」「アニメーション技術演習」「まんが・アニメーション総合演習」「資

料講読」「まんが構成論」、デザイン学部ビジュアルデザイン学科の「絵本制作基礎」

「パッケージデザイン」は、平成19年度以前に入学した学生にも適用する。 

3 平成17年度から平成19年度までの環境・建築デザイン学科入学生については、デザイン学

部環境・建築デザイン学科目としての「力の流れと安全」「構造・材料ワークショップ」

は、必修科目として取り扱い、履修単位数表についても、「選択」を19単位、「必修」を

34単位として読み替える。 

4 前項の科目に係る単位を既に修得している学生については、当該修得済み単位について、

必修科目として修得したものとして読み替える。 

附 則 

1 この学則は、平成21年4月1日から施行する。 

2 平成20年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、第9条及び

設置科目としての基礎分野科目の「芸術基礎特別演習C」「芸術工学特別講義D」、先端芸

術学部メディア表現学科の「まんが制作基礎」、デザイン学部ビジュアルデザイン学科の

「DTP基礎Ⅱ」「リアルイラストレーション」「キャラクターデザイン」「パッケージデ

ザインⅡ」「ビジュアルデザイン学外演習」は、平成20年度以前に入学した学生にも適用

する。 

附 則 
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1 この学則は、平成22年4月1日から施行する。 

2 平成21年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

しての基礎分野科目の「音楽文化論」「映像理論」「芸術基礎特別演習D」「総合英語Ⅱ」

「英語演習C」は、平成21年度以前に入学した学生にも適用する。 

3 平成21年度のデザイン学部ビジュアルデザイン学科入学生については、「デザイン計画・

調査法特別演習」「編集・表現法特別演習」「グラフィックデザイン特別演習」「エディ

トリアルデザイン特別演習」「ウェブデザイン特別演習」「イラストレーション特別演

習」「絵本制作特別演習」は、選択必修科目として取り扱い、履修単位数表についても

「選択必修」を16単位、「選択」を34単位として読み替える。 

附 則 

1 この学則は、平成23年4月1日から施行する。 

2 平成22年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

しての基礎分野科目の「現代美術史B」「アートと空間」、先端芸術学部まんが表現学科の

「キャラクター制作演習」「まんが教育学」「Webコミック演習」「人物画Ⅰ」「人物画

Ⅱ」、先端芸術学部映像表現学科の「動画演習」「デジタル彫刻基礎」、デザイン学部ビ

ジュアルデザイン学科の「ビジュアルデザイン実習DTP」「ビジュアルデザイン実習

Web」、デザイン学部環境・建築デザイン学科の「デザインプロセス論」「家具・インテ

リアデザイン」「照明デザイン」は、平成22年度以前に入学した学生にも適用する。基礎

分野科目の「デザイン基礎特別演習C」は、平成21年度・平成22年度に入学した学生にも

適用する。先端芸術学部まんが表現学科の「表現リテラシー」は、平成22年度に入学した

学生にも適用する。先端芸術学部クラフト・美術学科の「フィギュア技法」「水彩画・ア

クリル画技法」「彫刻・フィギュア技法」、デザイン学部ファッションデザイン学科の

「ファッションデザイン画」は、平成21年度以前に入学した学生にも適用する。なお、環

境・建築デザイン学科生及び環境デザイン学科生は、平成22年度以前に「家具・インテリ

アデザイン」「照明デザイン」を修得した単位を、自学科での選択科目とする。 

附 則 

1 この学則は、平成24年4月1日から施行する。 

2 平成23年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

しての先端芸術学部まんが表現学科の「コミックイラストレーション基礎」「コミックイ

ラストレーション演習Ⅰ」「コミックイラストレーション演習Ⅱ」「Webアニメ・コミッ

ク特論演習」「フルカラー・コミック作品制作」、先端芸術学部映像表現学科の「CGI技

術演習」「映像のための光学機器」「映像のための色彩計測・設計」、デザイン学部ビジ

ュアルデザイン学科の「モーショングラフィックス演習」「組版デザイン論」「組版・タ
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イポグラフィ論」「モーション・イラストレーション」、デザイン学部ファッションデザ

イン学科の「皮革デザイン」は、平成23年度以前に入学した学生にも適用する。デザイン

学部環境・建築デザイン学科の「住居・集落・街」は、平成23年度に入学した学生にも適

用する。先端芸術学部映像表現学科の「立体造形基礎」「3DCGアニメーション入門」は、

平成22年度以前に入学した学生にも適用する。 

3 平成22年度に入学した学生に適用した設置科目としての「Webコミック演習」は、設置科

目から除外する。 

附 則 

1 この学則は、平成25年4月1日から施行する。 

2 平成24年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

してのデザイン学部ファッションデザイン学科の「先染織物デザインCAD」「ファッショ

ン写真」「ファッションアクセサリー」、デザイン学部プロダクトデザイン学科及び環

境・建築デザイン学科の「福祉住環境論」は、平成24年度以前に入学した学生にも適用す

る。全学部学科にかかる基礎分野科目の「デザイン基礎特別演習D」は、平成22年度、平

成23年度及び平成24年度に入学した学生に、「総合プロジェクトE」は、平成24年度に入

学した学生にも適用する。デザイン学部環境・建築デザイン学科の「環境測定ワークショ

ップ」は平成23年度及び平成24年度に入学した学生にも適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成26年4月1日から施行する。 

2 平成25年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

しての先端芸術学部映像表現学科の「動的ウェブ演習Ⅰ」「動的ウェブ演習Ⅱ」「ジェネ

レーティブアート基礎」、全学部学科にかかる基礎分野科目の「学科横断型プログラム」

は、平成25年度に入学した学生にも適用する。デザイン学部ファッションデザイン学科の

「パターンメイキング応用」「リサーチとデザイン」「ユニバーサルファッション」「デ

ザインの現場」「ファッションと身体表現」「ファッションアドバイザー」は、平成25年

度以前に入学した学生にも適用する。先端芸術学部映像表現学科の「Linux基礎」は平成

24年度及び平成25年度に入学した学生にも適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成27年4月1日から施行する。 

2 平成26年度以前に入学した学生について、第2条、第2条の3、第37条の2及び別表につい

てはなお従前の規定による。ただし、設置科目としての全学部学科にかかる基礎教育科目

の「アート・マネジメント」「現代社会論」「ソーシャル・マネジメント」「ドイツ語

Ⅰ」「ドイツ語Ⅱ」、芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科の「ユニバーサル
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デザインⅢ」「インテリアデザインⅢ」「インダストリアルデザインⅢ」、芸術工学部ビ

ジュアルデザイン学科の「環境グラフィックス」、芸術工学部映像表現学科の「ウェブ動

画表現演習Ⅰ」「ウェブ動画表現演習Ⅱ」は平成24年度、平成25年度及び平成26年度に入

学した学生にも適用する。基礎教育科目の「文芸史」「学科横断型プログラムB」、インタ

ラクションデザインコースに係る科目については、平成25年度及び平成26年度に入学した

学生にも適用する。芸術工学部環境デザイン学科の「環境デザイン特別講義B」「環境デザ

イン特別講義C」「環境デザイン特別講義D」、芸術工学部ファッションデザイン学科の

「ファッションブランディング」は平成25年度に入学した学生にも適用する。基礎教育科

目の「映画史」は平成26年度に入学した学生にも適用する。 

3 平成26年度のファッションデザイン学科入学生については、デザイン学部ファッションデ

ザイン学科目としての「デザインの現場」は必修科目として取り扱い、履修単位数表につ

いても、「選択」を29単位及び「必修」を13単位として読み替える。 

4 デザイン学部環境・建築デザイン学科、プロダクトデザイン学科、ファッションデザイン

学科、ビジュアルデザイン学科、先端芸術学部まんが表現学科、映像表現学科及びクラフ

ト・美術学科は、平成27年4月の学生募集を停止し、当該学科に在学生が在学しなくなるの

を待って廃止する。 

附 則 

1 この学則は、平成28年4月1日から施行する。 

2 平成27年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、映像表現学

科・まんが表現学科共通科目としての芸術工学部映像表現学科の「映画制作基礎」及び

「映画制作演習」は、平成27年度以前に入学した学生にも適用する。映像表現学科・まん

が表現学科共通科目としての芸術工学部まんが表現学科の「アニメ史」「写真史・映画

史」「メディア産業プロデュース論」は、平成27年度に入学した学生にも適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成29年4月1日から施行する。 

2 平成28年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、ファッショ

ンデザイン学科目としての「コスチュームデザイン」及び「織物とニットデザイン」は、

平成28年度以前に入学した学生にも適用する。ビジュアルデザイン学科目としての「ビジ

ュアル・コミュニケーションⅡ」は、平成27年度以前にビジュアルデザイン学科に入学し

た学生にも適用する。基礎教育科目の「日本民俗学」は、平成25年度及び平成26年度に入

学した学生にも適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成30年4月1日から施行する。 
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2 平成29年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、アート・ク

ラフト学科目としての「ジュエリー技法」は、平成27年度、平成28年度及び平成29年度に

入学した学生にも適用する。基礎教育科目の「数学入門B」は、平成29年度以前に入学した

学生にも適用する。 

附 則 

1 この学則は、平成31年4月1日から施行する。 

2 平成30年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、設置科目と

しての環境デザイン学科専門教育科目としての「建築空間のプランニング」は、平成30年

度以前に入学した学生にも適用する。ファッションデザイン学科専門教育科目としての

「アパレル構成論」「皮革デザイン応用」は、平成30年度以前に入学した学生にも適用す

る。ビジュアルデザイン学科専門教育科目としての「図像学演習」は、平成30年度以前に

入学した学生にも適用する。映像表現学科専門教育科目としての「デジタルコンテンツ総

合演習Ⅰ」「デジタルコンテンツ総合演習Ⅱ」は、平成30年度以前に入学した学生にも適

用する。第37条の2第2項の別表にかかる「教育の基礎的理解に関する科目等」の「特別活

動及び総合的な学習の時間の指導法」は、平成30年度以前に入学した学生についても適用

し、「教職に関する科目」の「特別活動論」に替えることができるものとする。 

附 則 

1 この学則は、令和2年4月1日から施行する。 

2 平成31（令和元）年度以前に入学した学生の別表第1については、なお従前の規定によ

る。ただし、ビジュアルデザイン学科専門教育科目としての「イラストレーションプログ

ラムA」「イラストレーションプログラムB」は、平成30年度に入学した学生にも適用す

る。まんが表現学科専門教育科目としての「Webコミック制作演習」は、平成31（令和

元）年度以前に入学した学生にも適用する。映像表現学科専門教育科目としての「プロダ

クション演習」「ポストプロダクション演習Ⅰ」「プリプロダクション演習」「ポストプ

ロダクション演習Ⅱ」は、平成31（令和元）年度に入学した学生にも適用する。平成31

（令和元）年度に入学した映像表現学科生の専門教育科目としての「デジタルエンターテ

インメント演習Ⅰ」「バーチャル・リアリティ演習Ⅰ」「モーションキャプチャリング演

習」は、開設年次を2年次から3年次に変更する。 

附 則 

1 この学則は、令和3年4月1日から施行する。 

2 令和2年度以前に入学した学生については、なお従前の規定による。ただし、基礎教育科

目としての「キャリアデザインC」は、平成28年度から令和2年度に入学した学生にも適用

する。映像表現学科専門教育科目としての「CG表現演習」は、平成31（令和元）年度及び
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令和2年度に入学した学生にも適用する。 

3 令和2年度に入学した環境デザイン学科生の専門教育科目としての「環境デザイン特別講

義A」における年次は「4」とあるのを「1」、「環境デザイン特別講義C」における年次は

「2」とあるのを「1」、「環境デザイン特別講義D」における年次は「3」とあるのを

「1」と読み替える。 

4 令和2年度に入学した映像表現学科デジタルクリエーションコース生の専門教育科目とし

ての「選択必修」は、20単位を必修とする。 

5 令和2年度に入学した学生の第37条の2第2項の別表にかかる「教育の基礎的理解に関する

科目等」の「特別活動及び総合的な学習の時間の指導法」における年次は「3」とあるのを

「2」と読み替える。 

附 則 

この学則は、令和4年4月1日から施行する。ただし、令和3年度以前に入学した学生につい

ては、なお従前の規定による。 

附 則 

この学則は、令和5年4月1日から施行する。ただし、令和4年度以前に入学した学生につい

ては、なお従前の規定による。 

附 則 

1 この学則は、令和6年4月1日から施行する。ただし、令和5年度以前に入学した学生につい

ては、なお従前の規定による。 

2 芸術工学部環境デザイン学科、プロダクト・インテリアデザイン学科、ファッションデザ

イン学科、ビジュアルデザイン学科、まんが表現学科、映像表現学科及びアート・クラフ

ト学科は、令和6年4月に学生募集を停止し、当該学科に在学生が在籍しなくなるのを待っ

て廃止する。 
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別表第2（第38条関係） 

博物館学芸員課程 

授業科目 単位数 備考 

生涯学習概論 2   

博物館概論 2 

博物館経営論 2 

博物館資料論 2 

博物館資料保存論 2 

博物館展示論 2 

博物館教育論 2 

博物館情報・メディア論 2 

博物館実習 3 

＊ 選択必修科目として、博物館学芸員資格の履修に関する規程で定める授業科目から8単

位以上を修得しなければならない。 

別表第3（第51条関係） 

1 入学検定料 35,000円 

2 入学金及び学費 

（単位：円） 
種別 年額 前期 後期 

入学金 200,000 200,000 ― 
授業料 1,050,000 525,000 525,000 
教育充実費 550,000 275,000 275,000 
計 1,800,000 1,000,000 800,000 

3 第17条、第17条の2、第27条、第38条、第46条、第47条、第48条、第49条、第50条に

かかる入学金、授業料等学費については、別に定める。 

4 入学検定料、入学金及び学費の減免については、別に定める。 
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別表第1（第29条、第31条、第37条の2関係）

1　芸術工学部　基礎教育科目

必修
選択
必修

選択

スタディスキルズ 1 1

日本語表現Ⅰ 2 1

日本語表現Ⅱ 2 1

文章表現法A 2 2

文章表現法B 2 2

2 7

日本史 2 1

世界史 2 1

心理学 2 1

デザイン史 2 1

日本美術史 2 1

西洋美術史 2 1

美学 2 1

人文地理学 2 1

文化人類学 2 1

法学（日本国憲法を含む） 2 1

知的財産権入門 2 2
メディア芸術学
科は必修

現代社会論 2 2

マーケティング論 2 2

教育心理学 2 1

生涯学習概論 2 1

博物館展示論 2 3

東アジア文化入門 2 1

文学・言語学 2 1

経済・政治 2 1

教育学 2 1

40

数学入門A 2 1

数学入門B 2 1

物理学入門 2 1

科学と技術 2 1

かたちの科学 2 1

自
然
・
情
報

基
礎
教
育
科
目

区分 科  目

単位数

年次 備考

学
修
基
礎

人
文
・
社
会

小計

小計
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必修
選択
必修

選択

数理とかたち 2 1

健康科学 2 1

スポーツ実技A（体育） 1 1

スポーツ実技B（ダンス） 1 1

情報とネットワーク 2 2

博物館情報・メディア論 2 3

20

基礎英語Ⅰ 2 1

基礎英語Ⅱ 2 1

英語コミュニケーションA 2 2

英語コミュニケーションB 2 2

表現のための英語A 2 2

表現のための英語B 2 2

現代英語 2 2

フランス語Ⅰ 2 2
フランス語を母国
語としている学生
は履修できない

フランス語Ⅱ 2 2
フランス語を母国
語としている学生
は履修できない

ドイツ語Ⅰ 2 2
ドイツ語を母国語
としている学生は
履修できない

ドイツ語Ⅱ 2 2
ドイツ語を母国語
としている学生は
履修できない

中国語Ⅰ 2 2
中国語を母国語と
している学生は履
修できない

中国語Ⅱ 2 2
中国語を母国語と
している学生は履
修できない

韓国語Ⅰ 2 2
韓国語を母国語と
している学生は履
修できない

韓国語Ⅱ 2 2
韓国語を母国語と
している学生は履
修できない

日本語初級Ⅰ 1 1 留学生対象

日本語初級Ⅱ 1 1 留学生対象

日本語中級Ⅰ 1 1 留学生対象

日本語中級Ⅱ 1 1 留学生対象

2 32

キャリアデザインA 2 1

自
然
・
情
報

キャリア

科  目

単位数

年次 備考

外
国
語

小計

小計

区分

基
礎
教
育
科
目
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必修
選択
必修

選択

キャリアデザインB 2 2

キャリアデザインC 2 3

ビジネス数学（SPI対策） 2 2

ビジネスコンピュータ 1 1

インターンシップA 1 1 注1

インターンシップB 1 1 注1

11

4 110

キ
ャ

リ
ア

科  目

単位数

年次 備考

合計

小計

注1　インターンシップ（5日以上かつ30時間以上）に参加し、教育上有益であると認められ
　る成果を上げた場合、単位を認定する。

区分

基
礎
教
育
科
目
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芸術工学部　専門教育科目［建築・環境デザイン学科］

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-E 2 1

色とかたち-E 2 1 注1

現代デザイン論-E 2 1 注1

現代音楽-E 2 1 注1

作品の見方-E 2 1 注1

人間工学-E 2 1 注1

空間・情報グラフィックス入門-E 2 1 注1

現代アート論-E 2 2 注1

映像コンテンツ論-E 2 1

映像技術入門-E 2 1

アート・マネジメント-E 2 1

身体表現論-E 2 1

都市環境グラフィックス・アート概論-E 2 2

デッサン基礎実習-E 2 1

絵画基礎実習A-E 2 1

絵画基礎実習B-E 2 1

彫刻基礎実習-E 2 1

工芸基礎実習-E 2 1

スケッチ・素描・イメージ-E 2 1

図学・製図基礎実習-E 2 1

ドローイング-E 4 1

基礎表現演習A-E 2 1

基礎表現演習B-E 2 1

文字とイメージA-E 2 1

文字とイメージB-E 2 2

グレートフィルムズ-E 2 1

メディア表現ワークショップ-E 4 2

写真基礎実習-E 2 2

コンピュータ基礎実習-E 2 1

コンピュータデザイン演習A-E 4 2

コンピュータデザイン演習B-E 4 2

プログラミング基礎実習-E 2 2

ジェネレーティブアート演習-E 4 2

備考

専
門
教
育
科
目

芸
術
工
学
基
礎

区分 科  目

単位数

年次
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必修
選択
必修

選択

ビジュアルプログラミング演習-E 4 3

Webプログラミング演習-E 4 3

Pythonプログラミング演習-E 4 3

アート＆デザインプロジェクトA-E 4 1

アート＆デザインプロジェクトB-E 4 2

アート＆デザインプロジェクトC-E 4 2

総合プロジェクトA-E 4 1

総合プロジェクトB-E 4 1

2 14 92

環境デザイン基礎演習Ⅰ 4 1

環境デザイン概論 2 1

環境デザイン基礎演習Ⅱ 4 1

CAD基礎演習 2 1

環境デザイン実習Ⅰ 2 2

環境デザイン実習Ⅱ 2 2

環境デザイン実習Ⅲ 2 2

環境デザイン実習Ⅳ 2 2

環境デザイン応用演習Ⅰ 3 3

環境デザイン応用演習Ⅱ 3 3

環境デザインプロジェクト 3 3

29

まちづくり・ランドスケープ総合演習 3 3 注2

建築・リノベーション総合演習 3 3 注2

商空間・インテリア総合演習 3 3 注2

9

学科入門セミナー 1 1

現代の建築 2 1

ランドスケープデザインの歴史 2 1

商空間のブランディング 2 1

CAD応用演習 2 2

インテリア製図演習 2 2

集住とまちづくり 2 2

ガーデンデザインの実践手法 2 2

熱・光・空気のデザイン 2 2

選
択

専
門
教
育
科
目

芸
術
工
学
基
礎

区分 科  目

単位数

小計

年次 備考

必
修

小計

小計

選
択
必
修
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必修
選択
必修

選択

建物のしくみ 2 2

インテリアデザインの歴史と領域 2 2

建築設計論 2 2

地域デザイン概論 2 2

商空間デザインの実践手法 2 2

環境制御の技術 2 2

構造の力学Ⅰ 2 2

構造デザインの実践手法 1 2

環境設備デザインの実践手法 2 3

商空間プロデュース 2 3

ランドスケープ計画論 2 3

日本建築の歴史 2 3

建築計画 2 3

構造の力学Ⅱ 2 3

構造・材料ワークショップ 2 3

民家と町並みの歴史 1 3

都市デザイン論 2 3

西洋・近代の建築 2 3

リノベーションの理論と実践 2 3

施工の技術 2 3

建築と法規 1 3

インテリアデザイン論 2 3

環境デザイン特別講義A　 1 1

環境デザイン特別講義B 1 1

環境デザイン特別講義C 1 1

環境デザイン特別講義D 1 1

62

卒業研究 10 4

41 23 154

選
択

専
門
教
育
科
目

備考区分 科  目

単位数

年次

卒業研究

小計

合計

注2　「まちづくり・ランドスケープ総合演習」「建築・リノベーション総合演習」「商空
　間・インテリア総合演習」のいずれか1科目選択必修。

注1　4単位を選択必修とする。
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教科及び教科の指導法に関する科目

必修
選択
必修

選択

職業指導 2 1

工業科教育法Ⅰ 2 3

工業科教育法Ⅱ 2 3

6

教育の基礎的理解に関する科目等

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教職実践演習 2 4

27

大学が独自に設定する科目

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

単位数

年次 備考

年次 備考

単位数

単位数

年次 備考

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

職業指導

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

合計

合計

区分 科  目

区分 科  目

大学が独自
に設定する
科目

教育実践に
関する科目

合計

区分 科  目

教育の基礎
的理解に関
する科目
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芸術工学部　専門教育科目［生産・工芸デザイン学科］

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-P 2 1

色とかたち-P 2 1 注1

現代デザイン論-P 2 1 注1

現代音楽-P 2 1 注1

作品の見方-P 2 1 注1

人間工学-P 2 1 注1

空間・情報グラフィックス入門-P 2 1 注1

現代アート論-P 2 2 注1

映像コンテンツ論-P 2 1

映像技術入門-P 2 1

アート・マネジメント-P 2 1

身体表現論-P 2 1

都市環境グラフィックス・アート概論-P 2 2

デッサン基礎実習-P 2 1

絵画基礎実習A-P 2 1

絵画基礎実習B-P 2 1

彫刻基礎実習-P 2 1

工芸基礎実習-P 2 1

スケッチ・素描・イメージ-P 2 1

図学・製図基礎実習-P 2 1

ドローイング-P 4 1

基礎表現演習A-P 2 1

基礎表現演習B-P 2 1

文字とイメージA-P 2 1

文字とイメージB-P 2 2

グレートフィルムズ-P 2 1

メディア表現ワークショップ-P 4 2

写真基礎実習-P 2 2

コンピュータ基礎実習-P 2 1

コンピュータデザイン演習A-P 4 2

コンピュータデザイン演習B-P 4 2

プログラミング基礎実習-P 2 2

ジェネレーティブアート演習-P 4 2

ビジュアルプログラミング演習-P 4 3

区分 科  目

単位数

年次 備考

専
門
教
育
科
目

芸
術
工
学
基
礎
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必修
選択
必修

選択

Webプログラミング演習-P 4 3

Pythonプログラミング演習-P 4 3

アート＆デザインプロジェクトA-P 4 1

アート＆デザインプロジェクトB-P 4 2

アート＆デザインプロジェクトC-P 4 2

総合プロジェクトA-P 4 1

総合プロジェクトB-P 4 1

8 14 86

生産・工芸デザイン概論 2 1

生産・工芸デザイン基礎実習A 3 1

生産・工芸デザイン基礎実習B 3 1

生産・工芸デザインの現場 2 3

10

プロダクトデザイン実習Ⅰ 3 2 注2

ファッション・テキスタイル実習Ⅰ 3 2 注2

クラフト実習Ⅰ 3 2 注2

プロダクトデザイン実習Ⅱ 3 2 注3

ファッション・テキスタイル実習Ⅱ 3 2 注3

クラフト実習Ⅱ 3 2 注3

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ 3 3 注4

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅰ 3 3 注4

クラフト応用実習Ⅰ 3 3 注4

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ 3 3 注5

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅱ 3 3 注5

クラフト応用実習Ⅱ 3 3 注5

36

学科入門セミナー 1 1

ユニバーサルデザイン 2 1

素材・材料論 2 1

プレゼンテーション基礎 4 1

自然とデザイン 2 1

身体とデザイン 2 2

生活機器デザイン 2 2

ファッションマーケティング 2 2

デジタルファブリケーション 2 2

小計

小計

区分

芸
術
工
学
基
礎

小計

科  目

単位数

年次 備考

必
修

選
択
必
修

専
門
教
育
科
目

選
択
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必修
選択
必修

選択

基礎撮影演習（モノ） 2 2

プレゼンテーション応用 4 2

3Dモデリング基礎 4 2

製図法演習 2 2

家具・インテリア製図 4 2

パターンメーキング 2 2

テキスタイルプリントデザイン 2 2

イメージ構想法 2 2

インダストリアルデザイン 2 2

デジタルプレゼンテーション 2 2

3Dモデリング応用 4 2

アダプティブインタフェース演習 2 2

ドレーピング 2 2

テキスタイル基礎 2 2

吹きガラス表現 4 2

陶表現 4 2

フィギュア応用表現 4 3

デザインブランディング論 2 3

デザインプロモーション演習 2 3

基礎撮影演習（ファッション） 2 3

展示デザイン 2 3

ファッション企画演習 2 3

ニットデザイン 2 3

宝飾表現 4 3

生産・工芸デザインプロジェクト 2 3

ファッション・デジタルクリエーション 2 3

ガラス表現 2 3

器表現 2 3

ジュエリー表現 2 3

フィギュア表現 2 3

ファッション空間演出 2 4

97

卒業研究 10 4

28 50 183

科  目

単位数

年次 備考

小計

合計

注2　「プロダクトデザイン実習Ⅰ」「ファッション・テキスタイル実習Ⅰ」「クラフト実
　習Ⅰ」のいずれか1科目選択必修。

卒業研究

注3　「プロダクトデザイン実習Ⅱ」「ファッション・テキスタイル実習Ⅱ」「クラフト実
　習Ⅱ」のいずれか1科目選択必修。

注1　4単位を選択必修とする。

専
門
教
育
科
目

選
択

区分
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教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

必修
選択
必修

選択

美術科教育法Ⅰ 2 3

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8

教育の基礎的理解に関する科目等

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

24 10

大学が独自に設定する科目

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

注4　「プロダクトデザイン応用実習Ⅰ」「ファッション・テキスタイル応用実習Ⅰ」「ク
ラフト応用実習Ⅰ」のいずれか1科目選択必修。

注5　「プロダクトデザイン応用実習Ⅱ」「ファッション・テキスタイル応用実習Ⅱ」「ク
ラフト応用実習Ⅱ」のいずれか1科目選択必修。

区分 科  目

単位数

年次 備考

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

合計

区分 科  目

単位数

年次 備考

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

合計

区分 科  目
単位数

年次 備考

大学が独自
に設定する
科目

合計

－学則－33－



芸術工学部　専門教育科目［ビジュアルデザイン学科］

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-V 2 1

色とかたち-V 2 1 注1

現代デザイン論-V 2 1 注1

現代音楽-V 2 1 注1

作品の見方-V 2 1 注1

人間工学-V 2 1 注1

空間・情報グラフィックス入門-V 2 1 注1

現代アート論-V 2 2 注1

映像コンテンツ論-V 2 1

映像技術入門-V 2 1

アート・マネジメント-V 2 1

身体表現論-V 2 1

都市環境グラフィックス・アート概論-V 2 2

デッサン基礎実習-V 2 1

絵画基礎実習A-V 2 1

絵画基礎実習B-V 2 1

彫刻基礎実習-V 2 1

工芸基礎実習-V 2 1

スケッチ・素描・イメージ-V 2 1

図学・製図基礎実習-V 2 1

ドローイング-V 4 1

基礎表現演習A-V 2 1

基礎表現演習B-V 2 1

文字とイメージA-V 2 1

文字とイメージB-V 2 2

グレートフィルムズ-V 2 1

メディア表現ワークショップ-V 4 2

写真基礎実習-V 2 2

コンピュータ基礎実習-V 2 1

コンピュータデザイン演習A-V 4 2

コンピュータデザイン演習B-V 4 2

プログラミング基礎実習-V 2 2

ジェネレーティブアート演習-V 4 2

区分 科  目

単位数

年次 備考

芸
術
工
学
基
礎

専
門
教
育
科
目

－学則－34－



必修
選択
必修

選択

ビジュアルプログラミング演習-V 4 3

Webプログラミング演習-V 4 3

Pythonプログラミング演習-V 4 3

アート＆デザインプロジェクトA-V 4 1

アート＆デザインプロジェクトB-V 4 2

アート＆デザインプロジェクトC-V 4 2

総合プロジェクトA-V 4 1

総合プロジェクトB-V 4 1

2 14 92

ビジュアルデザイン入門 2 1

ビジュアルデザイン基礎 2 1

デジタル表現Ⅰ 3 1

ビジュアルデザインプレゼンテーション 1 1

グラフィックデザイン論 2 1

イラストレーション論 2 1

ビジュアルデザインⅠ 2 1

ビジュアルデザインⅡ 3 2

ビジュアルデザインⅢ 3 2

ビジュアルデザイン表現論 2 3

ビジュアルデザイン総合演習Ⅰ 4 3

ビジュアルデザイン総合演習Ⅱ 4 3

30

広告クリエーティブ論 2 2 注2

Web・モーショングラフィックス論 2 2 注2

エディトリアルデザイン論 2 2 注2

6

学科入門セミナー 1 1

デジタル表現Ⅱ 2 1

Web基礎 2 1

DTP基礎 2 1

ビジュアルデザイン写真演習 4 2

モーショングラフィックス基礎 4 2

Web・電子書籍基礎 4 2

DTP実習 2 2

小計

小計

必
修

選
択
必
修

小計

科  目区分

単位数

年次 備考

専
門
教
育
科
目

選
択

芸
術
工
学
基
礎

－学則－35－



必修
選択
必修

選択

キャラクターデザインA 2 2

キャラクターデザインB 2 2

絵本制作基礎 4 2

企画デザイン 4 2

パッケージデザイン 4 2

Web・モーショングラフィックス実習 2 2

タイポグラフィ 4 2

イラストレーションプログラムA 2 2

イラストレーションプログラムB 2 2

広告デザイン 4 3

アドバンスドモーショングラフィッ
クス演習

4 3

Webディレクション 4 3

印刷体験実習 2 3

リアルイラストレーションA 2 3

リアルイラストレーションB 2 3

組版・タイポグラフィ論 2 3

ブックデザイン 4 3

モーション・イラストレーション 2 3

73

卒業研究 10 4

42 20 165

教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

必修
選択
必修

選択

美術科教育法Ⅰ 2 3

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8

注2　「広告クリエーティブ論」「Web・モーショングラフィックス論」「エディトリアルデ
　ザイン論」のいずれか1科目選択必修。

小計

合計

卒業研究

注1　4単位を選択必修とする。

専
門
教
育
科
目

選
択

区分 科  目

単位数

年次 備考

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

合計

区分 科  目

単位数

年次 備考

－学則－36－



教育の基礎的理解に関する科目等

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

24 10

大学が独自に設定する科目

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

区分 科  目

単位数

年次 備考

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

合計

区分 科  目

単位数

年次 備考

大学が独自
に設定する
科目

合計

－学則－37－



芸術工学部　専門教育科目［メディア芸術学科］

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-M 2 1

色とかたち-M 2 1 注1

現代デザイン論-M 2 1 注1

現代音楽-M 2 1 注1

作品の見方-M 2 1 注1

人間工学-M 2 1 注1

空間・情報グラフィックス入門-M 2 1 注1

現代アート論-M 2 2 注1

映像コンテンツ論-M 2 1

映像技術入門-M 2 1

アート・マネジメント-M 2 1

身体表現論-M 2 1

都市環境グラフィックス・アート概論-M 2 2

デッサン基礎実習-M 2 1

絵画基礎実習A-M 2 1

絵画基礎実習B-M 2 1

彫刻基礎実習-M 2 1

工芸基礎実習-M 2 1

スケッチ・素描・イメージ-M 2 1

図学・製図基礎実習-M 2 1

ドローイング-M 4 1

基礎表現演習A-M 2 1

基礎表現演習B-M 2 1

文字とイメージA-M 2 1

文字とイメージB-M 2 2

グレートフィルムズ-M 2 1

メディア表現ワークショップ-M 4 2

写真基礎実習-M 2 2

コンピュータ基礎実習-M 2 1

コンピュータデザイン演習A-M 4 2

コンピュータデザイン演習B-M 4 2

プログラミング基礎実習-M 2 2

ジェネレーティブアート演習-M 4 2

備考区分 科  目

単位数

年次

芸
術
工
学
基
礎

専
門
教
育
科
目
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必修
選択
必修

選択

ビジュアルプログラミング演習-M 4 3

Webプログラミング演習-M 4 3

Pythonプログラミング演習-M 4 3

アート＆デザインプロジェクトA-M 4 1

アート＆デザインプロジェクトB-M 4 2

アート＆デザインプロジェクトC-M 4 2

総合プロジェクトA-M 4 1

総合プロジェクトB-M 4 1

4 14 90

メディア芸術概論 2 1

メディア芸術基礎演習 4 1

6

まんが基礎演習 4 2 注2

コミックイラスト基礎演習 4 2 注2

映画・映像基礎演習 4 2 注2

アニメーション基礎演習 4 2 注2

デジタル造形基礎 4 2 注2

ゲームエンジン基礎演習 4 2 注2

まんが・イラスト制作演習 4 2 注3

映画・映像・アニメーション制作演
習

4 2 注3

インタラクティブコンテンツ演習 4 2 注3

まんが・イラストゼミⅠ 4 3 注4

映画・映像・アニメーションゼミⅠ 4 3 注4

CG・ゲームゼミⅠ 4 3 注4

まんが・イラストゼミⅡ 4 3 注5

映画・映像・アニメーションゼミⅡ 4 3 注5

CG・ゲームゼミⅡ 4 3 注5

60

学科入門セミナー 1 1

メディア表現リテラシー 4 1

キャラクター論 2 1

アニメ史 2 1

コンピュータゲーム（CG）史 2 1

まんが論基礎 2 2

区分 科  目

単位数

必
修

選
択
必
修

小計

年次 備考

小計

芸
術
工
学
基
礎

専
門
教
育
科
目

選
択

小計
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必修
選択
必修

選択

映画・映像・アニメーション原論 2 2

世界観構想論 2 2

写真史・映画史 2 2

まんがメディア文化史 2 2

映画・映像作品表現論 2 3

プロダクションデザイン演習 2 3

アニメーション作品表現論 2 3

メディアデザイン演習 2 3

まんが表現基礎 4 1

まんが原論 2 2

作画技術演習Ⅰ 2 2

デジタルコミック演習 2 2

まんが表現演習 4 2

コミック背景デザイン 4 2

作画技術演習Ⅱ 4 2

フルカラー・コミック制作演習 2 3

イメージ動画演習 4 3

まんが表現ワークショップ 2 3

映画・映像・アニメーション表現基
礎

4 1

アニメーション演出基礎 2 2

動画基礎実習 2 2

映画・映像シナリオ基礎演習 2 2

映画・映像美術概論演習 2 2

アニメーション制作基礎 4 2

映画・映像シナリオ創作演習 2 2

映画・映像演出応用演習 4 2

サウンドデザイン演習 4 2

アニメーション映像技法 4 3

VFX映像概論演習 2 3

アニメーション映像制作 4 3

デジタル撮影応用演習 4 3

3DCG制作基礎 2 1

3DCG基礎演習 4 2

プロシージャルCG演習 2 2

専
門
教
育
科
目

選
択

区分 科  目

単位数

年次 備考
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必修
選択
必修

選択

ビジュアルスクリプティング入門 2 2

イメージ・コミュニケーション演習 2 2

デジタル彫刻 2 2

立体造形基礎 2 2

3DCG制作演習 2 2

ゲームクリエイション演習 2 2

ポストプロダクション演習Ⅰ 2 3

プロダクション演習 2 3

ゲームエンジン応用演習 2 2

ポストプロダクション演習Ⅱ 2 3

127

卒業研究 10 4

20 74 217

教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

必修
選択
必修

選択

美術科教育法Ⅰ 2 3

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8

合計

区分 科  目

単位数

小計

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

卒業研究

区分

年次 備考

選
択

専
門
教
育
科
目

注1　4単位を選択必修とする。

注2　「まんが基礎演習」「コミックイラスト基礎演習」「映画・映像基礎演習」「アニメ
　ーション基礎演習」「デジタル造形基礎」「ゲームエンジン基礎演習」のいずれか2科
　目選択必修。

注3　「まんが・イラスト制作演習」「映画・映像・アニメーション制作演習」「インタラク
ティブコンテンツ演習」のいずれか1科目選択必修。

注4　「まんが・イラストゼミⅠ」「映画・映像・アニメーションゼミⅠ」「CG・ゲームゼ
ミⅠ」のいずれか1科目選択必修。

注5　「まんが・イラストゼミⅡ」「映画・映像・アニメーションゼミⅡ」「CG・ゲームゼ
ミⅡ」のいずれか1科目選択必修。

注　基礎教育科目の「知的財産権入門」を必修とする。

科  目

単位数

年次 備考

合計
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教育の基礎的理解に関する科目等

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

24 10

大学が独自に設定する科目

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

科  目

単位数

大学が独自
に設定する

合計

区分 科  目

単位数

年次 備考

備考

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

年次

合計

教育の基礎
的理解に関
する科目

区分
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2　芸術工学部　卒業要件単位表

　　　学　　科

14単位 14単位 14単位 14単位

29単位 10単位 30単位 6単位

3単位 12単位 2単位 20単位

28単位 38単位 28単位 34単位

10単位 10単位 10単位 10単位

84単位 84単位 84単位 84単位

124単位 124単位 124単位 124単位

科目区分

建築・環境
デザイン学

科

生産・工芸
デザイン学

科

ビジュアル
デザイン学

科

メディア芸
術学科

基
礎
教
育
科
目

学修基礎 4単位以上

自然・情報 4単位以上

キャリア 4単位以上

人文・社会 4単位以上

外国語 6単位以上

選　択

卒 業 研 究

小　　計 32単位

必　修

選択必修

※　「自由」には、基礎教育科目、専門教育科目の卒業要件単位を超えた「科目」の単位を
　算入することができる。

小　　計

合　　　　計

自　　　　由 8単位

※　基礎教育科目は、各科目区分毎に定められた単位数を修得し、基礎教育科目の卒業要件
　単位を満たさなければならない。

※　単位互換協定（学園都市単位互換講座等）による修得単位は、「自由」として4単位ま
　で算入することができる。

専
門
教
育
科
目

芸術工学基礎
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変更事項を記載した書類 

 

１．変更の事由 

令和６年４月、芸術工学部 建築・環境デザイン学科、生産・工芸デザイン学科、ビジュアルデザイ

ン学科、メディア芸術学科を設置する。また同時に芸術工学部 環境デザイン学科、プロダクト・イン

テリアデザイン学科、ファッションデザイン学科、ビジュアルデザイン学科、まんが表現学科、映像表

現学科、アート・クラフト学科の学生募集を停止する。以上に伴い、学則の一部を変更する。 

（１）新設する学部・学科 

芸術工学部 建築・環境デザイン学科 入学定員 100名 収容定員 400名 

芸術工学部 生産・工芸デザイン学科 入学定員 100名 収容定員 400名 

芸術工学部 ビジュアルデザイン学科 入学定員 100名 収容定員 400名 

芸術工学部 メディア芸術学科    入学定員 100名 収容定員 400名 

（２）学生募集を停止する学部・学科 

芸術工学部 環境デザイン学科          入学定員 70名 収容定員 280名 

芸術工学部 プロダクト・インテリアデザイン学科 入学定員 70名 収容定員 280名 

芸術工学部 ファッションデザイン学科      入学定員 50名 収容定員 200名 

芸術工学部 ビジュアルデザイン学科       入学定員 80名 収容定員 320名 

芸術工学部 まんが表現学科           入学定員 45名 収容定員 180名 

芸術工学部 映像表現学科            入学定員 45名 収容定員 180名 

芸術工学部 アート・クラフト学科        入学定員 40名 収容定員 160名 

 

２．変更点  

（１）第１条において、記載内容を現代的表現に精査した。 

第２条第２項に新設する学科の記載を加える。また、募集停止する学科の記載を削る。 

第２条第３項に新設する学科の入学定員及び収容定員の記載を加える。また、募集停止する学科

の入学定員及び収容定員の記載を削る。 

   第２条の３に学部、新設する学科の目的の記載を加える。また、募集停止する学科の目的の記載

を削る。 

   第３７条の２第３項において、新設する学科の取得できる教育職員免許状の記載を加える。また、

募集停止する学科の取得できる教育職員免許状の記載を削る。 

    

（２）附則において施行日を明確にし、募集停止する学科を廃止するまでの移行措置を追加する。 

 

（３）別表第１(基礎教育科目、専門教育科目、教科及び教科の指導法に関する科目、教育の基礎的理解

に関する科目等及び大学が独自に設定する科目の授業科目及びその単位数、卒業要件単位表)、

履修方法において、新設する学部・学科の記載を加える。また、募集停止する学部・学科の記載

を削る。 

 

（４）別表第３（入学検定料・入学金及び学費）において、入学金及び学費の変更記載を加える。 

 

３．変更の時期  

令和６年４月１日 
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制 定 平成元年4月1日 制 定 平成元年4月1日 

最近改正 令和 6年4月1日 最近改正 令和 5年4月1日 

第1条 神戸芸術工科大学（以下「本学」と

いう。）は、人間生活にかかわる関係諸

学を総合的にとらえ展開する「芸術工

学」の教育・研究を通じて、広い教養、

専門的知識、能力、技術とコミュニケー

ション力を備えた人材を養成すること

で、社会に貢献することを目的とする。

第1条 神戸芸術工科大学（以下「本学」と

いう。）は、人間生活に最も適合する科

学技術を発展させるため、人間の立場か

ら総合的に科学技術を駆使する「芸術工

学」の教育研究を通じて、人文、社会、

自然の諸科学にまたがる芸術的感性と豊

かな教養を融合し、人々を豊かにする総

合的視野をもつ新たな表現に挑戦するデ

ザイナー、芸術工学の教育研究を通して

新たな時代を切り拓く創造性豊かな研究

者や指導的実務を担うクリエイターの養

成を教育目的とする。

第1条の2 省略 第1条の2 省略 

第2条 省略 第2条 省略 

2 芸術工学部に次の学科を置く。 2 芸術工学部に次の学科を置く。 

建築・環境デザイン学科

生産・工芸デザイン学科

ビジュアルデザイン学科

メディア芸術学科

環境デザイン学科

プロダクト・インテリアデザイン学

科

ファッションデザイン学科

ビジュアルデザイン学科

まんが表現学科

映像表現学科

アート・クラフト学科

3 前項の学科の収容定員は、次のとおりと

する。

3 前項の学科の収容定員は、次のとおりと

する。

建築・環境デザイン学科 入学定員

100名 収容定員400名 

生産・工芸デザイン学科 入学定員

100名 収容定員400名 

ビジュアルデザイン学科 入学定員
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 100名 収容定員400名 

メディア芸術学科 入学定員 100名
 収容定員400名 

 

 環境デザイン学科 入学定員 70名
 収容定員280名 

 プロダクト・インテリアデザイン学

科 入学定員 70名 収容定員 280
名 

 ファッションデザイン学科 入学定

員 50名 収容定員 200名 

 ビジュアルデザイン学科 入学定員

 80名 収容定員 320名 

 まんが表現学科 入学定員 45名 

収容定員 180名 

 映像表現学科 入学定員 45名 収

容定員 180名 

 アート・クラフト学科 入学定員 4
0名 収容定員 160名 

4～7 省略 4～7 省略 

第2条の2 省略 第2条の2 省略 

第2条の3 学部、学科の目的 第2条の3 学部、学科の目的 

芸術工学部  
人間生活にかかわる関係諸学を総合

的にとらえ展開する「芸術工学」の教

育・研究を通じて、広い教養、専門的

知識、能力、技術とコミュニケーショ

ン力を備え、よりよい社会の実現に寄

与できる能力を有する者の養成を目的

とする。 

 

その目的を達成するため、専門分野

として、建築・環境デザイン、生産・

工芸デザイン、ビジュアルデザイン、

メディア芸術をおく。 

 

建築・環境デザイン学科  
大学卒業生としての基礎的な教養

と、都市からインテリアまでの多様な
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空間スケールを対象とする建築・環境

デザインに関する専門性、幅広い視野

と知識に基づく実践的総合力と自分の

考え方を表現する力を修得し、柔軟な

思考力と構想力を養い、社会で活動す

るために必要な教養とコミュニケーシ

ョン力及び実践力を有する者の養成を

目的とする。 

生産・工芸デザイン学科  
大学卒業生としての基礎的な教養

と、コミュニケーション力を身につ

け、プロダクトデザイン、ファッショ

ン・テキスタイル、クラフトにおける

専門性と幅広い知見、技術及び表現力

を修得し、専門性を活かした上で分野

融合力及び社会で活動し貢献できる実

践力を有する者の養成を目的とする。 

 

ビジュアルデザイン学科  

大学卒業生としての基礎的な教養

と、グラフィック・コミュニケーショ

ンデザイン、WEB・デジタルデザイ

ン、エディトリアルデザイン・イラス

トレーションに関する専門的な知見と

ビジュアルコミュニケーションの多様

な表現力を修得し、社会活動や芸術表

現領域に創造的な貢献ができる実践力

及びコミュニケーション力を有する者

の養成を目的とする。 

 

メディア芸術学科  
大学卒業生としての基礎的な教養

と、コミュニケーション力を身につ

け、「まんが・コミックイラスト」

「映画・映像・アニメーション」「C
G・ゲーム」などの各メディア芸術分野

における専門性と幅広い知見、技術及

び表現力を修得し、社会で活動し貢献

できる能力を有する者の養成を目的と
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する。 

 芸術工学部 

 「科学と技術」「芸術と文化」「人

間と歴史」の学問分野にまたがる「芸

術工学」の基礎知識を学び、人間の生

活や環境を機能的で心地よく、さらに

美しくするためのデザイン、並びに時

代が求める最先端の芸術についての教

育研究を行うことを目的とする。 

 専門分野として、環境デザイン、プ

ロダクトデザイン、ビジュアルデザイ

ン、映像表現、まんが表現、ファッシ

ョン、アート・クラフトをおき、時代

の発展・変化を背景に生まれるデザイ

ン、現代アート及びメディア・アー

ト、さらには、伝統的な文化・芸術か

ら創生される新しい感性を表現活動の

実践から身に付けた高度な表現者・教

育者を養成する。 

 環境デザイン学科 

 自然・歴史・社会・経済・文化など

の多様な背景を持つ建築・ランドスケ

ープ・都市・地域環境において新たな

時代に呼応できる創造的構想力を持つ

空間デザイナーやクリエイターを養成

する。 

 プロダクト・インテリアデザイン学科 

 変化する社会のニーズを鋭敏に把握

し、使う人々の心身の多様性を理解

し、モノやコト、誰もが心地よく暮ら

せる空間をデザインできるデザイナー

やクリエイターを養成する。 

 ファッションデザイン学科 

 ファッションを通じて新しいライフ

スタイルを提案することができるデザ

イナーを養成する。 

 ビジュアルデザイン学科 
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 現代の情報社会で必要とされるビジ

ュアルコミュニケーションにおいて必

須となるデザインの表現技術と想像的

構想力をもつデザイナー、クリエイタ

ーを養成する。 

 まんが表現学科 

 変化していくメディアの中において

も、新しい表現形式や発表方法に対応

することができる柔軟な思考と発想力

のある人を養成する。 

 映像表現学科 

 映像に関する多様な表現領域に新た

な価値を提供する技能や能力を養成す

る。 

 デジタルクリエーションコースで

は、デジタルコンテンツ創成に関する

論理的思考力、サイバーフィジカルな

環境におけるコミュニケーション能

力、メディアテクノロジーを背景とし

た芸術的表現力、デザイン思考力及び

社会的倫理観をもつクリエイターを養

成する。 

 映画コースでは、映画制作、映像表

現の基礎と応用について学び、映画・

映像世界で活躍できる能力を養成す

る。 

 アニメーションコースでは、想像力

である「アイデア」と、表現力である

「テクニック」を一つとして捉え、芸

術として映像作品を創り出し、多くの

人が関わる映像制作業界の中で自らの

能力を発揮できるクリエイターを養成

する。 

 アート・クラフト学科 

 絶えず変化し複雑化する現代社会に

対応しうる広い見識と個性的な創造力

を有する美術家や工芸家、あるいは教
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育者を養成する。 

第3条～第37条 省略 第3条～第37条 省略 

第37条の2 省略 第37条の2 省略 

2 省略 2 省略 

3 本学において取得できる教育職員免許状

は、次のとおりである。 
学部・学科 免許状の種類及び免許

教科 
芸術工学部 
建築・環境デザイン

学科 

高等学校教諭第一種免

許状 工業 

芸術工学部 
生産・工芸デザイン

学科 

中学校教諭一種免許状

 美術 
高等学校教諭一種免許

状 美術 
高等学校教諭一種免許

状 工芸 
芸術工学部 
ビジュアルデザイン

学科 

中学校教諭一種免許状

 美術 
高等学校教諭一種免許

状 美術 
芸術工学部 
メディア芸術学科 

中学校教諭一種免許状

 美術 
高等学校教諭一種免許

状 美術 
 

3 本学において取得できる教育職員免許状

は、次のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学部・学科 免許状の種類及び免許

教科 
芸術工学部 
環境デザイン学科 

高等学校教諭一種免許

状 工業 
芸術工学部 
プロダクト・インテ

リアデザイン学科 

中学校教諭一種免許状

 美術 
高等学校教諭一種免許

状 美術 
高等学校教諭一種免許

状 工芸 
芸術工学部 
ファッションデザイ

ン学科 

高等学校教諭一種免許

状 工業 
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芸術工学部 
ビジュアルデザイン

学科 

中学校教諭一種免許状

 美術 
高等学校教諭一種免許

状 美術 
高等学校教諭一種免許

状 工芸 
芸術工学部 
まんが表現学科 

中学校教諭一種免許状

 美術 
高等学校教諭一種免許

状 美術 
高等学校教諭一種免許

状 工芸 
芸術工学部 
映像表現学科 

中学校教諭一種免許状

 美術 
高等学校教諭一種免許

状 美術 
高等学校教諭一種免許

状 工芸 
芸術工学部 
アート・クラフト学

科 

中学校教諭一種免許状

 美術 
高等学校教諭一種免許

状 美術 
高等学校教諭一種免許

状 工芸 
 

4 省略 4 省略 

第38条～第57条 省略 第38条～第57条 省略 

附 則  
1 この学則は、令和6年4月1日から施行す

る。ただし、令和5年度以前に入学した学

生については、なお従前の規定による。 

 

2 芸術工学部環境デザイン学科、プロダク

ト・インテリアデザイン学科、ファッシ

ョンデザイン学科、ビジュアルデザイン

学科、まんが表現学科、映像表現学科及

びアート・クラフト学科は、令和6年4月
に学生募集を停止し、当該学科に在学生

が在籍しなくなるのを待って廃止する。 
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別表第1 別紙 別表第1 別紙 

別表第2 省略 別表第2 省略 

別表第3 別表第3 

1 省略 1 省略 

2 入学金及び学費 2 入学金及び学費 

（単位：円） （単位：円） 

種別 年額 前期 後期 
入学金 200,000 200,000 ― 
授業料 1,050,000 525,000 525,000 
教育充実

費 
550,000 275,000 275,000 

計 1,800,000 1,000,000 800,000 
 

種別 年額 前期 後期 
入学金 150,000 150,000 ― 
授業料 950,000 475,000 475,000 
教育充実

費 
550,000 275,000 275,000 

計 1,650,000 900,000 750,000 
 

3・4 省略   3・4 省略   
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必修
選択
必修

選択

スタディスキルズ 1 1

日本語表現Ⅰ 2 1

日本語表現Ⅱ 2 1

文章表現法A 2 2

文章表現法B 2 2

2 7

日本史 2 1

世界史 2 1

心理学 2 1

デザイン史 2 1

日本美術史 2 1

西洋美術史 2 1

美学 2 1

人文地理学 2 1

文化人類学 2 1

法学（日本国憲法を含む） 2 1

知的財産権入門 2 2
メディア芸術学
科は必修

現代社会論 2 2

マーケティング論 2 2

教育心理学 2 1

生涯学習概論 2 1

博物館展示論 2 3

東アジア文化入門 2 1

文学・言語学 2 1

経済・政治 2 1

教育学 2 1

40

数学入門A 2 1

数学入門B 2 1

物理学入門 2 1

科学と技術 2 1

かたちの科学 2 1

数理とかたち 2 1

健康科学 2 1

スポーツ実技A（体育） 1 1

スポーツ実技B（ダンス） 1 1

情報とネットワーク 2 2

博物館情報・メディア論 2 3

20

基礎英語Ⅰ 2 1

基礎英語Ⅱ 2 1

英語コミュニケーションA 2 2

英語コミュニケーションB 2 2

表現のための英語A 2 2

表現のための英語B 2 2

現代英語 2 2

フランス語Ⅰ 2 2
フランス語を母国
語としている学生
は履修できない

フランス語Ⅱ 2 2
フランス語を母国
語としている学生
は履修できない

ドイツ語Ⅰ 2 2
ドイツ語を母国語
としている学生は
履修できない

ドイツ語Ⅱ 2 2
ドイツ語を母国語
としている学生は
履修できない

中国語Ⅰ 2 2
中国語を母国語と
している学生は履
修できない

中国語Ⅱ 2 2
中国語を母国語と
している学生は履
修できない

新（変更） 旧（現行）

区分 科  目

単位数

年次 備考

別表第1（第29条、第31条、第37条の2関係）

1　芸術工学部　基礎教育科目

基
礎
教
育
科
目

学
修
基
礎

小計

人
文
・
社
会

小計

自
然
・
情
報

小計

外
国
語

－学則－53－



神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表
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韓国語Ⅰ 2 2
韓国語を母国語と
している学生は履
修できない

韓国語Ⅱ 2 2
韓国語を母国語と
している学生は履
修できない

日本語初級Ⅰ 1 1 留学生対象

日本語初級Ⅱ 1 1 留学生対象

日本語中級Ⅰ 1 1 留学生対象

日本語中級Ⅱ 1 1 留学生対象

2 32

キャリアデザインA 2 1

キャリアデザインB 2 2

キャリアデザインC 2 3

ビジネス数学（SPI対策） 2 2

ビジネスコンピュータ 1 1

インターンシップA 1 1 注1

インターンシップB 1 1 注1

11

4 110

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-E 2 1

色とかたち-E 2 1 注1

現代デザイン論-E 2 1 注1

現代音楽-E 2 1 注1

作品の見方-E 2 1 注1

人間工学-E 2 1 注1

空間・情報グラフィックス入門-E 2 1 注1

現代アート論-E 2 2 注1

映像コンテンツ論-E 2 1

映像技術入門-E 2 1

アート・マネジメント-E 2 1

身体表現論-E 2 1

都市環境グラフィックス・アート概論-E 2 2

デッサン基礎実習-E 2 1

絵画基礎実習A-E 2 1

絵画基礎実習B-E 2 1

彫刻基礎実習-E 2 1

工芸基礎実習-E 2 1

スケッチ・素描・イメージ-E 2 1

図学・製図基礎実習-E 2 1

ドローイング-E 4 1

基礎表現演習A-E 2 1

基礎表現演習B-E 2 1

文字とイメージA-E 2 1

文字とイメージB-E 2 2

グレートフィルムズ-E 2 1

メディア表現ワークショップ-E 4 2

写真基礎実習-E 2 2

コンピュータ基礎実習-E 2 1

コンピュータデザイン演習A-E 4 2

コンピュータデザイン演習B-E 4 2

プログラミング基礎実習-E 2 2

ジェネレーティブアート演習-E 4 2

ビジュアルプログラミング演習-E 4 3

Webプログラミング演習-E 4 3

Pythonプログラミング演習-E 4 3

アート＆デザインプロジェクトA-E 4 1

アート＆デザインプロジェクトB-E 4 2

アート＆デザインプロジェクトC-E 4 2

芸術工学部　専門教育科目［建築・環境デザイン学科］

芸
術
工
学
基
礎

年次 備考

小計

合計

注1　インターンシップ（5日以上かつ30時間以上）に参加し、教育上有益であると認められ
る
　成果を上げた場合、単位を認定する。

区分 科  目
単位数

小計

キ
ャ

リ
ア
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新（変更） 旧（現行）

総合プロジェクトA-E 4 1

総合プロジェクトB-E 4 1

2 14 92

環境デザイン基礎演習Ⅰ 4 1

環境デザイン概論 2 1

環境デザイン基礎演習Ⅱ 4 1

CAD基礎演習 2 1

環境デザイン実習Ⅰ 2 2

環境デザイン実習Ⅱ 2 2

環境デザイン実習Ⅲ 2 2

環境デザイン実習Ⅳ 2 2

環境デザイン応用演習Ⅰ 3 3

環境デザイン応用演習Ⅱ 3 3

環境デザインプロジェクト 3 3

29

まちづくり・ランドスケープ総合演習 3 3 注2

建築・リノベーション総合演習 3 3 注2

商空間・インテリア総合演習 3 3 注2

9

学科入門セミナー 1 1

現代の建築 2 1

ランドスケープデザインの歴史 2 1

商空間のブランディング 2 1

CAD応用演習 2 2

インテリア製図演習 2 2

集住とまちづくり 2 2

ガーデンデザインの実践手法 2 2

熱・光・空気のデザイン 2 2

建物のしくみ 2 2

インテリアデザインの歴史と領域 2 2

建築設計論 2 2

地域デザイン概論 2 2

商空間デザインの実践手法 2 2

環境制御の技術 2 2

構造の力学Ⅰ 2 2

構造デザインの実践手法 1 2

環境設備デザインの実践手法 2 3

商空間プロデュース 2 3

ランドスケープ計画論 2 3

日本建築の歴史 2 3

建築計画 2 3

構造の力学Ⅱ 2 3

構造・材料ワークショップ 2 3

民家と町並みの歴史 1 3

都市デザイン論 2 3

西洋・近代の建築 2 3

リノベーションの理論と実践 2 3

施工の技術 2 3

建築と法規 1 3

インテリアデザイン論 2 3

環境デザイン特別講義A　 1 1

環境デザイン特別講義B 1 1

環境デザイン特別講義C 1 1

環境デザイン特別講義D 1 1

62

卒業研究 10 4

41 23 154

教科及び教科の指導法に関する科目

小計

卒業研究

合計

注1　4単位を選択必修とする。

注2　「まちづくり・ランドスケープ総合演習」「建築・リノベーション総合演習」「商空
　間・インテリア総合演習」のいずれか1科目選択必修。

区分 科  目
単位数

年次 備考

専
門
教
育
科
目

小計

必
修

小計

選
択
必
修

小計

選
択
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

必修
選択
必修

選択

職業指導 2 1

工業科教育法Ⅰ 2 3

工業科教育法Ⅱ 2 3

6

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教職実践演習 2 4

27

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-P 2 1

色とかたち-P 2 1 注1

現代デザイン論-P 2 1 注1

現代音楽-P 2 1 注1

作品の見方-P 2 1 注1

人間工学-P 2 1 注1

空間・情報グラフィックス入門-P 2 1 注1

現代アート論-P 2 2 注1

映像コンテンツ論-P 2 1

映像技術入門-P 2 1

アート・マネジメント-P 2 1

身体表現論-P 2 1

都市環境グラフィックス・アート概論-P 2 2

デッサン基礎実習-P 2 1

絵画基礎実習A-P 2 1

絵画基礎実習B-P 2 1

彫刻基礎実習-P 2 1

工芸基礎実習-P 2 1

スケッチ・素描・イメージ-P 2 1

図学・製図基礎実習-P 2 1

ドローイング-P 4 1

基礎表現演習A-P 2 1

基礎表現演習B-P 2 1

文字とイメージA-P 2 1

文字とイメージB-P 2 2

グレートフィルムズ-P 2 1

メディア表現ワークショップ-P 4 2

写真基礎実習-P 2 2

コンピュータ基礎実習-P 2 1

芸
術
工
学
基
礎

区分 科  目
単位数

年次 備考

合計

教育の基礎的理解に関する科目等

大学が独自に設定する科目

芸術工学部　専門教育科目［生産・工芸デザイン学科］

区分 科  目
単位数

年次 備考

大学が独自
に設定する

年次 備考

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

合計

職業指導

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

合計

区分 科  目
単位数

区分 科  目 年次 備考
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

コンピュータデザイン演習A-P 4 2

コンピュータデザイン演習B-P 4 2

プログラミング基礎実習-P 2 2

ジェネレーティブアート演習-P 4 2

ビジュアルプログラミング演習-P 4 3

Webプログラミング演習-P 4 3

Pythonプログラミング演習-P 4 3

アート＆デザインプロジェクトA-P 4 1

アート＆デザインプロジェクトB-P 4 2

アート＆デザインプロジェクトC-P 4 2

総合プロジェクトA-P 4 1

総合プロジェクトB-P 4 1

8 14 86

生産・工芸デザイン概論 2 1

生産・工芸デザイン基礎実習A 3 1

生産・工芸デザイン基礎実習B 3 1

生産・工芸デザインの現場 2 3

10

プロダクトデザイン実習Ⅰ 3 2 注2

ファッション・テキスタイル実習Ⅰ 3 2 注2

クラフト実習Ⅰ 3 2 注2

プロダクトデザイン実習Ⅱ 3 2 注3

ファッション・テキスタイル実習Ⅱ 3 2 注3

クラフト実習Ⅱ 3 2 注3

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ 3 3 注4

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅰ 3 3 注4

クラフト応用実習Ⅰ 3 3 注4

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ 3 3 注5

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅱ 3 3 注5

クラフト応用実習Ⅱ 3 3 注5

36

学科入門セミナー 1 1

ユニバーサルデザイン 2 1

素材・材料論 2 1

プレゼンテーション基礎 4 1

自然とデザイン 2 1

身体とデザイン 2 2

生活機器デザイン 2 2

ファッションマーケティング 2 2

デジタルファブリケーション 2 2

基礎撮影演習（モノ） 2 2

プレゼンテーション応用 4 2

3Dモデリング基礎 4 2

製図法演習 2 2

家具・インテリア製図 4 2

パターンメーキング 2 2

テキスタイルプリントデザイン 2 2

イメージ構想法 2 2

インダストリアルデザイン 2 2

デジタルプレゼンテーション 2 2

3Dモデリング応用 4 2

アダプティブインタフェース演習 2 2

ドレーピング 2 2

テキスタイル基礎 2 2

吹きガラス表現 4 2

陶表現 4 2

フィギュア応用表現 4 3

デザインブランディング論 2 3

デザインプロモーション演習 2 3

基礎撮影演習（ファッション） 2 3

展示デザイン 2 3

ファッション企画演習 2 3

小計

選
択
必
修

小計

選
択

専
門
教
育
科
目

小計

必
修
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

ニットデザイン 2 3

宝飾表現 4 3

生産・工芸デザインプロジェクト 2 3

ファッション・デジタルクリエーション 2 3

ガラス表現 2 3

器表現 2 3

ジュエリー表現 2 3

フィギュア表現 2 3

ファッション空間演出 2 4

97

卒業研究 10 4

28 50 183

必修
選択
必修

選択

美術科教育法Ⅰ 2 3

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

24 10

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-V 2 1

色とかたち-V 2 1 注1

現代デザイン論-V 2 1 注1

現代音楽-V 2 1 注1

作品の見方-V 2 1 注1

人間工学-V 2 1 注1

大学が独自
に設定する

合計

芸術工学部　専門教育科目［ビジュアルデザイン学科］

区分 科  目
単位数

年次 備考

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

合計

大学が独自に設定する科目

区分 科  目
単位数

年次 備考

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

合計

教育の基礎的理解に関する科目等

区分 科  目
単位数

年次 備考

注4　「プロダクトデザイン応用実習Ⅰ」「ファッション・テキスタイル応用実習Ⅰ」「ク
ラ
注5　「プロダクトデザイン応用実習Ⅱ」「ファッション・テキスタイル応用実習Ⅱ」「ク
ラ

教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

区分 科  目
単位数

年次 備考

小計

卒業研究

合計

注1　4単位を選択必修とする。

注2　「プロダクトデザイン実習Ⅰ」「ファッション・テキスタイル実習Ⅰ」「クラフト実
習
注3　「プロダクトデザイン実習Ⅱ」「ファッション・テキスタイル実習Ⅱ」「クラフト実
習
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

空間・情報グラフィックス入門-V 2 1 注1

現代アート論-V 2 2 注1

映像コンテンツ論-V 2 1

映像技術入門-V 2 1

アート・マネジメント-V 2 1

身体表現論-V 2 1

都市環境グラフィックス・アート概論-V 2 2

デッサン基礎実習-V 2 1

絵画基礎実習A-V 2 1

絵画基礎実習B-V 2 1

彫刻基礎実習-V 2 1

工芸基礎実習-V 2 1

スケッチ・素描・イメージ-V 2 1

図学・製図基礎実習-V 2 1

ドローイング-V 4 1

基礎表現演習A-V 2 1

基礎表現演習B-V 2 1

文字とイメージA-V 2 1

文字とイメージB-V 2 2

グレートフィルムズ-V 2 1

メディア表現ワークショップ-V 4 2

写真基礎実習-V 2 2

コンピュータ基礎実習-V 2 1

コンピュータデザイン演習A-V 4 2

コンピュータデザイン演習B-V 4 2

プログラミング基礎実習-V 2 2

ジェネレーティブアート演習-V 4 2

ビジュアルプログラミング演習-V 4 3

Webプログラミング演習-V 4 3

Pythonプログラミング演習-V 4 3

アート＆デザインプロジェクトA-V 4 1

アート＆デザインプロジェクトB-V 4 2

アート＆デザインプロジェクトC-V 4 2

総合プロジェクトA-V 4 1

総合プロジェクトB-V 4 1

2 14 92

ビジュアルデザイン入門 2 1

ビジュアルデザイン基礎 2 1

デジタル表現Ⅰ 3 1

ビジュアルデザインプレゼンテーション 1 1

グラフィックデザイン論 2 1

イラストレーション論 2 1

ビジュアルデザインⅠ 2 1

ビジュアルデザインⅡ 3 2

ビジュアルデザインⅢ 3 2

ビジュアルデザイン表現論 2 3

ビジュアルデザイン総合演習Ⅰ 4 3

ビジュアルデザイン総合演習Ⅱ 4 3

30

広告クリエーティブ論 2 2 注2

Web・モーショングラフィックス論 2 2 注2

エディトリアルデザイン論 2 2 注2

6

学科入門セミナー 1 1

デジタル表現Ⅱ 2 1

Web基礎 2 1

DTP基礎 2 1

ビジュアルデザイン写真演習 4 2

モーショングラフィックス基礎 4 2

Web・電子書籍基礎 4 2

DTP実習 2 2

キャラクターデザインA 2 2

小計

選
択
必
修

小計

専
門
教
育
科
目

芸
術
工
学
基
礎

小計

必
修
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

キャラクターデザインB 2 2

絵本制作基礎 4 2

企画デザイン 4 2

パッケージデザイン 4 2

Web・モーショングラフィックス実習 2 2

タイポグラフィ 4 2

イラストレーションプログラムA 2 2

イラストレーションプログラムB 2 2

広告デザイン 4 3

アドバンスドモーショングラフィッ
クス演習

4 3

Webディレクション 4 3

印刷体験実習 2 3

リアルイラストレーションA 2 3

リアルイラストレーションB 2 3

組版・タイポグラフィ論 2 3

ブックデザイン 4 3

モーション・イラストレーション 2 3

73

卒業研究 10 4

42 20 165

必修
選択
必修

選択

美術科教育法Ⅰ 2 3

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

24 10

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-M 2 1

芸術工学部　専門教育科目［メディア芸術学科］

備考

大学が独自
に設定する

合計

区分 科  目
単位数

年次

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

合計

大学が独自に設定する科目

区分 科  目
単位数

年次 備考

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

合計

教育の基礎的理解に関する科目等

区分 科  目
単位数

年次 備考

教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

区分 科  目
単位数

年次 備考

小計

卒業研究

合計

注1　4単位を選択必修とする。

注2　「広告クリエーティブ論」「Web・モーショングラフィックス論」「エディトリアルデ
ザ

選
択
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

色とかたち-M 2 1 注1

現代デザイン論-M 2 1 注1

現代音楽-M 2 1 注1

作品の見方-M 2 1 注1

人間工学-M 2 1 注1

空間・情報グラフィックス入門-M 2 1 注1

現代アート論-M 2 2 注1

映像コンテンツ論-M 2 1

映像技術入門-M 2 1

アート・マネジメント-M 2 1

身体表現論-M 2 1

都市環境グラフィックス・アート概論-M 2 2

デッサン基礎実習-M 2 1

絵画基礎実習A-M 2 1

絵画基礎実習B-M 2 1

彫刻基礎実習-M 2 1

工芸基礎実習-M 2 1

スケッチ・素描・イメージ-M 2 1

図学・製図基礎実習-M 2 1

ドローイング-M 4 1

基礎表現演習A-M 2 1

基礎表現演習B-M 2 1

文字とイメージA-M 2 1

文字とイメージB-M 2 2

グレートフィルムズ-M 2 1

メディア表現ワークショップ-M 4 2

写真基礎実習-M 2 2

コンピュータ基礎実習-M 2 1

コンピュータデザイン演習A-M 4 2

コンピュータデザイン演習B-M 4 2

プログラミング基礎実習-M 2 2

ジェネレーティブアート演習-M 4 2

ビジュアルプログラミング演習-M 4 3

Webプログラミング演習-M 4 3

Pythonプログラミング演習-M 4 3

アート＆デザインプロジェクトA-M 4 1

アート＆デザインプロジェクトB-M 4 2

アート＆デザインプロジェクトC-M 4 2

総合プロジェクトA-M 4 1

総合プロジェクトB-M 4 1

4 14 90

メディア芸術概論 2 1

メディア芸術基礎演習 4 1

6

まんが基礎演習 4 2 注2

コミックイラスト基礎演習 4 2 注2

映画・映像基礎演習 4 2 注2

アニメーション基礎演習 4 2 注2

デジタル造形基礎 4 2 注2

ゲームエンジン基礎演習 4 2 注2

まんが・イラスト制作演習 4 2 注3

映画・映像・アニメーション制作演
習

4 2 注3

インタラクティブコンテンツ演習 4 2 注3

まんが・イラストゼミⅠ 4 3 注4

映画・映像・アニメーションゼミⅠ 4 3 注4

CG・ゲームゼミⅠ 4 3 注4

まんが・イラストゼミⅡ 4 3 注5

映画・映像・アニメーションゼミⅡ 4 3 注5

CG・ゲームゼミⅡ 4 3 注5

60

学科入門セミナー 1 1

メディア表現リテラシー 4 1

専
門
教
育
科
目

芸
術
工
学
基
礎

小計

必
修

小計

選
択
必
修

小計
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

キャラクター論 2 1

アニメ史 2 1

コンピュータゲーム（CG）史 2 1

まんが論基礎 2 2

映画・映像・アニメーション原論 2 2

世界観構想論 2 2

写真史・映画史 2 2

まんがメディア文化史 2 2

映画・映像作品表現論 2 3

プロダクションデザイン演習 2 3

アニメーション作品表現論 2 3

メディアデザイン演習 2 3

まんが表現基礎 4 1

まんが原論 2 2

作画技術演習Ⅰ 2 2

デジタルコミック演習 2 2

まんが表現演習 4 2

コミック背景デザイン 4 2

作画技術演習Ⅱ 4 2

フルカラー・コミック制作演習 2 3

イメージ動画演習 4 3

まんが表現ワークショップ 2 3

映画・映像・アニメーション表現基
礎

4 1

アニメーション演出基礎 2 2

動画基礎実習 2 2

映画・映像シナリオ基礎演習 2 2

映画・映像美術概論演習 2 2

アニメーション制作基礎 4 2

映画・映像シナリオ創作演習 2 2

映画・映像演出応用演習 4 2

サウンドデザイン演習 4 2

アニメーション映像技法 4 3

VFX映像概論演習 2 3

アニメーション映像制作 4 3

デジタル撮影応用演習 4 3

3DCG制作基礎 2 1

3DCG基礎演習 4 2

プロシージャルCG演習 2 2

ビジュアルスクリプティング入門 2 2

イメージ・コミュニケーション演習 2 2

デジタル彫刻 2 2

立体造形基礎 2 2

3DCG制作演習 2 2

ゲームクリエイション演習 2 2

ポストプロダクション演習Ⅰ 2 3

プロダクション演習 2 3

ゲームエンジン応用演習 2 2

ポストプロダクション演習Ⅱ 2 3

127

卒業研究 10 4

20 74 217

必修
選択
必修

選択

美術科教育法Ⅰ 2 3

教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

各教科 指

注5　「まんが・イラストゼミⅡ」「映画・映像・アニメーションゼミⅡ」「CG・ゲームゼ
　ミⅡ」のいずれか1科目選択必修。

注　基礎教育科目の「知的財産権入門」を必修とする。

区分 科  目
単位数

年次 備考

卒業研究

合計

注1　4単位を選択必修とする。

注2　「まんが基礎演習」「コミックイラスト基礎演習」「映画・映像基礎演習」「アニメ
　ーション基礎演習」「デジタル造形基礎」「ゲームエンジン基礎演習」のいずれか2科
注3　「まんが・イラスト制作演習」「映画・映像・アニメーション制作演習」「インタラ
ク
注4　「まんが・イラストゼミⅠ」「映画・映像・アニメーションゼミⅠ」「CG・ゲームゼ
　ミⅠ」のいずれか1科目選択必修。

選
択

小計

－学則－62－



神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

24 10

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

教育の基礎的理解に関する科目等

大学が独自に設定する科目

2　芸術工学部　卒業要件単位表

別表第1（第29条、第31条、第37条の2関係）

1　基礎教育科目（芸術工学部共通）

備考

※　「自由」には、基礎教育科目、専門教育科目の卒業要件単位を超えた「科目」の単位を
　算入することができる。

区分 科  目

※　基礎教育科目は、各科目区分毎に定められた単位数を修得し、基礎教育科目の卒業要件
　単位を満たさなければならない。

※　単位互換協定（学園都市単位互換講座等）による修得単位は、「自由」として4単位ま
　で算入することができる。

年次
単位数

単位数
年次 備考

大学が独自
に設定する

合計

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

合計

区分 科  目

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

合計

区分 科  目
単位数

年次 備考

14単位 14単位 14単位 14単位

29単位 10単位 30単位 6単位

3単位 12単位 2単位 20単位

28単位 38単位 28単位 34単位

10単位 10単位 10単位 10単位

84単位 84単位 84単位 84単位

124単位 124単位 124単位 124単位

小　　計

合　　　　計

自　　　　由 8単位

専
門
教
育
科
目

芸術工学基礎

選　択

卒 業 研 究

小　　計 32単位

必　修

選択必修

外国語 6単位以上

人文・社会 4単位以上
基
礎
教
育
科
目

学修基礎 4単位以上

自然・情報 4単位以上

キャリア 4単位以上

建築・環境
デザイン学

科

生産・工芸
デザイン学

科

ビジュアル
デザイン学

科

メディア芸
術学科

科目区分

　　　学　　科
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

必修
選択
必修

選択

スタディスキルズ 1 1

日本語表現Ⅰ 2 1

日本語表現Ⅱ 2 1

文章表現法A 2 2

文章表現法B 2 2

キャリアデザインA 2 1

キャリアデザインB 2 2

キャリアデザインC 2 3

インターンシップA 1 1

インターンシップB 1 1

2 15

神戸デザイン学 2 1

現代デザイン論 2 1

デザイン美学 2 1

音楽の歴史と文化 2 1

色とかたち 2 2

西洋美術史 2 1

日本美術史 2 1

デザイン史 2 1

デジタル造形 4 1

立体造形基礎 4 1

デジタル彫刻 4 2

アート・マネジメント 2 2

博物館展示論 2 3

32

芸術心理学 2 1

日本の歴史 2 1

世界の歴史 2 1

人文地理学 2 1

文化人類学 2 1

日本民俗学 2 1

法学(日本国憲法を含む) 2 1

現代社会論 2 2

知的財産権入門 2 2
まんが表現学
科、映像表現

マーケティング論 2 2

教育心理学 2 1

生涯学習概論 2 1

24

数学入門A 2 1

数学入門B 2 1

物理学入門 2 1

科学と技術 2 1

形の科学 2 1

生物とデザイン 2 1

人間工学 2 1

身体表現論 2 1

健康科学 2 1

スポーツ実技 1 1

ダンスワークショップ 1 1

情報とネットワーク 2 2

博物館情報・メディア論 2 3

24

基礎英語Ⅰ 1 1

基礎英語Ⅱ 1 1

英語コミュニケーションA 2 2

英語コミュニケーションB 2 2

表現のための英語A 2 2

表現のための英語B 2 2

現代英語 2 2

中国語Ⅰ 2 2
中国語を母国語として
いる学生は履修できな
い

中国語Ⅱ 2 2
中国語を母国語として
いる学生は履修できな
い

小計

外

小計

歴
史
・
文
化
・
社
会

小計

科
学
・
身
体

備考

基
礎
教
育
科
目

学
修
基
礎

小計

芸
術
・
デ
ザ
イ
ン

区分 科  目 年次
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

ハングルⅠ 2 2
ハングルを母国語とし
ている学生は履修でき
ない

ハングルⅡ 2 2
ハングルを母国語とし
ている学生は履修でき
ない

フランス語Ⅰ 2 2
フランス語を母国語と
している学生は履修で
きない

フランス語Ⅱ 2 2
フランス語を母国語と
している学生は履修で
きない

ドイツ語Ⅰ 2 2
ドイツ語を母国語とし
ている学生は履修でき
ない

ドイツ語Ⅱ 2 2
ドイツ語を母国語とし
ている学生は履修でき
ない

日本語初級Ⅰ 1 1 留学生対象

日本語初級Ⅱ 1 1 留学生対象

日本語中級Ⅰ 1 1 留学生対象

日本語中級Ⅱ 1 1 留学生対象

1 31

3 126

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-E 2 1 注1

ユニバーサルデザイン-E 2 1 注1

自然とデザイン-E 2 2 注1

図像学演習-E 2 1 注1

アニメ史-E 4 1 注1

写真史・映画史-E 2 2 注1

ファッションデザイン概論-E 2 1 注1

工芸史-E 2 2 注1

現代美術-E 2 2 注1

アジアのデザイン-E 2 1

サウンド・デザイン論-E 2 1

映像技術入門-E 2 1

映像コンテンツ論-E 2 1

音響制作演習Ⅰ-E 2 1

音響制作演習Ⅱ-E 2 1

グレートフィルムズ批評演習-E 2 1

デッサン基礎実習-E 2 1

絵画基礎実習-E 2 1

彫刻基礎実習-E 2 1

工芸基礎実習-E 2 1

写真基礎実習-E 2 1

コンピュータ基礎実習-E 2 1

プログラミング基礎実習-E 2 2

プログラミング演習A-E 2 2

プログラミング演習B-E 2 2

3DCG入門-E 4 1

3DCG映像演習-E 4 1

3DCGモデリング演習-E 4 2

基礎表現演習A-E 4 1

基礎表現演習B-E 4 1

図学・製図基礎実習-E 2 1

アート＆デザインプロジェクトA-E 2 1

アート＆デザインプロジェクトB-E 2 2

総合プロジェクトA-E 1 1

総合プロジェクトB-E 1 1

環境デザインとはⅠ-E 2 1

環境デザインとはⅡ 2 1

環境デザイン基礎演習Ⅰ 4 1

環境デザイン基礎演習Ⅱ 2 1

建物のしくみ 2 1

CAD基礎演習 2 1

環境デザイン実習Ⅰ 5 2

環境デザイン実習Ⅱ 5 2

環境デザイン実習Ⅲ 5 3

環境デザインプロジェクトA 2 4

リノベーション総合実習 5 3 注2

2　芸術工学部環境デザイン学科

選

単位数
年次 備考

専
門
教
育
科
目

芸
術
工
学
基
礎

必
修

合計

区分 科  目

外
国
語

小計
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

建築総合実習 5 3 注2

ランドスケープ総合実習 5 3 注2

まちづくり総合実習 5 3 注2

現代の建築 2 1

ランドスケープデザインの歴史 2 1

都市の歴史と住まいのかたち 2 1

建築構造入門 2 2

CAD応用演習 2 2

建築空間のデザイン　 2 2

ランドスケープ空間のデザイン 2 2

日本建築の歴史 2 2

西洋建築の歴史 2 2

力の流れと安全 2 2

建築と熱 ・光 ・空気のデザイン 2 2

福祉住環境論 2 2

都市空間のデザイン　 2 2

インテリア空間のデザイン 2 2

建築空間のプランニング 2 2

構造デザインの実践手法 2 3

構造・材料ワークショップ 2 3

環境測定ワークショップ 2 3

照明デザイン 2 3

ランドスケープのプランニング 2 3

リノベーションの理論と実践 2 3

施工の技術 2 3

環境制御の技術 2 3

建築と法規 1 3

まちづくりのしくみ 1 3

都市空間のプランニング 2 3

環境デザインプロジェクトB 2 4
環境ﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸトA
の履修者のみ履修可

環境デザインプロジェクトC 2 4
環境ﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸトA
およびBの履修者のみ履
修可

環境デザイン特別講義A　 1 1

環境デザイン特別講義B 1 1

環境デザイン特別講義C 1 1

環境デザイン特別講義D 1 1

学科入門セミナー 1 1

卒業研究 10 4

41 40 119

注1　4単位を必修とする。

必修
選択
必修

選択

職業指導 2 1

工業科教育法Ⅰ 2 3

工業科教育法Ⅱ 2 3

6

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

特別活動及び総合的な探究の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教科及び教科の指導法に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目等

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導 教

科  目
単位数

年次 備考

教育の基礎
的理解に関
する科目

各教科の指導
法(情報通信
技術の活用を
含む。)

合計

区分

科  目
単位数

年次 備考

職業指導

注2　「リノベーション総合実習」「建築総合実習」「ランドスケープ総合実習」「まちづ
くり総合実習」のいずれか1科目選択必修。
注　芸術工学基礎区分20単位のうち4単位まで、単位互換協定（学園都市単位互換講座等）
による修得単位を算入することができる。

区分

選
択
必
修

選
択

卒業研究

合計

－学則－66－



神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教職実践演習 2 4

27

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-P 2 1 注1

環境デザインとはⅠ-P 2 1 注1

図像学演習-P 2 1 注1

アニメ史-P 4 1 注1

写真史・映画史-P 2 2 注1

ファッションデザイン概論-P 2 1 注1

工芸史-P 2 2 注1

現代美術-P 2 2 注1

アジアのデザイン-P 2 1

サウンド・デザイン論-P 2 1

映像技術入門-P 2 1

映像コンテンツ論-P 2 1

音響制作演習Ⅰ-P 2 1

音響制作演習Ⅱ-P 2 1

グレートフィルムズ批評演習-P 2 1

デッサン基礎実習-P 2 1

絵画基礎実習-P 2 1

彫刻基礎実習-P 2 1

工芸基礎実習-P 2 1

写真基礎実習-P 2 1

コンピュータ基礎実習-P 2 1

プログラミング基礎実習-P 2 2

プログラミング演習A-P 2 2

プログラミング演習B-P 2 2

3DCG入門-P 4 1

3DCG映像演習-P 4 1

3DCGモデリング演習-P 4 2

基礎表現演習A-P 4 1

基礎表現演習B-P 4 1

図学・製図基礎実習-P 2 1

アート＆デザインプロジェクトA-P 2 1

アート＆デザインプロジェクトB-P 2 2

総合プロジェクトA-P 1 1

総合プロジェクトB-P 1 1

プロダクト・インテリアデザイン概論 2 1

プロダクト・インテリアデザイン実習Ⅰ 4 1

プロダクト・インテリアデザイン実習Ⅱ 4 1

プロダクト・インテリアデザイン実習Ⅲ 4 2

プロダクト・インテリアデザイン実習Ⅳ 4 2

ユニバーサルデザインⅠA 4 3 注2

ユニバーサルデザインⅠB 4 3 注3

ユニバーサルデザインⅡA 4 3 注4

ユニバーサルデザインⅡB 4 3 注5

インテリアデザインⅠA 4 3 注2

インテリアデザインⅠB 4 3 注3

インテリアデザインⅡA 4 3 注4

インテリアデザインⅡB 4 3 注5

備考

専
門
教
育
科
目

芸
術
工
学
基
礎

必
修

選
択

3　芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科

区分 科  目
単位数

年次

合計

大学が独自に設定する科目

科  目
単位数

年次 備考

大学が独自に設
定する科目

区分

徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

合計

－学則－67－



神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

プロダクトデザインⅠA 4 3 注2

プロダクトデザインⅠB 4 3 注3

プロダクトデザインⅡA 4 3 注4

プロダクトデザインⅡB 4 3 注5

カーデザインⅠA 4 3 注2

カーデザインⅠB 4 3 注3

カーデザインⅡA 4 3 注4

カーデザインⅡB 4 3 注5

家具・インテリアデザイン 2 1

ユニバーサルデザイン-P 2 1

ビジュアルテクニックⅠ 2 1

製図法演習 2 1

CAD基礎演習 2 1

生活機器デザイン 2 1

自然とデザイン-P 2 2

ビジュアルテクニックⅡ 2 2

デジタルプレゼンテーション 2 2

福祉住環境論 2 2

照明デザイン 2 2

インダストリアルデザイン計画 2 2

インターフェイスデザイン 2 2

ビジュアルテクニックⅢ 4 2

インテリア製図Ⅰ 4 2

インテリア製図Ⅱ 4 2

3Dモデリング演習Ⅰ 4 2

デザインの現場を語る 2 2

ヒト・モノ・空間を測る 2 3

家具・設備計画 2 3

インテリア表現法 2 3

ビジュアルテクニックⅣ 4 3

3Dモデリング演習Ⅱ 4 3

学科入門セミナー 1 1

卒業研究 10 4

28 82 119

必修
選択
必修

選択

美術科教育法Ⅰ 2 3

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

単位数
年次 備考

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生

合計

教育の基礎的理解に関する科目等

区分 科  目

区分 科  目
単位数

年次 備考

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

注5　「ユニバーサルデザインⅡB」「インテリアデザインⅡB」「プロダクトデザインⅡB」
「カーデザインⅡB」のいずれか1科目選択必修。
注　芸術工学基礎区分20単位のうち4単位まで、単位互換協定（学園都市単位互換講座等）
による修得単位を算入することができる。

教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

注2　「ユニバーサルデザインⅠA」「インテリアデザインⅠA」「プロダクトデザインⅠA」
「カーデザインⅠA」のいずれか1科目選択必修。
注3　「ユニバーサルデザインⅠB」「インテリアデザインⅠB」「プロダクトデザインⅠB」
「カーデザインⅠB」のいずれか1科目選択必修。
注4　「ユニバーサルデザインⅡA」「インテリアデザインⅡA」「プロダクトデザインⅡA」
「カーデザインⅡA」のいずれか1科目選択必修。

選
択

卒業研究

合計

注1　4単位を必修とする。

必
修

－学則－68－



神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

34

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-F 2 1 注1

環境デザインとはⅠ-F 2 1 注1

ユニバーサルデザイン-F 2 1 注1

自然とデザイン-F 2 2 注1

図像学演習-F 2 1 注1

アニメ史-F 4 1 注1

写真史・映画史-F 2 2 注1

工芸史-F 2 2 注1

現代美術-F 2 2 注1

アジアのデザイン-F 2 1

サウンド・デザイン論-F 2 1

映像技術入門-F 2 1

映像コンテンツ論-F 2 1

音響制作演習Ⅰ-F 2 1

音響制作演習Ⅱ-F 2 1

グレートフィルムズ批評演習-F 2 1

デッサン基礎実習-F 2 1

絵画基礎実習-F 2 1

彫刻基礎実習-F 2 1

工芸基礎実習-F 2 1

写真基礎実習-F 2 1

コンピュータ基礎実習-F 2 1

プログラミング基礎実習-F 2 2

プログラミング演習A-F 2 2

プログラミング演習B-F 2 2

3DCG入門-F 4 1

3DCG映像演習-F 4 1

3DCGモデリング演習-F 4 2

基礎表現演習A-F 4 1

基礎表現演習B-F 4 1

図学・製図基礎実習-F 2 1

アート＆デザインプロジェクトA-F 2 1

アート＆デザインプロジェクトB-F 2 2

総合プロジェクトA-F 1 1

総合プロジェクトB-F 1 1

ファッションデザイン概論-F 2 1

ファッションデザイン実習A 3 1

ファッションデザイン実習B 3 1

デザインの現場 2 3

テキスタイルデザイン演習Ⅰ 6 2 注2

テキスタイルデザイン演習Ⅱ 6 2 注3

テキスタイルデザイン演習Ⅲ 6 3 注4

テキスタイルデザイン演習Ⅳ 6 3 注5

ファッションデザイン演習Ⅰ 6 2 注2

ファッションデザイン演習Ⅱ 6 2 注3

共
通

選
択

ﾃ
ｷ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾙ

ﾌ
ｧ
ｯ

単位数
年次 備考

専
門
教
育
科
目

芸
術
工
学
基
礎

必
修

合計

4　芸術工学部ファッションデザイン学科

区分 科  目

区分 科  目
単位数

年次 備考

大学が独自に設
定する科目

教育実践に
関する科目

合計

大学が独自に設定する科目

導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

－学則－69－



神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

ファッションデザイン演習Ⅲ 6 3 注4

ファッションデザイン演習Ⅳ 6 3 注5

ファッション企画演習Ⅰ 6 2 注2

ファッション企画演習Ⅱ 6 2 注3

ファッション企画演習Ⅲ 6 3 注4

ファッション企画演習Ⅳ 6 3 注5

民族衣装論 2 1

テキスタイルパターンデザイン 2 2

糸の造形と織物の基礎 2 1

アパレル素材論 2 2

シルクスクリーンプリント 2 3

染色表現 2 1

ニットデザイン 2 2

ハンドメイドテクニック 2 3

アパレルソーイング基礎 2 1

ファッションイラストレーション 2 1

パターンメイキング基礎 2 1

アパレル構成論 2 1

ファッションデザイン画 2 1

服装史 2 2

コスチュームデザイン 2 2

アパレルソーイング応用 2 2

パターンメイキング応用 2 2

ドレーピング 2 2

アパレルCAD 2 3

ファッションアクセサリー 2 1

スタイリング 2 2

コスメトロジー 2 2

被服人間工学 2 2

ファッションマーチャンダイジング 2 2

ユニバーサルファッション 2 2

ファッションアドバイザー 2 3

皮革デザイン 2 3

皮革デザイン応用 2 3

ファッション写真 2 3

ファッションブランディング 2 3

ファッション空間演出 2 4

学科入門セミナー 1 1

卒業研究 10 4

20 92 123

必修
選択
必修

選択

職業指導 2 1

工業科教育法Ⅰ 2 3

工業科教育法Ⅱ 2 3

6

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

区分 科  目
単位数

年次 備考

教育の基礎
的理解に関
する科目

各教科の指導
法(情報通信
技術の活用を
含む。)

合計

教育の基礎的理解に関する科目等

区分 科  目
単位数

年次 備考

職業指導

注5　「テキスタイルデザイン演習Ⅳ」「ファッションデザイン演習Ⅳ」「ファッション企
画演習Ⅳ」のいずれか1科目選択必修。
注　芸術工学基礎区分20単位のうち4単位まで、単位互換協定（学園都市単位互換講座等）
による修得単位を算入することができる。

教科及び教科の指導法に関する科目

注1　4単位を必修とする。

注2　「テキスタイルデザイン演習Ⅰ」「ファッションデザイン演習Ⅰ」「ファッション企
画演習Ⅰ」のいずれか1科目選択必修。
注3　「テキスタイルデザイン演習Ⅱ」「ファッションデザイン演習Ⅱ」「ファッション企
画演習Ⅱ」のいずれか1科目選択必修。
注4　「テキスタイルデザイン演習Ⅲ」「ファッションデザイン演習Ⅲ」「ファッション企
画演習Ⅲ」のいずれか1科目選択必修。

共通

卒業研究

合計

選
択

ﾃ
ｷ
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾙ

ﾌ
ｧ
ｯ
ｼ
ｮ
ﾝ

必
修

ｼ
ｮ
ﾝ

企
画
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

特別活動及び総合的な探究の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教職実践演習 2 4

27

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-V 2 1 注1

環境デザインとはⅠ-V 2 1 注1

ユニバーサルデザイン-V 2 1 注1

自然とデザイン-V 2 2 注1

アニメ史-V 4 1 注1

写真史・映画史-V 2 2 注1

ファッションデザイン概論-V 2 1 注1

工芸史-V 2 2 注1

現代美術-V 2 2 注1

アジアのデザイン-V 2 1

サウンド・デザイン論-V 2 1

映像技術入門-V 2 1

映像コンテンツ論-V 2 1

音響制作演習Ⅰ-V 2 1

音響制作演習Ⅱ-V 2 1

グレートフィルムズ批評演習-V 2 1

デッサン基礎実習-V 2 1

絵画基礎実習-V 2 1

彫刻基礎実習-V 2 1

工芸基礎実習-V 2 1

写真基礎実習-V 2 1

コンピュータ基礎実習-V 2 1

プログラミング基礎実習-V 2 2

プログラミング演習A-V 2 2

プログラミング演習B-V 2 2

3DCG入門-V 4 1

3DCG映像演習-V 4 1

3DCGモデリング演習-V 4 2

基礎表現演習A-V 4 1

基礎表現演習B-V 4 1

図学・製図基礎実習-V 2 1

アート＆デザインプロジェクトA-V 2 1

アート＆デザインプロジェクトB-V 2 2

総合プロジェクトA-V 1 1

総合プロジェクトB-V 1 1

ビジュアルデザイン論Ⅰ 2 1

ビジュアルデザイン論Ⅱ 2 1

図像学演習-V 2 1

ビジュアルデザイン基礎 2 1

デジタル表現Ⅰ 3 1

ビジュアルデザインⅠ 4 1

ビジュアルデザインⅡ 6 2

備考

専
門

芸
術
工
学
基
礎

必
修

備考

大学が独自に設
定する科目

合計

大学が独自に設定する科目

区分 科  目
単位数

年次

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

合計

5　芸術工学部ビジュアルデザイン学科

区分 科  目
単位数

年次

－学則－71－



神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

ビジュアルデザイン表現論 2 3

ビジュアルデザイン総合演習 4 3

広告クリエーティブ論 2 2 注2

情報編集論 2 2 注2

ビジュアルデザインA 6 2 注3

ビジュアルデザインB 6 2 注3

グラフィックデザイン演習 4 3 注4

都市空間グラフィックス演習 4 3 注4

エディトリアルデザイン演習 4 3 注4

Web・電子書籍演習 4 3 注4

Web・モーショングラフィックス演習 4 3 注4

イラストレーション演習 4 3 注4

イラストレーション・ビジュアルアート演習 4 3 注4

絵本創作演習 4 3 注4

デジタル表現Ⅱ 4 1

Web基礎 4 1

DTP基礎 4 1

絵本論 2 2

モーショングラフィックス基礎 4 2

DTP実習 2 2

絵本制作基礎 4 2

パッケージデザインⅠ 4 2

タイポグラフィ 4 2

広告・企画デザイン 4 2

モーショングラフィックス実習 2 2

Web・電子書籍基礎 4 2

Web・モーショングラフィックス実習 2 2

ビジュアルアート実習 2 2

都市空間グラフィックス論 2 2

都市空間グラフィックス実習 2 2

イラストレーションプログラムA 2 2

イラストレーションプログラムB 2 2

キャラクターデザインA 2 2

キャラクターデザインB 2 2

印刷体験実習 2 2

ブックデザイン 4 2

組版・タイポグラフィ論 2 3

モーション・イラストレーション 2 3

パッケージデザインⅡ 4 3

リアルイラストレーションA 2 3

リアルイラストレーションB 2 3

グラフィック・コミュニケーション 4 3

学科入門セミナー 1 1

卒業研究 10 4

37 68 141

必修
選択
必修

選択

美術科教育法Ⅰ 2 3

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8合計

教育の基礎的理解に関する科目等

単位数
年次 備考

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

注　芸術工学基礎区分20単位のうち4単位まで、単位互換協定（学園都市単位互換講座等）
による修得単位を算入することができる。

教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

区分 科  目

注2　「広告クリエーティブ論」「情報編集論」のいずれか１科目選択必修。

注3　「ビジュアルデザインA」「ビジュアルデザインB」のいずれか１科目選択必修。

注4　「グラフィックデザイン演習」「都市空間グラフィックス演習」「エディトリアルデ
ザイン演習」「Web・電子書籍演習」「Web・モーショングラフィックス演習」「イラスト
レーション演習」「イラストレーション・ビジュアルアート演習」「絵本創作演習」のいず
れか１科目選択必修。

選
択

卒業研究

合計

注1　4単位を必修とする。

門
教
育
科
目

選
択
必
修
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

34

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-M 2 1 注1

環境デザインとはⅠ-M 2 1 注1

ユニバーサルデザイン-M 2 1 注1

自然とデザイン-M 2 2 注1

図像学演習-M 2 1 注1

ファッションデザイン概論-M 2 1 注1

工芸史-M 2 2 注1

現代美術-M 2 2 注1

アジアのデザイン-M 2 1

サウンド・デザイン論-M 2 1

映像技術入門-M 2 1

映像コンテンツ論-M 2 1

音響制作演習Ⅰ-M 2 1

音響制作演習Ⅱ-M 2 1

グレートフィルムズ批評演習-M 2 1

デッサン基礎実習-M 2 1

絵画基礎実習-M 2 1

彫刻基礎実習-M 2 1

工芸基礎実習-M 2 1

写真基礎実習-M 2 1

コンピュータ基礎実習-M 2 1

プログラミング基礎実習-M 2 2

プログラミング演習A-M 2 2

プログラミング演習B-M 2 2

3DCG入門-M 4 1

3DCG映像演習-M 4 1

3DCGモデリング演習-M 4 2

基礎表現演習A-M 4 1

基礎表現演習B-M 4 1

図学・製図基礎実習-M 2 1

アート＆デザインプロジェクトA-M 2 1

アート＆デザインプロジェクトB-M 2 2

総合プロジェクトA-M 1 1

総合プロジェクトB-M 1 1

6　芸術工学部まんが表現学科

単位数
年次 備考

芸
術
工
学
基
礎

合計

区分 科  目

区分 科  目
単位数

年次 備考

大学が独自に設
定する科目

教育実践に
関する科目

合計

大学が独自に設定する科目

単位数
年次 備考

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

区分 科  目

－学則－73－



神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

まんがデジタルメディア表現基礎実習 2 1

まんが表現基礎 2 1

まんが原論 2 1

表現リテラシー 2 1

世界観構想論 2 2

まんが作品制作基礎Ⅰ 4 2

作画技術演習Ⅰ 2 2

作画技術演習Ⅱ 4 2

まんがゼミ演習 4 3

まんが作品制作基礎Ⅱ 4 2 注2

まんが企画演習 4 2 注2

コミックイラストレーション演習Ⅱ 4 2 注2

アニメ史-M 4 1

コンピュータゲーム(CG）史 2 1

コンピュータ応用演習 4 1

写真史・映画史-M 2 2

まんが論基礎 2 1

まんが制作基礎 2 1

物語基礎演習Ⅰ 2 1

物語基礎演習Ⅱ 2 1

コミックイラストレーション基礎 2 1

まんが総合演習 2 1

コミックイラストレーション演習Ⅰ 2 2

キャラクター制作基礎 4 2

まんがメディア文化史 2 2

キャラクター類型論 2 2

イメージ創造演習 4 2

デジタルコミック演習 2 2

背景設定デザイン 2 3

まんが作品制作演習Ⅰ 4 3

まんが作品制作演習Ⅱ 4 3

まんが・アニメーション作品批評論 2 3

キャラクターイラストレーション演習Ⅰ 4 3

キャラクターイラストレーション演習Ⅱ 4 3

コミック背景デザイン 4 3

Webコミック特論演習 4 3

メディアデザイン演習 4 3

フルカラー・コミック作品制作 2 3

Webコミック制作演習 4 3

まんが表現特論 2 4

学科入門セミナー 1 1

卒業研究 10 4

36 28 139

必修
選択
必修

選択

美術科教育法Ⅰ 2 3

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

教育の基礎的理解に関する科目等

単位数
年次 備考

合計

区分 科  目

科  目
単位数

年次 備考

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

区分

注1　4単位を必修とする。

注2　「まんが作品制作基礎Ⅱ」「まんが企画演習」「コミックイラストレーション演習
Ⅱ」のいずれか１科目選択必修。

注　芸術工学基礎区分20単位のうち4単位まで、単位互換協定（学園都市単位互換講座等）
による修得単位を算入することができる。

選
択
必
修

選
択

卒業研究

合計

専
門
教
育
科
目

必
修

注　基礎教育科目の「知的財産権入門」を必修とする。
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

34

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-I 2 1 注1

環境デザインとはⅠ-I 2 1 注1

ユニバーサルデザイン-I 2 1 注1

自然とデザイン-I 2 2 注1

図像学演習-I 2 1 注1

ファッションデザイン概論-I 2 1 注1

工芸史-I 2 2 注1

現代美術-I 2 2 注1

アジアのデザイン-I 2 1

サウンド・デザイン論-I 2 1

映像技術入門-I 2 1

映像コンテンツ論-I 2 1

音響制作演習Ⅰ-I 2 1

音響制作演習Ⅱ-I 2 1

グレートフィルムズ批評演習-I 2 1

デッサン基礎実習-I 2 1

絵画基礎実習-I 2 1

彫刻基礎実習-I 2 1

工芸基礎実習-I 2 1

写真基礎実習-I 2 1

コンピュータ基礎実習-I 2 1

プログラミング基礎実習-I 2 2

プログラミング演習A-I 2 2

プログラミング演習B-I 2 2

3DCG入門-I 4 1

3DCG映像演習-I 4 1

3DCGモデリング演習-I 4 2

基礎表現演習A-I 4 1

基礎表現演習B-I 4 1

図学・製図基礎実習-I 2 1

アート＆デザインプロジェクトA-I 2 1

アート＆デザインプロジェクトB-I 2 2

総合プロジェクトA-I 1 1

総合プロジェクトB-I 1 1

共通映像表現概論 2 1

デジタルクリエーション入門 2 1

イメージ・コミュニケーション基礎 2 1

インタラクティブインターフェース基礎 2 1

備考

芸
術
工
学
基
礎

デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ

7　芸術工学部映像表現学科

区分 科  目
単位数

年次

合計

大学が独自に設定する科目

科  目
単位数

年次 備考

大学が独自に設
定する科目

教育実践に
関する科目

合計

区分

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

デジタルクリエーション演習 2 1

イメージ・コミュニケーション演習Ⅰ 2 2

映画創作基礎演習 2 1

映画演出概論演習 4 2

デジタル撮影応用演習 4 3

アニメーション基礎 4 1

アニメーション演出論 2 2

アニメーション映像制作Ⅱ 4 3

コンピュータ応用演習 4 1

コンピュータゲーム(CG）史 2 1

VFX映像基礎概論演習 2 2

サウンドデザイン基礎演習 4 2

写真史・映画史-I 2 2

デジタル映像応用演習 4 3

学科入門セミナー 1 1

Linux演習 2 2

動的ウェブ演習Ⅰ 4 2

動的ウェブ演習Ⅱ 4 2

ジェネレーティブアート基礎 4 2

デジタルコンテンツ総合演習Ⅰ 4 3

デジタルコンテンツ総合演習Ⅱ 4 3

CG表現演習 4 3

プロダクション演習 4 3

イメージ・コミュニケーション演習Ⅱ 2 3

インタラクティブインターフェース演習Ⅰ 2 3

インタラクティブインターフェース演習Ⅱ 2 3

インタラクティブコンテンツ演習Ⅰ 2 3

インタラクティブコンテンツ演習Ⅱ 2 3

プリプロダクション演習 4 3

ポストプロダクション演習Ⅰ 4 3

ポストプロダクション演習Ⅱ 4 3

デジタル背景制作演習 4 2

映画入門 4 1

シナリオ基礎演習 4 1

映画編集概論演習 2 1

デジタル撮影基礎概論演習 4 2

映画創作演習 2 2

映像創作演習 2 2

シナリオ創作演習 4 2

映画美術概論演習 4 2

映像プロデュース総論 4 3

映画創作応用総論 2 3

サウンドデザイン演習 4 3

アニメ史-I 4 1

アニメーション原論 2 1

アニメーション制作基礎Ⅰ 4 1

アニメーション制作基礎Ⅱ 4 1

アニメーション映像制作Ⅰ 4 2

動画基礎演習 4 2

アニメーション映像技法 4 3

アニメーション作品表現論 2 3

アニメーション特設ゼミⅠ 4 3

アニメーション特設ゼミⅡ 4 3

卒業研究 10 4

44 16 205

必修
選択
必修

選択

注　 基礎教育科目の「知的財産権入門」を必修とする。

区分 科  目
単位数

年次 備考

注1　4単位を必修とする。

注　芸術工学基礎区分20単位のうち4単位まで、単位互換協定（学園都市単位互換講座等）
による修得単位を算入することができる。

教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

映
画

ア
ニ
メ
ー

シ
ョ

ン

卒業研究

合計

映
画

ア
ニ
メ
ー

シ
ョ

ン

選
択

共
通

デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

専
門
教
育
科
目

必
修

エ
ー

シ
ョ

ン
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

美術科教育法Ⅰ 2 3

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

34

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

必修
選択
必修

選択

芸術工学概論-A 2 1 注1

環境デザインとはⅠ-A 2 1 注1

ユニバーサルデザイン-A 2 1 注1

自然とデザイン-A 2 2 注1

図像学演習-A 2 1 注1

アニメ史-A 4 1 注1

写真史・映画史-A 2 2 注1

ファッションデザイン概論-A 2 1 注1

現代美術-A 2 2 注1

アジアのデザイン-A 2 1

サウンド・デザイン論-A 2 1

映像技術入門-A 2 1

映像コンテンツ論-A 2 1

音響制作演習Ⅰ-A 2 1

音響制作演習Ⅱ-A 2 1

グレートフィルムズ批評演習-A 2 1

デッサン基礎実習-A 2 1

絵画基礎実習-A 2 1

彫刻基礎実習-A 2 1

工芸基礎実習-A 2 1

写真基礎実習-A 2 1

コンピュータ基礎実習-A 2 1

プログラミング基礎実習-A 2 2

プログラミング演習A-A 2 2

プログラミング演習B-A 2 2

3DCG入門-A 4 1

3DCG映像演習-A 4 1

合計

区分 科  目
単位数

年次 備考

大学が独自に設
定する科目

教育実践に
関する科目

合計

大学が独自に設定する科目

単位
年次 備考

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

合計

教育の基礎的理解に関する科目等

区分 科  目

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

科  目
単位数

年次 備考

芸
術
工
学
基
礎

区分

8　芸術工学部アート・クラフト学科
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

3DCGモデリング演習-A 4 2

基礎表現演習A-A 4 1

基礎表現演習B-A 4 1

図学・製図基礎実習-A 2 1

アート＆デザインプロジェクトA-A 2 1

アート＆デザインプロジェクトB-A 2 2

総合プロジェクトA-A 1 1

総合プロジェクトB-A 1 1

アート・クラフト概論 2 1

美術基礎実習 2 1

クラフト基礎実習 2 1

スケッチ・素描・イメージ 2 1

美術実習A 2 1 注2

クラフト実習A 2 1 注2

美術実習B 2 2 注3

クラフト実習B 2 2 注3

絵画演習A 4 2 注4

フィギュア・彫刻演習A 4 2 注4

美術教育演習A 4 2 注4

ジュエリー・メタルワーク演習A 4 2 注4

ガラス・陶磁器演習A 4 2 注4

絵画演習B 6 3 注5

フィギュア・彫刻演習B 6 3 注5

美術教育演習B 6 3 注5

ジュエリー・メタルワーク演習B 6 3 注5

ガラス・陶磁器演習B 6 3 注5

絵画演習C 6 3 注6

フィギュア・彫刻演習C 6 3 注6

美術教育演習C 6 3 注6

ジュエリー・メタルワーク演習C 6 3 注6

ガラス・陶磁器演習C 6 3 注6

美術特別演習 4 4 注7

クラフト特別演習 4 4 注7

彫刻基礎 2 1

作品の見方 2 1

ドローイング 4 1

工芸史-A 2 2

日本画技法 2 2

フィギュア技法 2 2

美術工芸教育論 2 2

模型・フィギュア造形論 2 2

フィギュア表現 4 2

版画表現 4 2

宝飾表現 4 2

吹きガラス表現 4 2

陶表現 4 2

ジュエリー技法 2 3

ステンドグラス演習 2 3

釉薬技法演習 2 3

金属造形演習 2 3

メディア演習 4 3

学科入門セミナー 1 1

卒業研究 10 4

18 116 111

注7　

注5　「絵画演習B」「フィギュア・彫刻演習B」「美術教育演習B」「ジュエリー・メタル
ワーク演習B」「ガラス・陶磁器演習B」のいずれか１科目選択必修。
注6　「絵画演習C」「フィギュア・彫刻演習C」「美術教育演習C」「ジュエリー・メタル
ワーク演習C」「ガラス・陶磁器演習C」のいずれか１科目選択必修。

注　芸術工学基礎区分20単位のうち4単位まで、単位互換協定（学園都市単位互換講座等）
による修得単位を算入することができる。

合計

注1　4単位を必修とする。

注4　「絵画演習A」「フィギュア・彫刻演習A」「美術教育演習A」「ジュエリー・メタル
ワーク演習A」「ガラス・陶磁器演習A」のいずれか１科目選択必修。

注2　「美術実習A」「クラフト実習A」のいずれか１科目選択必修。

注3　「美術実習B」「クラフト実習B」のいずれか１科目選択必修。

選
択
必
修

選
択

卒業研究

専
門
教
育
科
目

必
修
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

必修
選択
必修

選択

美術科教育法Ⅰ 2 3

美術科教育法Ⅱ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅰ 2 3

美術・工芸科教育法Ⅱ 2 3

8

必修
選択
必修

選択

教育原理 2 1

教師論 2 1

学校制度論 2 1

教育心理学 2 1

特別支援教育総論 2 3

教育課程 2 2

道徳教育論 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

2 2

教育の方法及び技術（情報通信技術
の活用含む）

2 2

生徒指導論 2 2

教育相談 2 2

進路指導論 2 2

教育実習A 3 4

教育実習B 5 4

教職実践演習 2 4

34

必修
選択
必修

選択

道徳教育論 2 2

2

9　卒業要件単位表

単位数
年次 備考

大学が独自に設
定する科目

合計

合計

大学が独自に設定する科目

区分 科  目

教育実践に
関する科目

教育の基礎的理解に関する科目等

区分 科  目
単位数

年次

備考

各教科の指
導法(情報通
信技術の活
用を含む。)

合計

備考

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教科及び教科の指導法に関する科目(各教科の指導法）

区分 科  目
単位数

年次

　　　学　　科

20単位 20単位 20単位 20単位

31単位 18単位 10単位 27単位

5単位 16単位 24単位 12単位

22単位 24単位 24単位 19単位

10単位 10単位 10単位 10単位

88単位 88単位 88単位 88単位

124単位 124単位 124単位 124単位

　　　学　　科

映画
アニメー
ション

デジタルク
リエーショ

ン

選択必修

選　択

卒 業 研 究

専
門
教
育
科
目

環境デザイ
ン学科

プロダク
ト・

インテリア
デザイン学

科

ファッショ
ン

デザイン学
科

ビジュアル
デザイン学

科科目区分

芸術工学基礎

必　修

小　 　 計

4単位以上

歴史・文化・社会 4単位以上

小　　計 36単位

芸術・デザイン

科学・身体 4単位以上

外国語 5単位以上

4単位以上

合　　　　計

まんが表現
学科

映像表現学科

アート・ク
ラフト学科

　

　　

　 　 

　　　　

　

   

基
礎
教
育
科
目

学修基礎 4単位以上

科目区分

学修基礎
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神戸芸術工科大学学則 変更部分の新旧対照表

新（変更） 旧（現行）

※　基礎教育科目は、各科目区分毎に定められた単位数を修得し、基礎教育科目の必要単位
数を満たさなければならない。
※　芸術工学基礎区分20単位のうち4単位まで、単位互換協定（学園都市単位互換講座等）
による修得単位を算入することができる。

　　　 　　

　　　 　　

20単位 20単位 20単位 20単位 20単位

24単位 12単位 12単位 12単位 8単位

4単位 ― ― ― 24単位

30単位 46単位 46単位 46単位 26単位

10単位 10単位 10単位 10単位 10単位

88単位 88単位 88単位 88単位 88単位

124単位 124単位 124単位 124単位 124単位

　

   

　

　 　 

　　

芸術・デザイン 4単位以上

歴史・文化・社会 4単位以上

　　　　

選　択

小　　計 36単位

小　 　 計

合　　　　計

専
門
教
育
科
目

芸術工学基礎

必　修

卒 業 研 究

科学・身体 4単位以上

外国語 4単位以上

選択必修

基
礎
教
育
科
目
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○神戸芸術工科大学教授会規程 

平成元年4月1日 

最近改正 平成27年4月1日 

（構成） 

第1条 本学に教授会を置き、学長、専任の教授をもって組織する。 

2 学長が必要と認めるときは、専任の准教授、助教を加えることができる。 

（審議・聴取事項） 

第2条 教授会は、次の事項を審議し、学長に意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学及び卒業に関する事項 

(2) 教育課程に関する事項 

(3) 学位の授与に関する事項 

(4) 学長が必要とし、諮問する事項 

ア 学則その他関連規程 

イ 教員の資格審査及び人事 

ウ 学生の賞罰 

エ 学生の転科及び復学 

2 教授会は、次の事項について、学長に意見を述べることができる。 

(1) 学生の休学、転学、留学、退学、除籍及び復籍に関する事項 

(2) 学部、学科の組織編成に関する事項 

(3) その他教学部門における重要な事項 

3 第1項に定める審議事項については、教授会の意見を聴いて学長が決定する。 

（定足数） 

第3条 教授会は、2分の1以上の出席をもって成立する。ただし、休職、留学並びに海外出張中の者

は定足数から除外する。 

2 人事、その他学長が重要と認めた事項を付議する場合には、教授の3分の2以上の出席をもって成

立する。 

（招集） 

第4条 教授会は、学長がこれを招集する。 

2 教授会は、定例として毎月1回招集する。ただし、重要な議案がないときは休会とすることができ

る。 

3 緊急を要する事項については、臨時に教授会を招集することができる。 

4 教授の3分の1以上の者が要求したときは、学長は教授会を招集しなければならない。 

 

（議長） 
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第5条 学長は、教授会の議長となる。 

2 学長に事故があるときは、あらかじめ学長の指名した教授が前項の職務を代行する。 

（意思決定）

第6条 教授会としての意思決定は、出席者の過半数を必要とする。ただし、可否同数の場合には、

議長の決するところによる。

（構成員以外の者の出席）

第7条 議長が、必要と認めたときは、教授会の意見を聴いて、構成員以外の者を出席させることが

できる。ただし、教授会としての意思決定には参加させない。

2 前項にかかわらず、事務局長は、教授会に出席することができる。ただし、教授会としての意思

決定には参加できない。

（委員会等）

第8条 学長は、審議事項について必要と認めたときは、神戸芸術工科大学学則第6条の2に規定する

運営協議会及び同規則第6条の3に規定する委員会（以下「委員会」という。）に調査及び審議を依

頼することができる。

2 前項の委員会委員は、学長が選任（職制の委員及び別に定めがある場合を除く。）し、教授会に

報告するものとする。

（所管）

第9条 教授会に関する事務は、教務課の所管とする。 

2 教授会の議事録は、教務課において作成し、議長及びその都度議長より指名された教授2名の署名

押印を徴した上、教務課において保管する。

（改廃）

第10条 この規程の改廃は、教授会の意見を聴いて学長が行う。 

附 則

この規程は、平成元年4月1日から施行する。 

附 則

この規程は、平成5年4月1日から施行する。 

附 則

この規程は、平成6年4月1日から施行する。 

附 則

この規程は、平成13年4月1日から施行する。 

附 則

この規程は、平成19年4月1日から施行する。 

附 則

この規程は、平成27年4月1日から施行する。 
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設置の趣旨等を記載した書類 

Ⅰ．設置の趣旨及び必要性 

１．教育の理念及び沿革 

神戸芸術工科大学（以下本学）は、1989年に学校法人谷岡学園により、人間生活に最も適合する技術

を発展させるため、人間の立場から技術を駆使する芸術工学を研究し、高い次元の設計家、即ち多くの

技術を人間の立場から総合的に計画し、人文、社会、自然の諸科学にまたがる知識と芸術的感性、豊か

な教養を基盤とする総合的設計家（デザイナー）の養成を目的とする大学として設立された。 

環境デザイン、工業デザイン（プロダクト、アパレル）、視覚情報デザインの 3学科で開学した後、社

会における多様化、進化したデザイン、アート、メディア分野に対応するため、途中で学科新設や学科

名改称を行い、2015 年に現行の学部・学科構成である「環境デザイン学科」「プロダクト・インテリア

デザイン学科」「ファッションデザイン学科」「ビジュアルデザイン学科」「まんが表現学科」「映像表現

学科」「アート・クラフト学科」の 7学科を有する大学として発展し、社会に貢献できるデザイナー、ア

ーティスト、クリエイターを養成している。大学院においては、1993 年に大学院芸術工学研究科修士課

程、1995 年に大学院芸術工学研究科博士課程を設置し、より高度な専門的知識、能力、技術を備え、総

合的視野を持つ研究者、指導的実践者を養成している。 

開学から現在までに輩出した学士 9,290 名、修士 669 名、博士 66 名（2023年 4月 1日現在）は、地

域社会や国際社会で重要な役割を担っている。 

研究面においては、初代学長である吉武水が 1992年に「芸術工学会」を創設。学術研究と学術交流

を行うことにより、全国の研究者の博士学位の取得支援等学術関係にも貢献した。その後、科学研究員

におけるデザイン分野の独立、芸術工学会が学術団体として認証されるなど更に発展してきた。 

学内では 1993年から「芸術工学研究所」を設置し、研究の振興を図っている。社会貢献としては、開

学から間もない 1995 年に見舞われた「阪神・淡路大震災」において地域の再生に向けて大きな役割を

果たした。2008 年にユネスコから「デザイン都市」の認定を受けた神戸市が、神戸らしさをデザインの

力で創造し続ける「デザイン都市・神戸」推進のための取り組みをはじめ、多くの地域発展に貢献して

いる。さらにグローバル社会に生きる学生を育て輩出するため、世界 14 大学と学術研究協定、11 大学

と学生等の交換留学制度を設けるなど、教育、研究、社会貢献、国際交流のいずれの分野においても意

義のある活動を続けている。 

２．現状の課題と改組の目的等 

（１）大学全体の課題からみた必要性 

本学は、開学以来、順調に実績を積み重ねてきた。しかし、急速に発展する技術とこれにより加速す

るグローバル化にともなう人々の日常生活や文化、社会・経済、都市・地域環境の変化などにより、科

学技術や芸術文化の分野でも、既存の分野を超えた横断化・融合化という構造変化が起きている。また、

社会のヒト・モノに対するニーズが感性豊かな総合力を求める方向へと変化していることから、個別の

技能と同時に、各自が主体的に課題の発見と解決方法を創造できる柔軟な発想、計画、実践、応用力を

修得する教育方法の再構築が急務となった。 

（２）社会背景等からみた必要性 

現在は、「第 4次産業革命とも言われる、AI、ビッグデータ、Internet of Things（IoT）、ロボティク

ス等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられることで、日本の強みとリソース

を最大限活用して、誰もが活躍でき、様々な社会課題を解決できる、日本ならではの持続可能でインク
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ルーシブな経済社会システムである Society5.0（超スマート社会）の実現に向けた取組が加速」してい

る[資料 1]。 

また、「課題解決を指向するエンジニアリング、デザイン的発想に加えて、真理や美の追究を指向する

サイエンス、アート的発想の両方を併せ持つ人材が必要であること」、「AIでは代替できない職業として

（中略）アートの世界」があること、今後取り組むべき教育政策の方向性として、「思考の基盤となる

STEAM教育を、すべての学生に学ばせる必要があること。より多くの優れた STEAM人材の卵を産みだし、

将来、世界を牽引する研究者の輩出とともに、幅広い分野で新しい価値を提供できる数多くの人材の輩

出につなげていくこと」が必要であり[資料 2]、本学においても開学以降、こうした新しい課題等に対

する解決策を考え、デザインの本質を理解し活用できる人物の養成に尽力してきた。 

また、大学等への進学や就職動向は、かつての首都圏をはじめとする一極集中型から近年は地元志向

型が増加していたが、新型コロナウイルスの感染拡大により、一層地域志向の度合いが高まった[資料

3]。さらに、兵庫県内にはデザイン科を有する公立高校が 3 校あるが、3 校の志願者は永年定員の 1.0

～1.35 倍を維持していることから、地元にデザインを専門に学ぶことができる本学が存在することは不

可欠である。首都圏に次いで各種機能や人口等の集積、高等学校が多く設置されているこの関西圏に位

置する本学が、将来を見据え、新たな価値を提供できる人物を輩出するために改組を行う意義は極めて

大きい。 

（３）改組の方向性 

これまで本学において特長の一つとして行ってきた少人数教育は、反面、指導教員の専門に特化した

指導になりがちであった。これらの課題や、社会的背景等を受け、複数教員による体系的かつ複合的な

教育体制になるよう、改めてカリキュラムを再構築することにより、本学の人物養成に関する目標を一

層発展させ、社会変化に柔軟に対応し、将来の姿・仕組みを構想し、時代が求める課題の解決に貢献し、

よりよい社会の実現に寄与できる人物を養成することができる教育体制となるよう、学生定員を維持し

つつ、4学科 12コースへの改組を計画した。 

①7 学科を 4学科に再編

表現分野の対象別に環境デザイン学科、プロダクト・インテリアデザイン学科、ビジュアルデザイン

学科、映像表現学科、まんが表現学科、ファッションデザイン学科、アート・クラフト学科の 7学科に

分類していた。しかし、デザインとアートの融合が進んだことにより、より広い知見に対応する必要が

あることから、「建築・環境デザイン学科」「生産・工芸デザイン学科」「ビジュアルデザイン学科」「メ

ディア芸術学科」の分野別に大綱化し 4学科とする。 

②25コースを 12 コースに再編

従来は、卒業後の進路（職種）となる細分化された専門分野を個別にコースとして明示することが、

本学の学びを学生、受験生、社会に対して明確に伝えることができるものと考えていたが、最初からそ

れらの専門職を目指す人と、迷いながら漠然と創造的分野を目指している人、あるいは複合的な知識や

技能を習得したいと考える人がいることを考慮した。このたび、現行の 25コースを融合し、各学科 3コ

ース、合計 12コースとする。 

③カリキュラムの再編

各学科のカリキュラムは、学生が各専門分野の礎となる内容を幅広く学修することで視野拡大が可能

になると共に、自身の興味・関心の方向性と将来の進路を考えた上で、自分の専門分野（コース）を選

択することができるように設定する。一方で、最初から専攻したい分野（コース）を決めている学生に

ついては、さらなる深化、応用が可能となるようなカリキュラム編成とする。 

また、従来の 25 コースによる教育体制では、少人数制による密接な教育ができる一方で、早くから
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指導教員の専門に特化した指導になりがちであったため、複数教員による体系的かつ複合的な教育体制

になるよう、改めてカリキュラムを再構築する。 

３．「芸術工学」の理念と学科改組の基本方針 

（１）芸術工学の理念と学科改組の基本方針 

 本学が教育及び芸術活動の基盤とする「芸術工学」とは、人間とその歴史を基盤に「科学・技術」と

「芸術・文化」の学問分野を、アートとデザインそしてメディアの教育と学術活動を通じて統合する学

問である。 

この度の改組は、「建築・環境」「生産・工芸デザイン」「ビジュアルデザイン」「メディア芸術」に関

する 4つの学域を学科として改組し、社会にさらなる貢献ができる人物を養成する。 

（２）学科改組の基本方針 

建築・環境デザイン学科は、学科名として「建築」を冠し、本学の教育研究の対象を学生、受験生、

社会にわかりやすくする。さらに、従来のランドスケープと建築の分野に、商空間、住居・インテリア

や空間演出に関する分野を加えることで、従来よりも広い視野から建築・環境デザインを追及する。「ま

ちづくり・ランドスケープコース」「建築・リノベーションコース」「商空間・インテリアコース」とし

て編成することで、都市・地域空間や生活環境などの質を持続的に向上させ、社会を持続可能な環境に

変えていくことができる人物を養成する学科とする。入学定員は 100名とする。 

なお、本学科の教育・研究上の中心的な学問分野は、デザイン学、建築学及び環境学である。 

４．養成する人材像、教育の目的 

初代理事長の谷岡登は、「世に役立つ人物の養成」を本学園の建学の理念とした。また、1997 年に第

2 代理事長の谷岡太郎によって、建学の理念を支える「四つの柱」として、「思いやりと礼節」「基礎的

実学」「柔軟な思考力」「楽しい生き方」が示されている。  

本学は、本学園の「建学の理念」を基本理念とし、人間生活にかかわる関係諸学を総合的にとらえ展

開する「芸術工学」の教育・研究を通じて、広い教養、専門的知識、能力、技術とコミュニケーション

力を備えた人物を養成し、社会に貢献することを目的とする。 

なお、「養成する人物像と 3ポリシーの各項目との相関及び整合性を示す表」は[資料 4]に示す。 

５．学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

（１）芸術工学部 

芸術工学部は、次に掲げる「芸術工学」の能力、資質を獲得し、よりよい社会の実現に寄与できる能

力を身につけ、所定の単位を修めた者に、「学士(芸術工学）」の学位を授与する。 

Ａ：基礎的教養 

学士にふさわしい基礎的教養、学知及びキャリアプランニング能力を獲得する。 

①「科学・技術」「社会・歴史」「芸術・文化」に関する幅広い知識、教養を身につける。

②専攻する分野において必要とされる基礎知識を身につける。

③論理的、客観的、複眼的、俯瞰的に思考できる力を身につける。

Ｂ：コミュニケーション力 

日本語・外国語の習得、言語化能力及びコミュニケーション力を獲得する。 

①日本語の読解力、語彙力、文章構成力などの読み書きと、表現する力を身につける。

②特定の外国語を用いて、読み、書き、聞き、話すことができる力を身につける。 
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 ③他人の考えを正しく理解し、自分の考えを他人に正しく伝える力を身につける。 

Ｃ：専門的技能 

専門分野における知見及び技術、造形力及び表現力を獲得する。 

①技術、表現力、観察力、造形力を身につける。

②課題解決に向けた計画力、構想力、創造力を身につける。

③メディアと情報ネットワークを効果的に活用できる力を身につける。

Ｄ：汎用的能力 

設置する分野に共通する知識や技能を利用して、新しい価値を提案する力を獲得する。 

①専門的技能を、実践に結び付けて計画、創造、プレゼンテーションできる力を身につける。

②目標に向けて多様な人たちと協働できる力を身につける。

③他の分野を融合して新たな価値を提案する力を身につける。

Ｅ：社会的対応力 

社会課題・問題を解決する力、高い倫理感と国際性に支えられた対応力、指導力及び管理力を獲得す

る。 

①社会変化に柔軟に対応し将来の姿・仕組みを構想、提案する力を身につける。

②マネジメント力、指導力、管理力を身につける。

③社会的責任感、自己管理力を持ち、デザイン、アート分野の発展に寄与することができる力を身

につける。

（２）生産・工芸デザイン学科の学位授与の方針 

大学卒業生としての基礎的な教養とコミュニケーション力を身につけ、プロダクト、ファッション・

テキスタイル、クラフトにおける専門性と幅広い知見、技術及び表現力を修得し、専門性を活かした上

で分野融合力及び社会で活動し貢献できる実践力を有したと認めた者に「学士（芸術工学）」を授与す

る。 

Ａ：基礎的教養 

基礎課程および芸術工学基礎課程を基盤とし、専門課程の基礎を通じて、本学科に必要な専門力およ

び融合力に繋がる基礎的教養を身につける。 

①「科学・技術」「社会・歴史」「芸術・文化」に関する幅広い知識を基に、アイディアや創作活動の 

一助となる教養を身につける。 

②幅広い知識を基に、アイディアや創作活動の一助となる教養を身につける。

③自ら創造したモノ・コトについて解説できるデザイン・アートの基礎的知識を身につける。

Ｂ：コミュニケーション力 

①自らの思考や構想を表現するための日本語読解力、語彙力、文章表現力を身につける。

②特定の外国語に触れ、コミュニケーションツールとして活用できる基礎力を身につける。

③語学およびプレゼンテーション技能を習得し、自ら創造したモノ・コトについて説明し、他者から

の反応を客観的に分析できる能力を身につける。

Ｃ：専門的技能 

①デザイン・アートをプランニングするための観察力、リサーチ力を身につける。

②デザイン・アートをモデリングするための技術力、設計力を身につける。

③デザイン・アートをプロモーションするためのデジタルスキルを身につける。

Ｄ：汎用的能力 

①専門的技能を統合し、生み出した成果を示すための提案力、創造力、プレゼンテーション力を身に
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つける。 

②プロジェクトやグループによる創作活動を実施するための計画力、協働力、提案力、実践力を身に

つける。

Ｅ：社会的対応力 

①地域・社会、国際的な問題点を察知し、専門的技能を持って問題解決策を提案できる力を身につけ

る。

②社会での役割と実践力、影響力の重要性を理解できる力を身につける。

Ⅱ．学部・学科の特色 

（１）芸術工学部 

昨今のグローバル化、急激に変化し続ける技術革新、人々の日常生活や文化、社会・経済、都市・地

域環境の変化から生じている科学技術や芸術文化の分野での大きな構造変化のみならず、不断に変化し

続ける状況に速やかに対応することが可能なカリキュラム体系、学科・コース体制、教育課程を編成す

る。 

（２）生産・工芸デザイン学科 

社会状況に伴う人々のライフスタイルの変化により、今まで以上に生活の質や豊かさが求められるよ

うになった。さらに、近年のデジタルや情報技術の発達は、生活の質を高めるデザインやアートにも浸

透しつつあり、人々の生活環境に大きな変革をもたらしている。 

生産・工芸デザイン学科では、「プロダクトデザイン」「ファッション・テキスタイル」「クラフト」に

関わる生活デザインやアートを創造し、人のライフスタイルを豊かに彩るモノを総合的に創造できるデ

ザイナーやクリエイターを養成する。生産・工芸デザイン学科では、時代や社会状況を察知し、デザイ

ンやアートで諸問題を解決できる力、分野融合によって新たな視点を展開できる力、独創的な発想によ

ってモノづくりができ、それを発信できる力、デジタルを活用しコト・モノを創造できる力を育み、デ

ザイン・アート領域で活躍できる人物を養成する。 

（コースの目標）

①プロダクトデザインコースは、プロダクトデザイン、家具インテリアデザイン、ユニバーサルデザ

イン、カーデザインなどの広範囲なプロダクトデザイン領域についての学修を通じて、社会の諸問

題を解決・提案できる力を身につける。 

②ファッション・テキスタイルコースは、他大学にほとんど類例のないコースであり、我が国のファ

ッションやテキスタイルの分野を牽引してきた実績を基盤に、今後の現代の多様なファッションの

あり方を踏まえた実践的なものづくりの力を身につける。

③クラフトコースは、ガラス、陶磁器、ジュエリー、木工、フィギュアの高度な表現技術による独創

性とこれらの分野の融合を追求する。相互に新たな可能性を見出すことで、独自の観点や表現世界

を開拓し、社会に貢献できる力を身につける。

（卒業後の進路） 

プロダクトデザイナー、カーデザイナー、インテリアデザイナー、家具デザイナー、テクニカルディ

レクター、ファッションデザイナー、パタンナー、テキスタイルデザイナー、マーチャンダイザー、バ

イヤー、ジュエリーデザイナー、作家、教員、大学院進学、企業の一般職・総合職
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Ⅲ．学部・学科等名称及び学位の名称 

１．学部・学科の名称 

（１）芸術工学部  

開学時より、人間とその歴史を基盤に「科学・技術」と「芸術・文化」の学問分野を、アートとデザ

インそしてメディアの教育と学術活動を通じて統合する学問分野として「芸術工学」を用いており、引

き続き学部の名称とする。 

（２）生産・工芸デザイン学科 

教育・研究の対象であるプロダクトデザイン、ファッション・テキスタイル、クラフト分野に共通す

るプロセスが、一般的な呼称である「生産」と「工芸」であることから、学科名称とする。 

２．学位の名称 

学位名称：学士（芸術工学） 

全学科の学問分野は、人間とその歴史を基盤に「科学・技術」と「芸術・文化」の学問分野を、アー

トとデザインそしてメディアの教育と学術活動を通じて統合する学問分野として「芸術工学」を基盤と

していることから、引き続き授与する学位は「学士（芸術工学）」とする。 

Ⅳ．教育課程の編成の考え方及び特色 

１．教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

神戸芸術工科大学では、学位授与の方針に掲げる人物を養成するため、全学共通の基幹教育として、

「基礎教育科目」と「芸術工学基礎」を位置づけ、「基礎教育科目」では大学生としてふさわしい知識や

教養を身につける科目群、「芸術工学基礎」は芸術工学の基礎知識、学科を超えた共通する基本的知識や

表現技術を身につける科目群で編成するとともに、各学科の特色に合わせた授業科目である「専門教育

科目」によってカリキュラムを編成している。 

学修は、以下の方針で評価する。 

①各科目のシラバスで予め明示した成績評価基準に基づき、学修成果を厳格に評価する。

②卒業研究は、専攻領域の教員が卒業研究発表会、卒業制作展等の展示を確認し、成果物の質やプレ

ゼンテーションなどから総合的に評価する。

（１）基礎教育科目 

「基礎教育科目」は、大学生としての基礎的な教養と位置付ける「人文・社会」「自然・情報」に関す

る幅広い知識、教養を身につける科目と、日本語や特定の外国語を用いて表現し伝える力を身につける

ための「学修基礎」「外国語」に関する多様な科目を設定する。これらの教養的科目により、専門分野に

関する知識や技術を深めたり、広げたりする一方、未知の分野の知識が新たな発想や表現へと結びつけ

る機会を与えることができる。 

さらに「キャリア」には、学生のキャリア形成を支援し、自らの専門性と将来の職業意識の確立を目

指すため、キャリア対する意識、自己理解や自己分析、社会で必要とされる基礎力を養うための授業科

目を設定する。 

また、単位互換制度により、連携大学におけるデザインやアート以外の分野の優れた科目を履修し、

卒業要件に加えることができる。 

（２）芸術工学基礎 
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「芸術工学基礎」は、全学科に共通する専門教育基礎科目群と位置づけ、講義系科目と演習・実習系

科目によって編成する。またそれぞれ授業科目は「アート・デザイン」分野、「デジタル」分野及び「総

合」分野に該当する科目で構成されている。 

「アート・デザイン」分野には、芸術工学の基本を学ぶ「芸術工学概論」を必修科目とするとともに、

「デッサン基礎実習」「絵画基礎実習」「図学・製図基礎実習」をはじめとする基礎的技能を習得するた

めの科目で構成する。 

「デジタル」分野には、コンピュータや情報メディアを活用した表現力を修得する「コンピュータ基

礎実習」「プログラミング基礎実習」をはじめとする多彩なコンピュータ・プログラミング関係の科目で

構成する。 

「総合」分野は、「アート＆デザインプロジェクト」など、学科の分野を融合したプロジェクトを展

開、共同で実践する中で考察を深化させ議論することで、コミュニケーション力や応用的思考力を修得

できる科目で構成する。 

（３）生産・工芸デザイン学科 

生産・工芸デザイン学科では、ライフスタイルを豊かに彩るモノを総合的に創造できるデザイナー、

クリエイターを養成するという教育目標達成のため、実践・融合的なカリキュラムを編成する。時代や

社会の状況を察知し、生じている問題や課題をデザインやアートで解決する能力を獲得する問題解決型

の教育プログラムを設置する。さらに、専門性を活かしながら、分野融合によって新たな視点を展開で

きる実践力を高めるため、高学年にプロジェクト科目を設定する。 

①１年次では、大学生としての基礎的な教養と、国際的なコミュニケーション力及び共通に身につけ

ておくべきコンピュータ表現などの芸術工学基礎、さらには専門の入門的な知識を学び、社会に出

た時に自信をもって行動できるようにするための「基礎力」を身につける。

②２年次では、主に芸術工学基礎を身につけ、幅広いデザインの分野や近年になって大きく変貌して

いる通信や技術の分野などを学び、選択した専門分野「プロダクトデザイン」「ファッション・テキ

スタイル」「クラフト」のいずれかに所属する。関連する分野を幅広く履修しながら「専門基礎力」

及び「応用力」を身につける。 

③３～４年次では、選択した専門分野である「プロダクトデザイン」「ファッション・テキスタイル」

「クラフト」に所属して専門性を高めつつ、分野融合型のプロジェクト科目等を履修し、新たな視

点を展開しながら思考力・技術力・表現力及び社会に貢献できる「実践力」を身につける。

２．教育課程編成の特色 

（１）基礎教育 

基礎教育（全学科共通）科目は、「学修基礎」「人文・社会」「自然・情報」「外国語」「キャリア」の各

区分から構成されている。学生は、基礎教育科目のそれぞれの科目群から複数科目を選択することによ

り、所定の区分単位以上を充足させ、自らの関心や興味に応じて履修することが可能である。 

入学直後より開始される「スタディスキルズ」から、卒業時に各学科において課せられる「卒業研究」

に至るまでの 4年間を通した学修の基本となる基礎教育科目は、思考活動や創作活動において必要とさ

れる基礎的知識や技術を獲得するための基盤となることから、学生が主体的に課題に取り組み、社会に

おいて十全に活躍できる高い能力の基盤となる基礎的知識、思考活動や創作活動の基盤となる言語、文

化、歴史、芸術、社会、生活、健康、スポーツ、外国語等の基礎学問から、社会生活と協調性、コミュ

ニケーション力、論理的思考力などを身につけることができるような多彩な科目を編成している。
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（２）芸術工学基礎 

芸術工学基礎（学科専門基礎）は、「アート・デザイン」分野と「デジタル」分野と「総合」分野から

構成されている。 

「アート・デザイン」分野には、本学の基幹科目と位置付ける、芸術工学の基本を学ぶ「芸術工学概

論」（1年前期開講）を全学生の必修科目として設定する。その他、芸術工学の主要な内容となる「現代

デザイン論」「人間工学」など、芸術工学基礎の基本内容を理解するための科目を集約的に設定してい

る。これらを選択必修科目とすることで、幅のある全学的な学科専門基礎科目の内容を理解し、専門科

目の基盤を身につけることができる。 

「デジタル」分野には、「コンピュータ基礎実習」（1年次開講）を基幹科目として設定するとともに、

それ以外にも多彩なコンピュータ、プログラミング関係の科目を演習科目として配当し、一人ひとりの

能力とニーズを見極め、各学科の専門学修のために必要な技能の確立を図っている。この「デジタル」

分野のカリキュラム編成も芸術工学の学びにおいては枢要となるため、学科専門の学びの前に習得でき

るよう、配当学年やクラス規模を適切に編成している。 

「総合」分野は、アート＆デザインプロジェクトなど演習科目から編成し、学科を超えたテーマを展

開する横断的な学修を目的とし、学科を超えて共同で実践する中で、考察を深化させ議論するなど、コ

ミュニケーション力や応用的思考力を養うものである。この科目群も、本学の芸術工学基礎科目の編成

の特色の一つである。 

（３）生産・工芸デザイン学科 

生産・工芸デザイン学科では、人を中心とした生活から産業までのモノ・コトづくりをテーマとし、

3 コース「プロダクトデザイン」「ファッション・テキスタイル」「クラフト」を追求すると共に、これ

までは個別の分野であった 3 分野を融合した新分野構築を目指す。1 年次は学科の必修科目で基礎に触

れ、2 年次から 3 年次にかけて 3 コースの専門性を高め、3 年次後期から 4 年次にかけて分野融合を図

るカリキュラムとする。 

<共通（学科共通）>は、「プロダクトデザイン」「ファッション・テキスタイル」「クラフト」に共通す

るデザイン・アートの共通概念や方法論、基礎技法を学ぶ科目群である。科目群を「人・環境」「素材」

「構想・プランニング・テクノロジー」「プレゼンテーション」「地域社会」「共通基礎」に分け、科目間

のつながりや関係性を明確にした。「共通基礎」は、「生産・工芸デザイン基礎実習 A」「生産・工芸デザ

イン基礎実習 B」などの必修科目で構成し、3 コースの基礎内容をオムニバスで体験できるよう設定し

た。「地域社会」の「生産・工芸デザインプロジェクト」は、学科の分野間融合を図る科目であり、社会

課題や今後考えられる課題をテーマとし、他コースの学生がグループを組み実施するプロジェクト形式

とした。 

 <専門（コース専門）>は、各コースの理論及び方法・技法を軸とし、選択科目の個々の学びを選択必

修科目で集約し実践できるよう構成した。一部の科目では、人数制限を行いコース限定科目としている

が、原則的には学科内の全ての学生が履修可能としている。選択必修科目「プロダクトデザイン演習Ⅰ・

Ⅱ」「プロダクトデザイン応用実習Ⅰ・Ⅱ」「ファッション・テキスタイル演習Ⅰ・Ⅱ」「ファッション・

テキスタイル応用実習Ⅰ・Ⅱ」「クラフト演習Ⅰ・Ⅱ」「クラフト応用実習Ⅰ・Ⅱ」では、15回目のまと

め授業にて展示あるいは発表を行い、3コースの内容を共有し、分野融合の視点を獲得する。「卒業研究」

は 10単位とし、4年間の学びの集大成として設定する。 
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Ⅴ．教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

１．授業の方法、学生数、配当年次の設定 

①授業の方法

教員が授業目的、到達目標、科目の内容の相違や特質に応じて、多様な教育方法の中から最適な教育

方法（講義、演習、実習等）を選択し授業を行う。本学では、対面による授業を原則としている。 

講義科目の場合は、すべての教室、スタジオ等に備えている LANをはじめ、プロジェクター、スクリ

ーン、書画カメラ等の ICT教育にも対応できる設備・機材を有効に活用する。 

演習・実習科目の場合は、実習室や教材や教具の整備された環境の中で効果的な授業運用を行う。 

学修支援システム「KDUポータル」及び「Microsoft 365」の活用により、学習相談、質問受付、予習、

復習、課題提示など、あらゆる機会を通じて学習効果を高める方策をとるとともに、履修学生の学修状

況の把握にも活用する。 

②学生数

授業あたりの学生数については、授業内容や授業形態に応じて授業目的を達成できる適切な学生数を

設定する。演習・実習ではグループ分けなどにより、教員一人あたりの指導学生を少なくして、学生と

教員間のコミュニケーション頻度をあげる工夫を行う。4 年時の卒業研究については、1 教員につき 10

名程度を適正規模としている。 

「基礎教育」「芸術工学基礎」等の全学対象の講義科目は、100名から 300名程度とするが、外国語や

演習・実習科目は、1クラス当たり 30名程度とし、学生数に応じた複数クラス運営を行う。 

③配当年次の設定

配当年次は、基礎から応用へと体系的な学習ができるように設定している。なお学科により学期を前

後して実施することがある。 

1年次では、学科の有する多彩な領域や共通基盤となる内容を学ぶ。 

2年次からは、履修モデルを参考に体系的に専門的な知識や技術等を学ぶ。 

3年次以降には、指導教員を選びゼミに所属し、卒業研究のテーマを設定することでさらに専門性を 

高める。 

 4 年次では、卒業研究において自らの問題意識にもとづいてテーマを設定し、これまで学んできた知

識と専門的手法及び構想力と融合を実践する。 

２．履修指導 

入学時には、事務局による基礎教育区分を中心とした本学のカリキュラム編成の概要、時間割の組み

方、履修登録、成績評価等を説明するオリエンテーションと、学科教員による卒業までの学科カリキュ

ラム構成・目的・流れ・履修方法・単位数、及び各科目とコース選択の関係の詳細について説明する学

科別オリエンテーションを行う。なお２年次以降も事務局及び学科教員によるオリエンテーションは、

原則、毎学期に実施している。 

その他、専任教員は、毎週定めた時間をオフィスアワーとして設定し、授業内容に留まらず、履修相

談や作品制作方法等の質問に対応できるようにする。非常勤講師によるオフィスアワーは、原則出講日

の授業実施後としている。 

成績不振の学生については、修得単位数や GPAの基準を定め、成績発表時に教務課職員から履修指導

や学修指導などの助言を行う。また、所属学科の教員と密に連携し、学生の資質や将来の目標に合わせ

て指導、アドバイス等を行う支援体制をとる。 
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必修科目である「卒業研究」においては、着手できる要件を学科ごとに定め、教育の集大成である「卒

業研究」の前提となる学修の蓄積があることを確認する。 

３．卒業要件 

卒業要件は、基礎教育科目（32単位以上）及び専門教育科目として開講する科目及び自由区分（92単

位以上）の履修による 124単位の修得が必要である。 

専門教育科目においては「卒業研究(10単位）」の最終試験（審査）に合格することが条件となる。単

位数は、1 年間における専任教員の個人指導、学生が学内外で取り組む調査や研究により、その成果を

まとめた制作又は論文の執筆についての中間発表およびその最終成果の発表（口頭試問）の延べ時間数

を勘案し設定している。 

４．履修科目の年間登録上限（CAP制） 

各学年において履修登録できる単位数の上限は、「神戸芸術工科大学履修に関する規程」に基づき、予

習・復習を含む学修時間の確保を考慮して年間 48単位（前期 24単位 後期 24単位）とする。ただし、

単位認定科目、教職課程及び博物館学芸員課程にかかる専門科目についてはこの上限に含めない。 

５．他大学における授業科目の履修 

本学は、UNITY（神戸研究学園都市の 5大学等連携組織）、大学コンソーシアムひょうご神戸（兵庫県

下の 39大学等連携組織）の連携組織に加盟し、単位互換を行っている。 

学生は、自身の興味関心に応じて履修した、本学には設定されていない他大学の優れた授業科目や他

大学の教員、学生との交流を通じて、視野を広げ、学習効果を高めることができる。単位互換で修得し

た単位は、本学学則第 35条に規定しているとおり、本学の卒業要件の単位として認定する。 

６．留学生の在籍管理、入学後の履修指導、生活指導等 

留学生の支援を担当する学生生活・国際交流課において、月 1回「留学生事務連絡会」を開催し、在

籍管理、学年暦の確認や各種奨学金の案内、交流事業の紹介等を行うと共に、留学生の健康状態の観察

や疑問・悩みの相談に応じるなど、留学生一人ひとりの状況に応じたサポートを行っている。より手厚

いサポートを希望する留学生には、先輩学生を「チューター」として配置し、授業や学生生活面のアド

バイス等の学生生活全般をサポートする。留学生の在籍状況は文部科学省に月 1回届け出ており、出入

国管理庁にも 4月の入学時と毎年 5、11月に報告を行うなど適切に管理している。また、ビザ手続きの

補助や、大学近隣の住宅を借り上げ提供する等、安心・安全かつ満足度の高い学生生活を過ごせるよう

支援を行っている。 

また、「日本語表現Ⅰ(必修科目)」において、留学生対象クラスを開講するとともに、外国人留学生を

対象とした日本語授業科目を 4科目設置(卒業要件対象科目)し、大学における勉学に必要な日本語能力

の向上が可能な体制を整えている。 

入学後の履修指導においては、教務課とともに、履修登録状況、単位修得状況等を確認する。欠席が

続く者、成績不振者がいる場合は、指導教員等とも連携を図り適切な学修支援を行う。 

[資料 5、資料 6] 
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Ⅵ．取得可能な資格 

生産・工芸デザイン学科において以下の資格あるいは受験資格が取得できる。 

資格名 国家資格・民間資格 受験資格取得・資格取得 卒業要件・追加履修の必要性 

中学校教諭一種免許状 

(美術) 
国家資格 資格取得 

卒業要件に含まれる科目のほか

に、教職関連の専門科目の単位を

修得で取得可能 

高等学校教諭一種免許状

(美術) 
国家資格 資格取得 

卒業要件に含まれる科目のほか

に、教職関連の専門科目の単位を

修得で取得可能 

高等学校一種免許状(工芸) 国家資格 資格取得 

卒業要件に含まれる科目のほか

に、教職関連の専門科目の単位を

修得で取得可能 

学芸員 国家資格 資格取得 

卒業要件に含まれる科目のほか

に、学芸員関連の専門科目の単位

を修得で取得可能 

Ⅶ．入学者選抜の概要 

１．入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

（１）芸術工学部 

神戸芸術工科大学では、人間にかかわる関係諸学を総合的にとらえ展開する「芸術工学」の教育・研

究を通じて、広い教養、専門的知識、能力、技術とコミュニケーション力を備えたデザイナー、アーテ

ィスト、クリエイターを養成する。それにあたり、芸術工学部では、必要な素養（知識、観察力、論理

的思考力、表現力、造形力、コミュニケーション力、プレゼンテーション力）を持つ人やそれらを学ぶ

意欲を持つ人物を求める。 

・教育内容が理解できるための、基礎的な知識・技能を持っている。

・人間と社会全般に対する興味、関心を持っている。

・表現することに対する意欲を持っている。

・自ら課題を発見し、創造的に考え、解決、行動しようとする意欲を持っている。

・大学での学びをとおして、人々の幸せやより良い社会の実現に寄与したいという意欲を持っている。 

・特定の分野で卓越した能力を持っている。

（２）生産・工芸デザイン学科 

本学が掲げる芸術工学の理念に基づき、デザイン的思考力をもって解決することで人々のくらしを豊

かにするデザイナー、アーティストやクリエイターを目指す人物で、カリキュラム・ポリシーに基づく、

プロダクトデザイン、ファッション・テキスタイル、クラフトにおける専門性と幅広い知見、技術及び

表現力を修得するための基礎的な知識、技能、意欲を持つ人物を求める。 

（求める学生像） 

・生活用品、電気製品、家具、雑貨、ファッション、テキスタイル、ガラス、陶芸、ジュエリー、フ

ィギュアなどライフスタイルに関わるデザインやアートに興味関心がある。

・論理的に分析する思考力と豊かな発想力がある。

・鋭い観察力と芸術的な表現力がある。
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・社会で起こっている事象に目を向け、社会貢献に関心がある。

・思考の異なる人と話し合い、コミュニケーションが取れる。

・新たな目標に向かい、計画的に事柄を進めることができる。

２．入学者選抜の概要（社会人、留学生入試含む） 

（１）入学者選抜の概要 

入学者選抜は、文部科学省通知「大学入学者選抜実施要領」及びアドミッション・ポリシーに基づき

実施する。 

本学が求める知識、観察力、論理的思考力、表現力、造形力、コミュニケーション力、プレゼンテー

ション力を様々な角度から評価できるよう「総合型選抜」「学校推薦型選抜」「一般選抜」「留学生・帰国

生・社会人選抜」「編・転入学選抜」の幅広い入試制度を用意し、志願者には複数回の受験機会を設けて

いる。 

また、選考方法についても自己 PR書、学科にて実施される体験プログラム（模型材料・作品や簡易モ

デル・ビジュアル素材などを用い個人制作に取り組む）、自ら作成したポートフォリオ・作品・書類など

をもとに学科への適正を評価している。 

試験科目については、受験生の能力を発揮できるよう「学力試験」や鉛筆デッサンやイメージ表現な

どの「実技試験」、受験生の個性やコミュニケーション能力、発想力をはかる「面接」を実施する。 

また、一般の高校生だけでなく、学園系列校からの生徒、留学生、社会人、編入学生、転入学生とい

った多様な学生を受け入れる。 

（資料 4再掲）[資料 7] 

入学者選抜方法別の募集割合は[資料 7]のとおりである。 

合格者の決定は、本学「入学者選抜規程」に基づき、各入学者選抜試験終了後に事前調整会議を開催

し、学部教授会（判定）を経て学長が行う。 

学生募集については、大学 WEBサイトをはじめ、大学案内、募集要項の配布等を通じて多様な広報活

動を展開して、アドミッション・ポリシーに適合する意欲・熱意ある優秀な学生を確保する。 

出願方法については、全入学者選抜において、インターネットによる出願方式を採用する。同一選抜

区分内の併願者に対して 2学科目以降の入学検定料無償化制度、再受験する者に対しては入学検定料割

引制度を設ける。また成績優秀者を対象とした特待生奨学金制度など、受験生の負担を軽減する各種制

度を設ける。 

（２）留学生の受入れ 

留学生の日本語能力等の資格要件は、出願時点において、以下の試験のいずれかを求める。 

・公益財団法人日本国際教育支援協会と独立行政法人国際交流基金が主催する日本語能力試験（JLPT） 

における「N2」以上の資格を持つ者。 

・独立行政法人日本学生支援機構が主催する日本留学試験（EJU）「日本語」における「読解」／「聴

解・聴読解」の合計が「220 点以上」の者。

留学生の経費支弁能力や在籍状況は、入学時をはじめ、適宜、留学生の支援を担当する学生生活・国

際交流課が確認を行っている。経費支弁能力は、入学時に、学費や生活費の支弁方法を自己申告にて確

認している。在籍状況は文部科学省に月 1 回届け出ており、出入国管理庁にも 4 月の入学時と毎年 5、

11月に報告を行うなど適切に管理している。 

３．正規外生（研究生、科目等履修生等）の受入れ 
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 本学では、本学大学院への入学を視野にいれた方の事前研究の機会、資格取得や生涯学習の機会の提

供等を目的として、研究生制度及び科目等履修生制度を設けている。受入れ数は、正規の学生の教育に

影響を与えないよう若干名としており、書類審査、面談等を行うなどしてその目的、意欲を確かめたう

えで受講を認めている。なお、科目等履修生として履修できる科目数は、1 学期あたり 5 科目以内、原

則として講義科目のみとしている。 

Ⅷ．教員組織の編成の考え方及び特色 

大学設置基準上必要な専任教員数は、芸術工学部及び学科の教育目的を実現させるため、大学設置基

準に準じた教員数を適切に配置する。また教育上主要と認める必修、選択必修科目は、原則として専任

の教員が担当する編成とする。 

１．芸術工学教育センター（基礎教育、芸術工学基礎科目担当）の教員組織の編成の考え方及び特色 

今回の改組では、本学学生の学修の基盤となる芸術工学基礎科目を、感性の領域としての「アート・

デザイン」分野と、コンピュータや情報に関する知識技能「デジタル」分野として再編成し、アート及

びデザイン・デジタルの教育に適する教員を専門学科から芸術工学教育センター所属教員として配置す

る。 

なお学生から卒業研究指導教員として希望があった場合、指導を担当できる。学生は学科教員と芸術

工学教育センター所属教員両方から多面的な指導を受けることができる体制とする。 

２．学科の教員組織の編成の考え方及び特色 

生産・工芸デザイン学科の教員組織は、現行の「プロダクト・インテリアデザイン学科」の一部と、

「ファッションデザイン学科」及び「アート・クラフト学科」の教員を統合して再編成する。生産・工

芸デザイン学科は、プロダクト、ファッション・テキスタイル、クラフトなどのライフスタイルを豊か

に彩るモノを総合的に創造することを目的とし、分野融合によって新たな視点を開拓し、その価値をモ

ノづくりに展開する。従来は別個のものと考えられていた技術や知見に横断的に触れると共に、相互の

専門的な知識や技能を習得し、応用の可能性を広げる教育と指導が可能な教員組織とする。 

３．専任教員の年齢構成 

完成年次における学科所属教員 11名の年齢の構成は、40歳代 3名、50歳代 4名、60歳以上 4名とな

る。なお、大学全体では 30 歳代 2 名、40 歳代 19名、50 歳代 23 名、60 歳以上 23名となる。若手がや

や少ないものの、各年代の人数がバランス良く配置されている。 

今後も人事計画や採用計画に基づき若手教員の採用を行いながら、教育研究の維持向上及び教育研究

の活性化を確保する体制を継続していく。さらには、デザイン分野の融合、メディアをはじめとする情

報環境の変化、既存の分野を超えた横断化などが生じていることに対して、採用にあたっては、教育研

究者とのバランスに配慮しながら学位取得者や業績のある実務家を積極的に採用する。 

本学の専任教員の定年は満 65 歳である。なお、教員組織編成計画上で特に必要と判断する場合は、

「教授(特任)規程」により、1 年ごとの更新によって再雇用することができる。完成年度に定年を延長

している教員は、建築・環境デザイン学科に 1名、芸術工学教育センター（基礎教育担当）に 3名いる

が、適宜後任教員を採用する計画であり、組織の継続性に問題はない。 

完成年度における大学全体の教員組織の構成は、教授 26名、特任教授 5名、准教授 26名、助教 10名

の合計 67名となる。 

[資料 8、資料 9、資料 10] 
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Ⅸ.研究の実施についての考え方、体制、取組 

本学では、研究環境整備の一環として、「神戸芸術工科大学教員個人研究費規程」を整備し、専任教員

の個人研究活動を助成するほか、「神戸芸術工科大学芸術工学研究所規程」において同研究所に設置す

るコア研究の研究活動に要する研究費、学術研究の向上・進展に資する活動を奨励する研究助成費、そ

の他、研究所長が特に必要と認めた事業（研究も含む）の遂行に充当するための特別経費を定めており、

これらを毎年度恒常的に計上している。 

このうちコア研究費については、研究所に前年度の 1 月末日までに研究計画書を提出することとし、

芸術工学研究所運営委員会において、計画内容について審議を行い概ね３年の重点的研究として指定し、

研究費及び研究環境を担保している。また、研究助成費は、教授会において学内公募周知を行い、「神戸

芸術工科大学研究助成規程」において定める応募並びに選考を経て、2 月末までに採択課題を決定して

いる。研究助成費については、令和元（2019）年度より「創作活動」の区分を追加し、作品制作を課題

とする研究も募集の対象とすることにより、教員の専門分野を問わず幅広く応募できるよう機会拡充を

図っている。 

また、企業・自治体等からの相談や依頼に応じて行う研究として、受託研究及び共同研究の受入れ体

制を整えている。それぞれ「神戸芸術工科大学受託研究取扱規程」「神戸芸術工科大学学外共同研究取扱

規程」において、社会的ニーズに対し、大学及び教員が持つノウハウや知見を活かした研究を展開する

ことを目的とし、外部資金の受入れを伴う研究として運用を行っている。 

多種多様な研究形態に対してそれぞれ規程を整備し、研究者が自らの専門分野や知見に合わせて柔軟

に取り組むことができるよう、幅広く研究機会を提供している。 

研究活動の人的な支援策としては、競争的資金による採択課題並びに外部資金による研究課題の補助

業務に従事する人物として、リサーチ・アシスタントの制度を設けている。リサーチ・アシスタントは、

本学大学院博士後期課程に在籍する学生のうち、所定の資格を満たす者を対象とし、業務経験を通じて

若手研究者としての研究遂行能力の育成を目指すことを目的としながら、本学の研究支援体制の充実を

図っている（「神戸芸術工科大学リサーチ・アシスタント取扱要領」）。 

Ⅹ．施設、設備等の整備計画 

１．校地、運動場の整備計画 

校地面積は 114,138.73 ㎡、校舎面積は 30,010.43 ㎡あり、校地、校舎は大学設置基準の定める要件

を十分に上回っているほか、各学科棟の講義室や演習室、図書館や体育施設などの施設設備もその目的

に沿って整備されている。 

運動場は、10,250㎡あり、授業としての使用に加えて、課外活動、サークル活動などにおいて学生に有

効に活用されている。 

学生福利厚生施設として厚生館に学生食堂、購買部を設置し、吉武記念ホール(D 棟)にカフェ、学生

会館（E棟）には、長時間営業可能な自販機コンビニを設置している。また、中庭テラスにもテーブル、

椅子を配置しており多くの学生が休息、交流ができる場所を提供している。 

その他全体的な環境として、学内各所に本学の特色を活かしたデザイン性の優れたベンチやオブジェ

等を設置し、快適なコミュニティ空間を提供している。 

２．校舎等施設の整備計画 

本学では、原則として学科ごとに学科棟を整備しており、それぞれの棟に所属専任教員のための研究

室、講義授業のための講義室、ゼミ単位の演習に対応する演習室、専門的な機材や情報機器を配備した

スタジオ・実習室を配置している。また基礎教育のための教室も、独立棟の中に配置されており、体育
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館、グラウンドと共に、学科共通で授業を行うための環境を整えている。 

この度の改組は、社会における情報環境の著しい変化等に伴う既存学科（分野）の再編成、融合及び

発展を目的としているため、教室、演習室、ラボラトリー（工房）などについては、既存の施設を使用

する計画であるが、現学科との時間割移行を十分に確認しながら、適切に割り当てを行うことで、教育

研究に支障のないよう配慮する。[資料 11] 

なお、全学の入学定員（400名）に変更がないものの、1学科あたりの定員を 100名とすることから、

学科生全員が収容できる教室等の確保のため、一部教室の改築等を予定している。また新学科の教育内

容に合致するコンピュータ、ソフトウェアの一部更新を予定している。 

３．図書等の資料及び図書館の整備計画 

図書館の機能を担う施設である情報図書館では、本学の教育、研究に必要なデザインとアートに関す

る専門分野の資料を中心に、その周辺領域を含めた資料を収集、蓄積、提供することを課題としている。 

令和 5 年 3 月 1 日時点の学部用の蔵書は、図書 138,972 冊、視聴覚資料 14,243 点で、雑誌について

はバックナンバーを含め 864 種を所蔵している。いずれも既設学部の分野に対応して収集されており、

学科間での共用も可能なため、引き続き教育・研究に活用していくが、情報陳腐化の早い分野も含まれ

るため、継続中の雑誌については、新たなメディア、技術の発展、産業界の動向等を踏まえ、学科教員

による適宜の見直しと選書により、入替を行いながら整備する。 

主な継続中の雑誌の例 

「Axis」「Interface」「GA Japan」「Journal of the science of design」「Pen」「イラストレーション」 

「コンピュータソフトウェア 」「サイン&ディスプレイ」「サウンド&レコーディングマガジン」「シナリ 

オ」「タイポグラフィ学会誌」「ディテール」「デザイン学研究」「ブレーン」「映画テレビ技術」「芸術

工学会誌」「新建築」「建築雑誌」「繊維機械学会誌」「装苑」「人間工学」「認知科学」「美術手帖」 

「A + t」「Architect」「Art forum international」「Communication arts」「Crafts」「Cumulus working 

papers」「Domus」「Graphical models」「Form」「Journal of aesthetics and art criticism」 

「Journal of design history」「Journal of textile engineering」「Landscape architecture」 

「National geographic」「Vogue」「Web designing」「Wired」他 

図書・視聴覚資料・電子書籍については、学科教員による選書や、学生からのリクエストに随時応え

る形で、各学科の関連分野・周辺領域について網羅的に年間約 1,200点の追加を行っており、学科・コ

ースの再編後も役立つ蔵書が揃えられている。改組にあたっては従来の資料収集方法を踏襲しつつ、新

たなコースである「CG・ゲームコース」のための、デジタル造形や CGプログラミング、ゲームコンテン

ツ制作に関連する最新資料を優先的に選書・収集し、学生の利用に供する。

デジタルデータベースは現在、「Japan Knowledge」「日本建築学会論文等検索」「新建築データ」を在

学生向けにサイトライセンス制で導入しており、引き続き運用する。 

情報図書館の総延面積は 2,030,97㎡、閲覧座席数は 199席で、共同学習のためのグループ学習室を 2

室、視聴覚資料を視聴する AVブースを 20席設けている。また、映像設備を備えた 48席ある AV室では、

視聴覚資料やインターネットを使用した授業への対応が可能である。2021年 9月には図書館業務及びサ

ービス稼働のインフラとなるクラウドシステム「E-Cats Library」を、姉妹校である大阪商業大学の図

書館と共同で導入し、両館の蔵書を一元的に検索・利用できる環境を整えている。大阪商業大学図書館

が所蔵する、起業やマーケティング、公共政策、地域産業関連等の資料はクリエイターにとっても有用

であり、両館の資料搬送の合理化等、利便性を高める取り組みを行い、2 大学の図書館の共用を推進す

る。 

また、NACSIS-ILLを利用した他大学図書館との相互利用に加え、本学が加盟する神戸研究学園都市大
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学交流推進協議会の図書館相互利用制度により、在学生・教職員は事前連絡・手続きなしで周辺大学の

図書館への訪問利用が可能で、専門分野を超えた文献探索・収集が可能な環境となっている。 

ⅩⅠ．管理運営及び事務組織 

本学は、教育研究組織を円滑に機能させるため、学長の諮問機関である運営協議会をはじめ、教授会、

大学院教授会、各種委員会、学科会議を置いている。各種委員会、学科会議で諮られた事項は、運営協

議会及び教授会で年間スケジュール（基本毎月１回開催）に沿って開催し審議・報告している。 

運営協議会、教授会で諮られた事項は、各種委員会、学科会議で連絡・周知することとなっている。

各種委員会は、各学科、芸術工学教育センター、大学院から委員を選出し、各々の会議が使命・目的の

実現に向けて効果的に連動している。 

１．運営協議会 

運営協議会は、学長、副学長、学部長、芸術工学教育センター長、学科主任、大学院研究科長、専攻

主任、事務局長等をもって組織し、次の事項を協議する。 

1）学長が学務統括上必要と認めた事項

2）教授会・大学院教授会の審議事項及び各種委員会の審議事項にかかわらず、学長が学務統括上特に 

必要と認めた事項 

3）各種委員会の委員（職制の委員及び別に定めがある場合を除く。）の候補者選任に関する事項

２．教授会 

教授会は、学長、専任の教授をもって組織し、次の事項について審議し、学長に意見を述べるものと

する。 

1）学生の入学及び卒業に関する事項

2）教育課程に関する事項

3）学位の授与に関する事項

4）学長が必要とし、諮問する事項

３．各種委員会 

大学の適正な運営を行うため教務委員会、芸術工学基礎運営委員会や学生委員会等の各種委員会を設

置している。各種委員会の委員長には教員、副委員長には職員を委嘱する教職員協働体制を整備し、そ

れぞれの立場からより良い学修支援内容を検討し、実施している。各委員会で審議される事案は、運営

協議会及び教授会に報告し、大学全体の議事に諮り、情報を共有し、判断が分かれる案件については、

最終的には学長が決定する仕組みとなっている。 

なお、教務に関する重要な事項の審議等を行う専門委員会として、教務委員会及び教職課程・博物館

学芸員課程運営委員会を設置している。両委員会は、神戸芸術工科大学教務委員会規程及び神戸芸術工

科大学教職課程・博物館学芸員課程運営委員会規程に基づき、学長が委嘱する専任教員及び職員をもっ

て構成しており、教務委員会は月に 1 回程度、教職課程・博物館学芸員課程運営委員会は年に 4～5 回

程度開催している。次の事項を審議し、運営協議会及び教授会に報告し、大学全体の議事に諮っている。 

1）教務委員会

①教育課程に関する事項

②履修方法に関する事項

③単位認定に関する事項
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④成績評価に関する事項

⑤その他教務に関する必要な事項

2）教職課程・博物館学芸員課程運営委員会

①教職課程・博物館学芸員課程の履修に関する事項

②教職課程認定申請・博物館学芸員課程届出に関する事項

③教職課程・博物館学芸員課程の科目等履修生に関する事項

④教職課程自己点検・評価に関する事項

⑤その他教職課程・博物館学芸員課程に関する必要な事項

４．事務組織 

大学が教育目的を達成するため、本学事務局に、事業推進課、教務課、学生生活・国際交流課、キャ

リアセンター室、広報入試課、情報図書館事務室を置き、それぞれの業務に必要な人員を配置し、管理

運営の機能を発揮する体制を敷いている。 

 学生の厚生補導については、学生生活・国際交流課が担当している。特に、学内での怪我や発病の応

急措置のための保健室には看護師資格を持つ職員 2名が常駐している。また、学生相談室にはカウンセ

ラー及び心療内科医(月 2回)が配置され、学生の心理的な面からのサポートを手厚く行っている。

ⅩⅡ．自己点検・評価 

本学では、学則第 1条の 2に「本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会使命を達成

するため、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行う。」と定め、大学評価委員会を組織

し、本学独自の方式で自己点検・評価を実施している。 

平成 23 年度以降、日本高等教育評価機構の評価項目及び本学独自の評価項目に沿った自己点検・評

価を実施しており、本学は、建学の精神及大学の理念に基づき、教育研究活動等の総合的な状況につい

て自ら評価を行い、その結果を以後の教育研究活動に有効に活用するため、年度毎に「自己評価報告書」

としてまとめている。 

自己点検評価報告書は全て情報図書館に配架し、閲覧可能としている。 

本学の自己点検・評価については、常に成果と課題を認識し、課題を謙虚に受け止め、新たな目標を

設定し、PDCAサイクルをまわす中心的役割を担う取組みとしている。 

【自己点検・評価項目】 

（１）前年度からの課題と改善計画 ＜Plan（計画）＞ 

（２）今年度の改善に向けた取り組み実績及び結果について ＜Do（実行）＞ 

（３）今年度の改善に向けた取り組み結果の点検評価・分析について ＜Check（評価・分析）＞ 

（４）次年度への課題 ＜Action（改善）＞ 

令和 3年度に日本高等教育評価機構の大学機関別認証評価を受審し、大学評価委員会を中心に自己評

価報告書、データ編、資料編を作成し「評価基準を満たしている」と認定され、優れた点として、保護

者向け情報誌 「KDUi」の作成や、保護者を対象とした「教育懇談会」の定期的な実施を通して、保護者

の教育・研究への理解向上を促進している点が評価された。 

認定期間は令和 3 年 4 月から令和 10 年 3 月までとなっており、自己点検評価書は同機構のホームペ

ージにも掲載されている。 

ⅩⅢ．情報の公表 

本学における教育研究活動等の情報の周知・公表については、対象者（在学生、保護者、受験生等）
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に配布する刊行物と共に、広く一般社会へ情報を提供することを目的としてホームページで周知・公表

することとしている。 

なお、主な内容の周知・公表の仕方は以下のとおりとなっている。 

ア．大学の教育研究上の目的及び３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、

アドミッション・ポリシー）に関すること

各学部・学科並びに研究科における各専攻において、それぞれ教育目的を定め、「芸術工学」に対す

るそれぞれの役割を明確にし、「神戸芸術工科大学学則」第 2 条の 3 に掲載している。また、全学生

に配付する「KDU CAMPUS GUIDE」の中に掲載し、周知するとともに、本学ホームページに掲載してい

る。 

https://www.kobe-du.ac.jp/about/info/rule/ 

https://www.kobe-du.ac.jp/about/policy-2/ 

イ．教育研究上の基本組織に関すること

全学生に配付する「KDU CAMPUS GUIDE」の中に掲載し、周知している。また、本学ホームページに

掲載している。 

https://www.kobe-du.ac.jp/about/organization/outline/ 

ウ．教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること

本学が毎年発行する教員プロフィールで掲載し、全学生に配付している。また、本学ホームページ

に掲載すると共に、情報図書館ホームページにおいても学位（博士）授与一覧、教員業績情報、科研

採択一覧を掲載している。 

https://www.kobe-du.ac.jp/faculty_member/ 

https://www.mlib.kobe-du.ac.jp/gyoseki/gyoseki.html 

エ．入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者

の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること

受験生への周知として入学者に関する受入方針について、受験生には「入試要項」に掲載している。

また、全ての項目について本学ホームページに掲載している。 

https://www.kobe-du.ac.jp/about/policy-2/admission 

https://www.kobe-du.ac.jp/about/info/education 

https://www.kobe-du.ac.jp/support/career/result 

オ．授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること

カ．学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること

キ．校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること

オからキについては全学生に配付する「KDU CAMPUS GUIDE」の中に掲載し、周知している。また、

本学ホームページに掲載している。 

https://www.kobe-du.ac.jp/support/class 

https://www.kobe-du.ac.jp/about/campus_map/ 

ク．授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること

受験生への周知として、「入試要項」に掲載している。また、本学ホームページに掲載している。
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https://www.kobe-du.ac.jp/exam/expenses_scholarship 

ケ．大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること

全学生に配付する「KDU CAMPUS GUIDE」の中に掲載し、周知している。また、本学ホームページに

掲載している。 

https://www.kobe-du.ac.jp/support/career 

https://www.kobe-du.ac.jp/support/campuslife 

コ．その他（教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報、学則等各種規程、設

置認可申請書、設置届出書、設置計画履行状況等報告書、自己点検・評価報告書、認証評価の結果等） 

教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報、学則等各種規程については、全

学生に配布する「KDU CAMPUS GUIDE」の中に掲載し、周知している。また、すべての情報は、本学ホ

ームページに掲載している。 

https://www.kobe-du.ac.jp/about/info/  

ⅩⅣ．教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 

本学では、全学的な委員会組織として、各学科及び事務部門からの委員で構成する「FD・SD 委員会」

を設置し、教員の教育力を高め教育の質の向上や職員の大学運営及び教育・学生支援活動における能力

と資質の向上を目的とする活動を行っている。また FD 活動以外においても全学的な教育課題等に関す

る啓発や、課題の共有をはかることで、カリキュラム、シラバス、教育手法、成績評価方法等の改善に

つなげている。 

１．FD・SD 研究会 

本学では、授業改善の取組み、学修に関する事例の紹介、職員の基礎知識の習得をはじめ、教職協働

の在り方や幅広い視野と専門性を高める機会として、FD・SD研究会を年 2回～4回開催している。 

近年では、「今年度の採用活動の状況と次年度以降の就活、企業が求める人材等について」、「研究活動に

おける研究費不正使用及び不正行為の防止について」、「2020 年度前期授業の振返りと全学共有」「教育

におけるユニバーサルデザイン」「学内における職員間、学生に対するハラスメントについて」「大学広

報におけるブランディングについて」のテーマで開催し、教職員ら全体で現状把握や参考事例として共

有する機会としている。テーマによっては外部から講師を招聘することがある。 

 また関連研修として、コンプライアンス教育及び研究倫理教育を定期的に実施し、専任教員（実習助

手を含む）、サブ・マネージャ以上の職員、コンプライアンス推進部署（事業推進課）の職員、本学を所

属機関として公的研究費の受給を受ける者（研究分担者として受給を受ける者を含む）及び科研費新規

採択者（研究分担者を含む）対象に受講を義務付けている。 

２．学生による授業評価とフィードバック 

学生が直接授業を評価する制度として、全授業科目に対して「授業アンケート」を実施している。 

授業アンケートの個別集計結果は、担当教員にフィードバックされ、教員は結果を踏まえ、今後の改

善点等を含む学生向けコメントを提出する。授業アンケートの全体の集計結果は、部門ごとに自己点検・

評価を行い、授業方法や内容の改善により教育力の向上を図っている。 

その他、「学修行動調査」や「学修成果に関する調査」においても同様に教育内容の点検・評価を行っ

ている。 
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ⅩⅤ．社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

１．教育課程内の取組について 

本学では、「時代が求める課題の解決に貢献し、よりよい社会の実現に寄与できる人物を養成する」と

いう目的に基づき、キャリア教育を展開する。具体的には、基礎教育科目にキャリア区分を編成する。

望ましい職業感や職業に関する知識・技能を涵養すること、自己の個性を理解したうえで主体的に進路

を選択できる能力・態度の獲得、自己の目標とするライフワークをデザインするための行動計画の立案

を目的とした「キャリアデザイン A」(1 年次対象)、「キャリアデザイン B」(2年次対象)及び「キャリア

デザイン C」(3年次対象)を体系的に編成する。

また、全学年を対象に「インターンシップ A」「インターンシップ B」を開講する。インターンシップ

における職業体験を通して、専門知識を高め、一層の学習意欲と就職に対する意識を喚起し、実社会に

おいて必要とされる高い職業意識、自立心と責任感を獲得することを目標としている。 

２．教育課程外の取組について 

本学では教育課程外で以下のプログラムを実施しており、教育課程におけるキャリア科目との連携を

図ることにより、より効果的に育成できることが可能な体制となっている。 

①就職ガイダンス

②内定者懇談会（内定学生と 3年次以下との情報交換）

③卒業生リレー講座（社会で活躍する卒業生を講師として招き、体験談を披露してもらうことにより

社会参画意識の喚起を図る）

④マナー講座（インターンシップ参加者対象）

⑤SPI対策講座・SPI 模試

⑥業界研究ガイダンス

⑦学内企業説明会

⑧資格取得対策・スキルアップ講座

３．適切な体制の整備について 

事務局に「キャリアセンター室」を設置し、職員 6 名及びキャリアカウンセラー1 名を配置し、下記

の業務に取組んでいる。 

①進路指導に関すること

②求人企業の開拓及び就職紹介に関すること

③就職ガイダンス等の実施に関すること

④求人情報の収集・整理及び学生への提供に関すること

⑤求人票受付及び就職状況の調査に関すること

⑥就職関連の統計、調査及び報告に関すること

⑦キャリア教育の企画及び立案に関すること

⑧資格講座等の企画、立案及び運営に関すること

⑨卒業生のキャリア支援に関すること

⑩卒業生との連携及び支援に関する業務

「キャリアセンター室」では、本学の特色の一つである少人数制の強みを活かした進路・就職支援を

展開している。3 年次前期における全学生個別面談を皮切りに卒業時まで、電話やメール、オンライン

面談など多彩なコミュニケーション手段を駆使して多様なニーズを持った学生のサポートを行ってい

る。近年は、家庭（保護者）と連携した進路サポートにも力を入れており、保護者対象オンラインガイ
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ダンスや電話相談会等を開催し、複雑化する就職環境についての情報発信を行っている。  

また、教員組織として「キャリアサポート委員会」を設置し、全学をあげての進路・就職支援体制を

構築している。同委員会は、各学科から選出された教員に加えてキャリアセンター室長を構成員とし、

学生の進路・就職支援事業を円滑に進めるための会議を定期的に開催している。会議では、学生、保護

者、教職員、企業等、進路・就職に関わるステークホルダーの意見を幅広く集約するなど、教育課程に

おけるキャリア教育やキャリアセンター室で実施する様々なガイダンス等の充実に向けた企画立案及

び実施後の検証等を行っている。 

 

 [本学のキャリア支援体制] 
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るためには、質を向上させるための切磋琢磨は必要であるが、 国内外で機関ごとにただ 「競

争」するのではなく、課題解決等に協力して当たるための人的、物的資源の共有化による 「共

創」 「協創」という考え方により比重を置いていく必要がある。特に、我が国のような課題先

進国の高等教育機関が世界的課題解決に貢献 することは重要であり、この貢献が各国との安

定的な関係の構築にも資するという意識を持つことが必要である。

（高等教育が目指すべき姿）

基礎的で普遍的な知識・理解と汎用的な技能を持ち、 その知識や技能を活用でき、 ジレン

マを克服することも含めたコミュニケーション能力を持ち、自律的に責任ある行動をとれる

人材を養成していくためには、高等教育が「個々人の可能性を最大限に伸長する教育」に転

換し、 次のような変化を伴うものとなることが期待される。

「何を教えたか」から、 「何を学び、身に付けることができたのか」への転換が必要

となる。

「何を学び、身に付けることができたのか」という点に着目し、 教育課程の編成に

おいては、学位を与える課程全体としてのカリキュラム全体の構成や、学修者の知的

習熟過程等を考慮し、単に個々の教員が教えたい内容ではなく、学修者自らが学んで

身に付けたことを社会に対し説明し納得が得られる体系的な内容となるよう構成 する

ことが必要となる。

・ 学生や教員の時間と場所の制約を受けにくい教育研究環境へのニーズに対応すると

ともに、 生涯学び続ける力や主体性を涵養するため、 大規模教室での授業ではなく、

少人数のアクティブ・ラーニングや情報通信技術(ICT)を活用した新たな手法の導

入が必要となる。

・ 学修の評価についても、学年ごとの期末試験での評価で、学生が一斉に進級・卒業・

修了するという学年主義的・形式的なシステムではなく、個々人の学修の達成状況が

より可視化されることが必要となる。

「何を学び、 身に付けることができたのか」という認識が社会的に共有されれば、

社会の進展に伴い更に必要となった知識や技能を身に付けるべく生涯学び焼ける体系

への移行が進み、 中等教育に続いて入学する高等教育機関での学びの期間を越えた、

リカレント教育の仕組みがより重要となる。

予測不可能な時代にあって、高等教育は、学修者が自らの可能性を最大限に発揮するとと

もに、多様な価値観を持つ人材が協働して社会と世界に貢献していくため、学修者にとって

の 「知の共通基盤」となる。 このような視点に立ち、 「何を学び、身に付けることができるの

資料1
2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）(抜粋）
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か」を中軸に据えた多様性と柔軟性を持った高等教育への転換を引き続き図っていく必要が

ある〗

また、個々の教員の教育手法や研究を中心にシステムが構築されるのではなく、 学修者の

「主体的な学び」の質を高めるシステムを構築していくためには、 高等教育機関内のガバナ

ンスも組織や教員を中心とするのではなく、学内外の資源を共有化し、連携を進め、 学修者

にとっての高等教育機関としての在り方に転換していく必要がある。

これらの点については各学校種や課程の段階に応じて、学修者を中心に据えた教育の在り

方をそれぞれ検討すべきである。

加えて、一つの機関での固定化された学びではなく、 学修者が生涯学び続けられるための

多様で柔軟な仕組みと流動性を高める方策が必要である。

2. 2040年頃の社会変化の方向

現在、 国連をはじめ、 様々な立場から、 将来社会の予測や、 あるべき社会の実現に向けて

の議論と努力が始まっている。その幾つかの議論を整理すると、2040年の社会変化の方向の

一端は、 以下のように示すことができる。

(SDGsが目指す社会）

国連が提唱する持続可能な開発のための目標(SDGs)は、「誰一人として取り残さない(leave

no one behind)」という考え方の下、 貧困に終止符を打ち、 地球を保護し、 全ての人が平和

と豊かさを享受できる社会を目指している。 このような目標に基づく行動により、

・ 全ての人の人権が尊重され、平等に、潜在能力を発揮でき豊かで充実した生活を送

れるようになること、

・ 自然と調和する経済、 社会、 技術の進展が確保されていること、 公正で、恐怖と暴

カのない、 インクルーシブ（包摂的）な世界を実現し、 平和を希求すること、

・ 貧困と飢餓を終わらせ、 ジェンダー平等を達成し、 全ての人に教育、 水と衛生、 健

康的な生活が保障されていること、

・ 責任ある消費と生産、 天然資源の持続可能な管理、 気候変動への緊急な対応などを

通して、 地球の環境が守られていること、

が実現されることが目標とされている。

7「学士課程教育の構築に向けて」（中央教育審議会答申 平成20年12月24日）、「新たな未来を築くための大学教育の
質的転換に向けて」（中央教育審議会答申 平成24年8月28日）
■http://www.mext.go.jp/b_menu/ shingi/ chukyo/ chukyoO/toushin/1217067.htm
■http://www.mext.go.jp/b_menu/ shingi/ chukyo/ chukyoO/toushin/132504 7.htm
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また、SDGsで掲げられている課題に関して、自らの問題として捉え、身近な所から取り組

む(think globally, act locally) ことにより、 それらの課題の解決につながる新たな価

値観や行動を生み出し、持続可能な社会を創造していくことを目指す学習や活動である「持

続可能な開発のための教育(ESD)」も行われている。SDGsを達成するためのESDの推進と、

SDGsの目標達成と相まって、全ての人が必要な教育を受け、その能力を最大限に発揮する社

会の到来が期待される。

(Society5.0、 第4次産業革命が目指す社会）

第4次産業革命とも言われる、 AI、 ビッグデー タ、Internet of Things (IoT )、 ロボティ

クス等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられることで、日本の強

みとリソ ースを最大限活用して、誰もが活躍でき、様々な社会課題を解決できる、 日本なら

ではの持続可能でインクル ーシブな経済社会システムである Society5.0（超スマート社会）

の実現に向けた取組が加速している8。また、 同時に、資源や物ではなく、知識を共有、集約

することで、様々な社会課題を解決し、新たな価値が生み出される社会である知識集約型社

会の到来が予想されている。

また、 AI が人間の能力をはるかに超えていく （シンギュラリティ（技術特異点）） のでは

ないかという意見もある，。他方 、一部の企業や国がデー タの囲い込みや独占を図る「デー タ

覇権主義」、 寡占化により、 経済社会システムの健全な発展が阻害される懸念も指摘されて

いる。既に様々な分野で、 AIやIoT、 ロボットといった共通基盤技術と、産業コア 技術、 関

連デー タの多様な組合せ叫こより、 革新的な製品・サー ビスが生まれてきており、 今後も急

速に技術開発が進んでいくと考えられる。これらの技術革新は、AIやロボットによる職業代

替可能性を格段に高め、仕事の仕方や身に付けておくべきスキルや能力を現在想定されてい

るものから大きく変化させていくことが予想される。資本集約型・労働集約型経済から、知

識集約型経済へと移行する中で、現時点では想像もつかない仕事に従事していくことも予想

され、 幅広い知識を基に、 新しいア イデアや構想を生み出せる力が強みとなる。

（人生100年時代を迎える社会）

健康寿命が世界一の長寿社会を迎え、平成19 (2007)年に日本で生まれた子供は107歳ま

8 「第4次産業革命の社会実装によって、 現場のデジタル化と生産性向上を徹底的に進め、 日本の強みとリソ ー スを最大
限活用して、 誰もが活躍でき、 人口減少 ・ 高齢化、 エネルギー ・環境制約など様々な社会課題を解決できる、 日本なら
ではの接続可能でインクルーシブな経済社会システムである「SocietyS.O」を実現するとともに、 これによりSDGsの
達成に寄与する。」（未来投資靭II各2018平成30年6月15日閣議決定）

，レイ ・ カー ツワイル博士により提唱された「未来予測の概念」
「TheSingularity Is Near: When Humans Transcend Biology. Viking」(Ray Kurzweil 2005-1-1) 

10 共通基盤技術、 産業コア技術、 関連データの組合せの例：AIX運転技術X カメラデータ＝自動運転、 AIX ゲノ
ム編集等X生物データ＝新規創薬等

’l’！ 囀 ，
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で生きる確率が50％あると言われている。こうした人生100年時代においては、人々は、 「教

育・仕事・老後」という3ステージの単線型の人生ではなく、進路を探索したり、自らビジ

ネスを立ち上げたり、様々な活動を並行して行うなど、教育と仕事の行き来、高等教育機関

の間や産業界の間の行き来などのあるマルチステージの人生を送るようになり、高齢者から

若者まで、全ての国民に活躍の場がある社会となることが予想される。全ての人が元気に活

躍し続けられる社会、安心して暮らすことのできる社会の実現が必要であり、幼児教育から

小・中・高等学校教育、 高等教育、 さらには社会人の学び直しに至るまで、生涯を通じて切

れ目なく、質の高い教育を用意し、いつでも有用なスキルや知識、必要な能力を身に付けら

れる学び直しの場が提供されていることが予想される。

また、 我が国の社会では、依然として単線型のキャリアパスであり、定められた期間内で

進級したり、就職したりすることが前提となる考え方が強い。しかしながら、 マルチステー

ジの人生への変化が予想される中においては、様々なキャリアの可能性を、時間をかけて模

索する時間と柔軟性を持つ仕組みづくりが重要である。

（グロ ーバル化が進んだ社会）

社会・経済・科学技術等の在り方が地球規模で連動する、広範で構造的な変容がグロ ーバ

ル化であり、人の国際的な移動が爆発的に拡大し、情報通信技術も劇的に進歩している。他

方、グロ ーバル化が進むときに、各国においては独自の社会の在り方、文化の在り方などの

価値に着目するロ ーカル化の動きも活発化することも想定される。 グロ ーバル化は、社会の

標準化に進む動きとも言えるが、標準化のみでは、いずれ、進歩が止まり、停滞が訪れるこ

とも危惧される。ロ ーカル化による多様化が加味されることによって、バ ランスの良い標準

化と多様化が進むことが期待される。

我が国の人の移動、 流動性は、他国と比べて低い11とはいえ、 訪日外国人や就労するため

に来日する人材の増加なども見られる。今後、留学生の受入れ拡大を含めた海外からの人材

の積極的な受入れが更に進めば、社会の様々なシステムが、多様性を踏まえたものとして構

築されていくとともに、我が国の文化や社会のこれまでの在り方の良さが調和した社会に発

展していくことが期待される。

また、アジアをはじめとするいわゆる新興国が急速に経済成長し、国際社会における存在

感が増しており、欧米のみならず、アジアも世界経済の中心的役割を担うこととなり、アジ

アを中心として、 人、 物、 情報などの資源の流動性はますます拡大すると考えられる。

11国連「World Population Prospects: The 2017」によれば、 2010年～2015年の社会移動率（人口千人当たり純流入者数）
は、 カナダ：6.54、 スウェ ー デン：5.30、 ドイツ：4.38、 英国：3.08、 米国：2.86であるのに対し、 日本は 0.56にとどま
っている。
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のではなく、あくまでも人間を中心として、一人 一人が他者との関わりの中で
「幸せ」や「豊かさ」を追求できる社会であるべきであろう。

人間の強みとは何か。それは、現実世界を理解し、その状況に応じた意味付け
ができることであろう。AI が人間の能力をはるかに超えていくのではないかと
いう意見もあるが、AIの本質は アルゴリズムであり、少なくとも現在の AIは 情
報の「意味」（背景にある現実世界）を理解しているわけではない。AIに目的や
倫理観を与えるのは人間である。アルゴリズムで表現し難い仕事や、高度な判断
や発想を要する仕事などは、AIによる代替可能性が低いと考えられている。

また、様々な人やモノ、情報が複雑に関係し合っていく中において、板挟みと
向き合って調整することや、想定外の事態に対処すること、自らの行動を考え責
任を持って対応することは、人間の仕事の中でますます その重要性を増すだろ
う。接客や介護のような他者との対話の中で行われる仕事は、AI やロボットに
よってある程度代替されながらも、人間が担うことで、それとは 異なる付加価値
が生まれると考えられる。

AI と人間との関係を対立的にとらえたり、必要以上に不安に思ったりするの
ではなく、むしろ AIを、人間の能力を補助、拡張し、可能性を広げてくれる有
用な道具ととらえるべきであろう。人間は、AI の価値を十分に認識して生活に
生かしていくと同時に、AIがもたらす潜在的な危険性や限界を未然に 見いだし、
適切に対処していくことが可能であるし、 そうしていくことが不可欠である。

AI や デー タの力を活用することで、 自らの強みを更に伸ばし、あるいは弱点
を補いながら新たな地平を切り拓いていくことがあらゆる分野で可能になる。

|2. Society 5.0において求められる人材像、学びの在り方I

(1)新たな社会を牽引する人材

Society 5. 0を牽引するための鍵は、技術革新や価値創造の源となる飛躍知
を発見・創造する人材と、それらの成果と社会 課題をつなげ、プラットフォ ーム
をはじめとした新たなビジネスを創造する人材であると考えられる。

異分野をつなげることでエコシステムを創造するプラットフォ ー ム ・ ビジネ
スの形態は、巨大な規模を持たなくとも、発想次第で新たな価値を創造すること
ができる。このようなプラットフォ ームを創造できる人材には、異分野をつなげ
る力と新たな物事にチャレンジする アントレプレナ ーシップが欠かせない。ま
た、課題解決を指向するエンジニアリング、デザイン的発想に加えて、真理や美
の追究を指向するサイエンス、アート的発想の両方を併せ持つ必要がある。これ
らの資質・能力に加えて、多くの人を巻き込み引っ張っていくための社会的スキ
ルとリー ダーシップが不可欠となろう。新たな価値を創造するリー ダーであれ

資料2
Society 5 .0 に向けた人材育成～社会が変わるが変わる～ 

（抜粋）

ばこ そ、他者を思いやり、多様性を尊重し、持続可能な社会を志向する倫理観、
価値観が一層重要となる。
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(5) 今後の方向性の総括

(1) ～ (4) を踏まえ、 今後取り組むべき教育政策の方向性を、 大きく以下

の3点に整理した。

①「公正に個別最適化された学び」を実現する多様な学習機会と場の提供

すべての子供たちがすべての学校段階において、 基盤的な学力の確実な定着

と、 他者と協働しつつ自ら考え抜く自立した学びを実現できるよう、 「 公正に個

別最適化された学び」を実現する多様な学習機会と場の提供を図ることが必要

である。

②基礎的読解力、 数学的思考力などの基盤的な学力や情報活用能力をすべての

児童生徒が習得

学校や教師だけでなく、 あらゆる教育資源やICT環境を駆使し、 基礎的読解

カ、 数学的思考力などの基盤的な学力や情報活用能力をすべての児童生徒が確

実に習得できるようにする必要がある。

③文理分断からの脱却

高等学校や大学において文系 ・ 理系に分かれ、特定の教科や分野について十分

に学習しない傾向にある実態を改め、文理両方を学ぶ人材を育成するよう、高等

学校改革と大学改革、 高等学校と大学をつなぐ高大接続改革を進める必要があ

る。

高等学校においては、文理両方を学び個々の資質 ・ 能力を伸ばすとともに、地

域の良さを学びコミュニティを支える人材の育成を進めていくことが必要であ

る。

大学においては、高等学校における文理分断の改善、社会ニー ズ等を背景に、

文理両方を学ぶ教育プログラムの充実を図る必要がある。また、AI ・ データ科学

分野等の高度専門人材育成のための施策を加速させる必要がある。

(6) スポーツ ・ 文化

Society5.0時代のスポーツ ・ 文化の在り方についても、 以下のとおり整理し

た。

①スポーツ

Society 5. 0においては、 ビッグデータや Al等を駆使することにより、 デー

タ等のエビデンスに基づき、 トップアスリ ー トのようにスポーツ分野において

世界的な活躍を目指す人から、介護予防のためにスポーツを行う高齢者まで、一
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人一人に適した形態でのスポー ツの実践や指導を推奨することが可能になる。

トップアスリートの発掘・育成 ・ 強化を通じて得られた様々なデー タをAIに

適切に学習させることにより、スポー ツに関する様々なノウハウを可視化し、社

会全体で共有できるようになる。具体的には、デー タをエビデンスとして活用し、

AI を通じて個人に応じた優れた指導方法や用具等とのマッチングをすることで、

すべての人がスポー ツを楽しみ、豊かな人生を送る礎となる。また、スポー ツ科

学及びスポー ツ医学の研究を進め、怪我や事故が少ない動きを明らかにし、その

ための指導方法を確立することで、あらゆるスポー ツ実施の場面において、怪我

予防や安全指導が可能となる。

また、!CTやデー タ活用等により施設の維持管理•更新を効率化していくとと

もに、 VR
22を積極的に活用するなど、 これまでのスポー ツ施設の在り方にとらわ

れないスポー ツ実施のための環境整備にも取り組む必要がある。

さらに、トップアスリートの育成・強化を通じて得られたデー タ等を活用する

ことで、個人の目的や体カレベル等に適合したより効果的・効率的な運動プログ

ラムを構成することが可能となる。

こうしたことにより、体罰やハラスメントにも通じる非合理的な指導から、科

学的エビデンスに基づく指導への転換が進み、 スポー ツのインテグリティの向

上に資することが期待される。

②文化

文化芸術は、人々の創造性を育み、その表現力を高めるとともに、人々の心の

つながりや相互理解、 多様性を受け入れることができる心豊かな社会を形成す

るもの、 また、 世界の平和に寄与するなどの本質的及び社会的・経済的価値23を

有している。Society 5. 0時代に向け、 先端技術を効果的に活用しながら、 多く

の人々が文化的で豊かな人生を享受する社会を実現することが期待される。

AI では代替できない職業として、 将来の雇用成長が期待されるアートの世界

においては、 文化芸術分野での活躍を希望する若者が将来のキャリアを描ける

ような人材育成を行う必要がある。その際は、文化芸術を専門で学ぶ生徒・学生

も含め、卒後の適切な職業選択が実現されるよう、教育機関と他の分野との間で、

求められる人材像を具体的に描く必要がある。

将来、 観光分野のインバウンド促進の観点から、AIなどを活用した翻訳機に

よる文化芸術の解説なども行われることが期待される。 一方、 日本文化の奥深

22 Virtual Reality :仮想現実

23 「第1期文化芸術基本計画」（平成29年 6 月 閣議決定）に示された文化芸術の価値

（本質的価値）・豊かな人間性を涵養、 創造カ・感性を育成 ・文化的な伝統を尊重する心を

育成

（社会的・経済的価値）•他者と共感し合う心、 人間相互の理解を促進 ·質の高い経済活動

を実現 ・人間尊重の価値観、 人類の真の発展に貢献 ・文化の多様性を維持、 世界平和の

礎
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さを伝えるための専門的知識を持って、 対面で相手の文化的背景・状況などを

踏まえた上で行う対話や交流から生まれる共感や感動は、 Alやロボティクスで

は代えられるものではない。

文化芸術に先端的技術を導入することは、 人々の文化芸術を享受する大きな

利便性をもたらすとともに、 文化芸術活動の創造活動の新たな展開が期待され

る。 最新技術を活用した高精細デジタルア ー カイブ化 ・ 利活用の推進、VR等を

活用した新たな文化芸術の魅力発信の可能性を追求すべきである。
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を図る観点から、 免許制度の在り方を見直す。（例：複数の校種、 教科の免許状

取得を弾力化すること、 経験年数や専門分野などに応じ特定教科の免許状を弾

力的に取得できるようにすること。）

(3)文理分断からの脱却

①文理両方を学ぶ高大接続改革

（高等学校改革）

今後中期的にこの10年程度を見通し、 第2章で述べたように、 高等学校普通

科において文系・理系に分断されている実態を改め、基本的に文理両方を学習し

た大学進学者の育成を目指す。具体的には、様々な学問分野において必要となる、

デー タ ・ サイエンスの基礎となる確率・統計やプログラミング、理科と社会科の

基礎的分野を必履修とする新しい高等学校学習指導要領を確実に習得させると

ともに、微分方程式や線形代数・ベイズ統計、デー タマイニングなど、より高度

の内容を学びたい高校生のための条件整備等を行い、 文理両方を学ぶ人材を育

成する。

そのため、AP（アドバンスト ・ プレイスメント）も含めた高度かつ多様な科目

内容を、生徒個人の興味•関心•特性に応じて、履修可能とする高校生の学習プ

ログラム／コースを「WWL（ワールド ・ ワイド ・ ラー ニング）コンソ ー シアム」と

して創設する。高校生6万人あたり1か所を目安に、各都道府県で国公私立高校

等を拠点校として整備し、すべての高校生が選抜を経てオンライン ・ オフライン

で参加可能とする。 これにより、欧米・中国・インド含む国内外のトップ大学等

にも入学できるようなグローバル ・ イノベーティブ人材を育成する。また、海外

提携校等への短期 ・ 長期留学を必修化するとともに、海外からのハイレベル人材

を受け入れ、日本人高校生と留学生が一 緒に英語での授業・探究活動等を履修す

ることとする。

また、世界で活躍できるグローバル ・ リー ダーを育てることを目的として、幅

広い教養や問題発見 ・ 解決能力等の国際的素養を育成するなどの先進的な取組

を行うとともに、 地域におけるグローバル人材育成の拠点となるような高等学

校を支援する。

（大学改革 ）

大学の学部名に関わらず、社会のニ ーズ及び国際トレンド等を背景に、今後多

くの学生が必要とする STEAM やデザイン思考などの教育が十分に提供できるよ

う、大学による教育プログラムの見直しを促進する。具体的には、学生が共通的

に学ぶリベラルアー ツと学生が選択する人社系、STEAM系、保健系等の専門分野

について、学部を超えて提供される構造へと変える。 この取組により、STEAM系

を専攻するAlのトップ人材や専門人材を育成するとともに、文理両方を学ぶこ

とにより必要なAlに関する素養を身に付けた人社系等を専攻する人材を育成す

る。 また、 大学のみならず高専や専門学校において Al の専門人材を育成する。

－設置の趣旨（資料）－10－
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これらの取組を通じ、Society 5.0を支えるAI人材を確保する。

上記を具体化し、AI等の高度専門人材を育成するため、 全学的な数理 ・ デー

タサイエンス教育の拡大・強化（拠点整備、標準カリキュラム等） を行う。 大学
生・高専生0万人あたりにつき1を目安に拠点を整備（箇所数は今後検討） し、

複数大学（放送大学・高専·民間企業を含む） による共同設置を可能とする。 サ
ーティフィケ ート(CBT • IR戸で実施） 取得者数に応じ官民で支援し、 就職活動

でも活用される多様で多段階のサーティフイケ ー トとする （データ ・ サイエン

ス協会、学会、産業界が協働。）。また、これらのような数理・データサイエンス
に関する教育プログラムの充実に取り組む大学に対する重点的な財政支援を行

つ。

また、「学位プログラム」導入による学部横断的な教育を行う（専門分野＋AI
データなど学部を超えた学位プログラム編成）。

さらに、産学連携による実践的教育プログラムを開発·実施する（データサイ

エンティストなどの専門人材の育成）。MOOCsの活用などプロフェッショナル ・

オンライン講座の開発を促進する。 産業界からの投資を呼び込むインセンティ

ブについても検討する。

②地域の良さを学びコミュニティを支える人材の育成

高等学校が地元の自治体、高等教育機関、産業界と連携したコースで、例えば

福祉や農林水産、観光などの分野が学習できるよう環境整備等を行い、地域人材

の育成を推進する汽

これを具体化し、地域の、地域による、地域のための高等学校改革を推進する

ため、「地域 3 高校 （地域キュー ビック高校）」を創設する。

地域
3

高校においては、地元市町村 ・ 高等教育機関・企業 ・ 医療介護施設 ・ 農

林水産業等のコンソ ーシアムを構築し、 地域課題の解決等の探究的な学びの実

現等を通じて、地域に関する産業や文化等に関する特色ある科目（例：観光学）

を必ず履修させるなど、高等学校を地方創生の核として、生徒が「やりたいこと」

を見つけられる教育機関へと転換し、 地域の良さを学びコミュニティを支える

人材を育成する。

この際、コミュニティ ・ スクー ルである都道府県立高等学校において、市町村

長又は市町村教育長等を学校運営協議会の委員とすることを努力義務化し、 都

道府県と市町村の連携を促進する。
また、高等学校と地元市町村 ・ 企業等の連携により、地域課題の解決等の探求

的な学びを実現する仕組みの構築や、 進路決定後に地元を離れる生徒も対象と

したインターンシップを促進する。

25 IRT : Item Response Theory （項目反応理論）

26長野県飯田市において、 長野県飯田 OIDE長姫高等学校、 松本大学、 飯田市の 3 者によ

るパートナー シップ協定を締結し、 地域人教育を通して地域人材を育成する取組が行われ
ている。
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【本件に関するお問い合わせ先】
株式会社リクルート リクルート進学総研https://

souken.shingakunet.com/

マーケットリポート2022

18歳人口予測
大学・短期大学・専門学校進学率
地元残留率の動向
近畿版 - 滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県 -

Vol.114
2023年2月号

【将来予測 2022～2034年】
▶18歳人口予測 P2～P4
・ 2022年185,626人→2034年162,668人（22,958人減少）
・減少率が高いのは、和歌山県（2022年比較19.1％減少）
・減少数が多いのは、大阪府（2022年77,446人→2034年68,299人、9,147人減少）
【経過推移 2013～2022年】
▶進学者数・進学率（現役）の推移 P5～P10
進学者数
・大学は、2013年92,259人→2022年100,777人（8,518人増加）と、9.2％増加
・短期大学は、2013年10,843人→2022年6,515人（4,328人減少）と、39.9％減少
・専門学校は、2013年26,216人→2022年23,118人（3,098人減少）と、11.8％減少
進学率（現役）
・大学は、2013年52.2％→2022年61.6％（9.4ポイント上昇）
・短期大学は、2013年6.1％→2022年4.0％（2.1ポイント低下）
・専門学校は、2013年14.8％→2022年14.1％（0.7ポイント低下）

▶地元残留率の推移 P11～P13
・大学は、2013年44.6％→2022年47.3％（2.7ポイント上昇）
・短期大学は、2013年67.1％→2022年69.5％（2.4ポイント上昇）

▶近畿エリア概要（全体︓府県別） P14～P16
■分析・データについて
① 18歳人口予測は、文部科学省「学校基本調査」より、以下の通り定義して算出した。
・ 18歳人口＝3年前の中学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者数と義務教育学校卒業者数
・ 中学校卒業者数＝高校生＋フリーター＋就職者 全て含む

② 表内の「年」に属する18歳とは、その年の3月に卒業を迎える高校3年生を指す（年＝年度）。
③ 表内の「指数」とは、グラフ開始年の値を100とおいた際の値を示す。
④ 卒業者数とは、高等学校卒業した数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）。
⑤ 進学者数とは、高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した数。
⑥ 進学率（現役）とは、進学者数（大学・短期大学・専門学校（※））÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）で

算出した。
⑦ 残留率とは、自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）。
⑧ 図表で利用している百分率（%）は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、数値の和が100.0にならない場合がある。
※専門学校＝専修学校専門課程

資料3（地元残留率の推移）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
近畿 67.1 66.6 67.1 67.1 67.8 65.8 67.4 67.4 70.0 69.5
滋賀 41.4 39.6 42.2 41.2 47.2 45.5 43.1 47.2 51.7 51.9
京都 64.2 65.8 64.8 67.9 65.5 62.7 62.8 65.4 64.4 69.7
大阪 76.1 75.1 74.9 74.6 76.1 73.6 74.7 73.9 78.2 75.7
兵庫 76.2 77.2 78.7 77.9 76.9 75.6 78.8 77.8 77.7 79.2
奈良 39.4 33.2 36.2 34.9 37.3 33.6 34.0 33.7 39.9 45.0
和歌山 35.7 36.9 35.8 35.3 36.6 36.8 43.0 37.5 41.0 38.5
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短期大学全体︓地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿 全体

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
近畿 44.6 44.7 45.0 45.8 46.1 46.4 46.0 46.3 47.0 47.3
滋賀 22.4 22.4 20.9 20.9 21.3 20.7 20.6 20.9 22.4 21.6
京都 49.0 49.8 50.0 50.9 50.3 51.0 50.8 50.7 52.2 52.6
大阪 55.2 54.8 55.5 56.3 57.1 57.0 56.4 57.4 58.9 58.9
兵庫 45.3 45.0 44.8 45.6 45.7 46.3 45.5 44.9 44.3 45.1
奈良 14.6 14.5 14.7 15.1 14.9 15.6 16.3 16.1 14.3 14.5
和歌山 10.5 10.8 10.4 11.2 11.4 12.2 14.3 16.0 17.8 18.8
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80.0

100.0

大学全体︓地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿 全体

■大学は、2013年44.6％→2022年47.3％（2.7ポイント上昇）
短期大学は、2013年67.1％→2022年69.5％（2.4ポイント上昇）

・大学で上昇率が高いのは、和歌山県（2013年10.5％→2022年18.8％、8.3ポイント上昇）。
・短期大学で上昇率が高いのは、滋賀県（2013年41.4％→2022年51.9％、10.5ポイント上昇）。

地元残留率の推移（全体︓近畿︓2013～2022年）

※データ元︓文部科学省「学校基本調査」
・残留率 ︓自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
近畿 59.9 55.4 53.7 56.7 58.8 57.6 54.5 55.5 61.1 58.1
滋賀 66.4 58.3 50.0 53.3 50.0 55.3 60.5 51.8 56.3 49.4
京都 42.9 45.0 48.8 57.9 52.9 56.5 51.5 57.8 60.1 62.7
大阪 73.2 59.8 58.0 57.4 60.0 58.3 50.8 55.5 65.0 60.8
兵庫 59.3 65.0 61.7 64.1 68.1 66.4 71.2 62.6 67.2 64.8
奈良 40.6 40.5 50.7 50.0 69.0 43.9 38.6 53.1 47.3 50.0
和歌山 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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100.0

短期大学男子︓地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿 男子

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
近畿 43.0 42.8 43.5 44.0 44.2 44.2 43.5 44.1 45.3 45.4
滋賀 23.1 23.4 21.8 21.7 22.1 21.3 21.2 22.1 25.0 22.9
京都 43.6 44.1 44.6 45.2 44.3 45.0 44.3 44.6 46.5 46.9
大阪 59.6 58.8 59.9 59.9 60.9 60.5 59.5 60.3 62.4 62.1
兵庫 35.9 35.6 35.1 36.2 36.2 36.6 35.4 35.1 35.2 36.9
奈良 12.3 11.6 12.3 13.1 13.2 13.3 14.1 14.1 11.4 11.5
和歌山 10.5 9.6 9.8 10.8 10.9 10.2 11.3 14.5 15.4 15.4
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大学男子︓地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿 男子

■大学は、2013年43.0％→2022年45.4％（2.4ポイント上昇）
短期大学は、2013年59.9％→2022年58.1％（1.8ポイント低下）

・大学で上昇率が高いのは、和歌山県（2013年10.5％→2022年15.4％、4.9ポイント上昇）。
・短期大学で上昇率が高いのは、京都府（2013年42.9％→2022年62.7％、19.8ポイント上昇）。

地元残留率の推移（男子︓近畿︓2013～2022年）

※データ元︓文部科学省「学校基本調査」
・残留率 ︓自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
近畿 68.0 67.9 68.5 68.3 68.7 66.7 69.0 69.1 71.2 71.1
滋賀 37.1 37.0 41.1 39.7 46.9 44.4 40.9 46.4 50.9 52.3
京都 67.2 68.5 67.0 69.3 67.3 63.6 65.3 66.7 65.3 71.5
大阪 76.3 76.7 76.5 76.2 77.5 75.1 77.0 76.1 79.8 77.5
兵庫 78.5 78.7 80.6 79.6 78.1 76.8 79.9 80.6 79.3 81.3
奈良 39.3 32.5 34.9 33.3 34.7 32.9 33.5 31.3 39.1 44.3
和歌山 38.5 39.5 38.8 37.1 38.9 39.0 46.7 41.6 44.6 42.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

短期大学女子︓地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿 女子

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
近畿 46.6 47.0 46.8 47.9 48.3 48.8 48.9 48.8 49.1 49.4
滋賀 21.3 21.1 19.7 19.8 20.3 19.8 19.7 19.3 19.1 20.0
京都 55.4 56.4 56.3 57.5 57.1 57.6 57.9 57.4 58.4 58.6
大阪 49.6 49.7 49.8 51.8 52.5 52.8 52.8 53.7 54.5 55.1
兵庫 56.1 56.1 55.9 56.1 56.3 56.7 56.3 55.8 54.4 54.1
奈良 17.6 18.4 17.7 17.7 17.0 18.4 19.0 18.6 18.1 18.2
和歌山 10.5 12.3 11.3 11.6 11.9 14.7 17.9 17.7 20.7 22.8
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大学女子︓地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿 女子

■大学は、2013年46.6％→2022年49.4％（2.8ポイント上昇）
短期大学は、2013年68.0％→2022年71.1％（3.1ポイント上昇）

・大学で上昇率が高いのは、和歌山県（2013年10.5％→2022年22.8％、12.3ポイント上昇）。
・短期大学で上昇率が高いのは、滋賀県（2013年37.1％→2022年52.3％、15.2ポイント上昇）。

地元残留率の推移（女子︓近畿︓2013～2022年）

※データ元︓文部科学省「学校基本調査」
・残留率 ︓自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）
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資料 4 

 

神戸芸術工科大学  

養成する人材像と 3ポリシーの各項目との相関及び整合性を示す表 

 

 

卒 

業 

時 

教育 

目的 

「芸術工学」の教育・研究を通じて、広い教養、専門的知識、能力、技術とコ

ミュニケーション力を備えた人材を養成し、社会に貢献する 

DP 次に掲げる「芸術工学」の能力、資質を獲得し、よりよい社会の実現に寄与でき

る能力を身につけ、所定の単位を修めた者に、「学士(芸術工学）」の学位を授与す

る 

基礎的教養 

コミュニケーション力 

専門的技能 

汎用的能力 

社会的対応力 

在 

学 

中 

CP ＤＰに掲げる人材を養成するため、カリキュラムを講義、演習、実習、必修・選

択の別、開講学年等を段階的・体系的に編成した教育を行う。 

基礎教育 

芸術工学基礎 

演習・実習 

（卒業研究） 

プロジェクト 

ゼミ活動 

（卒業研究） 

入 

学 

時 

AP DP に掲げる人材を養成するために必要な素養を持つ人やそれらを学ぶ意欲を持

つ人物を求める。 

・教育内容を理解するた

めの、基礎的な知識・技

能・表現力を持っている 

・表現することに対する

意欲を持っている。 

・自ら課題を発見し、創

造的に考え、解決、行動し

ようとする意欲を持って

いる。 

・特定の分野で卓越した

能力を持っている 

・人間や社会全般に対す

る興味、関心、好奇心を持

っている。 

・大学での学びをとおし

て、人々の幸せやより良

い社会の実現に寄与した

いという意欲を持ってい

る 

入試 

種別 

学力試験 

表現力試験（ﾃﾞｯｻﾝ等） 

表現力試験 

体験型試験 

資格取得型試験 

体験型試験 

面接・作品持参型試験 

学 力

の ３

要素 

知識、技能 思考力・判断力・表現力等

の能力 

主体性をもって多様な

人々と協働して学ぶ態度 
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授業科目の名称 備考
Ａ-1
知識

Ａ-2
科学・
技術

Ａ-3
倫理

Ｂ-1
文章

Ｂ-2
語学

Ｂ-3
文化

Ｃ-1
表現

Ｃ-2
観察

Ｃ-3
情報

Ｄ-1
計画

Ｄ-2
協働

Ｄ-3
総合

Ｅ-1
マネー
ジメン
ト

Ｅ-2
開拓力

Ｅ-3
進路計
画

スタディスキルズ
オムニバス方

式
◎ 〇

日本語表現Ⅰ ◎ 〇 〇

日本語表現Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇

文章表現法A 〇 〇 ◎

文章表現法B 〇 ◎ 〇

日本史 ◎ 〇

世界史 ◎ 〇

心理学 〇 ◎ 〇

デザイン史 ◎ 〇

日本美術史 ◎ 〇 〇

西洋美術史 ◎ 〇 〇

美学 ◎ 〇 〇

人文地理学 ◎ 〇 〇

文化人類学 〇 ◎ 〇

法学（日本国憲法を含む） ◎ 〇 〇

知的財産権入門 ◎ 〇 〇

現代社会論 ◎ 〇 〇

マーケティング論 ◎ 〇 〇

教育心理学 〇 ◎ 〇

生涯学習概論 ◎ 〇 〇

博物館展示論 ◎ 〇 〇

東アジア文化入門 〇 ◎ 〇

文学・言語学 〇 〇 ◎

経済・政治 〇 ◎ 〇

教育学 〇 ◎

数学入門A ◎

数学入門B ◎

物理学入門 ◎ 〇

科学と技術 ◎ 〇

かたちの科学 ◎ 〇

数理とかたち ◎ 〇

健康科学 〇 ◎ 〇

スポーツ実技A（体育） ◎ 〇 〇

スポーツ実技B（ダンス） ◎ 〇

情報とネットワーク
オムニバス方式・
共同（一部） 〇 ◎

博物館情報・メディア論 ◎ 〇 〇

基礎英語Ⅰ 〇 ◎ 〇

基礎英語Ⅱ 〇 ◎ 〇

英語コミュニケーションA 〇 ◎ 〇

英語コミュニケーションB 〇 ◎ 〇

表現のための英語A 〇 ◎ 〇 〇

科目
区分

基
礎
教
育
科
目

学
修
基
礎

人
文
・
社
会

自
然
・
情
報

外
国
語

2024年度入学生用　カリキュラムマップ（芸術工学部　基礎教育） 資料５

授業科目

ディプロマ・ポリシーの項目番号

凡例：◎達成のために特に必要な科目　○達成のために重要な科目

Ａ：
基礎的教養

Ｂ：
コミュニケーション

力

Ｃ：
専門的技能

Ｄ：
汎用的能力

Ｅ：
社会的対応力

－設置の趣旨（資料）－17－



2024年度入学生用　カリキュラムマップ（芸術工学部　基礎教育） 資料５

授業科目

ディプロマ・ポリシーの項目番号

凡例：◎達成のために特に必要な科目　○達成のために重要な科目

Ａ：
基礎的教養

Ｂ：
コミュニケーション

力

Ｃ：
専門的技能

Ｄ：
汎用的能力

Ｅ：
社会的対応力

表現のための英語B 〇 ◎ 〇

現代英語 〇 ◎ 〇

フランス語Ⅰ ◎ 〇

フランス語Ⅱ 〇 ◎ 〇 〇

ドイツ語Ⅰ 〇 ◎ 〇

ドイツ語Ⅱ 〇 ◎ 〇

中国語Ⅰ 〇 ◎ 〇

中国語Ⅱ 〇 ◎ 〇

韓国語Ⅰ 〇 ◎ 〇

韓国語Ⅱ 〇 ◎ 〇

日本語初級Ⅰ 〇 ◎ 〇

日本語初級Ⅱ 〇 ◎ 〇

日本語中級Ⅰ 〇 ◎ 〇

日本語中級Ⅱ 〇 ◎ 〇

キャリアデザインA 〇 〇 〇 ◎

キャリアデザインB 〇 〇 〇 ◎

キャリアデザインC 〇 〇 ◎

ビジネス数学（SPI対策） 〇 ◎ 〇

ビジネスコンピュータ 〇 〇 ◎

インターンシップA 〇 ◎ 〇

インターンシップB 〇 ◎ 〇

基
礎
教
育
科
目

外
国
語

キ
ャ

リ
ア

－設置の趣旨（資料）－18－



2024年度入学生用　カリキュラムマップ（芸術工学部　芸術工学基礎）

授業科目の名称 備考
Ａ-1
知識

Ａ-2
科学・
技術

Ａ-3
倫理

Ｂ-1
文章

Ｂ-2
語学

Ｂ-3
文化

Ｃ-1
表現

Ｃ-2
観察

Ｃ-3
情報

Ｄ-1
計画

Ｄ-2
協働

Ｄ-3
総合

Ｅ-1
マネー
ジメン
ト

Ｅ-2
開拓力

Ｅ-3
進路計
画

芸術工学概論 オムニバス方式 〇 ○ ◎

現代デザイン論 ◎ 〇

現代音楽 　 〇 ◎ 〇

色とかたち 〇 ◎

映像コンテンツ論 ◎

映像技術入門 〇 ◎

作品の見方 ◎

アート・マネジメント
オムニバス方式・
共同（一部） ◎ 〇

身体表現論 ◎ 〇 〇

現代アート論 ◎

人間工学 ◎

空間・情報グラフィック入門 ◎

都市環境グラフィックス・
アート概論

◎

デッサン基礎実習 ◎

絵画基礎実習A ◎

絵画基礎実習B ◎

彫刻基礎実習 ◎

工芸基礎実習 ◎

スケッチ・素描・イメージ
共同

◎

図学・製図基礎実習 ◎

ドローイング
共同

◎

基礎表現演習A
オムニバス方
式・共同（一

部）

◎ 〇 〇

基礎表現演習B
オムニバス方
式・共同（一

部）

〇 ◎ 〇

文字とイメージA 〇 〇 ◎

文字とイメージB ◎ 〇

グレート・フィルムズ ◎ 〇 ○ 〇

メディア表現ワークショップ ◎

写真基礎実習 〇 ○ ◎

コンピュータ基礎実習 〇 ◎

コンピュータデザイン演習A 〇 ◎

コンピュータデザイン演習B 〇 〇 ◎

プログラミング基礎実習 〇 ◎

ジェネレーティブアート演習 〇 ◎

ビジュアルプログラミング演
習

〇 ◎ 〇

webプログラミング演習 〇 ◎

Pythonプログラミング演習 〇 ◎

アート＆デザインプロジェク
トA

〇 〇 ◎

アート＆デザインプロジェク
トB

〇 〇 ◎

アート＆デザインプロジェク
トC

〇 〇 ◎

総合プロジェクトA 〇 ◎ 〇

総合プロジェクトB 〇 ◎ 〇

科目
区分

専
門
教
育
科
目

芸
術
工
学
基
礎

資料５

授業科目

ディプロマ・ポリシーの項目番号

凡例：◎達成のために特に必要な科目　○達成のために重要な科目

Ａ：
基礎的教養

Ｂ：
コミュニケーション

能力

Ｃ：
専門的技能

Ｄ：
汎用的能力

Ｅ：
社会的実践力
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2024年度入学生用　カリキュラムマップ（芸術工学部 　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 備考 Ａ-1 Ａ-2 Ａ-3 Ｂ-1 Ｂ-2 Ｂ-3 Ｃ-1 Ｃ-2 Ｃ-3 Ｄ-1 Ｄ-2 Ｄ-3 Ｅ-1 Ｅ-2 Ｅ-3

生産・工芸デザイン概論 オムニバス 〇 ◎ 〇 〇

生産・工芸デザイン基礎実
習A

共同  〇 〇 〇 ◎

生産・工芸デザイン基礎実
習B

共同  〇 〇 〇 ◎

生産・工芸デザインの現場 共同 〇 ◎

プロダクトデザイン実習Ⅰ 共同 〇 ◎ 〇 〇

ファッション・テキスタイ
ル実習Ⅰ

共同 〇 ◎ 〇 〇

クラフト実習Ⅰ
共同 〇 ◎ 〇

プロダクトデザイン実習Ⅱ 共同 〇 〇 ◎ 〇

ファッション
・テキスタイル実習Ⅱ

共同 〇 〇 ◎ 〇

クラフト実習Ⅱ
共同 〇 〇 ◎

プロダクトデザイン応用実
習Ⅰ

共同 〇 〇 ◎ ◎  〇

ファッション・テキスタイ
ル応用実習Ⅰ

共同 〇 〇 ◎ ◎ 〇

クラフト応用実習Ⅰ
共同 〇 〇 ◎ 〇

プロダクトデザイン応用実
習Ⅱ

共同 〇 〇 ◎ ◎  〇 〇

ファッション・
テキスタイル応用実習Ⅱ

共同 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

クラフト応用実習Ⅱ
共同 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

学科入門セミナー 共同 〇 〇 〇

ユニバーサルデザイン オムニバス 〇 ◎

素材・材料論 オムニバス 〇 ◎

プレゼンテーション基礎 ◎ 〇

自然とデザイン 〇 ◎

身体とデザイン オムニバス 〇 ◎

生活機器デザイン 〇 ◎

ファッション
マーケティング

〇 ◎

デジタルファブリケーショ
ン

〇 ◎

基礎撮影演習（モノ） ◎ 〇

プレゼンテーション応用 ◎ 〇

３Dモデリング基礎 〇 ◎

製図法演習 ◎

選

択

専

門

教

育

科

目

必

修

選

択

必

修

資料５

Ｅ-1：社会変化に柔軟に対応し将
来の姿・仕組みを構想、提案する
力を身につける。
Ｅ-2：マネジメント力、指導力、
管理力を身につける。
Ｅ-3：社会的責任感、自己管理力
を持ち、デザイン、アート分野の
発展に寄与することができる力を
身につける。

学科

Ａ-1：「科学・技術」「社会・歴
史」「芸術・文化」に関する幅広
い知識、教養を身につける。

Ａ-2環境デザインに関する様々な
空間スケールの専門的知識を身に
つける。

Ａ-3論理的、客観的、複眼的、俯
瞰的に思考できる力を身につけ
る。

Ｂ-1：日本語の読解力、語彙力、
文章構成力などの読み書きと、表
現する力を身につける。

Ｂ-2：特定の外国語を用いて、読
み、書き、聞き、話すことができ
る力を身につける。

Ｂ-3：他人とのディスカッション
を適切に行うことができる能力、
自分の考えを文章、図表、描画な
どによって適切に伝えるためのス
キルを身につける。

Ｃ-1：デザインのプロセスにおい
て、描画、作図、モデリング等の
スキルを身につける。

Ｃ-2：デザインのプロセスにおい
て、リサーチやマスタープランの
作成を適切に行う力を身につけ
る。

Ｃ-3：文献やインターネット上の
情報を適切に使用した学習方法や
リサーチ手法を身につける。

Ｄ-1：実現性の高いデザイン案を
構築する力、それを適切な方法で
表現するスキルを身につける。

Ｄ-2：グループによる創作活動や
プロジェクトを円滑にこなす協調
性を身につける。

Ｄ-3：デザインのプロセスにおい
て、様々なスケールによる思考を
取り入れて統合する能力を身につ
ける。

Ｅ-1：デザインのプロセスにおい
て、時代における社会情勢を察知
し、社会的意義のある提案をでき
る能力を身につける。

Ｅ-2：グループによる創作活動や
プロジェクトにおいてリーダシッ
プをとる力を身につける。

Ｅ-3：社会的責任感、自己管理力
のもとに、デザイン、アート分野
の発展に寄与することができる力
を身につける。

学部

Ａ-1：「科学・技術」「社会・歴
史」「芸術・文化」に関する幅広
い知識、教養を身につける。

Ａ-2：専攻する分野において必要
とされる専門的知識を身につけ
る。

Ａ-3論理的、客観的、複眼的、俯
瞰的に思考できる力を身につけ
る。

Ｂ-1：日本語の読解力、語彙力、
文章構成力などの読み書きと、表
現する力を身につける。

Ｂ-2：特定の外国語を用いて、読
み、書き、聞き、話すことができ
る力を身につける。

Ｂ-3：他人の考えを正しく理解
し、自分の考えを他人に正しく伝
える力を身につける。

Ｃ-1：技術、表現力、観察力、造
形力を身につける。

Ｃ-2：課題解決に向けた計画力、
構想力、創造力を身につける。

Ｃ-3：メディアと情報ネットワー
クを効果的に活用できる力を身に
つける。

Ｄ-1：専門的技能を、実践に結び
付けて計画、創造、プレゼンテー
ションできる力を身につける。

Ｄ-2：目標に向けて多様な人たち
と協働できる力を身につける。

Ｄ-3：他の分野を融合して新たな
価値を提案する力を身につける。

科目
区分

ディプロマ・ポリシーの項目番号

凡例：◎達成のために特に必要な科目　○達成のために重要な科目

Ａ：基礎的教養 Ｂ：コミュニケーション力 Ｃ：専門的技能 Ｄ：汎用的能力 Ｅ：社会的対応力

学士にふさわしい基礎的教養、学
知及びキャリアプランニング能力
を獲得する。

外国語の習得及びコミュニケー
ション能力を獲得する。

専門分野における知見及び技術、
造形力及び表現力を獲得する。

設置する分野に共通する知識や技
能を利用して、新しい価値を提案
する力を獲得する。

社会課題・問題を解決する力及び
高い倫理感と国際性に支えられた
対応力、指導力及び管理力を獲得
する。

－設置の趣旨（資料）－20－



2024年度入学生用　カリキュラムマップ（芸術工学部 　生産・工芸デザイン学科）

授業科目の名称 備考 Ａ-1 Ａ-2 Ａ-3 Ｂ-1 Ｂ-2 Ｂ-3 Ｃ-1 Ｃ-2 Ｃ-3 Ｄ-1 Ｄ-2 Ｄ-3 Ｅ-1 Ｅ-2 Ｅ-3

資料５

Ｅ-1：社会変化に柔軟に対応し将
来の姿・仕組みを構想、提案する
力を身につける。
Ｅ-2：マネジメント力、指導力、
管理力を身につける。
Ｅ-3：社会的責任感、自己管理力
を持ち、デザイン、アート分野の
発展に寄与することができる力を
身につける。

学科

Ａ-1：「科学・技術」「社会・歴
史」「芸術・文化」に関する幅広
い知識、教養を身につける。

Ａ-2環境デザインに関する様々な
空間スケールの専門的知識を身に
つける。

Ａ-3論理的、客観的、複眼的、俯
瞰的に思考できる力を身につけ
る。

Ｂ-1：日本語の読解力、語彙力、
文章構成力などの読み書きと、表
現する力を身につける。

Ｂ-2：特定の外国語を用いて、読
み、書き、聞き、話すことができ
る力を身につける。

Ｂ-3：他人とのディスカッション
を適切に行うことができる能力、
自分の考えを文章、図表、描画な
どによって適切に伝えるためのス
キルを身につける。

Ｃ-1：デザインのプロセスにおい
て、描画、作図、モデリング等の
スキルを身につける。

Ｃ-2：デザインのプロセスにおい
て、リサーチやマスタープランの
作成を適切に行う力を身につけ
る。

Ｃ-3：文献やインターネット上の
情報を適切に使用した学習方法や
リサーチ手法を身につける。

Ｄ-1：実現性の高いデザイン案を
構築する力、それを適切な方法で
表現するスキルを身につける。

Ｄ-2：グループによる創作活動や
プロジェクトを円滑にこなす協調
性を身につける。

Ｄ-3：デザインのプロセスにおい
て、様々なスケールによる思考を
取り入れて統合する能力を身につ
ける。

Ｅ-1：デザインのプロセスにおい
て、時代における社会情勢を察知
し、社会的意義のある提案をでき
る能力を身につける。

Ｅ-2：グループによる創作活動や
プロジェクトにおいてリーダシッ
プをとる力を身につける。

Ｅ-3：社会的責任感、自己管理力
のもとに、デザイン、アート分野
の発展に寄与することができる力
を身につける。

学部

Ａ-1：「科学・技術」「社会・歴
史」「芸術・文化」に関する幅広
い知識、教養を身につける。

Ａ-2：専攻する分野において必要
とされる専門的知識を身につけ
る。

Ａ-3論理的、客観的、複眼的、俯
瞰的に思考できる力を身につけ
る。

Ｂ-1：日本語の読解力、語彙力、
文章構成力などの読み書きと、表
現する力を身につける。

Ｂ-2：特定の外国語を用いて、読
み、書き、聞き、話すことができ
る力を身につける。

Ｂ-3：他人の考えを正しく理解
し、自分の考えを他人に正しく伝
える力を身につける。

Ｃ-1：技術、表現力、観察力、造
形力を身につける。

Ｃ-2：課題解決に向けた計画力、
構想力、創造力を身につける。

Ｃ-3：メディアと情報ネットワー
クを効果的に活用できる力を身に
つける。

Ｄ-1：専門的技能を、実践に結び
付けて計画、創造、プレゼンテー
ションできる力を身につける。

Ｄ-2：目標に向けて多様な人たち
と協働できる力を身につける。

Ｄ-3：他の分野を融合して新たな
価値を提案する力を身につける。

科目
区分

ディプロマ・ポリシーの項目番号

凡例：◎達成のために特に必要な科目　○達成のために重要な科目

Ａ：基礎的教養 Ｂ：コミュニケーション力 Ｃ：専門的技能 Ｄ：汎用的能力 Ｅ：社会的対応力

学士にふさわしい基礎的教養、学
知及びキャリアプランニング能力
を獲得する。

外国語の習得及びコミュニケー
ション能力を獲得する。

専門分野における知見及び技術、
造形力及び表現力を獲得する。

設置する分野に共通する知識や技
能を利用して、新しい価値を提案
する力を獲得する。

社会課題・問題を解決する力及び
高い倫理感と国際性に支えられた
対応力、指導力及び管理力を獲得
する。

家具・インテリア製図 ◎ ◎

パターンメーキング ◎

テキスタイル
プリントデザイン

◎ 〇

イメージ構想法 〇 ◎

インダストリアルデザイン 〇 ◎

デジタルプレゼンテーショ
ン

◎ 〇

３Dモデリング応用 ◎ ◎ 〇

アダプティブインタフェー
ス演習

〇 ◎

ドレーピング ◎

テキスタイル基礎 ◎

吹きガラス表現
◎

陶表現
◎

フィギュア応用表現
◎

デザインブランディング論 〇 ◎ 〇

デザインプロモーション演
習

 〇 〇 〇

基礎撮影演習（ファッショ
ン）

◎ 〇

展示デザイン ◎

ファッション企画演習 〇 ◎ ◎

ニットデザイン ◎

宝飾表現
◎

生産・工芸デザインプロ
ジェクト

共同 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ファッション
・デジタルクリエーション

◎ ◎

ガラス表現
◎

器表現
◎

ジュエリー表現
◎

フィギュア表現
◎

ファッション空間演出 〇 ◎ ◎

卒業
研究

卒業研究 共同  〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

選

択

専

門

教

育

科

目

－設置の趣旨（資料）－21－



2024年度入学生用　 資料６

生産・工芸デザイン学科　履修モデル　プロダクトデザインコース

「プロダクト・カーデザイン系」

4年

コンピュータ基礎実習（＊2）

卒業研究（＊10）

◎上記モデルを含めた各年度ごとの履修単位数のめやす

1年 2年 3年 4年 合計

32 16 10 8 34

14 10 6 0 16

10 8 - 2 - 10

12 - 6 6 - 12

38 11 22 10 - 43

8 - - - - 0

10 - - - 10 10

124 45 44 26 10 125

日本語表現Ⅱ（2）

外国語
（6単位以上）

自然・情報
（4単位以上）

かたちの科学（2） 情報とネットワーク（2）

スポーツ実技B（ダンス）（1）

基礎英語Ⅰ（＊2） フランス語Ⅰ（2）

現代社会論（2）

プログラミング基礎実習（2）

人間工学（＃2）

生産・工芸デザイン概論（＊2）

キャリア
（4単位以上）

キャリアデザインA（2） キャリアデザインB（2） キャリアデザインC（2）

ビジネス数学（SPI対策）（2）

現代デザイン論（＃2） 写真基礎実習（2）

色とかたち（＃2）

科目名の後の (　)は修得できる単位数　／＊必修科目　　＃選択必修科目　

区分 1年 2年 3年

基
礎
教
育
科
目

学修基礎
（4単位以上）

スタディスキルズ（1）

人文･社会
（4単位以上）

文化人類学（2） 経済・政治（2） 心理学（2）

マーケティング論（2）

基礎英語Ⅱ（2）

日本語表現Ⅰ（＊2）

3Dモデリング応用（4）
アダプティブインターフェイ
ス演習（2）

ユニバーサルデザイン（2）

生産・工芸デザインの現場（＊2）

生産・工芸デザイン基礎実習B（＊3）

生産・工芸デザイン基礎実習A（＊3）

卒業研究

芸術工学基礎

必修

選択必修

選択

自由

合計

卒業研究

卒業に必要な単位

基礎

専
門
教
育
科
目

芸術工学基礎

コンピュータデザイン演習A（＊2）芸術工学概論（＊2）

生活機器デザイン（2）

選択

学科入門セミナー（1）

自然とデザイン（2）

インダストリアルデザイン
（2）

デジタルファブリケーション（2）

必修

3Dモデリング基礎（4）

基礎撮影演習（モノ）（2）

プレゼンテーション応用（4）

生産・工芸デザインプロジェクト（2）身体とデザイン（2）

選択必修

プロダクトデザイン実習Ⅰ（＃
3）

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ
（＃3）

プロダクトデザイン実習Ⅱ（＃
3）

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ
（＃3）

プレゼンテーション基礎（4）

製図法演習（2） デザインブランディング論（2）

ファッションデジタルクリ
エーション（2）

素材材料論（2）

－設置の趣旨（資料）－22－



2024年度入学生用　 資料６

生産・工芸デザイン学科　履修モデル　プロダクトデザインコース

「木工・インテリアデザイン系」

4年

コンピュータ基礎実習（＊2）

卒業研究（＊10）

◎上記モデルを含めた各年度ごとの履修単位数のめやす

1年 2年 3年 4年 合計

32 16 10 8 34

14 10 6 0 16

10 8 - 2 - 10

12 - 6 6 - 12

38 11 22 10 - 43

8 - - - - 0

10 - - - 10 10

124 45 44 26 10 125

日本語表現Ⅰ（＊2）

日本語表現Ⅱ（2）

科目名の後の (　)は修得できる単位数　／＊必修科目　　＃選択必修科目　

区分 1年 2年 3年

基
礎
教
育
科
目

学修基礎
（4単位以上）

スタディスキルズ（1）

自然・情報
（4単位以上）

かたちの科学（2） 情報とネットワーク（2）

スポーツ実技B（ダンス）（1）

人文･社会
（4単位以上）

経済・政治（2） 心理学（2）文化人類学（2）

マーケティング論（2）

キャリア
（4単位以上）

キャリアデザインA（2） キャリアデザインB（2） キャリアデザインC（2）

ビジネス数学（SPI対策）（2）

外国語
（6単位以上）

基礎英語Ⅰ（＊2） フランス語Ⅰ（2）

基礎英語Ⅱ（2）

現代社会論（2）

人間工学（＃2）

専
門
教
育
科
目

芸術工学基礎

芸術工学概論（＊2） コンピュータデザイン演習A（＊2）

現代デザイン論（＃2） 写真基礎実習（2）

色とかたち（＃2） 図学・製図基礎実習（2）

必修

生産・工芸デザイン概論（＊2） 生産・工芸デザインの現場（＊2）

生産・工芸デザイン基礎実習A（＊3）

生産・工芸デザイン基礎実習B（＊3）

選択必修

プロダクトデザイン実習Ⅰ（＃
3）

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ
（＃3）

プロダクトデザイン実習Ⅱ（＃
3）

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ
（＃3）

素材材料論（2）

家具・インテリア製図（4） アディティブインターフェイス（2）

デジタルファブリケーション（2）

生活機器デザイン（2）

プレゼンテーション基礎（4） 製図法演習（2） デザインブランディング論（2）

自然とデザイン（2）

ファッションデジタルクリエーション（2）

展示デザイン（2）

選択

学科入門セミナー（1）

合計

芸術工学基礎

必修

選択必修

選択

自由

卒業研究

卒業研究

卒業に必要な単位

基礎

基礎撮影演習（モノ）（2）

ユニバーサルデザイン（2） プレゼンテーション応用（4）

生産・工芸デザインプロジェクト（2）身体とデザイン（2）

3Dモデリング基礎（4）

－設置の趣旨（資料）－23－



2024年度入学生用　 資料６

生産・工芸デザイン学科　履修モデル　ファッション・テキスタイルコース

「実技系」

4年

Webプログラミング演習（4）

ファッション空間演出（2）

卒業研究（＊10）

◎上記モデルを含めた各年度ごとの履修単位数のめやす

1年 2年 3年 4年 合計

32 16 14 4 34

14 10 2 4 16

10 8 - 2 - 10

12 - 6 6 - 12

38 11 20 14 2 47

8 - - - - 0

10 - - - 10 10

124 45 42 30 12 129

パターンメーキング（2）

デザインブランディング論（2）

自由

芸術工学基礎

必修

選択必修

選択

卒業研究

合計

卒業研究

選択

卒業に必要な単位

基礎

専
門
教
育
科
目

芸術工学基礎

プレゼンテーション基礎（4） ドレーピング（2）

芸術工学概論（＊2）

ファッション企画演習（2）

テキスタイルプリントデザイン（2）

イメージ構想法（2） 基礎撮影演習（ファッション）（2）

身体とデザイン（2）

プレゼンテーション応用（4） ファッション・デジタルクリエーション（2）

デジタルプレゼンテーション（2）

コンピュータデザイン演習A（＊2）

現代デザイン論（＃2）

学科入門セミナー（1）

色とかたち（＃2）

デザインプロモーション演習（2）

テキスタイル基礎（2）

生産・工芸デザインプロジェクト（2）

素材・材料論（2）

ファッションマーケティング（2） 二ットデザイン（2）自然とデザイン（2）

人間工学（＃2）

ユニバーサルデザイン（2）

選択必修

ファッション・テキスタイル実習
Ⅰ（＃3）

ファッション・テキスタイル応用
実習Ⅰ（＃3）

ファッション・テキスタイル実習
Ⅱ（＃3）

ファッション・テキスタイル応用
実習Ⅱ（＃3）

コンピュータ基礎実習（＊2）

必修

生産・工芸デザイン概論（＊2） 生産・工芸デザインの現場（＊2）

生産・工芸デザイン基礎実習B（＊3）

生産・工芸デザイン基礎実習A（＊3）

科目名の後の (　)は修得できる単位数　／＊必修科目　　＃選択必修科目　

区分 1年 2年 3年

基
礎
教
育
科
目

学修基礎
（4単位以上）

スタディスキルズ（1）

日本語表現Ⅰ（＊2）

日本語表現Ⅱ（2）

キャリア
（4単位以上）

キャリアデザインA（2） キャリアデザインB（2） キャリアデザインC（2）

ビジネス数学（SPI対策）（2）

人文･社会
（4単位以上）

文化人類学（2） 経済・政治（2） 心理学（2）

マーケティング論（2）

基礎英語Ⅱ（2）

現代社会論（2）

外国語
（6単位以上）

自然・情報
（4単位以上）

かたちの科学（2） 情報とネットワーク（2）

スポーツ実技B（ダンス）（1）

基礎英語Ⅰ（＊2） フランス語Ⅰ（2）

－設置の趣旨（資料）－24－



2024年度入学生用　 資料６

生産・工芸デザイン学科　履修モデル　ファッション・テキスタイルコース

「デジタル系」

4年

身体とデザイン（2） ファッション空間演出（2）

卒業研究（＊10）

◎上記モデルを含めた各年度ごとの履修単位数のめやす

1年 2年 3年 4年 合計

32 20 12 2 34

14 8 4 4 16

10 8 - 2 - 10

12 - 6 6 - 12

38 9 22 16 2 49

8 - - - - 0

10 - - - 10 10

124 45 44 30 12 131

科目名の後の (　)は修得できる単位数　／＊必修科目　　＃選択必修科目　

区分 1年 2年 3年

基
礎
教
育
科
目

学修基礎
（4単位以上）

スタディスキルズ（1）

日本語表現Ⅰ（＊2）

日本語表現Ⅱ（2）

自然・情報
（4単位以上）

人文･社会
（4単位以上）

心理学（2） 知的財産権入門（2）

文化人類学（2）

現代社会論（2）

経済・政治（2）

キャリア
（4単位以上）

キャリアデザインA（2） キャリアデザインB（2） キャリアデザインC（2）

ビジネス数学（SPI対策）（2）

かたちの科学（2） 情報とネットワーク（2）

外国語
（6単位以上）

基礎英語Ⅰ（＊2） 現代英語（2）

基礎英語Ⅱ（2）

スポーツ実技B（ダンス）（1）

学科入門セミナー（1）

選択必修

ファッション・テキスタイル
実習Ⅰ（＃3）

ファッション・テキスタイル
応用実習Ⅰ（＃3）

ファッション・テキスタイル
実習Ⅱ（＃3）

ファッション・テキスタイル
応用実習Ⅱ（＃3）

人間工学（＃2）

コンピュータ基礎実習（＊2）

芸術工学基礎

芸術工学概論（＊2） コンピュータデザイン演習A（＊2） Webプログラミング演習（4）

現代デザイン論（＃2） プログラミング基礎実習（2）

必修

生産・工芸デザイン概論（＊2） 生産・工芸デザインの現場（＊2）

生産・工芸デザイン基礎実習A（＊3）

生産・工芸デザイン基礎実習B（＊3）

芸術工学基礎

必修

選択必修

選択

卒業研究

合計

専
門
教
育
科
目

卒業研究

選択

デジタルファブリケーション（2）

デザインブランディング論（2）

デザインプロモーション演習（2）

テキスタイルプリントデザイン（2）

テキスタイル基礎（2）

二ットデザイン（2）

生産・工芸デザインプロジェクト
（2）

ファッション企画演習（2）

プレゼンテーション応用（4）

基礎撮影演習（ファッション）(2)

自由

卒業に必要な単位

基礎

素材・材料論（2）

ファッションマーケティング
（2）

3Dモデリング基礎（2）

デジタルプレゼンテーション（2）

ドレーピング（2）

アダプティブインターフェー
ス演習（2）

ファッション・デジタルクリ
エーション（2）

ユニバーサルデザイン（2）

プレゼンテーション基礎（4）

パターンメーキング(2)

－設置の趣旨（資料）－25－



2024年度入学生用　 資料６

生産・工芸デザイン学科　履修モデル　クラフトコース

「実技系」

4年

卒業研究（＊10）

◎上記モデルを含めた各年度ごとの履修単位数のめやす

1年 2年 3年 4年 合計

32 16 12 6 34

14 12 4 0 16

10 8 - 2 - 10

12 - 6 6 - 12

38 11 18 18 47

8 - - - - 0

10 - - - 10 10

124 47 40 32 10 129

卒業研究

卒業に必要な単位

基礎

専
門
教
育
科
目

芸術工学基礎

芸術工学概論（＊2） コンピュータデザイン演習A（＊2）

プレゼンテーション応用（4）

吹きガラス表現（4）

陶表現（4）

フィギュア表現（2）

ジュエリー表現（2）

プレゼンテーション基礎（4）

生産・工芸デザインプロジェクト（2）

素材材料論（2）

生産・工芸デザイン概論（＊2）

生産・工芸デザイン基礎実習B（＊3）

芸術工学基礎

必修

選択必修

選択

卒業研究

合計

自由

イメージ構想法（2）

身体とデザイン（2）

基礎撮影演習（モノ）（2）

宝飾表現(4)学科入門セミナー（1）

フィギュア応用表現（4）

ガラス表現（2）

クラフト実習Ⅰ（＃3） クラフト応用実習Ⅰ（＃3）

クラフト実習Ⅱ（＃3） クラフト応用実習Ⅱ（＃3）

自然とデザイン（2）

科目名の後の (　)は修得できる単位数　／＊必修科目　　＃選択必修科目　

区分 1年 2年 3年

基
礎
教
育
科
目

学修基礎
（4単位以

上）

スタディスキルズ（＊1）

日本語表現Ⅰ（2）

日本語表現Ⅱ（2）

キャリア
（4単位以

上）

現代社会論（2）文化人類学（2）

キャリアデザインA（2）

選択

自然・情報
（4単位以

上）

かたちの科学（2） 情報とネットワーク（2）

スポーツ実技B（ダンス）（1）

基礎英語Ⅰ（＊2） フランス語Ⅰ（2）

基礎英語Ⅱ（2）

必修

色とかたち（＃2）

人間工学（＃2）

コンピュータ基礎実習（＊2）

生産・工芸デザインの現場（＊2）

生産・工芸デザイン基礎実習A（＊3）

器表現（2）

外国語
（6単位以

上）

ユニバーサルデザイン（2）

選択必修

キャリアデザインB（2） キャリアデザインC（2）

ビジネス数学（SPI対策）（2）

マーケティング論（2）

人文･社会
（4単位以

上） 心理学（2）

経済・政治（2）

現代デザイン論（＃2） 現代アート論（＃2）

アート・マネジメント（2）

－設置の趣旨（資料）－26－



2024年度入学生用　 資料６

生産・工芸デザイン学科　履修モデル　クラフトコース

「デジタル系」

4年

卒業研究（＊10）

◎上記モデルを含めた各年度ごとの履修単位数のめやす

1年 2年 3年 4年 合計

32 16 12 6 34

14 12 4 0 16

10 8 - 2 - 10

12 - 6 6 - 12

38 11 20 20 51

8 - - - - 0

10 - - - 10 10

124 47 42 34 10 133

芸術工学基礎

必修

選択必修

選択

卒業研究

合計

自由

ユニバーサルデザイン（2）

生産・工芸デザインプロジェクト（2）

基礎

吹きガラス表現（4） ガラス表現（2）

陶表現（4）

卒業研究

フィギュア表現（2）

器表現（2）

ジュエリー表現（2）

身体とデザイン（2）

基礎撮影演習（モノ）（4）

デザインブランディング論（2）

素材材料論（2）

フィギュア応用表現（4）

卒業に必要な単位

プレゼンテーション基礎（4）

生産・工芸デザインの現場（＊2）

生産・工芸デザイン基礎実習A（＊3）

生産・工芸デザイン基礎実習B（＊3）

自然とデザイン（2）

学科入門セミナー（1）

プレゼンテーション応用（4）

デジタルファブリケーション（2）

専
門
教
育
科
目

芸術工学基礎

芸術工学概論（＊2）

色とかたち（＃2）

人間工学（＃2）

コンピュータ基礎実習（＊2）

アート・マネジメント（2）

コンピュータデザイン演習A（＊2）

クラフト実習Ⅰ（＃3） クラフト応用実習Ⅰ（＃3）

クラフト実習Ⅱ（＃3） クラフト応用実習Ⅱ（＃3）

生産・工芸デザイン概論（＊2）

現代デザイン論（＃2） 現代アート論（2）

科目名の後の (　)は修得できる単位数　／＊必修科目　　＃選択必修科目　

区分 1年 2年 3年

基
礎
教
育
科
目

学修基礎
（4単位以

上）

スタディスキルズ（1）

日本語表現Ⅰ（＊2）

日本語表現Ⅱ（2）

キャリアデザインB（2） キャリアデザインC（2）

ビジネス数学（SPI対策）（2）

外国語
（6単位以

上）

人文･社会
（4単位以

上） 心理学（2）

経済・政治（2） 現代社会論（2）文化人類学（2）

マーケティング論（2）

キャリア
（4単位以

上）

キャリアデザインA（2）

選択

宝飾表現(4)

自然・情報
（4単位以

上）

かたちの科学（2） 情報とネットワーク（2）

スポーツ実技B（ダンス）（1）

基礎英語Ⅰ（＊2） フランス語Ⅰ（2）

基礎英語Ⅱ（2）

必修

選択必修
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2024年度　大学入学者選抜 制度・募集人員・科目（案）

1日目 2日目

学科間併願可
（2併願まで）
但し、作品持参型
と資格取得型の併
願は不可

午前 午後

学科間併願可
（2併願まで）
但し、作品持参型
と資格取得型の併
願は不可

午前 午後

学科間併願可（2
併願まで）
但し、作品持参型
と資格取得型の併
願は不可

学科間併願可（4
併願まで）

学科間併願
不可

学科間併願
不可

15% 若干名 5%

総合型選抜入学試験（体
験型）

総合型選抜
入学試験
（作品持参
型Ⅰ期）

新規設定
日程
総合型選抜入学試
験（作品持参型Ⅱ
期）
試験内容
総合型選抜 公募
推薦入学試験Ⅱ期
総合型選抜 資格
推薦入学試験Ⅰ期

総合型選抜 公募推薦入
学試験Ⅰ期

総合型選抜 公募
推薦入学試験Ⅱ期
総合型選抜 資格
推薦入学試験Ⅰ期

学校推薦型
選抜　指定
校推薦入学
試験
学校推薦型
選抜　系列
校推薦入学
試験

一般選抜入学試験Ⅰ期

一般選抜入学試験
Ⅱ期
総合型選抜 資格
推薦入学試験Ⅱ期

一般選抜 共通テ
スト利用入学試験
Ⅰ期/Ⅱ期

留学生入学
試験Ⅰ期/Ⅱ
期
帰国生・社
会人入学試
験

編・転入学
試験Ⅰ期/Ⅱ
期

留Ⅰ期/Ⅱ期
帰社

（併願可）

編・転
Ⅰ期/Ⅱ期
（併願可）

学科間併願可
（2併願まで）

学科間併願可（2併願ま
で）

学科間併願可
（2併願まで）

総合型選抜Ⅴ期
＜作品持参型＞
＜資格取得型＞

（併願可）

学校推薦型
選抜

指定校推薦
系列校推薦
（専願）

一般選抜Ⅰ期＜科目選択
型＞

（併願可）
総合型選抜Ⅵ期
＜作品持参型＞
＜資格取得型＞

（併願可）

一般選抜Ⅱ期/Ⅲ
期

＜大学入学共通テ
スト

利用型＞
（併願可）

（参考）
2023年度
入試名称

対比

募集人員

総合型選抜Ⅰ期
＜体験型＞
（専願）

総合型選抜
Ⅱ期

＜面談型＞
（専願）

総合型選抜Ⅲ期
＜作品持参型＞
＜資格取得型＞

（併願可）

志望理由書
+

持参作品
+

面接
<200点>

資料7

[1次選考]
自己PR書

＋
体験プログ

ラム
<200点>

[2次選考]
志望理由書

<95点>

+
調査書
<5点>

[1次選考]
自己PR書

＋
体験プログ

ラム
<200点>

[2次選考]
志望理由書

<95点>

+
調査書
<5点>

[1次選考]
自己PR書

＋
課題（当日

持参）
＋

面談
<200点>

[2次選考]
志望理由書

<95点>

+
調査書
<5点>

＜作品持参型＞
志望理由書

+
持参作品

+
面接

<190点>

＋
調査書
<10点>

＜資格取得型＞
志望理由書

+
面接

<190点>

＋
調査書
<10点>

デッサン
(180分)

or
小論文(120

分)
<190点>

＋
調査書
<10点>

イメージ
(180分)

or
基礎学力試
験(90分)
<190点>

＋
調査書
<10点>

＜作品持参型＞
志望理由書

+
持参作品

+
面接

<190点>

＋
調査書
<10点>

＜資格取得型＞
志望理由書

+
面接

<190点>

＋
調査書
<10点>

志望理由書
+

持参作品
+

面接
<190点>

＋
調査書
<10点>

デッサン
(180分)

or
小論文(120

分)
<190点>

＋
調査書
<10点>

入試区分

学　科

＜資格取得型＞
志望理由書

+
面接

<190点>

＋
調査書
<10点>

大学入学共通テス
トの３教科３科目
以上の中から最高

得点の１科目
<190点>換算

＋
調査書
<10点>

志望理由書
+

持参作品
+

面接
<200点>

イメージ
(180分)

or
学力試験
(90分)
<190点>

＋
調査書
<10点>

35% 30% 15% 若干名

建築・環境
デザイン

＜作品持参型＞
志望理由書

+
持参作品

+
面接

<190点>

＋
調査書
<10点>

生産・工芸
デザイン

ビジュアル
デザイン

メディア芸術

総合型選抜Ⅳ期＜科目選
択型＞

（併願可）
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資料８ 

○学校法人谷岡学園神戸芸術工科大学就業規則 

平成元年4月1日 

最近改正 令和3年12月24日 

第1章 総則 

（趣旨） 

第1条 この規則は、学校法人谷岡学園（以下「本学園」という。）が設置する神戸芸術工科

大学に勤務する職員の就業に関し必要な事項を定めたものである。 

2 職員の就業については、労働基準法（昭和22年法律第49号）等関係法令及び他に別段の定

めがある場合のほかは、この規則によるものとする。 

（規則遵守の義務） 

第2条 職員は、建学の理念「世に役立つ人物の養成」とその社会的使命を自覚し、相ともに

協力して、教育・研究事業の創造的発展に寄与するよう誠実にこの規則を遵守するものとす

る。 

（職員の定義） 

第3条 この規則において「職員」とは、次条に定められた手続により採用された専任教員（教

授・准教授・助教・実習助手）、専任研究員及び専任職員（事務・技術・用務職員）をいう。 

2 この規則の適用を受けない特別職員（非常勤講師・兼任研究員・事務補助員等）の就業に

関する必要な事項については、任期の有無に関わらず別途定める学校法人谷岡学園特別職員

勤務規則によるほか、雇用契約によりこれを定める。また、労働契約法（平成19年法律第128

号）第18条に基づく無期転換権を行使した特別職員、労働者派遣事業の適正な運営の確保及

び派遣労働者の保護等に関する法律（昭和60年法律第88号）第40条の6による派遣者の直接

雇用申込者については、別途定めるところによる。 

3 本条に定めのないものについては、別途個々に定める。 

第2章 人事 

（人事の発令） 

第4条 職員の人事異動（採用、任命、免職、昇格、降格、配置換、出向、休職、復職、退職、

懲戒等）に関する事項については、理事長が辞令を交付してこれを行う。 

（提出書類） 

第5条 本学園は、就職希望者の選考に先立ち、次に掲げる書類等のうち、必要とするものの

提出を求める。 

(1) 履歴書 

(2) 写真 
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(3) 最終学校卒業証明書（卒業見込証明書）。ただし、大学院修士課程以上の課程を修めた

者については、大学卒業証明書のほか、次の書類の提出を求める。 

ア 修士課程修了証明書 

イ 博士課程単位取得証明書 

ウ 学位（博士）取得証明書又は学位記（写） 

(4) 成績証明書 

(5) 業績書 

(6) 職務調書 

(7) 教員免許状（写） 

(8) その他選考に必要とするもの 

2 本学園の職員として採用された者は、次の書類を提出しなければならない。 

(1) 誓約書 

(2) 身元保証書 

(3) 身上書又はこれに類する書類 

(4) 住民票記載事項証明書 

(5) 給与所得者の扶養控除等（異動）申告書 

(6) 健康診断書 

(7) 前職退職証明書 

(8) 源泉徴収票（前職退職時のもの） 

(9) 個人番号を含む特定個人情報 

(10) その他管理上必要と認めた書類 

3 本条の提出書類に変更があったときは、速やかに届出なければならない。 

4 提出を受けた情報（採用後に提出した情報含む）を、労務管理を含む本学園の運営及び業

務上の必要性及びその目的のため必要な限りにおいて第三者に提供し、職員はこれを許諾す

る。ただし、個人番号を含む特定個人情報については、行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律（平成25年法律第27号）に定める範囲内の使用及び提

供に限り、職員はこれを許諾する。 

（試用期間） 

第6条 新たに採用した者について、採用の日から3カ月間の試用期間を設けることができる。

ただし、試用期間は、本学園の裁量により最大6カ月まで延長することがある。なお、学識

経験者又は特殊な技能を有する者には、試用期間を設けないことがある。 

2 試用期間中又は試用期間満了の際、引続き職員として勤務させることが不適当と認められ

る者については、第13条の手続により解雇する。 
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3 試用期間は、勤続年数に通算する。 

（休職） 

第7条 職員が次の各号の一に該当したときは、期間を定めて休職を命ずることがある。 

(1) 本学園以外の学校、各種団体等への派遣、留学等を申請し、それを承認したとき。 

(2) 業務外の傷病（以下「私傷病」という。）による病気休暇及び欠勤が、同一、類似及び

その他関連する原因により、連続、断続を問わず6カ月を超えたとき又は6カ月を超える見

込みとなったとき。 

(3) 公選により議員に選出されたとき、その他公職に就任したとき。 

(4) 刑事事件に関連して起訴されたとき。 

(5) 前各号のほか、特別な事情があって休職させることが適当と認めたとき。 

（休職期間等） 

第8条 前条の規定による休職期間は、次のとおりとする。 

(1) 前条第1号及び第3号から第5号については、その都度理事長が決定する。 

(2) 前条第2号について結核性疾患の場合は24カ月、それ以外の傷病で、同一、類似及びそ

の他関連する原因による場合は通算して12カ月とする。 

(3) 傷病により休職申請する際には、「医療情報開示同意書」の提出を求めることがある。 

(4) 傷病に伴う休職期間中においては、3カ月に一度、診断書及び現状報告書の提出を命ず

ることができる。ただし、費用は自己負担とする。 

(5) 休職中の職員に対し、本学園が指定する医療機関での受診を命ずることがある。ただし、

費用は学園の負担とする。 

2 前項第2号の休職者が、復職後6カ月以内に同一、類似及びその他関連する原因（前発令時

の傷病に起因するものを含む。）により再度療養のため勤務できない場合は、直ちに休職と

し、前後の休職期間を通算する。 

3 前2項の期間中の在職年数の通算、給与及び賞与は、次のとおりとする。 

(1) 前条第1号及び第3号から第5号の在職通算、給与及び賞与については、その都度理事長

が決定する。 

(2) 前条第2号の在職通算は、50パーセント換算とし、給与及び賞与については、別に定め

る。 

4 休職期間中は、この規則に規定する如何なる休暇も付与されない。 

5 休職期間中に、本学園の信用を失墜させるような行為をした場合は休職を打切り、懲戒処

分にすることがある。なお、私傷病による休職の場合、当該傷病の治療に専念し、治療に専

念することから逸脱する行動をしてはならない。 

（復職） 
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第9条 休職期間満了の際又は休職期間満了前に休職事由が消滅したときは、次のとおり直ち

に復職しなければならない。なお、休職者が復職する場合の取扱いは、次のとおりとする。 

(1) 休職前の職務への復帰が困難な場合又は不適当と本学園が認める場合には、休職前の職

務とは異なる職務へ配属することがある。 

(2) 復職後の職務内容、労働条件その他処遇に関しては、休職前を基準とするが、就労能力

等の回復の状況により、休職前と同程度の質、量等の業務に服することが不可能或いは困

難と判断したときは、その状況に応じた業務の軽減等の措置、降格、賃金の減額等の労働

条件の調整を行うことがある。 

(3) 傷病による休職中の職員が、復職しようとする場合は、「復職願書」に医師の「就労可

能診断書」を添えて提出しなければならない。 

(4) 傷病による休職中の職員から復職の申し出があったとき、本学園が指定する医師及び医

療機関において、検診、精密検査等の受診を命じることができる。職員は正当な理由なく

これを拒んではならない。ただし、費用は学園負担とする。 

2 職員が、前項各号による諸手続への指示、命令に従わない場合は、当該職員の休職・復職

を認めない。 

3 復職の決定については、医師、産業医等の意見をもとに、その都度理事長が決定する。 

（定年退職） 

第10条 任期の定めがない職員の定年年令は次のとおりとし、定年に達した日の属する年度の

末日をもって退職するものとする。ただし、理事長が特に必要と認めた職員については、そ

の必要期間、延長することがある。なお、学長に在任中は、定年の適用を除外する。 

(1) 専任教員 満65才 

(2) 前号以外の職員 満60才 

2 前項第1号に該当する専任教員（教授）の内、再雇用を希望する者の取扱いは、神戸芸術工

科大学教授（特任）規程の定めるところによる。 

3 第1項第2号に該当する専任職員の内、再雇用を希望する者の取扱いは、学校法人谷岡学園

専任職員再雇用規程の定めるところによる。 

（退職） 

第11条 職員が次の各号の一に該当するときは、その日を退職の日とし職員の身分を失う。 

(1) 本人より退職届が提出され、本学園の承認があったとき。 

(2) 死亡したとき。 

(3) 定めのある雇用期間が満了したとき。 

(4) 連続して14日以上無断欠勤をしたとき。（自己都合退職したものとみなす。） 

（退職届等） 
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第12条 職員が退職しようとするときは、少なくとも30日前までに退職届を提出しなければな

らない。 

2 前項の規定により退職届を提出した者は、後任者に引継が終るまで従前の職務に従事しな

ければならない。 

3 退職時においての引継は、職制の任にある者（以下「職制」という。）が承認した時点に

て完了したものとする。 

4 退職時においては業務上において自己の使用していた文書・データ等破棄する場合には、

職制の立会いのもとで実施しなければならない。 

（解雇） 

第13条 職員の解雇は、第56条に規定する懲戒解雇を除き、次の各号の一に該当するときに限

り、労働基準法（昭和22年法律第49号）第20条及び第21条の定めるところによる。 

(1) 心身の傷害等により業務に堪えられないと認められるとき。 

(2) 本学園の再三の指導にもかかわらず、職務遂行に必要な能力を欠き、かつ、他の職務に

転換させることができないと判断したとき。 

(3) 本学園の再三の指導にもかかわらず、勤務態度が不良であり、改悛（改善）の見込みが

ないとき。 

(4) 本学園規模の縮小、廃止等により雇用継続をすることが困難となったとき。 

(5) 休職期間が満了しても職務に服することができないとき。 

(6) 天災事変等により、事業の継続が不可能となり、雇用継続をすることが不可能となった

とき。 

(7) 懲戒解雇に該当する事由が認められたとき。 

(8) その他、前各号に準じた事由が認められたとき。 

（退職、解雇にともなう手続） 

第14条 職員は、退職又は解雇されたときは、7日以内に貸付を受けた金品、本学園所有の物

品、保管の書類、身分証明書、共済事業団加入者証、その他本学園が求める事務引継又は諸

物品の返還に応じなければならない。 

2 本学園は、職員が退職又は解雇されたときにおいて、権利者の請求に応じ未払の給与、貯

蓄、その他本人の権利に属する一切の金品等を7日以内に支払い又は返還する。ただし、退

職金については別に定める。 

（退職金） 

第15条 職員は、第56条に規定する懲戒解雇を除き、その職を離れるときは別に定める退職金

を支給する。ただし、第12条に抵触する場合は、退職金を減じることができる。 

第3章 服務 
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（服務の基本原則） 

第16条 職員は、職務の遂行にあたっては、全力を挙げて、これに専念するものとする。 

2 職員は、この規則に定めるもののほか、職務上の指示・命令に従い、自己の職責を遂行す

るとともに、本学園の秩序を維持しなければならない。 

3 職制は、所属職員を統括し、又は管理、監督し、所轄業務について、その責を負わなけれ

ばならない。なお、職制は自らの役割使命を認識し、本学園の建学の理念及び所属校におけ

る事業計画具現化のため、指示、命令に誠実に取り組むとともに他の部門と相協力しなけれ

ばならない。 

（守秘義務） 

第17条 職員は、在職中及び退職後においても職務上知り得た事項を、無断で撮影及びデータ

のコピー等により外部に持ち出してはならず、また、自己のSNS等への情報開示、投稿等に

より他に漏らしてはならない。 

2 職員は、職務上知り得た個人情報を決して漏洩してはならない。また、利用についても個

人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）の定めを遵守しなければならない。 

3 職員は、職務上知り得た一切の個人情報、経営情報等運営に関連する全ての情報を、業務

上使用する機器、個人が保有する各種情報端末等を用いて漏洩してはならない。ただし、本

学園運営上の理由により職制から指示、許可のあった場合は、漏洩等への万全の注意をもっ

て取り扱わなければならない。 

4 職員は、法令に基づく証人、鑑定人等となり、職務上の秘密に属する事項を発表するには、

本学園の許可を得なければならない。ただし、法令に別段の定めがある場合は、この限りで

はない。 

（職場の規律） 

第18条 職員は、次の事項を守り職務に精励しなければならない。 

(1) 職員は、みだりに勤務を欠いてはならない。 

(2) 職員は、みだりに他人を職場に立ち入らせてはならない。また、面会するときは職制の

許可を得なければならない。 

(3) 職員は、職場においてみだりに飲酒してはならない。 

(4) 職員は、職場において他の職員の執務を妨げ、その他秩序を乱す言動をしてはならない。 

(5) 職員は、本学園の施設内において、許可なく演説、集会、署名、放送又は印刷物等の配

布、掲示及び情報機器等を用いた配信をしてはならない。 

(6) 職員は、本学園の施設内において、みだりに危険な器物、薬品等その他の危険物を所持

してはならない。 

(7) 職員は、本学園の施設内における警備又は防犯取締上の指示に従わなければならない。 
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(8) 職員は、職場において、セクシュアル・ハラスメント及びパワー・ハラスメントに該当

する言動及び学校法人谷岡学園育児休業規程、学校法人谷岡学園介護休業規程の制度の申

出・利用に関するハラスメント行為をしてはならない。なお、各ハラスメント等に関する

事項は、別に定める。 

(9) 職員は、反社会的勢力等と関わりを持ったり、交流したり、又はそのように誤解される

行為をしてはならない。 

(10) 職員は、酒気を帯びて車両等を運転してはならない。 

(11) 職員は、無免許運転、過度な速度超過による運転をしてはならない。また、過労、病

気及び薬物の影響、その他の理由により、正常な運転ができない恐れの状態で車両等の運

転をしてはならない。 

（出退勤） 

第19条 職員は、出勤時及び退勤時には、定められた方法により自ら出勤簿に押印又はタイム

カードに打刻しなければならない。 

（執務できないときの申出） 

第20条 職員は、所定の勤務時間に執務することができないときは、あらかじめ職制に申し出

てその承認を受けなければならない。ただし、やむを得ない場合は、事後速やかに申し出な

ければならない。 

（身分証明書） 

第21条 職員は、本学園発行の身分証明書を常時携帯しなければならない。 

（運転免許証） 

第22条 校務で車両等を運転する場合は、運転免許証を常に携帯し、また提示を求められた場

合は、速やかに提示しなければならない。 

（金銭授受等の禁止） 

第23条 職務に関して直接と間接たるとを問わず、不正又は不当に金銭を授受、その他これに

類する行為に関与してはならない。 

（兼業） 

第24条 職員は、本学園以外の業務に従事し、関与しようとするときは事前に理事長の許可又

は承認を得なければならない。 

（政治活動） 

第25条 職員は、本学園施設内において、政治活動をしてはならない。 

（勤務時間中の労働組合活動） 

第26条 削除 

（信用失墜行為の禁止） 
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第27条 職員は、本学園の名誉を傷つけ、学生、職員、その他本学園全体の不名誉となるよう

な行為をしてはならない。 

（財産又は物品の保守） 

第28条 職員は、本学園の財産又は物品の愛護節用に努め、これを不当に棄却し、又は亡失し

てはならない。 

（損害賠償） 

第29条 職員は故意又は過失により、本学園に損害を及ぼしたときは、当該損害の賠償をしな

ければならない。 

（非常災害時の措置） 

第30条 職員は、勤務中、非常災害の発生のおそれ又は非常災害の発生を発見した場合は、自

ら適切な措置を行うとともに、速やかに関係者へ連絡し、対処しなければならない。 

2 職員は、前項に規定する場合以外であっても、非常時には、職制の指示により適切に対処

しなければならない。 

（出張） 

第31条 職員が業務出張するときは、あらかじめ定められた方法により許可を得るものとする。

また、やむを得ず旅程変更しなければならないときも同様とする。 

2 職員は、帰任したときは、速やかにその命ぜられた事項について、定められた方法によっ

て報告しなければならない。 

（出張旅費） 

第32条 職員が出張のため必要とする旅費等は、別に定める旅費規程等により支給するものと

する。 

（職種、資格又は所属の変更） 

第33条 職員は、業務の都合その他により、職種、担務、勤務校の変更等を命じられたときは、

正当な理由がない限り、直ちにこれに従って任務につかなければならない。ただし、やむを

得ない理由により命じられた期日に着任できないときには、あらかじめ新職制の了解及び理

事長の承認を得なければならない。 

（服装） 

第34条 職員は、制服、作業衣等を貸与され、着用することとされている場合は、通常これを

使用しなければならない。 

（諸届） 

第35条 職員は、欠勤、遅刻、早退、外出する場合は、必要により事前に職制の承認を受けな

ければならない。ただし、やむを得ず届出提出が事後になる際には、速やかに届出ることと

する。 
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2 正当な理由なく届出を遅滞すること又は偽りの届出をすることはしてはならない。 

第4章 勤務時間、休日 

（勤務時間） 

第36条 職員の勤務時間は、原則として次のとおりとする。 

(1) 専任教員は、授業時間のほか、研究、授業準備、会議、研修、学校行事等を含め1年度

内1週平均40時間以内とする。 

(2) 専任研究員の勤務時間は、労働基準法（昭和22年法律第49号）第38条の2に基づき裁量

労働に関する協定で定める時間、勤務したものとみなす。 

(3) 専任職員は、午前9時から午後6時まで（技術・用務職員は、午前8時30分から午後5時

30分まで）とし、1年度内1週平均40時間以内とする。ただし、業務上必要とする場合は、

勤務時間帯を3時間以内で繰り上げ又は繰り下げをすることができる。また、業務上必要

とする場合は、命令により時間外勤務をさせることがある。なお、一年間の変形労働時間

制について、労働者の代表と毎年協定書を締結する。 

（休憩時間） 

第37条 職員には、勤務の中途に60分の休憩時間を設ける。 

（職員の週休日及び休日） 

第38条 職員の週休日は、日曜日とする。なお、週休日に勤務を命じられた職員には、振替休

日を付与する。 

2 職員の休日は、次のとおりとする。休日に勤務を命じられた職員には、振替休日を付与す

る。 

(1) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(2) 本学園創立記念日（2月15日） 

(3) その他必要と認めたときは、臨時休日とする 

（振替休日を与えられない場合の措置） 

第39条 業務の都合により、前条の振替休日を付与できない場合は、別に定める休日出勤手当

を支給する。 

第5章 休暇 

（休暇の種類） 

第40条 職員の休暇の種類は、次のとおりとする。 

(1) 年次有給休暇 

(2) 特別休暇 

(3) 病気休暇 

(4) 通院休暇 
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(5) 産前、産後休暇 

(6) 生理休暇 

(7) 育児休業 

(8) 介護休業 

(9) 夏期・年末年始休暇 

(10) 土曜日休暇 

（年次有給休暇） 

第41条 年次有給休暇は、4月1日から翌年3月31日までを年度として次のとおり付与する。 

(1) 勤続1年以上（端数月は、切上げる。）の者で、前年度の出勤率が8割以上である者に対

し、次の日数を付与する。 

勤続年数 1 2 3 4 5 6年以上 

付与日数 11 12 14 16 18 20 

(2) 採用初年度の者に対し、採用月により、それぞれ次の日数を付与する。 

採用月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

付与日数 10 10 10 10 10 10 5 4 3 3 2 1 

2 当該年度における残余の年次有給休暇は、1年に限って繰り越すことができる。 

3 前2項の年次有給休暇の日数のうち、専任職員においては、1年度について5日の範囲内で、

次のとおり時間単位の年次有給休暇（以下「時間単位年休」という。）を付与する。 

(1) 時間単位年休を取得する場合の、1日の年次有給休暇に相当する時間数は8時間とする。 

(2) 時間単位年休は、1時間単位で付与する。 

4 当該年度における残余の時間単位年休のうち、8時間未満の時間は、第2項にかかわらず繰

り越すことができない。 

（年次有給休暇の付与） 

第42条 年次有給休暇（時間単位年休を含む。）は、職制に事前に請求しなければならない。 

2 職員が請求した日が業務に支障をきたすときは、他の日に変更することがある。 

3 退職届を提出し、受理された者が、退職日までの間において休暇の請求をした場合、引継

事項の進捗状況により時期を変更することがある。また、一度承認したものであっても、引

継状況により当該休暇の取得期間を変更することがある。 

（特別休暇の基準） 

第43条 職員が次の各号の一に該当する場合は、その勤務できない日又は時間を特別休暇とし、

有給の扱いとする。 

(1) 伝染病の発生により、交通遮断及び隔離されたとき。 

(2) 火災、その他非常災害による交通機関の遮断、事故等により出勤不能のとき。 
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(3) 火災、その他非常災害により職員の現住居が滅失又は破壊のときは、1週間の範囲内で、

その都度職制が必要と認める日数 

(4) 証人、鑑定人、参考人又は裁判員等として、裁判所又は官公署へ出頭を求められたとき。 

(5) 選挙権等、公民としての権利を行使するとき。 

(6) 忌引は、次の表に定める日数の範囲内において、逝去した日より1カ月以内で職員の請

求する日数（継続した日数（第40条の休暇を含む））とする。なお、姻族にあって同居の

場合は、血族と同様とする。 

死亡した者 日数 

配偶者 10 

血族 一親等の直系尊属（父母） 7 

一親等の直系卑属（子） 5 

二親等の直系尊属（祖父母） 3 

二親等の直系卑属（孫） 1 

二親等の傍系者（兄弟姉妹） 3 

三親等の傍系尊属（伯叔父母） 1 

姻族 一親等の直系尊属（父母） 7 

二親等の直系尊属（祖父母） 3 

二親等の傍系者（兄弟姉妹） 1 

三親等の傍系尊属（伯叔父母） 1 

(7) 職員が結婚するときは、5日間の範囲で、入籍日又は挙式日のいずれか早い日より1年以

内に職員の請求する日数 

(8) 前各号に掲げるもののほか、理事長が必要と認める時間又は日数 

（病気休暇） 

第44条 職員が私傷病により勤務できない日は、医師の証明に基づき、6カ月の範囲内で病気

休暇を付与し、有給の扱いとする。 

2 病気休暇を付与された者が出勤し、同一又は類似の原因により再び病気休暇を付与された

場合において、その出勤期間が6カ月未満のときは、前後の病気休暇付与期間を通算する。 

3 職員が私傷病により通院を要する場合は、医師の証明に基づき治療に要する時間を病気休

暇の扱いとすることができる。 

4 病気休暇中においては、3カ月に一度、診断書及び現状報告書の提出を命ずることがある。

ただし、費用は自己負担とする。 

5 病気休暇中の職員に対し、本学園が指定する医療機関での受診を命ずることがある。ただ

し、費用は学園の負担とする。 
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（承認を受ける手続） 

第45条 職員は、特別休暇又は病気休暇を受けようとするときは、その理由と日数をあらかじ

め職制に休暇申請をし、その承認を得るものとする。なお、本学園は、病気休暇の際には、

「医療情報開示同意書」を求めることができる。 

2 職員は、病気、災害、その他やむを得ないと認められる理由により、あらかじめ承認を得

られなかったときは、事後速やかに届出るものとする。 

3 病気休暇が連続、断続を問わず14日以上におよぶ場合は、治癒時に医師の就労可能診断書

を提出するものとする。 

4 前条各項において、職制が必要と認めて証明書の提出を求めたときは、これを速やかに提

出するものとする。 

（通院休暇） 

第46条 職員が妊娠中及び出産後において、医師又は助産師から保健指導又は健康診査を受け

るよう指導を受けた場合は、その指導に基づき、次のとおり必要な日数又は時間を通院休暇

として付与し、有給の扱いとする。 

(1) 妊娠23週まで 4週間に1回 

(2) 妊娠24週から35週まで 2週間に1回 

(3) 妊娠36週から出産まで 1週間に1回 

(4) 前各号のほか、医師又は助産師が指示をしたときは、その指示により、必要な日数又は

時間 

2 職員が出産後1年以内に医師又は助産師から保健指導又は健康診査を受けるよう指導を受

けた場合は、その指導に基づき必要な日又は時間を通院休暇として付与し、有給の扱いとす

る。 

（産前、産後休暇） 

第47条 職員が次の場合に該当するときは、医師の診断書に基づき、申請した期間について、

産前、産後休暇を付与する。 

(1) 通常の産前、産後休暇 

産前休暇は、6週間（多胎は14週間）、産後休暇は出産の翌日から8週間を付与する。 

(2) 妊娠4カ月以上で流産、死産又は早産した場合は、前号の産後休暇を与える。 

(3) 妊娠4カ月未満で流産、死産又は早産した場合は、医師が必要と認める期間について産

後休暇扱いとする。ただし、2週間を限度とする。 

2 前項各号に該当する期間の給与は無給とする。 

（生理休暇） 

第48条 生理日の就業が著しく困難な者が、休暇を申請したときは、請求する日数について生
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理休暇を付与する。 

（育児、介護休業） 

第49条 職員が3歳に満たない子を養育するために休暇又は勤務時間短縮等を受けようとする

場合は、学校法人谷岡学園育児休業規程の定めるところによる。 

2 職員が家族の介護及び子の看護のため休暇を受けようとする場合は、学校法人谷岡学園介

護休業規程の定めるところによる。 

（夏期・年末年始休暇） 

第50条 専任職員に対し、夏期休業中及び年末年始（冬期）休業中において、別に定めるとこ

ろの休暇日を付与し、有給の扱いとする。 

2 前項の休暇期間中に年次有給休暇の計画的付与（取得奨励）を認めることがある。 

（土曜日休暇） 

第51条 専任職員に対し、別に定めるところの休暇日を付与し、有給の扱いとする。 

第6章 給与等 

（給与） 

第52条 職員の本給、諸手当、給与の格付及び支給日、給与の計算等については、別に定める

学校法人谷岡学園神戸芸術工科大学給与規程等による。 

（賞与） 

第53条 職員の毎会計年度その都度定める賞与（年間臨時給与）については、別に定める学校

法人谷岡学園神戸芸術工科大学給与規程等による。 

第7章 表彰及び懲戒 

（表彰） 

第54条 職員又は団体が、次の各号の一に該当するものについて表彰する。 

(1) 教育研究上、特に功績があったと認められるもの 

(2) 天災事故等の際、本学園の危害を未然に防ぎ、その功労顕著なもの 

(3) 旺盛な責任観念に徹し、能率の増進を図り、本学園の発展に多大の功労のあったもの 

(4) 本学園に永年勤続し、職務上の成績優秀なもの 

(5) 社会的に功績があり、本学園の名誉を高めたもの 

(6) その他、本学園の職員の模範として推奨すべき業績顕著なもの 

2 表彰の事実は、本学園所定の人事記録に記載する。 

（表彰の種類と方法） 

第55条 職員の表彰は次の3種とし、これを行う場合には副賞を贈呈する。 

(1) 功績章 

(2) 表彰状 
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(3) 感謝状 

（懲戒の種類） 

第56条 懲戒の種類は、次の4種とする。 

(1) 戒告 

(2) 減給 

(3) 停職 

(4) 懲戒解雇 

2 懲戒の事実は、本学園所定の人事記録に記載する。 

（懲戒の基準） 

第57条 職員が次の各号の一に該当する行為をしたときは、戒告とする。ただし、情状により

戒告を免じて、次条の訓告に留めることがある。 

(1) 正当な理由なく無断欠勤したとき。 

(2) 正当な理由なく無届でしばしば遅刻又は早退をしたとき。 

(3) 勤務時間中許可なく、しばしば職場を離れ、又は甚だしく自己の職責を怠る等の行為を

したとき。 

(4) 勤務に関する手続、その他の届出を故意に怠ったとき。 

(5) 1年間に2回以上訓告されたとき。 

(6) 第3章服務に定める各条並びに本学園が定める諸規則に軽微な違反があったとき。 

2 職員が次の各号の一に該当する行為をしたときは、減給とする。この場合、1回の行為につ

いて1日の平均賃金の1／2を減額する。また、給与減額の総額は、給与総額の1／10を限度と

する。ただし、情状により減給を免じて戒告に留めることがある。 

(1) 正当な理由なく無届でしばしば遅刻、早退又は職場から離れることを、再三注意されて

も改めないとき。 

(2) 正当な理由なく無届で欠勤3日以上にわたったとき。 

(3) 過失により、本学園に対し、損害を与えたとき。 

(4) 故意又は重大な過失により、他人の職務を妨害したとき。 

(5) 火災予防上必要な注意を怠ったとき。 

(6) 本学園の業務運営を妨げ故意に非協力であり、本学園の秩序を乱したとき。 

(7) 正当な理由なく、職制の職務上の指示命令に従わないとき。 

(8) 出退勤記録を他人に委ね、又はこれに応じたとき。 

(9) 3年以内に2回以上戒告懲戒処分を受けたとき。 

(10) 関係取引先に対して利益相反に相当する行為をしたとき。 

(11) 第3章服務に定める各条並びに本学園が定める諸規則に軽微な違反が再三あったとき。 
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3 職員が次の各号の一に該当する行為をしたときは、停職とする。ただし、情状により停職

を免じて、減給に留めることがある。停職の期間は1年以内とし、停職の期間中はいかなる

給与及び休暇も支給又は付与しない。また、許可なく本学園施設内へ立ち入ることはできな

い。 

(1) 正当な理由なく無届で欠勤連続4日以上、通算29日以内におよんだとき。 

(2) 故意により本学園に対し、損害を与えたとき。 

(3) 本学園の施設内において、許可なく演説、集会、署名、放送又は印刷物等の配布、掲示

及び情報機器等を用いた配信をしたとき。 

(4) 許可なく職務上取り扱う本学園の文書、帳簿等又は職場を関係外の者に見せたとき。 

(5) 重大な過失により、職務上知り得た本学園の経営情報又は学生、職員の個人情報を漏ら

したとき。 

(6) 職制の正当な命令を守らないために、重大な事故を起したとき又は職制を誹謗して職場

の秩序を乱したとき。 

(7) 許可なく本学園の物品等を持出し、又は持出そうとしたとき。 

(8) 再三の戒告又は減給に該当する非違行為により懲戒処分を受けたとき。 

(9) 許可なく、情報機器等により本学園の経営情報等を持出し、外部で使用、過失により消

去若しくは破壊、使用不能にして本学園に損害を与えたとき。 

(10) 素行不良で本学園内の秩序風紀を乱したとき。 

(11) 重大な過失による利益相反、利益供与の行為を幇助し本学園の信用を失墜させたとき。 

(12) その他非違行為を教唆、扇動する等、前各号に準ずる行為のあったとき。 

(13) 第3章服務に定める各条並びに本学園が定める諸規則に重大な違反があったとき。 

4 職員が次の各号の一に該当する行為をしたときは、懲戒解雇とし、退職金の支給はしない。

ただし、情状により懲戒解雇を免じて停職又は諭旨解雇に留めることがある。なお、諭旨解

雇において、退職金の減額若しくは不支給について、本学園の裁量により決定することがで

きる。 

(1) 重要な経歴を偽り、不正な方法により採用されたことが判明したとき。 

(2) 正当な理由なく無届で通算30日以上又は無断欠勤連続14日（休日を除く）以上におよ

んだとき。 

(3) 詐欺、窃盗、暴行、脅迫その他これに準ずる行為をしたとき。 

(4) 刑罰法規に違反したとき。 

(5) 本学園に対し、著しく重大な損害を与えたとき。 

(6) 正当な理由なく、職種、職位、担務又は勤務校の変更等の業務命令を拒んだとき。 

(7) 許可なく本学園の重要な物品等を持出し、又は持出そうとしたとき。 
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(8) 本学園名及び地位を利用して営利行為を行ったとき又は金銭若しくは物品等を授受し、

私利をはかったとき。 

(9) 故意又は重大な過失により、本学園の設備、装置、器具、備品、文書、掲示物その他の

物品を破壊、破棄、濫用、隠匿又は紛失したとき。 

(10) 虚為の風説を流布若しくは宣伝し、本学園の業務運営を妨げたとき。 

(11) 本学園、若しくは、学生、職員等への誹謗、中傷を行い本学園の名誉、信用を失墜さ

せたとき。 

(12) 故意又は重大な過失により、職務上知り得た本学園の経営情報又は学生、職員の個人

情報及び取引先情報等重大な情報を漏らしたことにより、本学園の名誉を失墜させ、損害

を与えたとき。 

(13) 許可なく、情報機器等により本学園の経営情報等を持出し、外部で使用、故意又は重

大な過失により消去若しくは破壊、使用不能にして本学園に著しく重大な損害を与えたと

き。 

(14) 本学園在職のまま許可なく事業を営み、又は他所へ雇入れられたとき。 

(15) 著しく重大な過失により、利益相反、利益供与の行為を幇助し、本学園の信用を著し

く失墜させたとき。 

(16) 素行不良で、著しく本学園の秩序風紀を乱したとき。 

(17) 情報機器等を使用して猥褻物等を送受信したとき。また、相手の望まない性的言動に

よる嫌がらせ等を行ったことにより、円滑な職務遂行を妨げ、職場環境を悪化させ、本学

園に著しく重大な損害を与える行為を行ったとき。 

(18) その他非違行為を教唆、扇動する等、前各号に準ずる非違行為のあったとき。 

(19) その他の懲戒処分を重ねたとき。 

(20) 第3章服務に定める各条並びに本学園が定める諸規則に著しく重大な違反があったと

き。 

5 理事長は、懲戒処分に該当する行為をした職員又は懲戒処分に該当する疑いのある行為を

した職員に対し、処分決定までの間就業を差し止め、処分が決定まで自宅待機させる。この

場合、賃金は所定の6割を本学園の裁量により支給することができる。 

6 懲戒処分は、理事長がこれを行う。ただし、減給、停職、懲戒解雇については、あらかじ

め被処分該当者に対し、供述書又は顛末書の提出を求める等弁明の機会を与える。 

（訓告） 

第58条 職員に過失があった場合、始末書等の提出を求め将来を戒めるために訓告されること

がある。 

（責任罰） 
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第59条 職員が懲戒処分を受けたとき、その職員の職制を責任者として懲戒することがある。 

（教唆、幇助罰） 

第60条 第3章服務及び第57条懲戒の基準の各号に違反する行為を企て、共謀し又は助けた職

員は、第57条各項のうち該当する項目により懲戒を行う。 

第8章 安全・衛生 

（安全） 

第61条 職員は、第30条の規定のほか、職場の安全を確保し維持向上させるために、次の事項

を守り事故防止に努めるものとする。 

(1) 定められた場所以外で火気を使用し喫煙をしないこと。また、防火については、各人が

責任をもって万全を期すこと。 

(2) ガス、電気、有毒物、爆発物等の取扱については、所定の方法に従い取扱うこと。 

(3) 通路、非常口及び防火設備のあるところに障害物を置かないこと。 

(4) 職場の整理、整頓を励行すること。 

(5) 作業の前後、機械及び器具の点検を行い、作業中は定められた手順及び方法を順守する

こと。 

(6) 危険防止のため法令等により着用を命じられた安全装具を必ず着用又は使用すること。 

(7) 作業中は、安全管理者及び作業責任者の指示及び命令に従うこと。 

（衛生） 

第62条 職員が次の各号の一に該当する場合は、就業を差し止めることがある。 

(1) 心身の疾病者 

(2) 法定伝染性疾患及び疑似患者 

(3) 伝染性のおそれのある結核性疾患者 

(4) その他伝染性疾患者 

2 職員は、本学園が定めた定期健康診断を受診するものとする。健康診断の結果、必要があ

る場合は、就業制限等、職員の健康保持に関する措置を講じることがある。 

3 本学園は、希望する職員に対し、毎年1回、心理的な負担の程度を把握するため、ストレス

チェック検査を実施する。 

4 衛生管理者を選任し、原則として1カ月に一度衛生委員会を開催しなければならない。 

第9章 災害補償 

（災害補償） 

第63条 職員が業務上負傷し、疾病にかかり、若しくは死亡した場合又は通勤途上において負

傷した場合は、労働基準法（昭和22年法律第49号）第8章の定めるところにより災害補償を

するほか、本学園が独自で、災害療養のための病気休暇中、給与を20パーセント支給する。
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また、待機期間中については、給与を100パーセント支給する。 

第10章 福利厚生 

（福利厚生） 

第64条 職員の福利厚生は、私立学校教職員共済法（昭和28年法律第245号）の定めるところ

によるほか、本学園が独自で定めた施策の適用を受けることができる。 

第11章 雑則 

（検査・調査） 

第65条 本学園は、緊急時又は止むを得ない状況に際し、個人へ貸与している備品等について、

職員の事前承諾なしに検査、調査できるものとする。 

（知的財産） 

第66条 知的財産について必要な事項は、別に定めるところによる。 

附 則 

1 この規則は平成元年4月1日から施行する。 

2 この規程の制定、改廃は理事長が行う。 

3 定年退職の経過措置として、本規則第10条の規定にかかわらず大学の教員については、完

成年次の年度末（平成5年3月31日）まで、その適用を保留する。 

附 則 

この規則は、平成2年4月1日改正、施行する。 

附 則 

この規則は、平成3年4月1日から改正、施行する。 

附 則 

この規則は、平成8年3月27日改正し、平成8年4月1日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成11年4月1日から改正、施行する。 

附 則 

この規則は、平成14年4月1日から改正、施行する。 

附 則 

この規則は、平成14年11月25日改正、施行し、平成13年4月1日から適用する。 

附 則 

この規則は、平成17年4月1日から改正、施行する。 

附 則 

この規則は、平成19年4月1日から改正、施行する。 

附 則 
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この規則は、平成22年4月1日から改正、施行する。 

附 則 

この規則は、平成23年4月1日から改正、施行する。 

附 則 

この規則は、平成24年4月1日から施行する。 

附 則 

1 この規則は、平成25年4月1日から施行する。 

2 平成25年3月31日付専任教員（教授）としての在籍者（同日付退職者を除く。）については、

第10条第1項第1号の規定にかかわらず、定年退職の経過措置として、平成25年度から平成

28年度の定年年令を次のとおりとする。 

平成25年度 満69才 

平成26年度 満68才 

平成27年度 満67才 

平成28年度 満66才 

附 則 

この規則は、平成26年4月1日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成29年4月1日から施行する。 

附 則 

この規則は、令和3年12月24日に改正し、令和4年4月1日から施行する。 
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資料９ 

○神戸芸術工科大学教授（特任）規程 

平成25年4月1日 

最近改正 令和4年4月1日 

（趣旨） 

第1条 この規程は、学校法人谷岡学園（以下「本学園」という。）に勤務する神戸芸術工科

大学就業規則第3条第1項に規定する専任教員（教授）が、定年退職後において、引き続き本

学園の発展に参画する者（以下「教授（特任）」という。）を再雇用する場合の取扱いにつ

いて定めるものとする。 

（定義） 

第2条 この規程において、「教授（特任）」とは、専任教員（教授）として定年退職をする

者のうち、教育研究上の優れた業績と共に、神戸芸術工科大学（以下「本学」という。）に

おける学部及び大学院教育を担当するにふさわしい能力を有し、かつ、本学が教育組織編成

計画上必要と判断し、定年退職後も引き続き、改めて雇用契約に基づき雇用する者をいう。 

（手続及び申請条件） 

第3条 教授（特任）としての再雇用を希望する者は、定年年度の4月末日までに所定の申請書

を学長に提出するものとする。ただし、申請条件として、本学の教授職に5年以上在職した

者とする。 

2 申請時において、前1年間において疾病により引き続き3カ月を超える病気休暇若しくは休

職期間があった場合又は過去10年間において停職以上の処分を受けた者は、原則として申請

することができない。 

（採用） 

第4条 学長は、教授（特任）の採用について、教育組織編成計画に基づき、定年年度の6月末

日までに教授会の意見を聴いて、定年年度の8月末日までに理事長へ上申するものとする。 

2 理事長は、上申に基づき当該候補者の採用を決定する。 

3 採用決定者には、定年年度の9月末日までに、学長を経由して本人宛に採用内定を通知する。 

（内定の取消） 

第5条 前条の内定を受けた者が、内定後、疾病により長期の欠勤、病気休暇のあったとき若

しくは休職発令されたとき又は停職以上の処分を受けたときは、採用内定を取り消すことと

する。 

（任用期間及び更新手続） 

第6条 教授（特任）の任用に伴う雇用契約の期間は1年間とし、毎年度契約内容を確認のうえ、

2回を限度として更新できるものとする。また、大学院の研究指導資格を認定されている教
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員は、さらに2回を限度として更新できるものとする。 

2 雇用契約の更新については、毎回、契約満了年度の6月末日までに、第10条に記載の実績報

告により、学長及び事務局長が面談を行い、双方において合意した勤務条件に基づき、教授

会の意見を聴いて、契約満了年度の8月末日までに理事長へ上申するものとする。 

3 理事長は、上申に基づき当該更新者を決定する。 

4 更新決定者には、契約満了年度の9月末日までに、学長を経由して本人宛に更新内定を通知

する。 

（期中における任用の変更及び取消） 

第7条 雇用契約期間中に、本学の都合により教員組織編成及び勤務条件に変更が生じた場合、

双方合意のうえ、当該契約を更改することができるものとする。この場合、期中の変更であ

ることから、前条第1項の更新回数には含まれないものとする。 

2 雇用契約期間中であっても、契約書記載の勤務条件と著しく異なる不履行が判明したとき、

又は授業評価等が著しく低い場合は、学長が面談のうえ改善を求め、さらに改善されない場

合は、1カ月前までに契約解除を通知し、現雇用契約を取消す場合がある。 

（身分） 

第8条 教授（特任）の対外的な呼称は「教授」とし、原則として教授会構成員とする。 

（勤務条件） 

第9条 教授（特任）の任用形態、給与以外に係る担当職務、勤務形態、勤務日数、持ちコマ

数等に係る勤務条件は、原則として、専任教員に準ずることとし、その具体内容については、

定年時までの勤務実績（教育、研究、大学運営、社会貢献）及び勤務態度等を総合的に考慮

し、別途雇用契約時において個別に明記のうえ決定する。 

2 教員個人研究費は、前項に基づき、別途雇用契約時において決定し、その他の研究費につ

いては、専任教員に準じて取り扱う。 

（実績報告） 

第10条 教授（特任）は、初回の雇用契約期間を除き、2回目の雇用契約期間以降、毎年4月末

日までに、前年度の実績を任意様式にまとめ、学長に報告しなければならない。 

（給与等） 

第11条 教授（特任）の給与等については、次のとおりとする。 

(1) 給与は、月額給とし、月額基礎額は、第9条で決定された勤務条件に基づき、賞与を含

む定年退職時年収額（本給、住宅手当及び家族手当）の30％から70％相当の年収額に基づ

き設定する。ただし、下限額の設定については、日本私立学校振興・共済事業団による「私

立大学等経常費補助金配分基準」の「補助金算定の基礎となる専任教員等の認定基準」を

満たすものとする。 
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(2) 諸手当については、通勤手当を出校日数に応じて経済的かつ合理的な方法により支給す

る。また、学長が依頼する職務の内容に応じてその職務を遂行した際には、職務手当を支

給する場合がある。 

(3) 賞与については、第1号に基づき、別途雇用契約にて決定する。 

(4) 退職金は、支給しない。 

(5) 保険は、労災保険及び日本私立学校振興・共済事業団へ加入する。 

2 前項に定めるもののほか、学校法人谷岡学園特別職員勤務規則による。 

（規程の準用） 

第12条 第1条及び第2条の規定に関わらず、他大学、企業及び地域社会等で、多大なる業績が

ある満65歳以上の者で、特に本学の発展に必要と学長が認めた場合、理事長は本規程の該当

条項を準用し、雇用する場合がある。 

2 前項の場合の雇用期間は1年間とし、満68歳を迎えた日の属する年度末を上限として更新で

きるものとする。また、大学院の研究指導資格を認定されている教員は、さらに満70歳を迎

えた日の属する年度末を限度として更新できるものとする。 

（事務所管） 

第13条 この規程の事務所管は、法人本部人事課とする。 

（改廃） 

第14条 この規程の改廃は、理事長が行う。 

附 則 

1 この規程は、平成25年4月1日から施行する。 

2 平成25年3月31日付専任教員（教授）としての在籍者（同日付退職者を除く。）においては、

平成25年度末の定年退職者から適用するとともに、第5条の規定にかかわらず、平成25年度

から平成29年度までの定年退職者の再雇用の任用期間については、68歳を迎えた日の属する

年度末までとする。ただし、大学院を担当する教員については、70歳を迎えた日の属する年

度末までとする。 

附 則 

1 この規程は、平成27年4月1日から施行する。 

2 この規程は、平成25年4月1日施行の神戸芸術工科大学特任教授規程を改正したものである。 

附 則 

1 この規程は、平成29年4月1日から施行する。 

2 平成29年度に定年年度に達する者の申請は、第3条第1項にかかわらず、当年度の5月末まで

とする。 

附 則 
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1 この規程は、令和3年4月1日から施行する。 

2 令和2年度に定年年度に達した者の申請及び既採用の更新対象者は、第4条の日程を除き、

当該条項を適用する。 

附 則 

この規程は、令和4年4月1日から施行する。 
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資料１０

○神戸芸術工科大学特任教授規程

平成27年4月1日 

最近改正 令和5年4月1日 

（趣旨）

第1条 この規程は、学校法人谷岡学園（以下「本学園」という。）以外の中学校、高

等学校及び教育委員会等教育機関に勤務する者で、当該勤務先を定年退職後、神戸芸

術工科大学（以下「本学」という。）の発展に参画する者を任期限付きで招聘する場

合の取扱いについて定めるものとする。

（定義）

第2条 この規程において、「特任教授」とは、前条の勤務先を校長又はこれに準じる

役職者として定年退職後、本学園との委嘱契約に基づき、本学に従事する者をいう。 

（選考）

第3条 特任教授は、神戸芸術工科大学教員選考規程及び神戸芸術工科大学教員選考規

程運営細則に準じて選考する。

（委嘱事項）

第4条 特任教授の委嘱事項は次のとおりとする。

(1) 大学広報及び入試渉外に関わる事項

(2) 高大連携事業の推進に関わる事項

(3) 次の担当できる分野の一か又は全ての教育指導に関わる事項

ア 基礎教育（美術教育）

イ 英語教育

ウ 教職指導

(4) その他本学が特に委嘱する事項

（委嘱期間）

第5条 特任教授の委嘱期間は1年とし、通算5年（更新4回）を限度に更新することがで

きる。

2 前項に関わらず、委嘱期間は65歳を迎えた日の属する年度末までとする。 

（委嘱期間の延長）

第6条 前条に基づく後任人事が円滑に進まない等により、第4条にある委嘱事項に支障

をきたす場合、双方合意の後任人事が決定するまで委嘱期間を更新できるものとする。

なお、その場合は、最長でも満70歳を迎えた日の属する年度末までとする。 

（身分）
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第7条 特任教授の身分は特別職員とする。 

（勤務条件） 

第8条 特任教授の勤務条件は、本学の専任教員に準じる。ただし、教授会の構成員外

とする。 

（給与等） 

第9条 特任教授の給与等は、別途委嘱契約に定める。 

2 特任教授の個人研究費（研究費、旅費）は、別途委嘱契約に定める。 

（事務所管） 

第10条 この規程の事務所管は、法人本部人事課とする。 

（改廃） 

第11条 この規程の改廃は、理事長が行う。 

附 則 

この規程は、平成27年4月1日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和5年4月1日から施行する。 
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2024～2027　生産・工芸デザイン学科時間割案 資料１１

期 曜日 学科等 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室

前期 月 基礎 日本語表現ⅠB① 1 1101 日本語表現ⅠB③ 1 1101 日本語表現ⅠB⑤ 1 1101 法学(日本国憲法を含む)① 1 吉武記念

前期 月 基礎 日本語表現ⅠB② 1 1109 日本語表現ⅠB④ 1 1109 日本語表現ⅠB⑥ 1 1109

前期 月 基礎 日本語表現Ⅱ① 1 1103 日本語表現Ⅱ② 1 1103 日本語表現Ⅱ③ 1 1103

前期 月 基礎 表現のための英語A① 2 1102 表現のための英語A③ 2 1102 基礎英語ⅠA① 1 1105 基礎英語ⅠA③ 1 1102

前期 月 基礎 表現のための英語A② 2 1105 表現のための英語A④ 2 1105 基礎英語ⅠA② 1 1102 基礎英語ⅠA④ 1 1103

前期 月 基礎 英語コミュニケーションA① 2 1104 英語コミュニケーションA② 2 1104 基礎英語ⅠB① 1 1106 現代英語① 2 1104

前期 月 基礎 東アジア文化入門① 1 1225 基礎英語ⅠC② 1 1104 日本語表現ⅠA③(留学生用) 1 1101

前期 月 基礎 文化人類学① 1 吉武記念 韓国語Ⅰ① 2 5101 韓国語Ⅰ② 2 5101

前期 月 基礎 日本語初級Ⅰ① 1 5201 日本語中級Ⅰ 1 5201

前期 月 基礎 世界史 1 吉武記念

前期 月 芸工基礎 絵画基礎実習A① 1 1118 絵画基礎実習A① 1 1118 絵画基礎実習A② 1 1118 絵画基礎実習A② 1 1118

前期 月 芸工基礎 コンピュータ基礎実習① 1 2101 コンピュータ基礎実習① 1 2101 コンピュータ基礎実習③ 1 2101 コンピュータ基礎実習③ 1 2101

前期 月 芸工基礎 コンピュータ基礎実習② 1 2201 コンピュータ基礎実習② 1 2201 コンピュータ基礎実習④ 1 2201 コンピュータ基礎実習④ 1 2201

前期 月 芸工基礎
空間・情報グラフィックス入
門①

1 1106 文字とイメージA 1 1119・1107 文字とイメージA 1 1119・1107

前期 月 芸工基礎 写真基礎実習① 1 3203・3204 写真基礎実習① 1 3203・3204

前期 月 芸工基礎 プログラミング基礎実習① 2 1107 プログラミング基礎実習① 2 1107

前期 月 芸工基礎 図学・製図基礎実習① 1 1115 図学・製図基礎実習① 1 1115 図学・製図基礎実習② 1 1115 図学・製図基礎実習② 1 1115

前期 月 教職博学 工業科教育法Ⅰ 3 5101 職業指導 1 1104 生徒指導論 2 1106 学校制度論 1 1105

前期 月 教職博学 教育原理 1 1105 進路指導論 2 1106

前期 月 教職博学 博物館経営論 2 1225 博物館資料論 2 1225

前期 月 建築環境 環境デザイン基礎演習Ⅰ 1 5101・5103 環境デザイン基礎演習Ⅰ 1 5101・5103

前期 月 建築環境

前期 月 建築環境

前期 火 基礎 基礎英語ⅠA⑤ 1 1105 基礎英語ⅠA⑦ 1 1102 基礎英語ⅠB⑤ 1 1102 日本美術史 1 吉武記念 西洋美術史① 1 吉武記念

前期 火 基礎 基礎英語ⅠA⑥ 1 1103 基礎英語ⅠA⑧ 1 1103 スポーツ実技A(体育)② 1 体育館

前期 火 基礎 基礎英語ⅠB③ 1 1102 基礎英語ⅠB④ 1 1104 物理学入門 1 1114

前期 火 基礎 基礎英語ⅠC① 1 1104 表現のための英語B① 2 1101 デザイン史① 1 吉武記念

前期 火 基礎 健康科学① 1 吉武記念 基礎英語ⅠB② 1 1105

前期 火 基礎 キャリアデザインＣ① 3 1114 スポーツ実技A(体育)① 1 体育館

前期 火 基礎 数学入門A 1 吉武記念

前期 火 芸工基礎 デッサン基礎実習① 1 1119 デッサン基礎実習① 1 1119 デッサン基礎実習② 1 1119 デッサン基礎実習② 1 1119

前期 火 芸工基礎 コンピュータ基礎実習⑤ 1 2101 コンピュータ基礎実習⑤ 1 2101 コンピュータ基礎実習⑦ 1 2101 コンピュータ基礎実習⑦ 1 2101

前期 火 芸工基礎 コンピュータ基礎実習⑥ 1 2201 コンピュータ基礎実習⑥ 1 2201 コンピュータ基礎実習⑧ 1 2201 コンピュータ基礎実習⑧ 1 2201

前期 火 芸工基礎 図学・製図基礎実習③ 1 1115 図学・製図基礎実習③ 1 1115 図学・製図基礎実習④ 1 1115 図学・製図基礎実習④ 1 1115

前期 火 芸工基礎 Pythonプログラミング演習 3 1107 Pythonプログラミング演習 3 1107
ビジュアルプログラミング演
習

3 1107
ビジュアルプログラミング演
習

3 1107

前期 火 芸工基礎
空間・情報グラフィックス入
門②

2 1106 基礎表現演習A➀ 1 1115 基礎表現演習A➀ 1 1115

61 2 3 4 5
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2024～2027　生産・工芸デザイン学科時間割案 資料１１

期 曜日 学科等 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室

61 2 3 4 5

前期 火 教職博学 美術科教育法Ⅰ 3 1105

前期 火 教職博学 博物館概論 1 1106

前期 火 生産工芸 生産工芸デザイン概論 1 1225 ユニバーサルデザイン 1 1114 素材・材料論 1 1114

前期 火 生産工芸 デジタルファブリケーション 2 6204・6408 プロダクトデザイン実習Ⅰ 2
6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・

プロダクトデザイン実習Ⅰ 2
6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・

プロダクトデザイン実習Ⅰ 2
6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・

前期 火 生産工芸
ファッション・テキスタイル
実習Ⅰ

2

6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

ファッション・テキスタイル
実習Ⅰ

2

6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

ファッション・テキスタイル
実習Ⅰ

2 6103、6205、6206、
6318、9101、9104、

前期 火 生産工芸 クラフト実習Ⅰ 2 9601・1118・1119 クラフト実習Ⅰ 2 9601・1118・1119 クラフト実習Ⅰ 2 9601・1118・1119

前期 火 生産工芸
デザインプロモーション演習<
隔週>

3 6318
デザインプロモーション演習<
隔週>

3 6318 デザインブランディング論 3 1225

前期 火 生産工芸 フィギュア応用表現 3 9601・1118・1119 フィギュア応用表現 3 9601・1118・1119

前期 水 基礎 スタディスキルズ 1 1106 ドイツ語Ⅰ① 2 1105 ドイツ語Ⅰ② 2 1105 中国語Ⅰ③ 2 1106 ビジネスコンピュータ 1

前期 水 基礎 キャリアデザインC② 3 1114 英語コミュニケーションB① 2 1104 中国語Ⅰ② 2 1106 スポーツ実技A(体育)④ 1 体育館 インターンシップA 1

前期 水 基礎 英語コミュニケーションA⑥ 2 6101

前期 水 基礎 英語コミュニケーションA③ 2 1105 英語コミュニケーションA④ 2 1103

前期 水 基礎 英語コミュニケーションA⑤ 2 1104 中国語Ⅰ① 2 1106 スポーツ実技A(体育)③ 1 体育館 ドイツ語Ⅰ③ 2 1105

前期 水 芸工基礎 彫刻基礎実習① 1 3101 彫刻基礎実習① 1 3101

前期 水 芸工基礎 ドローイング① 1 1115 ドローイング① 1 1115

前期 水 生産工芸 学科入門セミナー？ 1
6102・9210・
6103・6318・9101・
9104・9105・1225

前期 水 生産工芸 プレゼンテーション基礎① 1 6101 プレゼンテーション基礎① 1 6101 プレゼンテーション基礎Ⅱ 1 6101 プレゼンテーション基礎Ⅱ 1 6101

前期 水 生産工芸 3Dモデリング基礎① 2 1110 3Dモデリング基礎① 2 2201 3Dモデリング基礎Ⅱ 2 2201 3Dモデリング基礎Ⅱ 2 2201

前期 水 生産工芸 ファッションマーケティング 2 6318 基礎撮影演習(モノ)① 2 9210 基礎撮影演習(モノ)② 2 9210 2

前期 水 生産工芸
テキスタイルプリントデザイ
ン<隔週>

2 9105
テキスタイルプリントデザイ
ン<隔週>

2 9105

前期 水 生産工芸 展示デザイン 3 9210

前期 水 生産工芸
基礎撮影演習(ファッション)<
集中>

3 6318、6319
基礎撮影演習(ファッション)<
集中>

3 6318、6319 生産工芸デザインの現場 3 吉武記念 生産工芸デザインの現場 3 吉武記念

前期 水 生産工芸 宝飾表現 3 9601・1118・1119 宝飾表現 3 9601・1118・1119

前期 水 生産工芸A 4 9601・1118・1119 4 9601・1118・1119

前期 木 基礎 日本語表現ⅠA① 1 1104 日本語表現ⅠB⑨ 1 1103 日本語表現ⅠA② 1 1104

前期 木 基礎 日本語表現ⅠB⑦ 1 1101 日本語表現ⅠB⑩ 1 1104 日本語表現ⅠB⑫ 1 1109 かたちの科学① 1 吉武記念

前期 木 基礎 日本語表現ⅠB⑧ 1 1109 日本語表現ⅠB⑪ 1 1109 日本語表現ⅠC 1 1105 日本語初級Ⅰ③ 1 1103

前期 木 基礎 日本語表現ⅠA④(留学生用) 1 1105 日本語表現ⅠA⑤(留学生用) 1 1105 数理とかたち 1 1107

前期 木 基礎 基礎英語ⅠA⑨ 1 1102 基礎英語ⅠA⑩ 1 1101 人文地理学 1 吉武記念

前期 木 基礎 フランス語Ⅰ① 2 1106 フランス語Ⅰ② 2 1103 フランス語Ⅰ③ 2 1106 日本語初級Ⅰ② 1 1106

前期 木 基礎 心理学 1 吉武記念

前期 木 芸工基礎 芸術工学概論 1 吉武記念 1 1106 デッサン基礎実習③ 1 1119 デッサン基礎実習③ 1 1119 映像コンテンツ論 1 1114 映像コンテンツ論 1 1114

前期 木 芸工基礎 ジェネレティブアート演習① 2 1107 ジェネレティブアート演習① 2 1107 工芸基礎実習① 1 1118 工芸基礎実習① 1 1118

前期 木 芸工基礎 2 2101 2 2101 コンピュータデザイン演習A① 2 2101 コンピュータデザイン演習A① 2 2101

前期 木 芸工基礎 色とかたち 1 吉武記念 絵画基礎実習B 1 3101B 絵画基礎実習B 1 3101B

前期 木 芸工基礎 映像技術入門① 1 1114
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年
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前期 木 教職博学 美術・工芸科教育法Ⅰ 3 1118

前期 木 生産工芸 パターンメイキング 2 6103、6205B 身体とデザイン 2 1114 家具・インテリア製図 2 6201 家具・インテリア製図 2 6201

前期 木 生産工芸 ニットデザイン<隔週> 3
9101、9104、9105、
6318

ファッション企画演習 3 6318
プロダクトデザイン応用実習
Ⅰ

3

6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・
9204・9207・9403

プロダクトデザイン応用実習
Ⅰ

3

6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・
9204・9207・9403

プロダクトデザイン応用実習
Ⅰ

3

6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・
9204・9207・9403

前期 木 生産工芸
ファッション・テキスタイル
応用実習Ⅰ

3
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

ファッション・テキスタイル
応用実習Ⅰ

3
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

ファッション・テキスタイル
応用実習Ⅰ

3
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

前期 木 生産工芸 クラフト応用実習Ⅰ 3 9601・1118・1119 クラフト応用実習Ⅰ 3 9601・1118・1119 クラフト応用実習Ⅰ 3 9601・1118・1119

前期 金 基礎 スポーツ実技B(ダンス)➀ 1 体育館 スポーツ実技B(ダンス)➁ 1 体育館 情報とネットワーク 2 1114 教育心理学 1 1106

前期 金 基礎 博物館情報・メディア論 3 1225

前期 金 芸工基礎 デッサン基礎実習④ 1 1119 デッサン基礎実習④ 1 1119 スケッチ・素描・イメージ① 1 1115 スケッチ・素描・イメージ① 1 1115

前期 金 芸工基礎 工芸基礎実習② 1 1118 工芸基礎実習② 1 1118 現代音楽 1 1114
アート＆デザインプロジェク
トB

2 3101B
アート＆デザインプロジェク
トB

2 3101B

前期 金 芸工基礎 Webプログラミング演習① 3 2101 Webプログラミング演習① 3 2101

前期 金 芸工基礎 基礎表現演習B① 1 1115 基礎表現演習B① 1 1115

前期 金 教職博学 教育心理学 1 1106

前期 金 教職博学 博物館情報・メディア論 3 1225

前期 金 生産工芸 生産工芸デザイン基礎実習A 1

6101・6102・9210
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105
1118・1119・9601

生産工芸デザイン基礎実習A 1

6101・6102・9210
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105
1118・1119・9601

生産工芸デザイン基礎実習A 1

6101・6102・9210
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105
1118・1119・9601

前期 金 生産工芸 製図法演習 2 6101 プレゼンテーション応用① 2 6101 プレゼンテーション応用① 2 6101 プレゼンテーション応用② 2 6101 プレゼンテーション応用② 2 6101

前期 金 ビジュアル デジタル表現Ⅰ⑤ 1 7105 デジタル表現Ⅰ② 1 7105 デジタル表現Ⅰ② 1 7105

前期 金 ビジュアル ビジュアルデザイン入門 1 7101 デジタル表現Ⅰ③ 1 7207 デジタル表現Ⅰ③ 1 7207 デジタル表現Ⅰ③ 1 7207

前期 土 教職博学 教育実習A<集中>＜通年＞ 4 1105 教育実習A<集中>＜通年＞ 4 1105
特別活動及び総合的な学習の
時間の指導法

2 1105・1109
特別活動及び総合的な学習の
時間の指導法

2 1105・1109
特別活動及び総合的な学習の
時間の指導法

2 1105・1109

前期 土 教職博学 教育実習B<集中>＜通年＞ 4 1105 教育実習B<集中>＜通年＞ 4 1105 博物館実習<集中> 4 1225 博物館実習<集中> 4 1225 博物館実習<集中> 4 1225

前期 土 建築環境 学科入門セミナー(E)<集中> 1 5101・5103 学科入門セミナー(E)<集中> 1 5101・5103 学科入門セミナー(E)<集中> 1 5101・5103

前期 土 建築環境
環境設備デザインの実践手法<
集中>

3 5201
環境設備デザインの実践手法<
集中>

3 5201
環境設備デザインの実践手法<
集中>

3 5201

前期 時間割外 全学科 ゼミ室

後期 月 基礎 日本語表現ⅠR① 1 1109 日本語表現ⅠR② 1 1109 日本語表現ⅠR④ 1 1102 文章表現法B③ 2 1103 韓国語Ⅱ 2 1104 博物館展示論 3 1225

後期 月 基礎 日本語表現Ⅱ④ 1 1101 日本語表現Ⅱ⑤ 1 1101 日本語表現Ⅱ⑥ 1 1101 基礎英語ⅡA③ 1 1104

後期 月 基礎 文章表現法A① 2 1103 文章表現法A② 2 1103 文章表現法B① 2 1103 基礎英語ⅡA④ 1 1101

後期 月 基礎 基礎英語ⅡB① 1 1104 基礎英語ⅠAR 1 3209 基礎英語ⅡA① 1 1104 基礎英語ⅡB④ 1 1102

後期 月 基礎 基礎英語ⅡB② 1 3209 基礎英語ⅡB③ 1 1104 基礎英語ⅡA② 1 1106

後期 月 基礎 表現のための英語B② 2 1105 表現のための英語B③ 2 1105 基礎英語ⅡC 1 1105 日本語中級Ⅱ 1 3209

後期 月 基礎 英語コミュニケーションB② 2 1102 韓国語Ⅰ③ 2 3210 韓国語Ⅰ④ 2 3210

後期 月 基礎 現代デザイン論 1 1225

後期 月 基礎 文化人類学② 1 1225 日本語初級Ⅱ 1 3209

後期 月 芸工基礎 デッサン基礎実習⑤ 1 1119 デッサン基礎実習⑤ 1 1119 プログラミング基礎実習② 2 1107 プログラミング基礎実習② 2 1107

後期 月 芸工基礎 絵画基礎実習A③ 1 1118 絵画基礎実習A③ 1 1118 工芸基礎実習③ 1 1118 工芸基礎実習③ 1 1118

後期 月 芸工基礎 コンピュータ基礎実習⑨ 1 2101 コンピュータ基礎実習⑨ 1 2101 基礎表現演習Ｂ② 1 1115 基礎表現演習Ｂ② 1 1115
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後期 月 芸工基礎 コンピュータ基礎実習⑩ 1 2201 コンピュータ基礎実習⑩ 1 2201 写真基礎実習② 2 1119 写真基礎実習② 2 1119

後期 月 芸工基礎 1 1114 1106 コンピュータ基礎実習⑪ 1 2201 コンピュータ基礎実習⑪ 1 2201

後期 月 芸工基礎 コンピュータデザイン演習A② 2 2101 コンピュータデザイン演習A② 2 2101

後期 月 教職博学 工業科教育法Ⅱ 3 5101 教師論 1 1105
教育の方法及び技術(情報通信
技術の活用含む)/教育方法学

2 1105

後期 月 教職博学 美術・工芸科教育法Ⅱ 3 1118

後期 火 基礎 基礎英語ⅡA⑤ 1 1104 基礎英語ⅡA⑦ 1 1104 表現のための英語A⑤ 2 1102 美学 1 吉武記念

後期 火 基礎 基礎英語ⅡA⑥ 1 1103 基礎英語ⅡA⑧ 1 1103 健康科学② 1 吉武記念 デザイン史② 1 吉武記念

後期 火 基礎 基礎英語ⅠBR 1 1105 基礎英語ⅡB⑤ 1 1102 かたちの科学② 1 1114 西洋美術史② 1 1114

後期 火 基礎 表現のための英語A⑥ 2 1101 (M)デジタル造形基礎 1 2101

後期 火 基礎 数学入門B 1 1114

後期 火 基礎 現代社会論 2 吉武記念

後期 火 基礎 スポーツ実技A(体育)⑤ 1 体育館 スポーツ実技A(体育)⑥ 1 体育館

後期 火 芸工基礎 デッサン基礎実習⑥ 1 1119 デッサン基礎実習⑥ 1 1119 デッサン基礎実習⑧ 1 1119 デッサン基礎実習⑧ 1 1119

後期 火 芸工基礎 絵画基礎実習A④ 1 1118 絵画基礎実習A④ 1 1118
ジェネレーティブアート演習
②

2 1107 ジェネレーティブアート演習 2 1107

後期 火 芸工基礎 図学・製図基礎実習⑤ 1 1115 図学・製図基礎実習⑤ 1 1115 作品の見方 1 1106 彫刻基礎実習② 1 3101B 彫刻基礎実習② 1 3101B

後期 火 芸工基礎 スケッチ・素描・イメージ② 1 1115 スケッチ・素描・イメージ② 1 1115 基礎表現演習A➁ 1 1115 基礎表現演習A➁ 1 1115

後期 火 芸工基礎 コンピュータ基礎実習⑫ 1 2101 コンピュータ基礎実習⑫ 1 2101 コンピュータデザイン演習B 2 2101 コンピュータデザイン演習B 2 2101

後期 火 芸工基礎
都市環境グラフィックス・
アート概論

2 1106

後期 火 芸工基礎 1 2201 1 2201

後期 火 教職博学 美術科教育法Ⅱ 3 1104・1105

後期 火 教職博学 博物館資料保存論 2 1225

後期 火 生産工芸 ドレーピング<隔週> 2 6103 2 6103
ファッション・テキスタイル
実習Ⅱ

2

6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

ファッション・テキスタイル
実習Ⅱ

2

6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

ファッション・テキスタイル
実習Ⅱ

2

6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

後期 火 生産工芸 プロダクトデザイン実習Ⅱ 2

6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・
9204・9207・9403

プロダクトデザイン実習Ⅱ 2

6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・
9204・9207・9403

プロダクトデザイン実習Ⅱ 2

6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・
9204・9207・9403

後期 火 生産工芸 クラフト実習Ⅱ 2 9601・1118・1119 クラフト実習Ⅱ 2 9601・1118・1119 クラフト実習Ⅱ 2 9601・1118・1119

後期 火 生産工芸 ガラス表現 3 9601・1118・1119 フィギュア表現 3 9601・1118・1119

後期 火 生産工芸

後期 水 基礎 英語コミュニケーションA⑦ 2 1109 英語コミュニケーションB⑤ 2 1109 スポーツ実技A(体育)⑦ 1 体育館 スポーツ実技A(体育)⑧ 1 体育館 インターンシップB 1

後期 水 基礎 キャリアデザインB 2 吉武記念 教育学 1 1103 ドイツ語Ⅰ④ 2 3203・3204 ドイツ語Ⅱ 2 3203・3204 ビジネス数学(SPI対策) 2 1225

後期 水 基礎 知的財産権入門 2 吉武記念 中国語Ⅰ④ 2 1106 中国語Ⅱ 2 1105

後期 水 基礎 英語コミュニケーションB③ 2 1102 英語コミュニケーションB④ 2 1102 マーケティング論 2 吉武記念

後期 水 芸工基礎 デッサン基礎実習⑩ 1 1119 デッサン基礎実習⑩ 1 1119 デッサン基礎実習⑪ 1 1119 デッサン基礎実習⑪ 1 1119

後期 水 芸工基礎 アート・マネジメント 1 1105 ドローイング② 1 1115 ドローイング② 1 1115

後期 水 芸工基礎 メディア表現ワークショップ 2 6201 メディア表現ワークショップ 2 6201 人間工学 1 1225

後期 水 生産工芸 インダストリアルデザイン 2 1106 2 2201 2 2201 2 2201 2 2201

後期 水 生産工芸 イメージ構想法 2 1106
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後期 水 生産工芸 2 9601・1118・1119 2 9601・1118・1119 2 9601・1118・1119 2 9601・1118・1119

後期 水 生産工芸

後期 水 生産工芸F 4 6206

後期 木 基礎 文章表現法B④ 1 1101 日本語表現II⑪ 1 1101 現代英語③ 2 1101 法学(日本国憲法を含む)② 1 吉武記念

後期 木 基礎 日本語表現Ⅱ⑦ 1 1104 日本語表現Ⅱ⑧ 1 1104 日本語表現Ⅱ⑨ 1 1105

後期 木 基礎 日本語表現ⅠR③(留学生用) 1 1106 文章表現法B② 1 1103 日本語表現Ⅱ⑩ 1 1104

後期 木 基礎 英語コミュニケーションA⑧ 2 1109 現代英語② 2 3209

後期 木 基礎 フランス語Ⅰ④ 2 1103 文学・言語学 1 1114

後期 木 基礎 フランス語Ⅱ 2 1102

後期 木 基礎 英語コミュニケーションB⑥ 2 1109

後期 木 芸工基礎 現代アート論 2 1106 デッサン基礎実習⑨(M) 1 3203・3204 デッサン基礎実習⑨(M) 2 3203・3204

後期 木 芸工基礎 映像技術入門② 1 1114
アート＆デザインプロジェク
トC

2
アート＆デザインプロジェク
トC

2

後期 木 芸工基礎 グレートフィルムズ 1 8216 グレートフィルムズ 1 8216 身体表現論 1 1114
アート＆デザインプロジェク
トA

1 6201

後期 木 芸工基礎 コンピュータ基礎実習⑬ 1 2101 コンピュータ基礎実習⑬ 1 2101

後期 木 教職博学 教育相談 2 1105

後期 木 生産工芸
生産工芸デザインプロジェク
ト

3
9210・6318・9105・
6102・1118・1119

ファッション・テキスタイル
応用実習Ⅱ

3
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

ファッション・テキスタイル
応用実習Ⅱ

3
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

ファッション・テキスタイル
応用実習Ⅱ

3
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105

後期 木 生産工芸
プロダクトデザイン応用実習
Ⅱ

3

6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・
9204・9207・9403

プロダクトデザイン応用実習
Ⅱ

3

6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・
9204・9207・9403

プロダクトデザイン応用実習
Ⅱ

3

6101・6102・6201・
6204・6304・6401・
6408・9210・9202・
9204・9207・9403

後期 木 生産工芸 クラフト応用実習Ⅱ 3 9601・1118・1119 クラフト応用実習Ⅱ 3 9601・1118・1119 クラフト応用実習Ⅱ 3 9601・1118・1119

後期 金 基礎 日本史 1 1114 東アジア文化入門② 1 1106 科学と技術 1 1225 生涯学習概論 1 1225

後期 金 基礎 キャリアデザインA 1 吉武記念 経済・政治 1 1114

後期 金 芸工基礎 デッサン基礎実習⑦ 1 1119 デッサン基礎実習⑦ 1 1119 文字とイメージB 2 1107 文字とイメージB 2 1107

後期 金 芸工基礎 webプログラミング演習② 3 2101 webプログラミング演習② 3 2101

後期 金 芸工基礎 工芸基礎実習④ 1 1118 工芸基礎実習④ 1 1118

後期 金 教職博学 教育原理 1 1103

後期 金 教職博学 進路指導論 2 1102

後期 金 教職博学 生涯学習概論 1 1225

後期 金 建築環境 建築設計論 2 5101
まちづくり・ランドスケープ
総合演習

3 5201・5203
まちづくり・ランドスケープ
総合演習

3 5201・5203
まちづくり・ランドスケープ
総合演習

3 5201・5203

後期 金 建築環境 リノベーションの理論と実践 3 5201
建築・リノベーション総合演
習

3 5201・5203
建築・リノベーション総合演
習

3 5201・5203
建築・リノベーション総合演
習

3 5201・5203

後期 金 建築環境 商空間・インテリア総合演習 3 5201・5203 商空間・インテリア総合演習 3 5201・5203 商空間・インテリア総合演習 3 5201・5203

後期 金 建築環境 環境デザインプロジェクト 3 5201・5203 環境デザインプロジェクト 3 5201・5203 環境デザインプロジェクト 3 5201・5203

後期 金 生産工芸 自然とデザイン 1 1114 生活機器デザイン 1 6101 生産工芸デザイン基礎実習B 1

6101・6102・9210
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105・1118・1119・
9601

生産工芸デザイン基礎実習B 1

6101・6102・9210
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105・1118・1119・
9601

生産工芸デザイン基礎実習B 1

6101・6102・9210
6103、6205、6206、
6318、9101、9104、
9105・1118・1119・
9601

後期 金 生産工芸
アダプティブインタフェース
演習

2 6201 家具・インテリア製図 2 6201 家具・インテリア製図 2 6201 デジタルプレゼンテーション 2 6201

後期 金 生産工芸 テキスタイル基礎<隔週> 2 9101、9104、9105 テキスタイル基礎<隔週> 2 9101、9104、9105
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2024～2027　生産・工芸デザイン学科時間割案 資料１１

期 曜日 学科等 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室 科目名
学
年

教室

61 2 3 4 5

後期 金 生産工芸
ファッション・デジタルクリ
エーション<隔週>

3 6205B

後期 金 生産工芸 器表現 3 9601・1118・1119 ジュエリー表現 3 9601・1118・1119

後期 土 教職博学 教育実習A<集中>＜通年＞ 4 1105 教育実習A<集中>＜通年＞ 4 1105 特別支援教育総論<集中> 3 1105 特別支援教育総論<集中> 3 1105 特別支援教育総論<集中> 3 1105

後期 土 教職博学 教育実習B<集中>＜通年＞ 4 1105 教育実習B<集中>＜通年＞ 4 1105 博物館実習<集中> 4 1225 博物館実習<集中> 4 1225 博物館実習<集中> 4 1225

後期 土 教職博学 教職実践演習<集中> 4 1105 教職実践演習<集中> 4 1105

後期 土 建築環境 施工の技術<集中> 3 5201

後期 時間割外 全学科 4 ゼミ室
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１．学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

ア 学科を設置する大学の現状把握・分析

本学は、1989年の開学以来、「芸術工学」すなわち、「科学・技術」と「芸術・文化」の学問分野を、

アートとデザインそしてメディアの教育と学術活動を通じて統合する学問を通して、環境デザイン、

工業デザイン（プロダクト、アパレル）、視覚情報デザインの 3学科で開学した後、社会の多様化、デ

ザイン、アート、メディア分野の進化にあわせて学科新設や学科名改称を行い、2015年に現行の１学

部・7学科構成となっている。この 7学科構成においては 25のコースを設置し、多様化する社会ニー

ズに対応すべく教育活動を継続している。 

大学教育においては、昨今のグローバル化にともなう人々の日常生活や文化、社会・経済、都市・

地域環境の変化に対応するためには、既存の分野を超えた横断化・融合化した学びが必要である。 

これまで本学において特長の一つとして行ってきた少人数教育は、反面、指導教員の専門に特化し

た指導になりがちであったことから、複数教員による体系的かつ複合的な教育体制になるよう、カリ

キュラムを再構築することにより、社会変化に柔軟に対応し、将来の姿・仕組みを構想し、よりよい

社会の実現に寄与できる人物を養成することができる教育体制とする必要性があると判断した。 

入学者確保の状況としては、2023年度入試における学部全体での入学定員充足率は 114.8％（環境

デザイン学科88.6％、プロダクト・インテリアデザイン学科78.6％、ビジュアルデザイン学科130.0％、

映像表現学科デジタルクリエーションコース 186.7％、同映画コース 166.7％、同アニメーションコー

ス 160.0％、まんが表現学科 157.8％、ファッションデザイン学科 76.0％、アート・クラフト学科

130.0％）である。2021年度入試及び 2022年度においては新型コロナウイルス感染症の流行による広

報活動の低減の影響を受け入学者を減らしたが、2023年度入試の結果から、受験者数においては、定

員の 400名を超える入学者となり、流行前の状況に回復した（資料 1・表 A）。 

なお、収容定員の充足率は、2023年度は 105.3％である。過去 5年間では、2019年度 102.6％、2020

年度 105.9％、2021年度 101.3％、2022年度は 101.4％と推移しており、一定水準で充足出来ている。

（資料 1・表 B） 

イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析

現在の社会的動向としては、日本のみならず世界諸国において、昨今の急激なデジタル技術の発展、

特に個人による情報入手や発信を安易にする携帯端末やタブレットなどのデジタル技術の進化によっ

て、それらを媒体にしてビジネスモデル、製品、サービス、我々のライフスタイルに大きな変革をも

たらしている。これらを受け、社会ニーズとしては専門技能に加え、マネジメント力やコミュニケー

ション力を備えた総合力をもった人材を求めていることから、個別の専門技能と同時に、各自が主体

的に課題の発見と解決方法を創造できる柔軟な発想、計画、実践、応用力を習得する新たな教育方法

及び教育体系の確立が急務である。 

本学が位置する兵庫県神戸市は、京阪神地区（大阪、京都、神戸）を形成する政令都市のひとつで

あり、関西経済圏の発展基盤を支える主要となる都市として認知されている。神戸市内には 23校の大

学・短期大学が集まり 7万人の学生が通っていることから、神戸市は将来を担う世代である若者と神

戸市の現状・課題・未来について考える機会を通し、自ら考え、発言できる人材を育成するとともに、

「若者に選ばれるまち」として市政の運営に活かす取り組みを進めている。また、デザイン・美術・

音楽・映像などの素養があり、それを活かして、創造的に仕事を企画・実現できる人を「デザイン・
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クリエイティブ枠」として職員採用する等、デザイン力を重視した取り組みを行っている。さらに、

留学生の受け入れを支援する体制を神戸市独自で構築し、国内外ともに学生に関わる取り組みや支援

に注力している都市であり、神戸市及び各大学との連携により意欲ある学生の確保が期待できる。 

ウ 新設学科の趣旨目的、教育内容、定員設定等

①学科等がどのように貢献できるのか 

本学は、本学園の建学の理念である「世に役立つ人物の養成」を基本理念とし、人間生活にかかわ

る関係諸学を総合的にとらえ展開する「芸術工学」の教育・研究を通じて、広い教養、専門的知識、

能力、技術とコミュニケーション力を備えた人材を養成し、社会に貢献することを目的とする。この

「芸術工学」の教育・研究は、ビジネスモデル、製品、サービス、個々のライフスタイルなどが多様

化する超スマート社会(Society5.0）の実現に向けた取組に貢献できる学問領域である。 

 従前より、「デザイン都市」の認定を受けた神戸市は、デザインの力で神戸らしさを創造し続ける

「デザイン都市・神戸」推進のための取り組みをはじめ、多くの地域発展に貢献している。また、新

型コロナウイルス感染拡大により一層地域志向が高まったことからも、首都圏に次いで各種機能や人

口等が集積する関西圏に位置する本学が、新たな価値を提供できる総合力を備えた人物を輩出するた

めに改組を行う意義は極めて大きいと考える。 

②定員設定の理由 

それぞれの新学科の入学定員について、過去 5年間の学科・コースの受験者数推移を新学科のコー

ス編成に照らし合わせて試算した受験者倍率は、建築・環境デザイン学科 183.4％、生産・工芸デザ

イン学科 213.2％、ビジュアルデザイン学科 178.0％、メディア芸術学科 261.4％であり、学部全体で

平準しており入学定員の設定は適切である（資料 1・表 C）。 

③改組をしなければいけない理由 

デジタル技術の急速な進化とともに大きく変わりつつある経済活動に対応しながら、社会から求め

られる人物の輩出に向け、本学の専門領域においてもそれらに合致した教育体系への変革の時期にき

ている。そのひとつとして学科構成の再編成、カリキュラムの見直し、教員配置の適正化、施設設備

の効果的配置などを合わせて総合的な改革が急務である。 

本学の受験者状況は、受験者倍率の過去 5 年間の平均値で見ると、環境デザイン学科 212.9％、プ

ロダクト・インテリアデザイン学科 172.3％、ビジュアルデザイン学科 222.5％、映像表現学科デジタ

ルクリエーションコース 461.3％、同映画コース 341.3％、同アニメーションコース 424.0％、まんが

表現学科 223.1％、ファッションデザイン学科 110.8％、アート・クラフト学科 213.0％であり、学科

間にて大きな偏りがある（資料 1・表 A）。 

特に映像表現学科の 3コースにおいては、2019年度入試以降急速に受験者数が伸びており、入学定

員充足率は 130％を超えている（資料 1・表 A）。 

映像は、視覚イメージ、音響、物語など、多様な要素が編み合わされ、その結びつきによって新た

な表現へと発展していくメディアである。今や生活のあらゆる局面に欠かすことのできない存在であ

るだけでなく、個人がスマートフォンを片手に簡単に撮影、アプリで編集し発信ができるという身近

な存在であることが、若年層の興味や関心を引く大きな要因の一つであると考える。 
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一方、プロダクト・インテリアデザイン学科及びファッションデザイン学科は、過去 5年間での受

験者数は伸び悩み、入学定員充足率は 89.7％及び 67.2％に留まっている（資料 1・表 A）。これは、近

年急速にものづくり大国・日本の全世界への影響力が弱まり、中国や東南アジアをはじめとする海外

諸国が地球規模での工業製品の生産拠点となっていること、3Dプリンターや高性能印刷機等が個人に

まで普及したことにより、生産が企業から個人でも可能となったこと、社会に SDGsの考えが普及し、

脱大量生産・大量廃棄社会への転換が、特にプロダクトやファッションといったデザインの分野にお

ける、若年層の興味や関心が低くなってきている要因の一つと考える。 

このような状況のもと、モノづくりの完成形態（例：プロダクト、ファッション）や表現形態（例：

映画、アニメ、まんが）で区分けする学科体制ではなく、複数の領域を通して複合的なモノづくりに

携わるような学科、また映画、アニメ、まんがに加え、全世界で急速に注目を集めるゲーム分野を加

えて学科に再編成することは意義のあることである。 

 また、本学と競合する近畿圏の芸美系大学において、過去 5年間で、京都芸術大学で情報デザイン

学科クロステックデザインコースの設置（2018年）及びキャラクターデザイン学科の設置（2023年）、

京都精華大学でメディア表現学科の設置（2021年）等、社会状況へ対応した学部学科構成への再編が

続いて行われている。本学においても、高校生が求める学びの内容に応え、近い将来訪れる超スマー

ト社会を支える人材養成の必要性を改めて認識し、それに向けた学科構成が必要と判断し、収容定員

を維持しつつ 4学科 12コースへの改組を計画した。 

④学科の入学金、授業料等の学生納付金の額と設定根拠 

本学の学納金は、入学金 200,000円、学費等 1,600,000円（内訳授業料 1,050,000円、教育充実費

550,000 円）を設定している。平成 19年度以降 16年間改定していなかったものを、令和 6年度入学

生より改定する予定の金額である。これまでの間、教育の質を保ちつつ事業活動支出の抑制により収

支バランスの安定に努めてきたが、今般の諸物価の大きな上昇から自主財源だけでは運営が困難と判

断するに至った。改定にあたっては、競合大学の現時点での設定額、入学金 15万円（京都美術工芸大

学）～28万円（大阪芸術大学）、学費等 98万円（成安造形大学）～167万円（京都芸術大学）の範囲

内に設定している。（資料 2） 

エ 学生確保の見通し

Ａ．学生確保の見通しの調査結果 

令和 3年度私立大学・短期大学等入学志願動向（日本私立学校振興・共済事業団）調査では、本学

に関連する学部系統区分の芸術系での入学定員充足率は過去 3年間(2020年度～2022年度）でそれぞ

れ 104％を超える充足率となっている。芸術系区分の中で、本学の学科と関係していない音楽学部と

その他を除いた芸術学部、造形学部、美術学部、デザイン学部を合計した入学定員充足率においても、

過去 3年間(2020 年度～2022 年度）でそれぞれ 108％を超えている。また建築系学科を含む理・工学

系での入学定員充足率は、過去 3年間(2020 年度～2022 年度）でそれぞれ 100％を超えている（資料

3）。本学においても、既設学科の過去 3年間(2020年度～2022年度）の受験者数が募集定員の 2倍以

上を堅持している（資料 1・表 A）。 

本学と同じ分野の学部・学科を設置する近隣の競合大学（大阪芸術大学、京都芸術大学、京都精華

大学）の過去 3年間(2020年度～2022年度）の志願者、合格者、定員充足率を調査したところ、過去
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3年間(2020年度～2022年度）の志願者数が募集定員の 2倍から 8倍を堅持しており、定員充足率に

おいては、一部大学では 100％を満たしていないものの、3大学の合計では、定員充足率は過去 3年間

(2020年度～2022年度）で 105％を超えている（資料 4）。 

2019 年度～2022 年度に本学が開催したオープンキャンパスでは、新型コロナウイルス感染症の流

行前の 2019年度は延 1,987名（うち 3年生・既卒生等は延 1,089名）を超える来場者があった。3年

生の実人数に対して 43.0%（343名）が出願しており、464名の入学者に対して、64.9％（301名）の

入学者がオープンキャンパスに参加している（資料 5）。 

新型コロナウイルス感染症の影響後の 2020年度では、対面式のオープンキャンパスではなく、完全

予約制の WEB 型のオープンキャンパスとなったため、参加者数は 2019 年度と比較して半数近く減少

し、延 946名（うち 3年生・既卒生等は延 602名）の来場者となった。3年生の実人数に対して 55.3%(236

名）が出願しており、356名の入学者に対して、58.7％（209名）の入学者がオープンキャンパスに参

加している（資料 5）。 

2021年度では、完全予約制ではあるものの対面式のオープンキャンパスを実施し、延 1,432名（う

ち 3年生・既卒生等は延 769名）の参加があった。3年生の実人数に対して 48.2%(256 名）が出願し

ており、381 名の入学者に対して、61.2％（233 名）の入学者がオープンキャンパスに参加している

（資料 5）。 

2022年度においても各学科の特長や特色、教育内容がしっかりと伝わるプログラムを企画、実施し

たオープンキャンパスには、延 1,777名（うち 3年生・既卒生等は延 969名）の参加があった。3年

生の実人数に対して 48.3%(344名）が出願しており、459名の入学者に対して、66.4％（305名）の入

学者がオープンキャンパスに参加している（資料 5）。 

以上、全国的な芸術系学部の定員充足率、競合校における志願状況、本学におけるオープンキャン

パスでの来場者数及び出願率を分析、検討した結果、新設学科においても十分な需要が見込まれ、定

員を充足できる。 

Ｂ．新設学部等の分野の動向 

現在の 7学科・25コースは、環境デザイン学科、プロダクト・インテリアデザイン学科、ビジュア

ルデザイン学科、映像表現学科、まんが表現学科、ファッションデザイン学科及びアート・クラフト

学科と、表現分野の対象別によって構成していたが、本学の専門分野における実社会でのニーズを踏

まえ、建築・環境デザイン学科、生産・工芸デザイン学科、ビジュアルデザイン学科及びメディア芸

術学科の 4 学科 12 コースへ再編することで、学生が目指したい分野を明確に示しながら、学科内で

複数分野の基盤となる知識・技能を幅広く履修し視野を広げると共に、就職、起業、創作活動、進学

といった進路を見据えたうえで自分の専門分野を選択することができるよう設定した。 

建築・環境デザイン学科と同じ分野を設置する近隣の競合大学（大阪芸術大学、京都芸術大学、京

都精華大学）の過去 3年間(2020年度～2022年度）の志願者、合格者、定員充足率を調査したところ、

過去 3年間(2020年度～2022年度）の志願者数が募集定員の 2倍から 6倍を堅持しており、定員充足

率においては、一部学科では 100％を満たしていないものの、「3大学 計」の「建築・環境デザイン

学科に関連する学科合計（〇）」では、定員充足率は過去 3年間(2020年度～2022年度）で 106％を超

えている（資料 4）。 

生産・工芸デザイン学科と同じ分野を設置する近隣の競合大学（大阪芸術大学、京都芸術大学、京
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都精華大学）の過去 3年間(2020 年度～2022 年度）の志願者、合格者、定員充足率を調査（資料 4）

したところ、過去 3年間(2020年度～2022年度）の志願者数が募集定員の 2倍から 7倍を堅持してお

り、定員充足率においては、一部学科では 100％を満たしていないものの、「3大学 計」の「生産・

工芸デザイン学科に関連する学科合計（◇）」では、定員充足率は過去 3年間(2020年度～2022年度）

で 103％を超えている（資料 4）。 

ビジュアルデザイン学科と同じ分野を設置する近隣の競合大学（大阪芸術大学、京都芸術大学、京

都精華大学）の過去 3年間(2020 年度～2022 年度）の志願者、合格者、定員充足率を調査（資料 4）

したところ、過去 3年間(2020年度～2022年度）の志願者数が募集定員の 2倍から 7倍を堅持してお

り、定員充足率においては、一部学科では 100％を満たしていないものの、「3大学 計」の「ビジュ

アルデザイン学科に関連する学科合計（△）」では、定員充足率は過去 3年間(2020年度～2022年度）

で 108％を超えている（資料 4）。 

メディア芸術学科と同じ分野を設置する近隣の競合大学（大阪芸術大学、京都芸術大学、京都精華

大学）の過去 3年間(2020 年度～2022 年度）の志願者、合格者、定員充足率を調査（資料 4）したと

ころ、過去 3年間(2020年度～2022年度）の志願者数が募集定員の 2倍から 7倍を堅持しており、定

員充足率においては、一部学科では 100％を満たしていないものの、「3大学 計」の「メディア芸術

学科に関連する学科合計（□）」では、定員充足率は過去 3年間(2020年度～2022年度）で 108％を超

えている（資料 4）。このように、類似する学科を設置する近隣の大学においても、一定の志願者・入

学者が確保されている。 

したがって、競合大学における関連学科の状況を分析、検討した結果、新設学科においても十分な

需要が見込まれ、定員を充足できると考える。 

Ｃ．中長期的な 18歳人口の全国的、地域的動向等 

 総務省の令和 4年 1月 1日現在住民基本台帳年齢階級別人口データ（都道府県別）によると、0歳

～19歳までの年齢階級別で比較すると、全国的に人口減少は続いているものの、本学が設置されてい

る兵庫県、近畿地方の人口割合を各階級別で比較すると、0歳～4歳の人口が 4,450,642人に対して、

兵庫県 195,975人（4.40％）、近畿 728,780人（16.37％）、5歳～9歳の人口が 5,138,882人に対して、

兵庫県 229,402人（4.46％）、近畿 834,328人（16.24％）、10歳～14歳の人口が 5,446,016人に対し

て、兵庫県 246,277人（4.52％）、近畿 892,612人（16.39％）、15歳～19歳の人口が 5,619,452人に

対して、兵庫県 254,387人（4.53％）、近畿 937,937人（16.69％）、0歳～19歳の人口が 20,654,992

人に対して、兵庫県 926,041人（4.48％）、近畿 3,393,657人（16.43％）と均衡を保っている（資料

6）。 

また、本学の 2021 年度～2023 年度入試の 3年間の都道府県別入学者数では、兵庫県、大阪府の次

に、東京都、香川県、広島県、岡山県、高知県、京都府、福岡県、鳥取県の順に近畿地方に留まらず、

全国各地から入学していることが分かる（資料 7）。 

以上、中長期的な 18歳人口の全国的、地域的動向及び本学の学生募集の対象地域の状況を分析、検

討した結果、新設学科においても、定員を充足できる見込みである。 

Ｄ．競合校の状況 

本学と同じ分野の学部・学科を設置する近隣の競合大学のうち、本学より入学定員が多い大学は、
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大阪芸術大学、京都芸術大学、京都精華大学の 3大学であり、立地状況や志願者・受験者層からも本

学と競合していることから、3大学を競合校として検討、分析を行った。 

大阪芸術大学、京都芸術大学、京都精華大学の過去 3年間(2020年度～2022年度）の志願者、入学

者、定員充足率を調査（資料 4）したところ、過去 3年間(2020 年度～2022 年度）の志願者数は募集

定員の 2倍から 8倍を堅持しており、定員充足率においては、一部大学では 100％を満たしていない

ものの、3大学の合計では、過去 3年間(2020年度～2022年度）で 106％を超えており、新設学科にお

いても十分な需要が見込まれ、定員を充足できると考える。 

Ｅ．既設学部等の学生確保の状況 

本学では、2019 年度より定員(400 名）を安定的に確保し、2020 年度入試においては定員の 1.1 倍

440名を超える入学者がある（資料 1・表 A)。2021年度、2022年度入試においては、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により、対面での体験型オープンキャンパスを実施できる機会が減少し、効果的な

広報活動が展開できなかったことから、2020 年度、2021 年度に実施のオープンキャンパス来場者数

は、新型コロナウイルス感染症の流行前の状況には戻っていないものの、2023年度入試においては定

員の 400名を超える入学者があることから、流行前の状況に回復しつつあると認識している。 

以上、競合校の状況及び本学の状況を分析、検討した結果、新設学科においても、定員を充足でき

ると考える。 

Ｆ．その他、申請者において検討・分析した事項 

総務省の令和 4年 1月 1日現在住民基本台帳年齢階級別人口データ（都道府県別）によると全国的

に人口減少は続いているものの、本学が設置されている兵庫県、近畿地方の人口割合は 0 歳～4 歳 5

歳～9歳、10歳～14歳、15歳～19歳と均衡を保っている（資料 6）。 

 令和 3年度私立大学・短期大学等入学志願動向（日本私立学校振興・共済事業団）調査では、本学

に関連する学部系統区分の芸術系での入学定員充足率は過去 3年間(2020年度～2022年度）でそれぞ

れ 104％を超える充足率となっている。芸術系区分の中で、本学の学科と関係していない音楽学部と

その他を除いた芸術学部、造形学部、美術学部、デザイン学部を合計した入学定員充足率においても、

過去 3年間(2020 年度～2022 年度）でそれぞれ 108％を超えている。また建築系学科を含む理・工学

系での入学定員充足率は、過去 3年間(2020 年度～2022 年度）でそれぞれ 100％を超えている（資料

3）。 

本学と同じ分野の学部・学科を設置する近隣の競合大学のうち、本学より入学定員が多い 3大学（大

阪芸術大学、京都芸術大学、京都精華大学）の過去 3年間(2020年度～2022年度）の志願者、入学者、

定員充足率を調査したところ、過去 3年間(2020年度～2022年度）の志願者数は募集定員の 2倍から

8倍を堅持しており、定員充足率においては、一部大学では 100％を満たしていないものの、3大学の

合計では、過去 3年間(2020年度～2022年度）で 106％を超えている（資料 4）。 

以上、公的機関などによる地域の人口動向調査、本学が設置する分野の入学志願動向及び同分野を

有する近隣大学の志願動向調査を行った結果、新設学科においても、定員を充足できる見込みである。 

オ 学生確保にむけた具体的な取組と見込まれる効果

学生確保に向けた取組として、以下①～③を行っている。オープンキャンパスでの授業体験や芸工
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塾での実技講習を通じて、各学科の特長や特色、教育内容等が高校生や受験生に認知されることで本

学への理解が深まり、その結果、受験者数の増加に繋がるものと考える。 

その他、得意な科目で受験できるもの、制作した作品を評価するもの、本学へ入学したい意欲や熱

意を評価するもの、本学が指定する資格の取得を評価するものなど、数多くの選抜方法を設け、多様

な受験者の受験機会を確保するとともに受験者数の増加を図っている。 

①オープンキャンパス 

年間 9日程開催し、模擬授業やものづくり体験授業を実施している。2023年入学者を対象とした

オープンキャンパスでは、延 1,777名（うち 3年生・既卒生等は延 969名）の参加があった。3年

生の実人数に対して 48.3%(344名）が出願しており、参加者の出願率は高いものとなっている。 

(資料 5) 

②高等学校との教育連携 

本学が実践する専門教育（デザイン、芸術、メディア分野）の関連学科・コース・類型などが設

置されている高等学校と実質的な教育連携を実施している。2011 年度に近畿圏を中心に 18 校でス

タートし、2017 年度から 40 校まで拡大し、3 年間（2021 年度～2023 年度入学試験）においては、

247名の入学実績があった。（資料 8） 

③「芸工塾」、「芸工塾特別講座」、「芸工塾デジタルバージョン」の開催 

2012 年度より芸術系分野の受験生の掘り起こし並びに入試対策の支援を目的にデッサンの実技

講習「芸工塾」を開催している。経験者向けのレベルアップ講座と初心者向けの入門講座を設けて

いる。 

2019年度からは、デッサンを気軽に触れてもらう企画「芸工塾特別講座」とデジタルイラストレ

ーション実技講習会「芸工塾デジタルバージョン」を開催している。 

「芸工塾特別講座」は、8月のオープンキャンパスの開催日に合わせて、90分という時間の中で

デッサンに気軽に触れてもらう企画を実施している。 

「芸工塾デジタルバージョン」は、デッサンだけでなくデジタルイラストレーションを学びたい

という要望から、iPadを用いたデジタルイラストレーションの実技講習会を開催している。 

2022 年度のこれら芸工塾の 3年生の参加者合計は実人数で 124名、うち 49名(39.5%）が出願し

ている（資料 5）。 

２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の要請に関する目的その他教育研究上の目的 

芸術工学の教育・研究活動は、その基礎知識である「芸術・文化」「社会・歴史」「科学・技術」の

分野における総合的な知識の修得と、デザインやアートの表現技法と最新の「情報」や「科学技術」

を駆使して、人間の「生活」や「環境」をより機能的に、より快適に、より美しくするための表現能

力と時代が求める課題を発見し、解決する能力の修得を目指している。 

本学の教育プログラムは、「発想」「構想」「計画」「表現」「造形」「実証」するための「芸術工学」の

学術活動及び創造活動を基本にしている。 

国際化や ICT技術の急速な発展に加え、人々の日常生活や文化、社会・経済、都市・地域環境の変

化などにより、科学技術や芸術文化の分野でも大きな構造変化が起きている。 
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本学では、基礎的な教養と社会的な見識に裏打ちされた創造的感性と幅広い表現力を駆使する総合

的な「デザイナー」「アーティスト」「クリエイター」、さらに多様な視点からの研究開発及び提案力を

持つ「研究者」、豊な教育能力を持つ「教育者」を世に送り出す。 

（２）上記（１）が社会的，地域的な人材需要の動向を踏まえたものであることの客観的な根拠 

平成 30年 6月 5日に文部科学省 Society 5.0 に向けた人材育成に係る大臣懇談会「Society 5.0 

に向けた人材育成 ～ 社会が変わる、学びが変わる ～」（資料 9）において、新たな社会を牽引する

人材として、課題解決を指向するエンジニアリング、デザイン的発想に加えて、真理や美の追究を指

向するサイエンス、アート的発想の両方を併せ持つ必要性や、今後取り組むべき教育政策の方向性と

して、AI では代替できない職業として、将来の雇用成長が期待されるアートの世界においては、文化

芸術分野での活躍を希望する若者が将来のキャリアを描けるような人材育成を行う必要性が示されて

いることからも、デザイン・アート分野における人材需要は見込まれる。 

また、2022年 3月に兵庫県がまとめた「ひょうごビジョン 2050」（資料 10）において、2050年に兵

庫県がめざす姿として、文化が暮らしの中心にあり伝統と革新が織りなす多彩な表現活動が展開され

る社会とあり、芸術、映画、ゲーム、ファッションなどの体験価値を提供するクリエイティブ産業を

育てる、アートやデザインの思考を持った作り手が育ち、兵庫のものづくり産業、地場産業を進化さ

せることが示されている。 

以上のことから、芸術工学部が行う人材養成は、まさに「Society 5.0 に向けた人材育成」が掲げ

る文理両方を学ぶ高大接続改革の大学改革として示されている、社会のニーズ及び国際トレンド等を

背景に、STEAMやデザイン思考などの教育を提供できるよう促進し、STEAM系を専攻する専門人材を育

成する目的とも一致し、かつ「ひょうごビジョン 2050」の 2050 年に兵庫県がめざす姿においても、

芸術工学部が育成する人材像および教育研究上の目的と一致していると考え、社会的、地域的な人材

需要を踏まえたものである。（資料 9、資料 10） 

①外国人留学生に関する進路、人材需要について 

本学の外国人留学生の過去 4年の進路状況は下記のとおりである。就職、進学、帰国が主な進路と

なっており、就職者希望者（就職＋就職活動継続）も 1～5名程度となっている。 
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こうした状況の中、本学に寄せられる全国の企業からの求人数は、2023 年度 3 月卒業生に対して

11,787件（2023年 2月 27日現在）であった。その中で、留学生の応募を可能とする企業は 3501社で

あった。過去 4年の就職希望者平均は 4人（小数点以下切上げ）であるので、求人倍率は 875倍超と

なり、留学生に対して豊富な求人がよせられている。 

本社所在地が兵庫、大阪、東京の 3都府県の企業から寄せられた求人は 5,502件、うち留学生の応

募が可能な企業は 1865社、求人倍率は 466倍超である。なおこの 3府県は本学の就職実績（日本人学

生含む）で毎年度、トップ 3に位置している。 

本社所在地を本学が立地する兵庫県に限定した場合、求人は 602件、うち留学生応募可の企業は 129

社、求人倍率は 32倍超であった。最小単位の兵庫県で見た場合でも求人情報は極めて多く、売り手市

場傾向が続いていることから、地域的な人材需要を踏まえたものである。 
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資料 8：2021～2023年度 特別連携校 受験者／合格者／入学者推移 

資料 9：Society 5.0 に向けた人材育成～社会が変わるが変わる～（Society 5.0 に向け

た人材育成に係る大臣懇談会）(抜粋） 

Society 5.0 に向けた人材育成に係る大臣懇談会 新たな時代を豊かに生きる力

の育成に関する省内タスクフォース 平成 30年 6月 5日 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/other/detail/__icsFiles/afield

file/2018/06/06/1405844_002.pdf 

資料 10：ひょうごビジョン 2050（兵庫県）（抜粋） 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk07/vision/documents/sasshi_a4_20220426_

compressed.pdf 

※出典を記載していない資料は、全て本学データ
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資料1
神戸芸術工科大学　入学定員充足率（表A）

2019 2020
定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員

70 184 262.86% 113 61.41% 93 132.86% 168 240.00% 102 60.71% 74 105.71%
70 147 210.00% 99 67.35% 77 110.00% 147 210.00% 98 66.67% 82 117.14%
80 182 227.50% 111 60.99% 77 96.25% 201 251.25% 121 60.20% 90 112.50%
15 75 500.00% 37 49.33% 25 166.67% 93 620.00% 39 41.94% 30 200.00%
15 57 380.00% 23 40.35% 19 126.67% 52 346.67% 25 48.08% 22 146.67%
15 54 360.00% 25 46.30% 23 153.33% 57 380.00% 20 35.09% 16 106.67%
45 77 171.11% 55 71.43% 48 106.67% 110 244.44% 63 57.27% 53 117.78%
50 63 126.00% 49 77.78% 39 78.00% 70 140.00% 51 72.86% 44 88.00%
40 91 227.50% 53 58.24% 38 95.00% 97 242.50% 58 59.79% 53 132.50%

400 930 232.50% 565 60.75% 439 109.75% 995 248.75% 577 57.99% 464 116.00%

2021 2022
定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員

70 148 211.43% 92 62.16% 68 97.14% 138 197.14% 98 71.01% 64 91.43%
70 103 147.14% 64 62.14% 47 67.14% 98 140.00% 68 69.39% 53 75.71%
80 155 193.75% 103 66.45% 71 88.75% 158 197.50% 114 72.15% 78 97.50%
15 43 286.67% 22 51.16% 10 66.67% 69 460.00% 37 53.62% 29 193.33%
15 48 320.00% 24 50.00% 17 113.33% 46 306.67% 28 60.87% 18 120.00%
15 69 460.00% 29 42.03% 24 160.00% 72 480.00% 37 51.39% 28 186.67%
45 89 197.78% 51 57.30% 47 104.44% 99 220.00% 65 65.66% 52 115.56%
50 51 102.00% 37 72.55% 30 60.00% 36 72.00% 22 61.11% 17 34.00%
40 70 175.00% 49 70.00% 42 105.00% 69 172.50% 49 71.01% 42 105.00%

400 776 194.00% 471 60.70% 356 89.00% 785 196.25% 518 65.99% 381 95.25%

2023 2019-2023
定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員

70 107 152.86% 81 75.70% 62 88.57% 745 212.86% 486 65.23% 361 103.14%
70 108 154.29% 73 67.59% 55 78.57% 603 172.29% 402 66.67% 314 89.71%
80 194 242.50% 132 68.04% 104 130.00% 890 222.50% 581 65.28% 420 105.00%
15 66 440.00% 45 68.18% 28 186.67% 346 461.33% 180 52.02% 122 162.67%
15 53 353.33% 31 58.49% 25 166.67% 256 341.33% 131 51.17% 101 134.67%
15 66 440.00% 29 43.94% 24 160.00% 318 424.00% 140 44.03% 115 153.33%
45 127 282.22% 85 66.93% 71 157.78% 502 223.11% 319 63.55% 271 120.44%
50 57 114.00% 43 75.44% 38 76.00% 277 110.80% 202 72.92% 168 67.20%
40 99 247.50% 63 63.64% 52 130.00% 426 213.00% 272 63.85% 227 113.50%

400 877 219.25% 582 66.36% 459 114.75% 4363 218.15% 2713 62.18% 2099 104.95%

神戸芸術工科大学　入学定員・収容定員充足率（2022年5月現在）（表B）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
在学生数 1,632 1,641 1,695 1,620 1,622 1,684
充足率 102.00% 102.56% 105.94% 101.25% 101.38% 105.25%

※2023年度のみ、2023年4月現在

神戸芸術工科大学　新学科入学定員充足率　試算表（表C）

2019 2020
定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員

建築・環境デザイン学科計 100 226 226.00% 141 62.39% 115 115.00% 210 210.00% 130 61.90% 97 97.00%
　環境デザイン学科 184 113 93 168 102 74
　プロダクト・インテリアデザイン学科×2/7 42 28 22 42 28 23
生産・工芸デザイン学科計 100 245 245.00% 162 66.12% 124 124.00% 261 261.00% 167 63.98% 143 143.00%
　プロダクト・インテリアデザイン学科×5/7 105 71 55 105 70 59
　映像表現学科・デジタルクリエーションコース×1/3 25 12 8 31 13 10

ファッションデザイン学科 63 49 39 70 51 44
アート・クラフト学科×4/7 52 30 22 55 33 30

ビジュアルデザイン学科 100 182 182.00% 111 60.99% 77 77.00% 201 201.00% 121 60.20% 90 90.00%
メディア芸術学科 100 238 238.00% 128 53.78% 107 107.00% 281 281.00% 134 47.69% 111 111.00%
　映像表現学科・デジタルクリエーションコース×2/3 50 25 17 62 26 20
　映像表現学科・映画コース 57 23 19 52 25 22
　映像表現学科・アニメーションコース 54 25 23 57 20 16
　まんが表現学科 77 55 48 110 63 53
合計 400 891 222.75% 542 60.83% 423 105.75% 953 238.25% 552 57.92% 441 110.25%
　除外　アート・クラフト学科×3/7 39 23 16 42 25 23

2021 2022
定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員

建築・環境デザイン学科計 100 177 177.00% 110 62.15% 81 81.00% 166 166.00% 117 70.48% 79 79.00%
　環境デザイン学科 148 92 68 138 98 64
　プロダクト・インテリアデザイン学科×2/7 29 18 13 28 19 15
生産・工芸デザイン学科計 100 179 179.00% 118 65.92% 91 91.00% 168 168.00% 111 66.07% 89 89.00%
　プロダクト・インテリアデザイン学科×5/7 74 46 34 70 49 38
　映像表現学科・デジタルクリエーションコース×1/3 14 7 3 23 12 10

ファッションデザイン学科 51 37 30 36 22 17
アート・クラフト学科×4/7 40 28 24 39 28 24

ビジュアルデザイン学科 100 155 155.00% 103 66.45% 71 71.00% 158 158.00% 114 72.15% 78 78.00%
メディア芸術学科 100 235 235.00% 119 50.64% 95 95.00% 263 263.00% 155 58.94% 117 117.00%
　映像表現学科・デジタルクリエーションコース×2/3 29 15 7 46 25 19
　映像表現学科・映画コース 48 24 17 46 28 18
　映像表現学科・アニメーションコース 69 29 24 72 37 28
　まんが表現学科 89 51 47 99 65 52
合計 400 746 186.50% 450 60.32% 338 84.50% 755 188.75% 497 65.83% 363 90.75%
　除外　アート・クラフト学科×3/7 30 21 18 30 21 18

2023 2019-2023 
定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員 受験者 受験者/定員 合格者 合格者/受験者 入学者 入学者/定員

建築・環境デザイン学科計 100 138 138.00% 102 73.91% 78 78.00% 917 183.40% 600 120.00% 450 90.00%
　環境デザイン学科 107 81 62 745 486 361
　プロダクト・インテリアデザイン学科×2/7 31 21 16 172 114 89
生産・工芸デザイン学科計 100 213 213.00% 146 68.54% 116 116.00% 1066 213.20% 704 140.80% 563 112.60%
　プロダクト・インテリアデザイン学科×5/7 77 52 39 431 288 225
　映像表現学科・デジタルクリエーションコース×1/3 22 15 9 115 59 40

ファッションデザイン学科 57 43 38 277 202 168
アート・クラフト学科×4/7 57 36 30 243 155 130

ビジュアルデザイン学科 100 194 194.00% 132 68.04% 104 104.00% 890 178.00% 581 116.20% 420 84.00%
メディア芸術学科 100 290 290.00% 175 60.34% 139 139.00% 1307 261.40% 711 142.20% 569 113.80%
　映像表現学科・デジタルクリエーションコース×2/3 44 30 19 231 121 82
　映像表現学科・映画コース 53 31 25 256 131 101
　映像表現学科・アニメーションコース 66 29 24 318 140 115
　まんが表現学科 127 85 71 502 319 271
合計 400 835 208.75% 555 66.47% 437 109.25% 4180 209.00% 2596 129.80% 2002 100.10%
　除外　アート・クラフト学科×3/7 42 27 22 183 117 97

総計
09 アート・クラフト学科
08 ファッションデザイン学科
07 まんが表現学科
06 映像表現学科・アニメーションコース
05 映像表現学科・映画コース
04 映像表現学科・デジタルクリエーションコース
03 ビジュアルデザイン学科
02 プロダクト・インテリアデザイン学科
01 環境デザイン学科

学科名

総計

学科名
01 環境デザイン学科
02 プロダクト・インテリアデザイン学科
03 ビジュアルデザイン学科
04 映像表現学科・デジタルクリエーションコース
05 映像表現学科・映画コース
06 映像表現学科・アニメーションコース
07 まんが表現学科
08 ファッションデザイン学科
09 アート・クラフト学科

総計

学科名
01 環境デザイン学科
02 プロダクト・インテリアデザイン学科
03 ビジュアルデザイン学科
04 映像表現学科・デジタルクリエーションコース
05 映像表現学科・映画コース
06 映像表現学科・アニメーションコース
07 まんが表現学科
08 ファッションデザイン学科
09 アート・クラフト学科
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資料3
2020～2022年度　私立大学・短期大学　入学志願動向（日本私立学校振興・共済事業団）（抜粋）

2020年度 2021年度 2022年度 2020年度 2021年度 2022年度 2020年度 2021年度 2022年度 2020年度 2021年度 2022年度
14,332 14,069 14,083 57,849 53,220 56,788 15,257 14,744 14,858 106.45 104.80 105.50

芸術学部 6,522 6,557 6,587 26,933 24,596 27,492 7,297 7,219 7,300 111.88 110.10 110.82
造形学部 1,948 1,948 1,958 12,678 11,010 11,920 2,143 2,071 2,109 110.01 106.31 107.71
美術学部 1,430 1,430 1,430 8,265 7,908 8,738 1,577 1,479 1,510 110.28 103.43 105.59
デザイン学部 696 696 706 3,652 4,120 3,225 726 727 746 104.31 104.45 105.67

小計 10,596 10,631 10,681 51,528 47,634 51,375 11,743 11,496 11,665 110.82 108.14 109.21
音楽学部 3,171 2,991 2,955 4,399 4,029 3,932 2,954 2,819 2,770 93.16 94.25 93.74
その他 565 447 447 1,922 1,555 1,481 560 427 423 99.12 95.53 94.63

62,107 62,626 62,294 842,140 751,179 777,971 63,949 63,192 65,001 102.97 100.90 104.35

入学定員充足率（％）入学定員
系統・学部等

芸術系

理・工学系

志願者（人） 入学者（人）

－学生確保（資料）－4－



2020～2022年度　デザイン芸術系分野を有する近隣大学の志願者動向調査 資料4

2020年度入学試験 2021年度入学試験 2022年度入学試験

大阪芸術大学 大阪芸術大学 大阪芸術大学

美術（◇） 55 152 - 66 120.0% 美術（◇） 55 143 - 75 136.4% 美術（◇） 55 158 - 84 152.7%

デザイン（△） 190 582 - 216 113.7% デザイン（△） 190 420 - 232 122.1% デザイン（△） 190 544 - 222 116.8%

建築（〇） 50 141 - 69 138.0% 建築（〇） 50 103 - 65 130.0% 建築（〇） 50 125 - 72 144.0%

文芸 60 240 - 78 130.0% 文芸 60 145 - 76 126.7% 文芸 60 176 - 82 136.7%

放送 155 265 - 156 100.6% 放送 155 239 - 147 94.8% 放送 155 250 - 141 91.0%

写真 30 90 - 44 146.7% 写真 30 86 - 49 163.3% 写真 30 76 - 44 146.7%

工芸（◇） 40 111 - 43 107.5% 工芸（◇） 40 70 - 41 102.5% 工芸（◇） 40 59 - 29 72.5%

映像（□） 80 273 - 101 126.3% 映像（□） 80 225 - 102 127.5% 映像（□） 80 313 - 105 131.3%

舞台芸術 170 396 - 201 118.2% 舞台芸術 170 360 - 196 115.3% 舞台芸術 170 405 - 184 108.2%

芸術計画 30 162 - 54 180.0% 芸術計画 30 95 - 49 163.3% 芸術計画 30 117 - 44 146.7%

キャラクター造形（□） 150 408 - 187 124.7% キャラクター造形（□） 150 405 - 196 130.7% キャラクター造形（□） 150 487 - 197 131.3%

音楽 45 83 - 41 91.1% 音楽 45 88 - 56 124.4% 音楽 45 124 - 58 128.9%

演奏 80 165 - 95 118.8% 演奏 80 124 - 88 110.0% 演奏 80 156 - 85 106.3%

初等教育芸術 30 52 - 30 100.0% 初等教育芸術 30 52 - 36 120.0% 初等教育芸術 30 53 - 31 103.3%

アートサイエンス 80 168 - 86 107.5% アートサイエンス 80 86 - 47 58.8% アートサイエンス 80 109 - 54 67.5%

合計 1,245 3,288 - 1,467 117.8% 合計 1,245 2,641 - 1,455 116.9% 合計 1,245 3,152 - 1,432 115.0%

京都芸術大学 京都芸術大学 京都芸術大学

美術工芸（◇） 170 1,091 - 190 111.8% 美術工芸（◇） 170 997 - 195 114.7% 美術工芸（◇） 170 1,479 - 190 111.8%

マンガ（□） 45 274 - 48 106.7% マンガ（□） 45 359 - 49 108.9% マンガ（□） 45 457 - 54 120.0%

キャラクターデザイン（□） 90 977 - 93 103.3% キャラクターデザイン（□） 90 1035 - 91 101.1% キャラクターデザイン（□） 90 1,225 - 91 101.1%

情報デザイン（△） 180 1,434 - 179 99.4% 情報デザイン（△） 180 1463 - 182 101.1% 情報デザイン（△） 180 2,040 - 190 105.6%

プロダクトデザイン（◇） 45 386 - 46 102.2% プロダクトデザイン（◇） 45 269 - 49 108.9% プロダクトデザイン（◇） 45 359 - 50 111.1%

空間演出デザイン（〇） 60 487 - 62 103.3% 空間演出デザイン（〇） 60 443 - 56 93.3% 空間演出デザイン（〇） 60 438 - 65 108.3%

環境デザイン（〇） 55 463 - 63 114.5% 環境デザイン（〇） 55 367 - 68 123.6% 環境デザイン（〇） 55 374 - 60 109.1%

映画（□） 80 675 - 84 105.0% 映画（□） 80 542 - 86 107.5% 映画（□） 80 573 - 84 105.0%

舞台芸術 60 701 - 61 101.7% 舞台芸術 60 607 - 62 103.3% 舞台芸術 60 519 - 64 106.7%

文芸表現 40 210 - 46 115.0% 文芸表現 40 187 - 45 112.5% 文芸表現 40 200 - 46 115.0%

アートプロデュース 25 146 - 31 124.0% アートプロデュース 25 100 - 30 120.0% アートプロデュース 25 114 - 30 120.0%

こども芸術 30 93 - 32 106.7% こども芸術 30 118 - 30 100.0% こども芸術 30 102 - 28 93.3%

歴史遺産 30 191 - 37 123.3% 歴史遺産 30 177 - 38 126.7% 歴史遺産 30 153 - 36 120.0%

合計 910 7,128 - 972 106.8% 合計 910 6,664 - 981 107.8% 合計 910 8,033 - 988 108.6%

京都精華大学 京都精華大学 京都精華大学

造形（◇） 112 491 187 121 108.0% 人文 160 386 324 157 98.1% 人文 160 299 254 118 73.8%

イラスト（□）
64 340 105 67 104.7% グローバルスタディーズ

※人間環境デザインプログラム含む
90 143 114 42 46.7% グローバルスタディーズ

※人間環境デザインプログラム含む
90 128 93 41 45.6%

ビジュアルデザイン（△） 64 354 109 74 115.6% メディア表現 168 767 229 194 115.5% メディア表現 168 555 224 185 110.1%

プロダクトデザイン（◇） 72 273 104 54 75.0% 造形（◇） 112 478 210 112 100.0% 造形（◇） 112 430 205 116 103.6%

建築（〇） 56 188 72 42 75.0% イラスト（□） 64 428 101 65 101.6% イラスト（□） 64 374 99 65 101.6%

マンガ（□） 232 1364 362 256 110.3% ビジュアルデザイン（△） 64 527 112 71 110.9% ビジュアルデザイン（△） 64 515 111 67 104.7%

アニメーション（□） 80 464 88 68 85.0% プロダクトデザイン（◇） 72 384 120 70 97.2% プロダクトデザイン（◇） 72 244 129 71 98.6%

ポピュラーカルチャー
118 173 137 102 86.4% 建築（〇）

※人間環境デザインプログラム含む
56 294 108 49 87.5% 建築（〇）

※人間環境デザインプログラム含む
56 178 113 52 92.9%

総合人文 300 565 463 235 78.3% マンガ（□） 232 1638 319 228 98.3% マンガ（□） 232 1267 325 241 103.9%

合計 1,098 4,212 1,627 1,019 92.8% アニメーション（□） 80 468 95 71 88.8% アニメーション（□） 80 398 88 75 93.8%

合計 1,098 5,513 1732 1059 96.4% 合計 1,098 4,388 1,641 1,031 93.9%

全体合計 3,253 14,628 1,627 3,458 106.3% 全体合計 3,253 14,818 1,732 3,495 107.4% 全体合計 3,253 15,573 1,641 3,451 106.1%

建築・環境デザイン学科に関連する学科合計（〇） 221 1,279 72 236 106.8% 建築・環境デザイン学科に関連する学科合計（〇） 221 1,207 108 238 107.7% 建築・環境デザイン学科に関連する学科合計（〇） 221 1,115 113 249 112.7%

生産・工芸デザイン学科に関連する学科合計（◇） 439 2,352 291 454 103.4% 生産・工芸デザイン学科に関連する学科合計（◇） 494 2,341 330 542 109.7% 生産・工芸デザイン学科に関連する学科合計（◇） 494 2,729 334 540 109.3%

ビジュアルデザイン学科に関連する学科合計（△） 434 2,370 109 469 108.1% ビジュアルデザイン学科に関連する学科合計（△） 434 2,410 112 485 111.8% ビジュアルデザイン学科に関連する学科合計（△） 434 3,099 111 479 110.4%

メディア芸術学科に関連する学科合計（□） 776 4,501 555 856 110.3% メディア芸術学科に関連する学科合計（□） 821 5,100 515 888 108.2% メディア芸術学科に関連する学科合計（□） 821 5,094 512 912 111.1%

※一部大学において指定校推薦を除く

3大学 計 3大学 計 3大学 計

合格者 入学者志願者数合計

学科名称学科名称 定員 志願者数 学科・コース名称 定員合格者 定員充足率入学者

学科名称

定員充足率定員充足率 学科名称 定員 志願者数合計 合格者 入学者

定員 志願者数合計志願者数合計

定員充足率

合格者 入学者 定員充足率 合格者 入学者 定員充足率

合格者 入学者 定員充足率 合格者 入学者志願者数合計 定員 志願者数合計合格者 入学者 定員充足率学科名称 定員 志願者数合計 学科名称 定員

学科名称 定員 志願者数合計 学科名称 定員合格者 入学者 定員充足率

定員 志願者数 合格者 入学者 定員充足率 定員 志願者数 合格者 入学者 定員充足率 定員 志願者数 合格者 入学者 定員充足率

－学生確保（資料）－5－



資料5

2019～2022年度オープンキャンパス・芸工塾　参加者・出願者一覧

OC参加者（延）→出願

人数? 占有率? 人数? 出願率? 人数? 合格率? 人数? 入学率?

1年 280人 15.80% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

2年 528人 29.70% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

3年生・既卒生等 969人 54.50% 344人 35.50% 321人 33.10% 303人 31.20%

1年 191人 13.30% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

2年 472人 33.00% 126人 26.70% 120人 25.40% 115人 24.40%

3年生・既卒生等 769人 53.70% 256人 33.30% 244人 31.70% 233人 30.30%

1年 97人 10.30% 23人 23.70% 22人 22.70% 21人 21.60%

2年 247人 26.10% 69人 27.90% 69人 27.90% 68人 27.50%

3年生・既卒生等 602人 63.60% 236人 39.20% 225人 37.40% 209人 34.70%

1年 332人 16.70% 43人 13.00% 40人 12.00% 34人 10.20%

2年 566人 28.50% 115人 20.30% 112人 19.80% 105人 18.60%

3年生・既卒生等 1089人 54.80% 343人 31.50% 319人 29.30% 301人 27.60%

OC参加者（実）→出願

人数? 占有率? 人数? 出願率? 人数? 合格率? 人数? 入学率?

1年 273人 18.80% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

2年 466人 32.10% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

3年生・既卒生等 712人 49.10% 344人 48.30% 321人 45.10% 305人 42.80%

1年 179人 15.80% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

2年 424人 37.40% 126人 29.70% 120人 28.30% 115人 27.10%

3年生・既卒生等 531人 46.80% 256人 48.20% 244人 45.60% 233人 43.90%

1年 87人 12.00% 23人 26.40% 22人 25.30% 21人 24.10%

2年 209人 28.90% 69人 33.00% 69人 33.00% 68人 32.50%

3年生・既卒生等 427人 59.10% 236人 55.30% 225人 52.70% 209人 48.90%

1年 317人 19.40% 43人 13.60% 40人 12.60% 34人 10.70%

2年 521人 31.90% 115人 22.10% 112人 21.50% 105人 20.20%

3年生・既卒生等 797人 48.70% 343人 43.00% 319人 40.00% 301人 37.80%

芸工塾参加者（延）→出願

人数? 占有率? 人数? 出願率? 人数? 合格率? 人数? 入学率?

1年 98人 24.20% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

2年 172人 42.50% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

3年生・既卒生等 135人 33.30% 49人 36.30% 47人 34.80% 45人 33.30%

1年 76人 28.60% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

2年 87人 32.70% 29人 39.20% 29人 39.20% 26人 35.10%

3年生・既卒生等 103人 38.70% 54人 52.40% 52人 50.50% 48人 46.60%

1年 22人 12.10% 1人 4.50% 1人 4.50% 0人 0.00%

2年 57人 31.30% 19人 33.30% 18人 31.60% 18人 31.60%

3年生・既卒生等 103人 56.60% 41人 39.80% 39人 37.90% 37人 35.90%

1年 78人 19.70% 9人 11.50% 8人 10.30% 7人 9.00%

2年 150人 37.90% 48人 32.00% 48人 32.00% 44人 29.30%

3年生・既卒生等 168人 42.40% 47人 28.00% 46人 27.40% 44人 26.20%

芸工塾参加者（実）→出願

人数? 占有率? 人数? 出願率? 人数? 合格率? 人数? 入学率?

1年 83人 24.60% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

2年 131人 38.80% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

3年生・既卒生等 124人 36.70% 49人 39.50% 47人 37.90% 45人 36.30%

1年 63人 28.50% 0人 0.00% 0人 0.00% 0人 0.00%

2年 74人 33.50% 29人 39.20% 29人 39.20% 26人 35.10%

3年生・既卒生等 84人 38.00% 54人 64.30% 52人 61.90% 48人 57.10%

1年 18人 12.20% 1人 5.60% 1人 5.60% 0人 0.00%

2年 49人 33.10% 19人 38.80% 18人 36.70% 18人 36.70%

3年生・既卒生等 81人 54.70% 41人 50.60% 39人 48.10% 37人 45.70%

1年 62人 19.00% 9人 14.50% 8人 12.90% 7人 11.30%

2年 130人 39.80% 48人 36.90% 48人 36.90% 44人 33.80%

3年生・既卒生等 135人 41.30% 47人 34.80% 46人 34.10% 44人 32.60%

2019 327人

★ → 入学

2022 338人

2021 221人

2020 148人

芸工塾年度 参加人数 区分?
★ 参加 ★ → 出願 ★ → 合格

2021 266人

2020 182人

2019 396人

区分?
★ 参加 ★ → 出願 ★ → 合格 ★ → 入学

2022

※14回実施
405人

2020 723人

2019 1,635人

芸工塾年度 参加人数

★ → 出願 ★ → 合格 ★ → 入学

2022 1,451人

区分?
★ 参加

2021 1,134人

2019 1,987人

OC年度 参加人数

★ → 入学

2022

※8回実施
1,777人

2021 1,432人

★ 参加 ★ → 出願 ★ → 合格

2020 946人

OC年度 参加人数 区分?

－学生確保（資料）－6－
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資料6

令和4年1月1日　住民基本台帳年齢階級別人口データ（都道府県別）（総務省統計）

都道府県名 0歳～4歳 合計  0歳～4歳 合計％ 5歳～9歳 合計 5歳～9歳 合計％ 10歳～14歳 合計 10歳～14歳 合計％ 15歳～19歳 合計  15歳～19歳 合計％ 合計 合計 ％ 都道府県名
01 北海道 156,638 3.52% 187,132 3.64% 203,762 3.74% 216,223 3.85% 763,755 3.70% 01 北海道

01 北海道 156,638 3.52% 187,132 3.64% 203,762 3.74% 216,223 3.85% 763,755 3.70% 01 北海道
02 東北 264,860 5.95% 323,358 6.29% 352,205 6.47% 377,983 6.73% 1,318,406 6.38% 02 東北

02 青森 36,305 0.82% 44,151 0.86% 48,461 0.89% 52,881 0.94% 181,798 0.88% 02 青森
03 岩手 36,020 0.81% 44,793 0.87% 49,645 0.91% 52,659 0.94% 183,117 0.89% 03 岩手
04 宮城 76,333 1.72% 92,434 1.80% 97,534 1.79% 102,804 1.83% 369,105 1.79% 04 宮城
05 秋田 24,275 0.55% 30,708 0.60% 35,643 0.65% 37,726 0.67% 128,352 0.62% 05 秋田
06 山形 32,798 0.74% 39,932 0.78% 44,435 0.82% 47,563 0.85% 164,728 0.80% 06 山形
07 福島 59,129 1.33% 71,340 1.39% 76,487 1.40% 84,350 1.50% 291,306 1.41% 07 福島

03 関東 1,534,795 34.48% 1,736,326 33.79% 1,801,790 33.08% 1,856,299 33.03% 6,929,210 33.55% 03 関東
08 茨城 95,341 2.14% 114,907 2.24% 125,405 2.30% 132,596 2.36% 468,249 2.27% 08 茨城
09 栃木 64,857 1.46% 78,112 1.52% 84,648 1.55% 89,530 1.59% 317,147 1.54% 09 栃木
10 群馬 63,968 1.44% 75,549 1.47% 85,003 1.56% 91,503 1.63% 316,023 1.53% 10 群馬
11 埼玉 259,644 5.83% 299,375 5.83% 316,560 5.81% 328,013 5.84% 1,203,592 5.83% 11 埼玉
12 千葉 219,206 4.93% 251,622 4.90% 267,870 4.92% 278,976 4.96% 1,017,674 4.93% 12 千葉
13 東京 505,605 11.36% 544,772 10.60% 530,720 9.75% 530,006 9.43% 2,111,103 10.22% 13 東京
14 神奈川 326,174 7.33% 371,989 7.24% 391,584 7.19% 405,675 7.22% 1,495,422 7.24% 14 神奈川

04 甲信越 165,241 3.71% 197,504 3.84% 216,438 3.97% 229,881 4.09% 809,064 3.92% 04 甲信越
15 新潟 68,799 1.55% 83,555 1.63% 91,473 1.68% 95,762 1.70% 339,589 1.64% 15 新潟
19 山梨 27,276 0.61% 31,326 0.61% 34,157 0.63% 38,290 0.68% 131,049 0.63% 19 山梨
20 長野 69,166 1.55% 82,623 1.61% 90,808 1.67% 95,829 1.71% 338,426 1.64% 20 長野

05 北陸 101,407 2.28% 117,348 2.28% 127,652 2.34% 136,680 2.43% 483,087 2.34% 05 北陸
16 富山 33,600 0.75% 38,906 0.76% 42,736 0.78% 46,618 0.83% 161,860 0.78% 16 富山
17 石川 40,061 0.90% 46,564 0.91% 49,745 0.91% 53,509 0.95% 189,879 0.92% 17 石川
18 福井 27,746 0.62% 31,878 0.62% 35,171 0.65% 36,553 0.65% 131,348 0.64% 18 福井

06 東海 545,551 0.122578046 636,760 12.39% 684,104 12.56% 701,876 12.49% 2,568,291 12.43% 06 東海
21 岐阜 67,463 1.52% 82,465 1.60% 90,943 1.67% 95,975 1.71% 336,846 1.63% 21 岐阜
22 静岡 122,230 2.75% 148,386 2.89% 162,758 2.99% 167,277 2.98% 600,651 2.91% 22 静岡
23 愛知 295,169 6.63% 333,520 6.49% 350,765 6.44% 355,331 6.32% 1,334,785 6.46% 23 愛知
24 三重 60,689 1.36% 72,389 1.41% 79,638 1.46% 83,293 1.48% 296,009 1.43% 24 三重

07 近畿 728,780 16.37% 834,328 16.24% 892,612 16.39% 937,937 16.69% 3,393,657 16.43% 07 近畿
25 滋賀 56,304 1.27% 66,146 1.29% 70,016 1.29% 71,128 1.27% 263,594 1.28% 25 滋賀
26 京都 86,044 1.93% 99,998 1.95% 107,337 1.97% 115,259 2.05% 408,638 1.98% 26 京都
27 大阪 316,984 7.12% 350,101 6.81% 372,244 6.84% 393,080 6.99% 1,432,409 6.93% 27 大阪
28 兵庫 195,975 4.40% 229,402 4.46% 246,277 4.52% 254,387 4.53% 926,041 4.48% 28 兵庫
29 奈良 43,475 0.98% 52,795 1.03% 57,798 1.06% 62,990 1.12% 217,058 1.05% 29 奈良
30 和歌山 29,998 0.67% 35,886 0.70% 38,940 0.72% 41,093 0.73% 145,917 0.71% 30 和歌山

08 中国 259,737 5.84% 303,689 5.91% 324,096 5.95% 331,075 5.89% 1,218,597 5.90% 08 中国
31 鳥取 20,183 0.45% 23,386 0.46% 24,386 0.45% 25,615 0.46% 93,570 0.45% 31 鳥取
32 島根 23,797 0.53% 28,095 0.55% 29,394 0.54% 30,095 0.54% 111,381 0.54% 32 島根
33 岡山 69,839 1.57% 79,938 1.56% 84,844 1.56% 87,827 1.56% 322,448 1.56% 33 岡山
34 広島 102,331 2.30% 120,220 2.34% 128,071 2.35% 128,439 2.29% 479,061 2.32% 34 広島
35 山口 43,587 0.98% 52,050 1.01% 57,401 1.05% 59,099 1.05% 212,137 1.03% 35 山口

09 四国 122,593 2.75% 146,238 2.85% 158,286 2.91% 165,347 2.94% 592,464 2.87% 09 四国
36 徳島 23,508 0.53% 27,830 0.54% 29,667 0.54% 31,381 0.56% 112,386 0.54% 36 徳島
37 香川 33,630 0.76% 39,909 0.78% 42,757 0.79% 44,357 0.79% 160,653 0.78% 37 香川
38 愛媛 43,658 0.98% 53,029 1.03% 58,328 1.07% 59,644 1.06% 214,659 1.04% 38 愛媛
39 高知 21,797 0.49% 25,470 0.50% 27,534 0.51% 29,965 0.53% 104,766 0.51% 39 高知

10 九州 494,235 11.10% 571,184 11.11% 599,831 11.01% 585,735 10.42% 2,250,985 10.90% 10 九州
40 福岡 204,001 4.58% 231,624 4.51% 239,245 4.39% 233,317 4.15% 908,187 4.40% 40 福岡
41 佐賀 31,937 0.72% 36,871 0.72% 39,709 0.73% 39,268 0.70% 147,785 0.72% 41 佐賀
42 長崎 47,885 1.08% 56,327 1.10% 59,379 1.09% 59,725 1.06% 223,316 1.08% 42 長崎
43 熊本 68,278 1.53% 79,001 1.54% 82,670 1.52% 80,215 1.43% 310,164 1.50% 43 熊本
44 大分 39,420 0.89% 46,605 0.91% 50,177 0.92% 50,230 0.89% 186,432 0.90% 44 大分
45 宮崎 40,893 0.92% 47,965 0.93% 51,864 0.95% 49,604 0.88% 190,326 0.92% 45 宮崎
46 鹿児島 61,821 1.39% 72,791 1.42% 76,787 1.41% 73,376 1.31% 284,775 1.38% 46 鹿児島

11 沖縄 76,805 1.73% 85,015 1.65% 85,240 1.57% 80,416 1.43% 327,476 1.59% 11 沖縄
47 沖縄 76,805 1.73% 85,015 1.65% 85,240 1.57% 80,416 1.43% 327,476 1.59% 47 沖縄

総計 4,450,642 100.00% 5,138,882 100.00% 5,446,016 100.00% 5,619,452 100.00% 20,654,992 100.00% 総計

－学生確保（資料）－7－



資料7

2021年度入試～2023年度入試　都道府県別　志願者数及び入学者数

2021 2022 2023 2021-2023
都道府県 志願者 志願者％ 入学者 入学者％ 志願者 志願者％ 入学者 入学者％ 志願者 志願者% 入学者 入学者％ 志願者 志願者% 入学者 入学者％ 都道府県

01 北海道 7 0.87% 1 0.28% 6 0.71% 0.00% 7 0.73% 4 0.87% 20 0.77% 5 0.42% 01 北海道
01北海道 7 0.87% 1 0.28% 6 0.71% 0.00% 7 0.73% 4 0.87% 20 0.77% 5 0.42% 01北海道

02 東北 1 0.12% 1 0.28% 18 2.14% 4 1.05% 10 1.04% 4 0.87% 29 1.11% 9 0.75% 02 東北
02青森 0.00% 0.00% 2 0.24% 1 0.26% 0.00% 0.00% 2 0.08% 1 0.08% 02青森
03岩手 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 1 0.10% 1 0.22% 1 0.04% 1 0.08% 03岩手
04宮城 1 0.12% 1 0.28% 13 1.54% 3 0.79% 6 0.63% 2 0.43% 20 0.77% 6 0.50% 04宮城
06山形 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 1 0.10% 1 0.22% 1 0.04% 1 0.08% 06山形
07福島 0.00% 0.00% 3 0.36% 0.00% 2 0.21% 0.00% 5 0.19% 0.00% 07福島

03 関東 129 16.04% 31 8.71% 92 10.93% 23 6.04% 186 19.38% 45 9.80% 407 15.62% 99 8.25% 03 関東
08茨城 1 0.12% 0.00% 1 0.12% 0.00% 3 0.31% 2 0.43% 5 0.19% 2 0.17% 08茨城
09栃木 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 4 0.42% 0.00% 4 0.15% 0.00% 09栃木
10群馬 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 3 0.31% 0.00% 3 0.12% 0.00% 10群馬
11埼玉 5 0.62% 1 0.28% 4 0.48% 2 0.52% 1 0.10% 0.00% 10 0.38% 3 0.25% 11埼玉
12千葉 2 0.25% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 2 0.08% 0.00% 12千葉
13東京 119 14.80% 30 8.43% 79 9.38% 20 5.25% 172 17.92% 42 9.20% 370 14.20% 92 7.69% 13東京
14神奈川 2 0.25% 0.00% 8 0.95% 1 0.26% 3 0.31% 1 0.22% 13 0.50% 2 0.17% 14神奈川

04 甲信越 11 1.37% 0.00% 5 0.59% 2 0.52% 12 1.25% 3 0.65% 28 1.07% 5 0.42% 04 甲信越
15新潟 3 0.37% 0.00% 1 0.12% 1 0.26% 8 0.83% 1 0.22% 12 0.46% 2 0.17% 15新潟
20長野 8 1.00% 0.00% 4 0.48% 1 0.26% 4 0.42% 2 0.43% 16 0.61% 3 0.25% 20長野

05 北陸 6 0.75% 1 0.28% 14 1.66% 3 0.79% 3 0.31% 1 0.22% 23 0.88% 5 0.42% 05 北陸
16富山 3 0.37% 0.00% 1 0.12% 1 0.26% 0.00% 0.00% 4 0.15% 1 0.08% 16富山
17石川 0.00% 0.00% 2 0.24% 1 0.26% 0.00% 0.00% 2 0.08% 1 0.08% 17石川
18福井 3 0.37% 1 0.28% 11 1.31% 1 0.26% 3 0.31% 1 0.22% 17 0.65% 3 0.25% 18福井

06 東海 22 2.74% 7 1.97% 26 3.09% 3 0.79% 8 0.83% 2 0.43% 56 2.15% 12 1.00% 06 東海
21岐阜 1 0.12% 0.00% 7 0.83% 0.00% 1 0.10% 0.00% 9 0.35% 0.00% 21岐阜
22静岡 7 0.87% 2 0.56% 3 0.36% 2 0.52% 2 0.21% 0.00% 12 0.46% 4 0.33% 22静岡
23愛知 10 1.24% 3 0.84% 12 1.43% 1 0.26% 4 0.42% 1 0.22% 26 1.00% 5 0.42% 23愛知
24三重 4 0.50% 2 0.56% 4 0.48% 0.00% 1 0.10% 1 0.22% 9 0.35% 3 0.25% 24三重

07 近畿 507 63.06% 274 76.97% 506 60.10% 275 72.18% 572 59.58% 334 72.77% 1585 60.82% 883 73.75% 07 近畿
25滋賀 0.00% 0.00% 4 0.48% 1 0.26% 1 0.10% 1 0.22% 5 0.19% 2 0.17% 25滋賀
26京都 13 1.62% 5 1.40% 16 1.90% 9 2.36% 17 1.77% 6 1.31% 46 1.77% 20 1.67% 26京都
27大阪 78 9.70% 51 14.33% 63 7.48% 34 8.92% 106 11.04% 54 11.76% 247 9.48% 139 11.62% 27大阪
28兵庫 403 50.12% 213 59.83% 398 47.27% 225 59.06% 439 45.73% 268 58.39% 1240 47.58% 706 59.03% 28兵庫
29奈良 7 0.87% 1 0.28% 11 1.31% 4 1.05% 6 0.63% 2 0.43% 24 0.92% 7 0.58% 29奈良
30和歌山 6 0.75% 4 1.12% 14 1.66% 2 0.52% 3 0.31% 3 0.65% 23 0.88% 9 0.75% 30和歌山

08 中国 52 6.47% 13 3.65% 88 10.45% 34 8.92% 62 6.46% 25 5.45% 202 7.75% 72 6.02% 08 中国
31鳥取 7 0.87% 4 1.12% 11 1.31% 4 1.05% 5 0.52% 2 0.43% 23 0.88% 10 0.84% 31鳥取
32島根 6 0.75% 0.00% 10 1.19% 6 1.57% 7 0.73% 2 0.43% 23 0.88% 8 0.67% 32島根
33岡山 22 2.74% 3 0.84% 18 2.14% 9 2.36% 17 1.77% 9 1.96% 57 2.19% 21 1.76% 33岡山
34広島 13 1.62% 5 1.40% 39 4.63% 11 2.89% 28 2.92% 9 1.96% 80 3.07% 25 2.09% 34広島
35山口 4 0.50% 1 0.28% 10 1.19% 4 1.05% 5 0.52% 3 0.65% 19 0.73% 8 0.67% 35山口

09 四国 24 2.99% 19 5.34% 49 5.82% 24 6.30% 49 5.10% 19 4.14% 122 4.68% 62 5.17% 09 四国
36徳島 4 0.50% 2 0.56% 10 1.19% 5 1.31% 12 1.25% 2 0.43% 26 1.00% 9 0.75% 36徳島
37香川 13 1.62% 11 3.09% 15 1.78% 8 2.10% 16 1.67% 7 1.53% 44 1.69% 26 2.17% 37香川
38愛媛 1 0.12% 0.00% 6 0.71% 4 1.05% 7 0.73% 2 0.43% 14 0.54% 6 0.50% 38愛媛
39高知 6 0.75% 6 1.69% 18 2.14% 7 1.84% 14 1.46% 8 1.74% 38 1.46% 21 1.76% 39高知

10 九州 40 4.98% 8 2.25% 27 3.21% 6 1.57% 23 2.40% 9 1.96% 90 3.45% 23 1.92% 10 九州
40福岡 13 1.62% 6 1.69% 14 1.66% 4 1.05% 14 1.46% 2 0.43% 41 1.57% 12 1.00% 40福岡
41佐賀 3 0.37% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 3 0.12% 0.00% 41佐賀
42長崎 2 0.25% 1 0.28% 2 0.24% 1 0.26% 0.00% 0.00% 4 0.15% 2 0.17% 42長崎
43熊本 2 0.25% 0.00% 2 0.24% 0.00% 0.00% 0.00% 4 0.15% 0.00% 43熊本
44大分 12 1.49% 0.00% 0.00% 0.00% 3 0.31% 3 0.65% 15 0.58% 3 0.25% 44大分
45宮崎 2 0.25% 1 0.28% 7 0.83% 1 0.26% 3 0.31% 2 0.43% 12 0.46% 4 0.33% 45宮崎
46鹿児島 6 0.75% 0.00% 2 0.24% 0.00% 3 0.31% 2 0.43% 11 0.42% 2 0.17% 46鹿児島

11 沖縄 2 0.25% 1 0.28% 2 0.24% 2 0.52% 6 0.63% 4 0.87% 10 0.38% 7 0.58% 11 沖縄
47沖縄 2 0.25% 1 0.28% 2 0.24% 2 0.52% 6 0.63% 4 0.87% 10 0.38% 7 0.58% 47沖縄

12 その他 3 0.37% 0.00% 9 1.07% 5 1.31% 22 2.29% 9 1.96% 34 1.30% 14 1.17% 12 その他
99その他 3 0.37% 0.00% 9 1.07% 5 1.31% 22 2.29% 9 1.96% 34 1.30% 14 1.17% 99その他
総計 804 100.00% 356 100.00% 842 100.00% 381 100.00% 960 100.00% 459 100.00% 2,606 100.00% 1,196 100.00% 総計
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資料8
2021～2023年度　特別連携校　受験者／合格者／入学者推移

高校 受験者 合格者 入学者 受験者 合格者 入学者 受験者 合格者 入学者
A 0 0 0 0 0 0 0 0 0
B 0 0 0 0 0 0 0 0 0
C 0 0 0 0 0 0 0 0 0
D 0 0 0 0 0 0 0 0 0
E 1 1 1 1 1 1 0 0 0
F 8 7 7 13 6 5 8 8 8
G 3 3 3 2 2 2 8 5 4
H 0 0 0 3 2 2 1 1 1
I 0 0 0 0 0 0 0 0 0
J 0 0 0 0 0 0 2 1 1
K 0 0 0 0 0 0 0 0 0
L 1 1 1 0 0 0 0 0 0
M 0 0 0 2 2 2 5 4 4
N 0 0 0 1 1 1 0 0 0
O 4 4 4 1 1 1 11 7 7
P 6 6 6 6 5 5 9 8 7
Q 7 4 2 14 9 5 19 9 5
R 2 2 2 4 3 3 3 2 2
S 1 1 1 2 2 2 4 3 3
T 2 2 2 1 1 1 3 3 2
U 4 4 4 10 10 10 4 3 3
V 8 8 8 2 2 2 15 10 9
W 5 2 2 6 5 4 8 6 6
X 3 3 3 7 5 5 7 7 7
Y 7 6 6 8 6 3 3 1 1
Z 6 6 5 6 6 6 12 11 10

AA 11 9 9 4 2 2 4 3 3
AB 12 8 8 5 5 4 11 6 6
AC 6 3 0 5 3 3 2 1 0
AD 0 0 0 1 1 1 0 0 0
AE 4 1 0 0 0 0 0 0 0
AF 0 0 0 0 0 0 0 0 0
AG 0 0 0 0 0 0 0 0 0
AH 1 1 1 0 0 0 0 0 0
AI 5 5 5 2 2 2 1 1 1
AJ 1 1 1 0 0 0 3 2 2
AK 0 0 0 0 0 0 1 1 1
AL 0 0 0 0 0 0 0 0 0
AM 0 0 0 1 1 1 0 0 0
AN 0 0 0 0 0 0 0 0 0

108 88 81 107 83 73 144 103 93

2021年度 2022年度 2023年度
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のではなく、あくまでも人間を中心として、一人 一人が他者との関わりの中で
「幸せ」や「豊かさ」を追求できる社会であるべきであろう。

人間の強みとは何か。それは、現実世界を理解し、その状況に応じた意味付け
ができることであろう。AI が人間の能力をはるかに超えていくのではないかと
いう意見もあるが、AIの本質は アルゴリズムであり、少なくとも現在の AIは 情
報の「意味」（背景にある現実世界）を理解しているわけではない。AIに目的や
倫理観を与えるのは人間である。アルゴリズムで表現し難い仕事や、高度な判断
や発想を要する仕事などは、AIによる代替可能性が低いと考えられている。

また、様々な人やモノ、情報が複雑に関係し合っていく中において、板挟みと
向き合って調整することや、想定外の事態に対処すること、自らの行動を考え責
任を持って対応することは、人間の仕事の中でますます その重要性を増すだろ
う。接客や介護のような他者との対話の中で行われる仕事は、AI やロボットに
よってある程度代替されながらも、人間が担うことで、それとは 異なる付加価値
が生まれると考えられる。

AI と人間との関係を対立的にとらえたり、必要以上に不安に思ったりするの
ではなく、むしろ AIを、人間の能力を補助、拡張し、可能性を広げてくれる有
用な道具ととらえるべきであろう。人間は、AI の価値を十分に認識して生活に
生かしていくと同時に、AIがもたらす潜在的な危険性や限界を未然に 見いだし、
適切に対処していくことが可能であるし、 そうしていくことが不可欠である。

AI や デー タの力を活用することで、 自らの強みを更に伸ばし、あるいは弱点
を補いながら新たな地平を切り拓いていくことがあらゆる分野で可能になる。

|2. Society 5.0において求められる人材像、学びの在り方I

(1)新たな社会を牽引する人材

Society 5. 0を牽引するための鍵は、技術革新や価値創造の源となる飛躍知
を発見・創造する人材と、それらの成果と社会 課題をつなげ、プラットフォ ーム
をはじめとした新たなビジネスを創造する人材であると考えられる。

異分野をつなげることでエコシステムを創造するプラットフォ ー ム ・ ビジネ
スの形態は、巨大な規模を持たなくとも、発想次第で新たな価値を創造すること
ができる。このようなプラットフォ ームを創造できる人材には、異分野をつなげ
る力と新たな物事にチャレンジする アントレプレナ ーシップが欠かせない。ま
た、課題解決を指向するエンジニアリング、デザイン的発想に加えて、真理や美
の追究を指向するサイエンス、アート的発想の両方を併せ持つ必要がある。これ
らの資質・能力に加えて、多くの人を巻き込み引っ張っていくための社会的スキ
ルとリー ダーシップが不可欠となろう。新たな価値を創造するリー ダーであれ
ばこ そ、他者を思いやり、多様性を尊重し、持続可能な社会を志向する倫理観、
価値観が一層重要となる。

資料9
Society 5 .0 に向けた人材育成～社会が変わるが変わる～ 

（抜粋）
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(5) 今後の方向性の総括

(1) ～ (4) を踏まえ、 今後取り組むべき教育政策の方向性を、 大きく以下

の3点に整理した。

①「公正に個別最適化された学び」を実現する多様な学習機会と場の提供

すべての子供たちがすべての学校段階において、 基盤的な学力の確実な定着

と、 他者と協働しつつ自ら考え抜く自立した学びを実現できるよう、 「 公正に個

別最適化された学び」を実現する多様な学習機会と場の提供を図ることが必要

である。

②基礎的読解力、 数学的思考力などの基盤的な学力や情報活用能力をすべての

児童生徒が習得

学校や教師だけでなく、 あらゆる教育資源やICT環境を駆使し、 基礎的読解

カ、 数学的思考力などの基盤的な学力や情報活用能力をすべての児童生徒が確

実に習得できるようにする必要がある。

③文理分断からの脱却

高等学校や大学において文系 ・ 理系に分かれ、特定の教科や分野について十分

に学習しない傾向にある実態を改め、文理両方を学ぶ人材を育成するよう、高等

学校改革と大学改革、 高等学校と大学をつなぐ高大接続改革を進める必要があ

る。

高等学校においては、文理両方を学び個々の資質 ・ 能力を伸ばすとともに、地

域の良さを学びコミュニティを支える人材の育成を進めていくことが必要であ

る。

大学においては、高等学校における文理分断の改善、社会ニー ズ等を背景に、

文理両方を学ぶ教育プログラムの充実を図る必要がある。また、AI ・ データ科学

分野等の高度専門人材育成のための施策を加速させる必要がある。

(6) スポーツ ・ 文化

Society5.0時代のスポーツ ・ 文化の在り方についても、 以下のとおり整理し

た。

①スポーツ

Society 5. 0においては、 ビッグデータや Al等を駆使することにより、 デー

タ等のエビデンスに基づき、 トップアスリ ー トのようにスポーツ分野において

世界的な活躍を目指す人から、介護予防のためにスポーツを行う高齢者まで、一
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人一人に適した形態でのスポー ツの実践や指導を推奨することが可能になる。

トップアスリートの発掘・育成 ・ 強化を通じて得られた様々なデー タをAIに

適切に学習させることにより、スポー ツに関する様々なノウハウを可視化し、社

会全体で共有できるようになる。具体的には、デー タをエビデンスとして活用し、

AI を通じて個人に応じた優れた指導方法や用具等とのマッチングをすることで、

すべての人がスポー ツを楽しみ、豊かな人生を送る礎となる。また、スポー ツ科

学及びスポー ツ医学の研究を進め、怪我や事故が少ない動きを明らかにし、その

ための指導方法を確立することで、あらゆるスポー ツ実施の場面において、怪我

予防や安全指導が可能となる。

また、!CTやデー タ活用等により施設の維持管理•更新を効率化していくとと

もに、 VR
22を積極的に活用するなど、 これまでのスポー ツ施設の在り方にとらわ

れないスポー ツ実施のための環境整備にも取り組む必要がある。

さらに、トップアスリートの育成・強化を通じて得られたデー タ等を活用する

ことで、個人の目的や体カレベル等に適合したより効果的・効率的な運動プログ

ラムを構成することが可能となる。

こうしたことにより、体罰やハラスメントにも通じる非合理的な指導から、科

学的エビデンスに基づく指導への転換が進み、 スポー ツのインテグリティの向

上に資することが期待される。

②文化

文化芸術は、人々の創造性を育み、その表現力を高めるとともに、人々の心の

つながりや相互理解、 多様性を受け入れることができる心豊かな社会を形成す

るもの、 また、 世界の平和に寄与するなどの本質的及び社会的・経済的価値23を

有している。Society 5. 0時代に向け、 先端技術を効果的に活用しながら、 多く

の人々が文化的で豊かな人生を享受する社会を実現することが期待される。

AI では代替できない職業として、 将来の雇用成長が期待されるアートの世界

においては、 文化芸術分野での活躍を希望する若者が将来のキャリアを描ける

ような人材育成を行う必要がある。その際は、文化芸術を専門で学ぶ生徒・学生

も含め、卒後の適切な職業選択が実現されるよう、教育機関と他の分野との間で、

求められる人材像を具体的に描く必要がある。

将来、 観光分野のインバウンド促進の観点から、AIなどを活用した翻訳機に

よる文化芸術の解説なども行われることが期待される。 一方、 日本文化の奥深

22 Virtual Reality :仮想現実

23 「第1期文化芸術基本計画」（平成29年 6 月 閣議決定）に示された文化芸術の価値

（本質的価値）・豊かな人間性を涵養、 創造カ・感性を育成 ・文化的な伝統を尊重する心を

育成

（社会的・経済的価値）•他者と共感し合う心、 人間相互の理解を促進 ·質の高い経済活動

を実現 ・人間尊重の価値観、 人類の真の発展に貢献 ・文化の多様性を維持、 世界平和の

礎
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さを伝えるための専門的知識を持って、 対面で相手の文化的背景・状況などを

踏まえた上で行う対話や交流から生まれる共感や感動は、 Alやロボティクスで

は代えられるものではない。

文化芸術に先端的技術を導入することは、 人々の文化芸術を享受する大きな

利便性をもたらすとともに、 文化芸術活動の創造活動の新たな展開が期待され

る。 最新技術を活用した高精細デジタルア ー カイブ化 ・ 利活用の推進、VR等を

活用した新たな文化芸術の魅力発信の可能性を追求すべきである。
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を図る観点から、 免許制度の在り方を見直す。（例：複数の校種、 教科の免許状

取得を弾力化すること、 経験年数や専門分野などに応じ特定教科の免許状を弾

力的に取得できるようにすること。）

(3)文理分断からの脱却

①文理両方を学ぶ高大接続改革

（高等学校改革）

今後中期的にこの10年程度を見通し、 第2章で述べたように、 高等学校普通

科において文系・理系に分断されている実態を改め、基本的に文理両方を学習し

た大学進学者の育成を目指す。具体的には、様々な学問分野において必要となる、

デー タ ・ サイエンスの基礎となる確率・統計やプログラミング、理科と社会科の

基礎的分野を必履修とする新しい高等学校学習指導要領を確実に習得させると

ともに、微分方程式や線形代数・ベイズ統計、デー タマイニングなど、より高度

の内容を学びたい高校生のための条件整備等を行い、 文理両方を学ぶ人材を育

成する。

そのため、AP（アドバンスト ・ プレイスメント）も含めた高度かつ多様な科目

内容を、生徒個人の興味•関心•特性に応じて、履修可能とする高校生の学習プ

ログラム／コースを「WWL（ワールド ・ ワイド ・ ラー ニング）コンソ ー シアム」と

して創設する。高校生6万人あたり1か所を目安に、各都道府県で国公私立高校

等を拠点校として整備し、すべての高校生が選抜を経てオンライン ・ オフライン

で参加可能とする。 これにより、欧米・中国・インド含む国内外のトップ大学等

にも入学できるようなグローバル ・ イノベーティブ人材を育成する。また、海外

提携校等への短期 ・ 長期留学を必修化するとともに、海外からのハイレベル人材

を受け入れ、日本人高校生と留学生が一 緒に英語での授業・探究活動等を履修す

ることとする。

また、世界で活躍できるグローバル ・ リー ダーを育てることを目的として、幅

広い教養や問題発見 ・ 解決能力等の国際的素養を育成するなどの先進的な取組

を行うとともに、 地域におけるグローバル人材育成の拠点となるような高等学

校を支援する。

（大学改革 ）

大学の学部名に関わらず、社会のニ ーズ及び国際トレンド等を背景に、今後多

くの学生が必要とする STEAM やデザイン思考などの教育が十分に提供できるよ 

う、大学による教育プログラムの見直しを促進する。具体的には、学生が共通的

に学ぶリベラルアー ツと学生が選択する人社系、STEAM系、保健系等の専門分野

について、学部を超えて提供される構造へと変える。 この取組により、STEAM系

を専攻するAlのトップ人材や専門人材を育成するとともに、文理両方を学ぶこ

とにより必要なAlに関する素養を身に付けた人社系等を専攻する人材を育成す

る。 また、 大学のみならず高専や専門学校において Al の専門人材を育成する。

－学生確保（資料）－14－
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これらの取組を通じ、Society 5.0を支えるAI人材を確保する。

上記を具体化し、AI等の高度専門人材を育成するため、 全学的な数理 ・ デー

タサイエンス教育の拡大・強化（拠点整備、標準カリキュラム等） を行う。 大学
生・高専生0万人あたりにつき1を目安に拠点を整備（箇所数は今後検討） し、

複数大学（放送大学・高専·民間企業を含む） による共同設置を可能とする。 サ
ーティフィケ ート(CBT • IR戸で実施） 取得者数に応じ官民で支援し、 就職活動

でも活用される多様で多段階のサーティフイケ ー トとする （データ ・ サイエン

ス協会、学会、産業界が協働。）。また、これらのような数理・データサイエンス
に関する教育プログラムの充実に取り組む大学に対する重点的な財政支援を行

つ。

また、「学位プログラム」導入による学部横断的な教育を行う（専門分野＋AI
データなど学部を超えた学位プログラム編成）。

さらに、産学連携による実践的教育プログラムを開発·実施する（データサイ

エンティストなどの専門人材の育成）。MOOCsの活用などプロフェッショナル ・

オンライン講座の開発を促進する。 産業界からの投資を呼び込むインセンティ

ブについても検討する。

②地域の良さを学びコミュニティを支える人材の育成

高等学校が地元の自治体、高等教育機関、産業界と連携したコースで、例えば

福祉や農林水産、観光などの分野が学習できるよう環境整備等を行い、地域人材

の育成を推進する汽

これを具体化し、地域の、地域による、地域のための高等学校改革を推進する

ため、「地域 3 高校 （地域キュー ビック高校）」を創設する。

地域
3

高校においては、地元市町村 ・ 高等教育機関・企業 ・ 医療介護施設 ・ 農

林水産業等のコンソ ーシアムを構築し、 地域課題の解決等の探究的な学びの実

現等を通じて、地域に関する産業や文化等に関する特色ある科目（例：観光学）

を必ず履修させるなど、高等学校を地方創生の核として、生徒が「やりたいこと」

を見つけられる教育機関へと転換し、 地域の良さを学びコミュニティを支える

人材を育成する。

この際、コミュニティ ・ スクー ルである都道府県立高等学校において、市町村

長又は市町村教育長等を学校運営協議会の委員とすることを努力義務化し、 都

道府県と市町村の連携を促進する。
また、高等学校と地元市町村 ・ 企業等の連携により、地域課題の解決等の探求

的な学びを実現する仕組みの構築や、 進路決定後に地元を離れる生徒も対象と

したインターンシップを促進する。

25 IRT : Item Response Theory （項目反応理論）

26長野県飯田市において、 長野県飯田 OIDE長姫高等学校、 松本大学、 飯田市の 3 者によ

るパートナー シップ協定を締結し、 地域人教育を通して地域人材を育成する取組が行われ
ている。

－学生確保（資料）－15－



第２部　めざす姿

わきたつ文化
Ⅱ 新しいことに挑戦できる社会めざす姿

➅

□阪神・淡路大震災からの復興の大きな原動力になっ
た経験から芸術文化を大事にする県であり続けてい
ます。スポーツや食も含む幅広い意味での文化を暮
らしの中心に据える県民が増えています。文化が地
域の活力と豊かさを測る尺度になり、地域がこぞっ
て文化的な活動を拡げる社会になっています。

□多くの人が生活の中で創作、発表、鑑賞を楽しんで
います。多彩な表現活動が暮らしに彩りと刺激を与
え、人々の感性や創造性を高めています。伝統的な
芸術文化も次の世代に受け継がれています。

□地域に様々な芸術文化の拠点があり、個性的な創造
集団が活躍しています。誰もが芸術文化を享受でき
る環境が整い、兵庫が多様な芸術文化を楽しめる地
域として世界が憧れる場所になっています。

□芸術文化の力で地域を元気にする人材を育て、送り
出す県になっています。演劇的手法を使ってコミュ
ニケーション能力を高める講座など、演劇、音楽、
美術などの技術を活かして子どもの主体性、表現力
を養うプログラムが各地で展開されています。兵庫
で芸術文化を学んだ人材が全国で活躍しています。

□芸術、映画、ゲーム、ファッションなどの体験価値
を提供するクリエイティブ産業が育っています。先
端的なアートやデザインに挑む人々が集まり、新た
な価値を創出しています。

□アートやデザインの思考を持った作り手が育ち、兵
庫のものづくり産業、地場産業が進化しています。
培ってきた伝統と、新しい発想からの革新の融合に
より、世界を魅了する産物を生み出しています。

HYOGO VISION 2050

文化が暮らしの中心にあり
伝統と革新が織りなす

多彩な表現活動が
展開される社会

地域がこぞって文化的な活動を拡げている

多彩な表現活動が暮らしに彩りと刺激を与える

誰もが芸術文化を享受できる環境が整っている

芸術文化を学んだ人材が地域を元気にしている

先端的なアートやデザインに挑む人々が新たな価値を生む

例えば

〈アクション例〉
□夢中になれる文化的な活動を見つけて取り組もう。
□図書館を身近な文化活動の拠点として育てよう。
□創作、発表、鑑賞ができる場所を増やそう。
□伝統文化を継承する担い手を育てよう。
□芸術を活かして表現力を養うプログラムを展開しよう。
□県内でクリエイティブ産業を育てよう。

芸術文化の４つの意義
➀人に楽しさや感動、安らぎ、生きる喜びをもたらす。

豊かな人間性、創造力、感性を育む。
➁地域の個性の核となり、地域の一体感を醸成。
➂人類共通の感動体験が異質なものに対する寛容な心

を醸成し、世界の人々との相互理解と共生を促進。
➃新しい産業の振興や既存産業の高付加価値化。

ひょうごビジョン2050（兵庫県）（抜粋）  資料10

－学生確保（資料）－16－
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

ｻﾄｳ　ﾏｻﾙ 神戸芸術工科大学

佐藤　優 芸術工学部教授

(平28.4)

＜令和6年4月＞

学長1

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

博士（芸術
工学）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

ｶﾈｺ　ﾃﾙﾕｷ 数理とかたち 1･2･3･4 前 2.0 1 神戸芸術工科大学

1 専 教授 金子　照之 情報とネットワーク　※ 2･3･4 前 1.1 1 芸術工学部教授 4

博物館情報・メディア論　※ 3･4 前 0.3 1 (平19.4)

＜令和6年4月＞ ジェネレーティブアート演習-P 2･3･4 前･後 4.0 2

Webプログラミング演習-P 3･4 前･後 4.0 2

Pythonプログラミング演習-P 3･4 後 4.0 1

ｻｻｻﾞｷ　ｱﾔﾉ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.4 1 神戸芸術工科大学

2 専 教授 笹﨑　綾野 生産・工芸デザイン基礎実習B　※ 1 後 1.2 1 芸術工学部教授 4

（学科主任） （小峰　綾野） 生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1 (平29.4)

＜令和6年4月＞ ファッション・テキスタイル実習Ⅰ　※ 2 前 1.6 1

ファッション・テキスタイル実習Ⅱ　※ 2 後 3.0 1

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

身体とデザイン　※ 1 前 0.9 1

ドレーピング 2 後 2.0 1

テキスタイル基礎 2 後 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

ﾄﾓｻﾀﾞ　ﾏｻｵ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

3 専 教授 友定　聖雄 生産・工芸デザイン基礎実習A　※ 1 前 3.0 1 芸術工学部教授 4

生産・工芸デザイン基礎実習B　※ 1 後 3.0 1 (平19.4)

＜令和6年4月＞ 生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1

クラフト実習Ⅰ 2 前 3.0 1

クラフト実習Ⅱ 2 後 3.0 1

クラフト応用実習Ⅰ 3 前 3.0 1

クラフト応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

ガラス表現 2 後 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

ﾐｱｹ　ﾉﾌﾞ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

4 専 教授 見明　暢 生産・工芸デザイン基礎実習B　※ 1 後 1.0 1 芸術工学部教授 4

生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1 (平20.4)

＜令和6年4月＞ プロダクトデザイン実習Ⅰ　※ 2 前 3.0 1

プロダクトデザイン実習Ⅱ 2 後 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ　※ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

素材・材料論　※ 1 前 0.5 1

3Dモデリング基礎 2 前 4.0 1

インダストリアルデザイン 2 後 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

芸術学士

博士
（工学）

修士
（芸術工

学）

博士
（芸術工

学）

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る
大学等の職
務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位
数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る
大学等の職
務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位
数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ﾑｶｲ　ﾏｻﾕｷ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

5 専 教授 向井　昌幸 生産・工芸デザイン基礎実習A　※ 1 前 1.0 1 芸術工学部教授 4

生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1 (平16.4)

＜令和6年4月＞ プロダクトデザイン実習Ⅰ　※ 2 前 3.0 1

プロダクトデザイン実習Ⅱ 2 後 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ　※ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

生活機器デザイン 2 前 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

ﾓﾘｵｶ　ｷﾖｺ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

6 専 教授 森岡　希世子 生産・工芸デザイン基礎実習A　※ 1 前 3.0 1 芸術工学部教授 4

（宮本　希世子） 生産・工芸デザイン基礎実習B　※ 1 後 3.0 1 (平30.4)

＜令和6年4月＞ 生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1

クラフト実習Ⅰ 2 前 3.0 1

クラフト実習Ⅱ 2 後 3.0 1

クラフト応用実習Ⅰ 3 前 3.0 1

クラフト応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

器表現 2 後 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1

ｶﾅｻﾞﾜ　ｶｴ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

7 専 准教授 金沢　香恵 生産・工芸デザイン基礎実習A　※ 1 前 3.0 1 芸術工学部准教授 4

生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1 (平26.4)

＜令和6年4月＞ ファッション・テキスタイル実習Ⅰ　※ 2 前 3.0 1

ファッション・テキスタイル実習Ⅱ　※ 2 後 1.8 1

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

イメージ構想法 2 後 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

修士
（芸術工

学）

博士
（芸術）

修士
（工芸）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る
大学等の職
務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位
数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ｶﾈﾊﾞｺ　ｼﾞｭﾝｲﾁ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

8 専 准教授 金箱　淳一 生産・工芸デザイン基礎実習B　※ 1 後 1.0 1 芸術工学部准教授 4

生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1 (平31.4)

＜令和6年4月＞ プロダクトデザイン実習Ⅰ　※ 2 前 3.0 1

プロダクトデザイン実習Ⅱ 2 後 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ　※ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

アダプティブインタフェース演習 2 後 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

ｸｫﾝ　ﾕﾐ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

9 専 准教授 権　裕美 生産・工芸デザイン基礎実習B　※ 1 後 1.8 1 芸術工学部准教授 4

生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1 (令5.4)

＜令和6年4月＞ ファッション・テキスタイル実習Ⅰ　※ 2 前 2.6 1

ファッション・テキスタイル実習Ⅱ　※ 2 後 2.0 1

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

ファッション・テキスタイル応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

パターンメーキング 2 前 2.0 1

ファッション・デジタルクリエーション 3 後 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

ファッション空間演出 4 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

ﾀｶﾞｼﾗ　ｱｷﾉﾘ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

10 専 准教授 田頭　章徳 生産・工芸デザイン基礎実習A　※ 1 前 1.0 1 芸術工学部准教授 4

生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1 (平20.4)

＜令和6年4月＞ プロダクトデザイン実習Ⅰ　※ 2 前 3.0 1

プロダクトデザイン実習Ⅱ 2 後 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ　※ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

自然とデザイン 2 後 2.0 1

展示デザイン 3 前 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

修士
（芸術工

学）

博士
（感性科

学）

博士
（人文
学）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る
大学等の職
務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位
数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ﾀｸﾞﾁ　ﾌﾐｷ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

11 専 准教授 田口　史樹 生産・工芸デザイン基礎実習A　※ 1 前 3.0 1 芸術工学部准教授 4

生産・工芸デザイン基礎実習B　※ 1 後 3.0 1 (平29.4)

＜令和6年4月＞ 生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1

クラフト実習Ⅰ 2 前 3.0 1

クラフト実習Ⅱ 2 後 3.0 1

クラフト応用実習Ⅰ 3 前 3.0 1

クラフト応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

ジュエリー表現 2 後 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

ﾋﾙﾀ　ｽﾅｵ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

12 専 准教授 蛭田　直 生産・工芸デザイン基礎実習B　※ 1 後 1.0 1 芸術工学部准教授 4

生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1 (令3.4)

＜令和6年4月＞ プロダクトデザイン実習Ⅰ　※ 2 前 3.0 1

プロダクトデザイン実習Ⅱ 2 後 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ　※ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

プレゼンテーション基礎　※ 1 前 0.8 1

デジタルファブリケーション 2 前 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1

ﾔｽﾓﾘ　ﾋﾛﾏｻ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

13 専 准教授 安森　弘昌 生産・工芸デザイン基礎実習A　※ 1 前 1.0 1 芸術工学部准教授 4

生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1 (平13.4)

＜令和6年4月＞ プロダクトデザイン実習Ⅰ　※ 2 前 3.0 1

プロダクトデザイン実習Ⅱ 2 後 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

プロダクトデザイン応用実習Ⅱ　※ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

製図法演習 2 前 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

修士
（メディ
ア表現）

修士
（芸術工

学）

修士
（美術）



フリガナ

氏名
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教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）
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番号
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区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る
大学等の職
務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位
数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ﾐｼﾏ　ｲｯﾄｳ 生産・工芸デザイン概論　※ 1 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

14 専 助教 三島　一能 生産・工芸デザイン基礎実習A　※ 1 前 3.0 1 芸術工学部助教 4

生産・工芸デザイン基礎実習B　※ 1 後 3.0 1 (平26.4)

＜令和6年4月＞ 生産・工芸デザインの現場 3 前 2.0 1

クラフト実習Ⅰ 2 前 3.0 1

クラフト実習Ⅱ 2 後 3.0 1

クラフト応用実習Ⅰ 3 前 3.0 1

クラフト応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

学科入門セミナー 1 前 1.0 1

フィギュア表現 2 後 2.0 1

生産・工芸デザインプロジェクト 3 後 2.0 1

卒業研究 4 通 10.0 1

ｱｷﾑﾈ　ﾋﾃﾞｵ 基礎英語Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2.0 3 神戸芸術工科大学

15 兼担 教授 秋宗　英生 基礎英語Ⅱ 1･2･3･4 後 2.0 3 芸術工学部教授 4

(平31.4)

＜令和6年4月＞

ｱｻﾊﾞ　ﾏｻﾋﾛ デッサン基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 3 神戸芸術工科大学

16 兼担 教授 浅場　正宏 絵画基礎実習A-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2 芸術工学部教授 4

(平30.4)

＜令和6年4月＞

ｱﾗｷ　ﾕｳｺ 芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

17 兼担 教授 荒木　優子 芸術工学部教授 4

(平16.4)

＜令和6年4月＞

ｳｴｶﾜ　ﾊｼﾞﾑ 基礎英語Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2.0 3 神戸芸術工科大学

18 兼担 教授 上河　創 基礎英語Ⅱ 1･2･3･4 後 2.0 3 芸術工学部教授 4

(平31.4)

＜令和6年4月＞

ｴｲｹﾞﾝ　ﾏｻﾋﾛ 芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

19 兼担 教授 榮元　正博 芸術工学部教授 4

(平26.4)

＜令和6年4月＞

ｵｵｳﾁ　ｶﾂﾔ 物理学入門 1･2･3･4 前 2.0 1 神戸芸術工科大学

20 兼担 教授 大内　克哉 科学と技術 1･2･3･4 後 2.0 1 芸術工学部教授 4

かたちの科学 1･2･3･4 前･後 2.0 2 (平8.4)

＜令和6年4月＞ 情報とネットワーク　※ 2･3･4 前 1.1 1

ビジネス数学（SPI対策） 2･3･4 後 2.0 1

コンピュータ基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 4

プログラミング基礎実習-P 2･3･4 前･後 2.0 2

ビジュアルプログラミング演習-P 3･4 前 4.0 1

博士
（理学）

修士
（芸術）

修士
（芸術工

学）

修士
（工学）

文学士

教育
学修士

文学士



フリガナ

氏名
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教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

調書
番号
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職位 年齢
保有

学位等
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（千円）

申請に係る
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る
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単 位
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年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ｵｵﾂｷ　ｶｽﾞﾋﾛ 工芸基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 4 神戸芸術工科大学

21 兼担 教授 大槻　和浩 芸術工学部教授 4

(令5.4)

＜令和6年4月＞

ｵｶﾓﾄ　ｺｳｷ 西洋美術史 1･2･3･4 前･後 2.0 2 神戸芸術工科大学

22 兼担 教授 岡本　弘毅 博物館展示論 3･4 後 2.0 1 芸術工学部教授 4

博物館情報・メディア論　※ 3･4 前 1.2 1 (令5.4)

＜令和6年4月＞

ｸﾄﾞｳ　ﾘｮｳ デッサン基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2 神戸芸術工科大学

23 兼担 教授 工藤　稜 芸術工学部教授 4

(平31.4)

＜令和6年4月＞

ｾﾉｳ　ﾄｵﾙ 芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

24 兼担 教授 瀬能　徹 芸術工学部教授 4

(平18.4)

＜令和6年4月＞

ﾂﾀﾞ　ﾄｵﾙ スタディスキルズ　※ 1 前 1.0 1 神戸芸術工科大学

25 兼担 教授 津田　徹 教育学 1･2･3･4 後 2.0 1 芸術工学部教授 4

ビジネスコンピュータ 1･2･3･4 前 1.0 1 (平23.4)

＜令和6年4月＞

ﾃﾗｶﾄﾞ　ﾀｶﾕｷ 芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

26 兼担 教授 寺門　孝之 芸術工学部教授 4

(平18.4)

＜令和6年4月＞

ﾅｶﾞﾊﾏ　ﾉﾌﾞﾀｶ 芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

27 兼担 教授 長濵　伸貴 芸術工学部教授 4

(平19.4)

＜令和6年4月＞

ﾋﾀﾞｶ　ｼﾝｻｸ 芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

28 兼担 教授 日髙　晋作 芸術工学部教授 4

(令4.4)

＜令和6年4月＞

ﾌｼﾞﾔﾏ　ﾃﾂﾛｳ 図学・製図基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 3 神戸芸術工科大学

29 兼担 教授 藤山　哲朗 芸術工学部教授 4

(平7.4)

＜令和6年4月＞

ﾕｷﾓﾄ　ｹﾝｲﾁ デッサン基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 3 神戸芸術工科大学

30 兼担 教授 行本　健一 絵画基礎実習A-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2 芸術工学部教授 4

(令4.4)

＜令和6年4月＞

修士
（芸術工

学）

学士
（工学）

学士
（教育
学）

芸術
学修士

工学修士

修士
（芸術工

学）

修士
（文学）

博士
（教育
学）

教育
学修士

博士
（芸術工

学）
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ﾖｼﾀﾞ　ﾏｻﾉﾘ 博物館情報・メディア論　※ 3･4 前 0.3 1 神戸芸術工科大学

31 兼担 教授 吉田　雅則 芸術工学部教授 4

(平22.4)

＜令和6年4月＞

ｱﾗﾙ ｹﾝｻﾞ ﾀｶﾗ 基礎英語Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2.0 4 神戸芸術工科大学

32 兼担 准教授 アラル・ケンザ宝 基礎英語Ⅱ 1･2･3･4 後 2.0 2 非常勤講師 4

（須本・ケンザ宝） 英語コミュニケーションA 2･3･4 前･後 2.0 3 (令2.4)

＜令和6年4月＞ 英語コミュニケーションB 2･3･4 前･後 2.0 2

表現のための英語A 2･3･4 前･後 2.0 2

ｵｶﾑﾗ　ﾐﾂﾋﾛ 基礎英語Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2.0 3 神戸芸術工科大学

33 兼担 准教授 岡村　光浩 基礎英語Ⅱ 1･2･3･4 後 2.0 2 芸術工学部准教授 4

表現のための英語A 2･3･4 前･後 2.0 2 (平19.4)

＜令和6年4月＞ 表現のための英語B 2･3･4 前･後 2.0 2

現代英語 2･3･4 前･後 2.0 3

ｺ　ﾃﾖﾝ 東アジア文化入門 1･2･3･4 前･後 2.0 2 神戸芸術工科大学

34 兼担 准教授 高　台泳 空間・情報グラフィックス入門-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2 芸術工学部准教授 4

都市環境グラフィックス・アート概論-P 2･3･4 後 2.0 1 (平22.4)

＜令和6年4月＞ 基礎表現演習A-P　※ 1･2･3･4 前･後 0.9 2

基礎表現演習B-P　※ 1･2･3･4 前･後 0.8 2

文字とイメージA-P 1･2･3･4 前 2.0 1

文字とイメージB-P 2･3･4 後 2.0 1

ｺﾏﾂ　ｱｻﾐ 日本語表現Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2.0 6 神戸芸術工科大学

35 兼担 准教授 小松　麻美 日本語表現Ⅱ 1･2･3･4 前･後 2.0 3 芸術工学部准教授 4

文章表現法B 2･3･4 後 2.0 2 (令4.4)

＜令和6年4月＞ 文学・言語学 1･2･3･4 後 2.0 1

日本語初級Ｉ　　 1･2･3･4 前 1.0 2

ｻｸﾏ ﾊﾅ 現代アート論-P 2･3･4 後 2.0 1 神戸芸術工科大学

36 兼担 准教授 さくま　はな アート・マネジメント-P　※ 1･2･3･4 後 1.2 1 芸術工学部准教授 4

（神野　華） スケッチ・素描・イメージ-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2 (平22.4)

＜令和6年4月＞ ドローイング-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2

基礎表現演習A-P　※ 1･2･3･4 前･後 0.8 2

アート＆デザインプロジェクトC-P 2･3･4 通 4.0 1

ｿﾜ　ﾄﾓﾕｷ メディア表現ワークショップ-P 2･3･4 後 4.0 1 神戸芸術工科大学

37 兼担 准教授 曽和　具之 アート＆デザインプロジェクトA-P 1･2･3･4 通 4.0 1 芸術工学部准教授 4

デジタルプレゼンテーション 2 後 2.0 1 (平16.4)

＜令和6年4月＞

ﾀﾆｸﾞﾁ　ﾌﾐﾔｽ 博物館情報・メディア論　※ 3･4 前 0.3 1 神戸芸術工科大学

38 兼担 准教授 谷口　文保 芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.4 1 芸術工学部准教授 4

作品の見方-P 1･2･3･4 後 2.0 1 (平16.4)

＜令和6年4月＞ アート・マネジメント-P　※ 1･2･3･4 後 1.2 1

彫刻基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2

基礎表現演習B-P　※ 1･2･3･4 前･後 0.8 2

アート＆デザインプロジェクトB-P 2･3･4 通 4.0 1

修士（応用
言語学及び
英語教授法
TESOL）／学
士（英語
学）／学士
（音楽学）

Ｍ．Ｐｈ
ｉｌ、修
士（国際

学）

博士
(デザイ
ン学)

博士
（日本語
教育学）

修士
（芸術）

Ph D n
Fine Art

博士
（学術）

博士
（芸術工

学）
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ﾂﾁﾊｼ　ﾏｻﾋﾛ 現代音楽-P 1･2･3･4 後 2.0 1 神戸芸術工科大学

39 兼担 准教授 槌橋　雅博 映像コンテンツ論-P 1･2･3･4 前 2.0 1 芸術工学部准教授 4

映像技術入門-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2 (平18.4)

＜令和6年4月＞ 身体表現論-P 1･2･3･4 後 2.0 1

グレートフィルムズ-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2

ﾅｶﾔﾏ　ﾚｲｶ 絵画基礎実習B-P 1･2･3･4 前 2.0 1 神戸芸術工科大学

40 兼担 准教授 中山　玲佳 スケッチ・素描・イメージ-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2 芸術工学部准教授 4

（小島　玲佳） ドローイング-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2 (平26.4)

＜令和6年4月＞ 基礎表現演習A-P　※ 1･2･3･4 前･後 0.8 2

基礎表現演習B-P　※ 1･2･3･4 前･後 0.8 2

ﾊﾀ ﾄﾓﾋﾛ 芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

41 兼担 准教授 畑　友洋 芸術工学部准教授 4

(平29.4)

＜令和6年4月＞

ﾔﾏﾓﾄ　ﾀﾀﾞﾋﾛ 芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

42 兼担 准教授 山本　忠宏 芸術工学部准教授 4

(平18.4)

＜令和6年4月＞

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾏﾘｺ コンピュータ基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 4 神戸芸術工科大学

43 兼担 助教 杉本　真理子 コンピュータデザイン演習A-P 2･3･4 前･後 4.0 2 芸術工学部助教 4

コンピュータデザイン演習B-P 2･3･4 後 4.0 1 (平18.4)

＜令和6年4月＞

ﾀｹﾀﾞ　ﾀｶﾋｺ 芸術工学概論-P　※ 1･2･3･4 前 0.1 1 神戸芸術工科大学

44 兼担 助教 武田　峻彦 芸術工学部助教 4

(平22.4)

＜令和6年4月＞

ｲｶｹ ｻﾕﾘ クラフト実習Ⅱ 2 後 3.0 1

45 兼任 講師 井掛　紗百合 クラフト応用実習Ⅰ 3 前 3.0 1

クラフト応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

＜令和6年4月＞ 陶表現　※ 2 後 2.1 1 (平28.4)

ｲﾜﾀ ﾅｵｷ デザインブランディング論 3 前 2.0 1

46 兼任 講師 岩田　直樹

＜令和6年4月＞ (平22.4)

ｴﾉｷﾀﾞ　ﾕｶﾘ 家具・インテリア製図 2 前 4.0 1

47 兼任 講師 榎田　柚圭里

＜令和6年4月＞ (令4.4)

ｶｷﾊﾗ　ﾌﾐｺ 素材・材料論　※ 1 前 0.9 1

48 兼任 講師 柿原　文子

＜令和6年4月＞ (令4.4)

修士
（芸術工

学）

修士
（芸術工

学）

修士
(美術)

修士
（芸術工

学）

学士
（芸術工

学）

NOTA＆design
製造

高等
学校卒

神戸芸術工科大
学非常勤講師

修士
（工学）

修士（芸
術工学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

家政
学修士

日本女子大学
非常勤講師

修士
（芸術工

学）



フリガナ
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教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）
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学位等
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単 位
数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ｶﾅｲ ｹﾝｽｹ ユニバーサルデザイン 1 前 2.0 1

49 兼任 講師 金井　謙介

＜令和6年4月＞ (平22.9)

ｺｼﾞﾏ ﾀｶｼ クラフト実習Ⅱ 2 後 3.0 1

50 兼任 講師 小嶋　崇嗣 クラフト応用実習Ⅰ 3 前 3.0 1

クラフト応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

＜令和6年4月＞ 宝飾表現 2 前 4.0 1 (平22.1)

ｺﾓﾘ　ｴﾐ 身体とデザイン　※ 1 前 1.1 1

51 兼任 講師 小森　絵美

＜令和6年4月＞ (平31.4)

ｻｺﾀﾞ ﾏﾐ 基礎撮影演習（ファッション） 3 前 2.0 2

52 兼任 講師 迫田　真実

（迫田　まゆみ）

＜令和6年4月＞ (平11.10)

ｼｹﾞﾓﾄ ﾏｻﾄｼ ニットデザイン 3 前 2.0 1

53 兼任 講師 重本　昌利

＜令和6年4月＞ (平23.12)

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾋﾄﾐ 素材・材料論　※ 1 前 0.9 1

54 兼任 講師 杉本　ひとみ 陶表現　※ 2 後 2.1 1

＜令和6年4月＞ (令3.9)

ﾀﾅｶ　ｹﾝｲﾁ ファッションマーケティング 2 前 2.0 1

55 兼任 講師 田中　健一

＜令和7年4月＞ (平29.9)

ﾁｲｶﾜ　ｸﾛ クラフト実習Ⅱ 2 後 3.0 1

56 兼任 講師 小川　クロ クラフト応用実習Ⅰ 3 前 3.0 1

（藤田　紗希） クラフト応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

＜令和6年4月＞ フィギュア応用表現 3 前 4.0 1 (平29.4)

ﾅｶﾀ ｶｽﾞﾉﾘ テキスタイルプリントデザイン 2 前 2.0 2

57 兼任 講師 中田　一範

＜令和6年4月＞ (令4.4)

修士（芸
術工学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

工学士

㈱KD企画　代表
取締役

学士
（芸術
学）

Atlier & shop
FACILE　代表

博士
（保健
学）

甲南女子大学
助教

学士
（芸術）

迫田写真事務所
代表

修士
（学術）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

修士
（芸術
学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

芸術学士

神戸芸術工科大
学非常勤講師

修士

神戸学院大学
非常勤講師



フリガナ

氏名
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教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）
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保有
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年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ﾅﾘﾊ ﾏﾅﾌﾞ デザインプロモーション演習 3 前 2.0 1

58 兼任 講師 成羽　学

＜令和6年4月＞ (平26.9)

ﾊﾔｼｸﾞﾁ ﾃﾂﾔ 基礎撮影演習（モノ） 2 前 2.0 2

59 兼任 講師 林口　哲也

＜令和6年4月＞ (平23.4)

ﾌｶﾀﾆ　ﾄﾓｷ

60 兼任 講師 深谷　友貴 3Dモデリング応用 2 後 4.0 2

＜令和6年4月＞ (平12.6)

ﾌｼﾞｷ　ﾀｹｼ プロダクトデザイン応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

61 兼任 講師 藤木　武史 プロダクトデザイン応用実習Ⅱ　※ 3 後 3.0 1

＜令和6年4月＞ (昭63.4)

ﾌｼﾞﾊﾞﾔｼ　ﾖｼﾋﾛ プロダクトデザイン応用実習Ⅰ　※ 3 前 3.0 1

62 兼任 講師 藤林　祥浩 プロダクトデザイン応用実習Ⅱ　※ 3 後 3.0 1

＜令和6年4月＞ (昭58.4)

ﾎｿｲ ﾓﾄｵ クラフト実習Ⅱ 2 後 3.0 1

63 兼任 講師 細井　基夫 クラフト応用実習Ⅰ 3 前 3.0 1

クラフト応用実習Ⅱ 3 後 3.0 1

＜令和6年4月＞ 吹きガラス表現 2 後 4.0 1 (平16.1)

ﾏｴｶﾜ ﾀｸｼﾞ ファッション・テキスタイル応用実習Ⅰ　※ 3 前 0.6 1

64 兼任 講師 前川　拓史 ファッション企画演習 2 前 2.0 1

＜令和6年4月＞ (平15.4)

ﾏﾂﾓﾄ ﾄﾓｺ プレゼンテーション基礎　※ 1 前 3.2 2

65 兼任 講師 松本　朋子 プレゼンテーション応用 2 前 4.0 2

＜令和6年4月＞ (平11.4)

ｱﾀﾗｼ　ｾｲｺ 日本語表現Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2.0 5

66 兼任 講師 新　聖子 文章表現法B 2･3･4 後 2.0 2

＜令和6年4月＞ (令1.9)

ｲｿﾍﾞ　ﾅｵｷ 世界史 1･2･3･4 前 2.0 1

67 兼任 講師 磯部　直希

＜令和6年4月＞ (令4.4)

芸術
学士

ダイハツ工業株式会
社デザイン部第１ク
リエイト室主査　兼
車両開発部主査

専門学校
卒

神戸芸術工科大
学非常勤講師

修士
（工学）

装画堂　代表

工学士

㈲CUE　design
service 取締役

準学士

松本朋子デザイ
ン室

芸術
学士

コクヨ株式会社
シニアデザイ
ナー　エキス

パート

高等学校
卒

谷町ｶﾞﾗｽHono工
房

学士

㈱ワークトゥ
ギャザーロック
トゥギャザー
代表取締役

修士
（文学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

博士
（文学）

京都芸術大学
非常勤講師



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）
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番号
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区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
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（千円）
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務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

担当授業科目の名称
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担 当
単 位
数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ｲﾓﾄ ｹｲｽｹ コンピュータ基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 4

68 兼任 講師 井本　圭祐

＜令和6年4月＞ (平29.4)

エルナンデス・エルナンデス・アルバ

ロ・ダビド
現代社会論 2･3･4 後 2.0 1

69 兼任 講師
Hernández Hernández Á

lvaro David

＜令和6年4月＞ (令1.9)

ｵｳｼﾞ　ﾕｳｽｹ マーケティング論 2･3･4 後 2.0 1

70 兼任 講師 王地　裕介

＜令和6年4月＞ (平27.12)

ｵｶﾓﾄ ｶﾖｺ 健康科学 1･2･3･4 前･後 2.0 2

71 兼任 講師 岡本　香代子 スポーツ実技A（体育） 1･2･3･4 前･後 1.0 4

＜令和6年4月＞ (平13.10)

ｵｶﾓﾄ　ｻﾄｼ 知的財産権入門 2･3･4 後 2.0 1

72 兼任 講師 岡本　智之

＜令和6年4月＞ (平27.8)

ｶｼﾏ ﾋﾃﾞﾓﾄ 数学入門A 1･2･3･4 前 2.0 1

73 兼任 講師 鹿島　秀元 数学入門B 1･2･3･4 後 2.0 1

＜令和6年4月＞ (平9.4)

ｶｼﾞﾜﾗ  ｸﾘｺ フランス語Ⅰ 2･3･4 前･後 2.0 4

74 兼任 講師 梶原　久梨子 フランス語Ⅱ 2･3･4 後 2.0 1

（田尾　久梨子）

＜令和6年4月＞ (令4.10)

ｶﾏｶﾘ　ｺｳｼﾞ 経済・政治 1･2･3･4 前 2.0 1

75 兼任 講師 鎌苅　宏司

＜令和6年4月＞ (令3.4)

ｶﾓﾀﾆ　　ﾏﾁｺ コンピュータ基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 4

76 兼任 講師 鴨谷　真知子

（田　真知子）

＜令和6年4月＞ (平30.1)

ｸｻｶ ﾚｲｶ 図学・製図基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2

77 兼任 講師 日下　れいか

（瀬﨑　麗香）

＜令和6年4月＞ (平14.12)

博士
（医学）

歩行開発研究所
主任研究員

修士
（法学）

岡本特許事務所
所長

博士
（理学）

大阪商業大学
准教授

学士
（芸術）

京都芸術大学
専任講師

博士
（社会
学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

修士
（経営
学）

合同会社　サ
ポーテスト

修士
（言語
学）

関西国際大学
非常勤講師

造形
学士

Cross Media
+Design　代表

学士
（芸術工

学）

㈱ファイン　代
表取締役

博士
（経済
学）

大阪商業大学
教授
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年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ｸﾗﾀ　ﾉﾘｺ 人文地理学 1･2･3･4 前 2.0 1

78 兼任 講師 藏田　典子

＜令和6年4月＞ (令4.4)

ｸﾛｻｷ ﾊｼﾞﾒ 写真基礎実習-P 2･3･4 前･後 2.0 2

79 兼任 講師 黒﨑　創

＜令和6年4月＞ (平18.4)

ｺﾊﾞｼ ｶｵﾙ 基礎英語Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2.0 3

80 兼任 講師 小橋　薫 基礎英語Ⅱ 1･2･3･4 後 2.0 2

表現のための英語A 2･3･4 前･後 2.0 2

＜令和6年4月＞ 表現のための英語B 2･3･4 前･後 2.0 1 (平9.10)

ｻｶﾓﾄ　ｷﾖﾐ 人間工学-P 1･2･3･4 後 2.0 1

81 兼任 講師 阪本　清美

＜令和6年4月＞ (平30.9)

ｼﾉﾊﾗ　ｺｳｼﾞ キャリアデザインC 3･4 前 2.0 1

82 兼任 講師 篠原　功治

＜令和6年4月＞ (平21.6)

ｼﾓﾑﾗ　ｱｻｶ デザイン史 1･2･3･4 前･後 2.0 2

83 兼任 講師 下村　朝香 美学 1･2･3･4 後 2.0 1

＜令和6年4月＞ (平8.12)

ｼﾞｬﾝ ｷｮﾝﾌｧ 韓国語Ⅰ 2･3･4 前･後 2.0 4

84 兼任 講師 張　京花 韓国語Ⅱ 2･3･4 後 2.0 1

＜令和6年4月＞ (平23.4)

ｽｷﾞﾊﾞﾔｼ ﾉﾘｱｷ ドイツ語Ⅰ 2･3･4 前･後 2.0 4

85 兼任 講師 杉林　周陽 ドイツ語Ⅱ 2･3･4 後 2.0 1

＜令和6年4月＞ (平27.4)

ｽﾐﾀﾞ ﾋﾛｺ 日本語表現Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2.0 6

86 兼任 講師 角田　宏子 日本語表現Ⅱ 1･2･3･4 前･後 2.0 3

（田　宏子） 文章表現法A 2･3･4 後 2.0 2

＜令和6年4月＞ (平22.9)

ﾀﾆｼﾀ ｶﾂｵ スポーツ実技B（ダンス） 1･2･3･4 前 1.0 2

87 兼任 講師 谷下　加月夫

（谷下　勝郎）

＜令和6年4月＞ (平8.9)

学士
（芸術
学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

修士
（教育
学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

博士
（学術）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

学士
（経済
学）

サインキャリア
デザイン研究所

修士
（文学）

㈶西宮市大谷記
念美術館　学芸

員

修士
（農学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

修士
（文学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

神戸芸術工科大
学非常勤講師

経済学士

ダンススタジオ
MOON&SKY　代表

修士
（人間・
環境学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

博士
（文学）



フリガナ

氏名
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（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る
大学等の職
務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位
数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ﾂｼﾞﾓﾄ　ﾐﾁｺ 心理学 1･2･3･4 後 2.0 1

88 兼任 講師 辻本　道子 色とかたち-P 1･2･3･4 前 2.0 1

＜令和6年4月＞ (平27.3)

ﾃｲ　ｴﾝｷﾞ 中国語Ⅰ 2･3･4 前･後 2.0 4

89 兼任 講師 程　遠巍 中国語Ⅱ 2･3･4 後 2.0 1

（秦　程遠）

＜令和6年4月＞ (令4.4)

ﾅｶｵ ﾋﾛｼ スポーツ実技A（体育） 1･2･3･4 前･後 1.0 4

90 兼任 講師 中尾　泰史

＜令和6年4月＞ (平27.4)

ﾅｶｶﾞﾜ ﾕｶ 日本語表現Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2.0 5

91 兼任 講師 中川　祐香 日本語表現Ⅱ 1･2･3･4 前･後 2.0 2

＜令和6年4月＞ (平31.4)

ﾅｶﾔﾏ ｶｽﾞﾔ コンピュータ基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 4

92 兼任 講師 中山　和也

＜令和6年4月＞ (平15.4)

ﾅﾒｷ ｹｲ 文化人類学 1･2･3･4 前･後 2.0 2

93 兼任 講師 行木　敬

＜令和6年4月＞ (平21.4)

ﾉｸﾞﾁ ﾏｻｼ 日本語表現Ⅱ 1･2･3･4 前･後 2.0 3

94 兼任 講師 野口　雅司

＜令和6年4月＞ (令2.4)

ﾌｼﾞﾑﾗ　ﾀｶｺ キャリアデザインB 2･3･4 後 2.0 1

95 兼任 講師 藤村　貴子

＜令和6年4月＞ (令3.9)

ﾌｼﾞﾓﾄ ﾀｶｼ 生涯学習概論 1･2･3･4 後 2.0 1

96 兼任 講師 藤本　隆

＜令和6年4月＞ (平27.4)

ﾏｴﾀﾞ ｷｮｳｺ デッサン基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2

97 兼任 講師 前田　恭子

＜令和6年4月＞ (平22.4)

関西国際大学
現代社会学部

准教授

修士（文
学）／修
士（言語
教育）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

学士（社
会学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

修士
（言語教
育学）

修士
（芸術工

学）

株式会社龍翔園
業務部長

博士
（人間・
環境学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

修士
（体育
学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

大阪産業大学
工学部　講師

修士
（工学）

京都芸術大学
教授

教育学修
士

奥アンツーカ株
式会社　西宮市
立浜甲子園体育

館副館長

修士
（美術）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

修士
（文学）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る
大学等の職
務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位
数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ﾏｴﾀﾞ　ﾋﾛﾐ キャリアデザインA 1･2･3･4 後 2.0 1

98 兼任 講師 前田　博美 キャリアデザインC 3･4 前 2.0 1

＜令和6年4月＞ (平19.3)

ﾐﾉﾘ ﾐﾎｺ 日本史 1･2･3･4 後 2.0 1

99 兼任 講師 熟　美保子

＜令和6年4月＞ (平27.9)

ﾑﾗﾔﾏ ﾘｮｳﾍｲ コンピュータ基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 4

100 兼任 講師 村山　量平

＜令和6年4月＞ (平23.4)

ﾑﾛ  ﾁｸﾞｻ コンピュータ基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 2

101 兼任 講師 室　千草

＜令和6年4月＞ (令3.2)

ﾓﾘﾓﾄ　ｱｷｺ 英語コミュニケーションA 2･3･4 前･後 2.0 2

102 兼任 講師 森元　亜紀子 英語コミュニケーションB 2･3･4 前･後 2.0 2

＜令和6年4月＞ (令2.4)

ﾔｽﾀﾞ ﾕｷｺ 英語コミュニケーションA 2･3･4 前･後 2.0 3

103 兼任 講師 安田　有紀子 英語コミュニケーションB 2･3･4 前･後 2.0 2

（坂本　有紀子）

＜令和6年4月＞ (平26.4)

ﾔﾏｷﾞｼ　ﾖｼﾉﾌﾞ 現代デザイン論-P 1･2･3･4 後 2.0 1

104 兼任 講師 山岸　由敦

＜令和6年4月＞ (令4.9)

ﾔﾏｻﾞｷ　ﾋﾄｼ 日本美術史 1･2･3･4 前･後 2.0 1

105 兼任 講師 山﨑　均

＜令和6年4月＞ (平19.4)

ﾖｼｸﾆ ﾋﾃﾞﾄ 教育心理学 1･2･3･4 前 2.0 1

106 兼任 講師 吉國　秀人

＜令和6年4月＞ (平22.5)

ﾖｼﾓﾄ ﾐﾂｴ 図学・製図基礎実習-P 1･2･3･4 前･後 2.0 3

107 兼任 講師 吉本　光繪

（吉本　光絵）

＜令和6年4月＞ (平6.7)

修士
（学術）

摂南大学　非常
勤講師

修士（学
校教育
学）

神戸学院大学
講師

博士
（教育
学）

兵庫教育大学大
学院学校教育研

究科　教授

工学士

吉本剛建築研究
室

博士
（文学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

学士
（芸術）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

学士
（芸術）

株式会社　社桑
津

修士（法
学）、学
士（芸
術）

神戸芸術工科大
学非常勤講師

芸術学修
士

神戸芸術工科大
学　教授

修士
（都市経

営）

㈱スタジオアッ
シュ



フリガナ
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教 員 の 氏 名 等

（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）
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番号
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区分

職位 年齢
保有

学位等
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基本給

（千円）

申請に係る
大学等の職
務に従事す

る
週当たり平
均 日 数

担当授業科目の名称
配当
年次

担 当
単 位
数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

ﾗｯﾀﾞ　ﾏｻﾐ 基礎英語Ⅰ 1･2･3･4 前･後 2.0 3

108 兼任 講師 ラッダ　政美 基礎英語Ⅱ 1･2･3･4 後 2.0 2

＜令和6年4月＞ (令5.4)

ﾜｷﾀ ﾖｼﾀｶ 法学（日本国憲法を含む） 1･2･3･4 前･後 2.0 2

109 兼任 講師 脇田　吉隆

＜令和6年4月＞ (平17.4)

ﾜｼﾐ ﾏﾕﾐ 日本語初級Ｉ　　 1･2･3･4 前 1.0 1

110 兼任 講師 鷲見　まゆみ 日本語初級Ⅱ 1･2･3･4 後 1.0 1

日本語中級Ⅰ 1･2･3･4 前 1.0 1

＜令和6年4月＞ 日本語中級Ⅱ 1･2･3･4 前 1.0 1 (平17.10)

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

Master
of

Educatio
n

神戸芸術工科大
学　教授

法学修士

神戸学院大学
准教授

修士（文
学）

神戸芸術工科大
学非常勤講師



（芸術工学部　生産・工芸デザイン学科）

職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 2人 1人 人 人 人 3人

修 士 人 人 1人 人 1人 人 人 2人

学 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 2人 人 人 人 人 2人

修 士 人 人 4人 人 1人 人 人 5人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 1人 人 人 人 人 人 1人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 4人 1人 人 人 人 5人

修 士 人 1人 5人 人 2人 人 人 8人

学 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授
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